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はじめに

『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』では、Oracle Solaris Cluster
SPARCベースシステムおよび x86ベースシステムの両方にOracle Solaris Clusterソフ
トウェアをインストールするためのガイドラインおよび手順について説明します。

注 –このOracle Solaris Clusterリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサ
アーキテクチャー (UltraSPARC、SPARC64、AMD64、および Intel 64)を使用するシス
テムをサポートします。このドキュメントでは、x86とは 64ビット x86互換製品の
広範囲なファミリーを指します。このドキュメントの情報では、特に明示されてい
る場合以外はすべてのプラットフォームに関係します。

このマニュアルは、Oracleのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を
持っている上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使
用しないでください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認
し、適切な装置とソフトウェアを用意しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Oracle Solarisオペレーティン
グシステムに関する知識と、Oracle Solaris Clusterソフトウェアと使用するボ
リューム管理ソフトウェアに関する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Oracle Solaris Cluster構成をインストール、構成、または
アップグレードするのに使用するコマンドについて説明しています。このマニュア
ルには、システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成などに使用する
基本的なUNIXコマンドと操作手順に関する説明は含まれていない可能性がありま
す。

これらの情報については、以下を参照してください。

■ Solaris OSのオンラインマニュアル
■ システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
■ Solaris OSのマニュアルページ
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

はじめに
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# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連のあるOracle Solaris Clusterソフトウェアのトピックについては、次の表に示し
たマニュアルを参照してください。すべてのOracle Solaris Clusterマニュアル
は、http://www.oracle.com/technetwork/jp/indexes/documentation/index.htmlで入
手できます。

項目 ドキュメント

概念 『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』

ハードウェアの設計と管理 『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』と各
ハードウェア管理ガイド

ソフトウェアのインストール 『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』

データサービスのインストール
と管理

『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』と各データサービスガイド

データサービスの開発 『Oracle Solaris Cluster Data Services Developer’s Guide』

システム管理 『Oracle Solaris Clusterシステム管理』

『Oracle Solaris Cluster Quick Reference』 (http://
docs.oracle.com/cd/E19680-01/pdf/821-1573.pdf)

ソフトウェアアップグレード 『Oracle Solaris Cluster Upgrade Guide』

エラーメッセージ 『Oracle Solaris Cluster Error Messages Guide』

コマンドと関数のリファレンス 『Oracle Solaris Cluster Reference Manual』

『Oracle Solaris Cluster Data Services Reference Manual』

Oracle Solaris Clusterのドキュメントの完全なリストについては、ご使用の
バージョンのOracle Solaris Clusterのリリースノートを参照してください。

はじめに
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第三者の関連するWebサイトの参照
このマニュアルで紹介するOracle以外のWebサイトが使用可能かどうかについて
は、Oracleは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを
経由して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料について
も、Oracleは保証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトや
リソース上、またはこれらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使
用や、それらへの依存に関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立て
についても、Oracleは一切の責任を負いません。

ドキュメント、サポート、およびトレーニング
その他のリソースについては、次のWebサイトを参照してください。

■ ドキュメント (http://www.oracle.com/technetwork/jp/indexes/documentation/
index.html)

■ サポート (http://www.oracle.com/us/support/systems/index.html)
■ トレーニング (http://education.oracle.com) –左側のナビゲーションバーで Sun
のリンクをクリックしてください。

Oracle Softwareのリソース
Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で
は、Oracleソフトウェアに関する広範なリソースを提供しています。

■ ディスカッションフォーラム (http://forums.oracle.com)では、技術的な問題と
解決方法についての情報交換を行えます。

■ Oracle By Example (http://www.oracle.com/technetwork/tutorials/index.html)で
は、手順を追った実践的なチュートリアルを利用できます。

■ サンプルコード (http://www.oracle.com/technology/sample_code/index.html)をダ
ウンロードできます。

問い合わせについて
Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールまたは使用しているときに問題が
発生した場合は、ご購入先に連絡し、次の情報をお伝えください。

■ 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
■ 会社名、住所、および電話番号
■ システムのモデル番号とシリアル番号
■ Oracle Solaris OSのバージョン番号 (例: Oracle Solaris 10)

はじめに
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■ Oracle Solaris Clusterのバージョン番号(例: Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11)

次のコマンドを使用し、システムに関して、サービスプロバイダに必要な情報を収
集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を
表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev -p インストールされているパッチを報告する

SPARC:prtdiag -v システム診断情報を表示する

/usr/cluster/bin/clnode show-rev Oracle Solaris Clusterのリリースおよび
パッケージのバージョン情報を表示します

また、/var/adm/messagesファイルも用意してください。

はじめに
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Oracle Solaris Cluster構成を計画する

この章では、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11構成に固有の計画情報およびガイドライン
を提供します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 15ページの「Oracle Solaris Clusterのインストール作業の確認」
■ 16ページの「Oracle Solaris OSの計画」
■ 26ページの「Oracle Solaris Cluster環境の準備」
■ 47ページの「グローバルデバイス、デバイスグループ、およびクラスタファイ
ルシステムの計画」

■ 54ページの「ボリューム管理の計画」

Oracle Solaris Clusterのインストール作業の確認
次の表は、Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール作業手順の参照箇所で
す。

表 1–1 Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール作業の参照箇所

作業 参照先

クラスタハードウェアの設定 『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』

サーバーや記憶装置に付属しているドキュメント

グローバルクラスタソフトウェアのインストールの計画 第 1章「Oracle Solaris Cluster構成を計画する」

300ページの「インストールと構成のワークシート」

ソフトウェアパッケージのインストール。(任意) Sun QFS
ソフトウェアのインストールと構成

63ページの「ソフトウェアをインストールします」

Sun Clusterによる SAM-QFSの使用
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表 1–1 Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール作業の参照箇所 (続き)
作業 参照先

新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタ
ノードの確立

90ページの「新規グローバルクラスタまたは新規グ
ローバルクラスタノードの確立」

Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成 181ページの「Solarisボリュームマネージャーソフト
ウェアの構成」

Solarisボリュームマネージャーのドキュメント

VERITAS Volume Manager (VxVM)ソフトウェアのインス
トールと構成

207ページの「VxVMソフトウェアのインストールと構
成」

VxVMのドキュメント

クラスタファイルシステムの構成 (使用する場合) 225ページの「クラスタファイルシステムを追加する」

(省略可能)非大域ゾーンの作成 249ページの「グローバルクラスタノード上での非大域
ゾーンの設定」

(省略可能)ゾーンクラスタの作成 256ページの「ゾーンクラスタの設定」

(省略可能) SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールの Sun
Management Centerへのインストールと構成

281ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを
Sun Management Center用にインストールする」

Sun Management Centerのドキュメント

リソースグループとデータサービスの計画、インス
トール、構成。可用性の高いローカルファイルシステムの
作成 (使用する場合)

『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』

カスタムデータサービスの開発 『Oracle Solaris Cluster Data Services Developer’s Guide』

Oracle Solaris OSの計画
この節では、クラスタ環境への Solarisソフトウェアのインストールを計画するうえ
での、次のガイドラインを説明します。

■ 17ページの「Oracle Solarisのインストール方法を選択する際のガイドライン」
■ 17ページの「Oracle Solaris OSの機能制限」
■ 18ページの「Oracle Solarisソフトウェアグループについて」
■ 19ページの「システムディスクパーティション」
■ 23ページの「グローバルクラスタ内の非大域ゾーンのガイドライン」
■ 25ページの「SPARC:クラスタでの Sun Logical Domainsのガイドライン」

Solarisソフトウェアの詳細については、Solarisのインストールドキュメントを参照し
てください。
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Oracle Solarisのインストール方法を選択する際の
ガイドライン
Solarisソフトウェアは、ローカルのDVD-ROMから、あるいは JumpStartによるイン
ストール方法でネットワークインストールサーバーからインストールできます。ま
たOracle Solaris Clusterでは、JumpStartインストール方法を使用して、Solaris OSと
Oracle Solaris Clusterソフトウェアを同時にインストールするカスタマイズ方法もあ
ります。複数のクラスタノードをインストールする場合は、ネットワークインス
トールを検討してください。

scinstall JumpStartインストール方法については、111ページの「SolarisとOracle
Solaris Clusterソフトウェアをインストールする (JumpStart)」を参照してください。
Solarisの標準的なインストール方法の詳細については、Solarisのインストールド
キュメントを参照してください。

Oracle Solaris OSの機能制限
Oracle Solaris Cluster構成で Solaris OSを使用する場合は、次の点に注意してくださ
い。

■ Solarisゾーン – Oracle Solaris Clusterフレームワークソフトウェアは、大域ゾーン
にのみインストールします。

Oracle Solaris Clusterデータサービスを非大域ゾーンに直接インストールできるか
どうかについては、データサービスのドキュメントを参照してください。

グローバルクラスタノードで非大域ゾーンを構成する場合、ループバックファイ
ルシステム (Loopback File System、LOFS)を有効にする必要があります。その他の
注意事項については、LOFSの情報を参照してください。

■ ループバックファイルシステム (Loopback File System、LOFS) –クラスタの作成
中、LOFS機能はデフォルトで有効になっています。クラスタが次の条件の両方
を満たす場合、スイッチオーバーの問題やその他の障害を防ぐために、LOFSを
無効にする必要があります。
■ Oracle Solaris Cluster HA for NFS (HA for NFS)が高可用性ローカルファイルシス
テムに構成されている。

■ automountdデーモンが稼働している。

クラスタがこれらの条件の 1つだけしか満たさない場合、LOFSを有効にしても安
全です。

LOFSと automountdデーモンの両方を有効にする必要がある場合は、HA for NFS
によってエクスポートされる高可用性ローカルファイルシステムに含まれる
ファイルをすべてオートマウンタマップから除外してください。

Oracle Solaris OSの計画
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■ 省電力シャットダウン -自動省電力シャットダウンはOracle Solaris Cluster構成で
はサポートされないため、有効にしないでください。°詳細は、pmconfig(1M)およ
びpower.conf(4)のマニュアルページを参照してください。

■ IP Filter – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、スケーラブルサービスに対して
Solaris IP Filter機能をサポートしませんが、フェイルオーバーサービスに対しては
Solaris IP Filterをサポートします。クラスタで Solaris IP Filterを構成するとき
は、次のガイドラインと制限に従ってください。
■ NATルーティングはサポートされません。
■ ローカルアドレスを変換するためのNATの使用はサポートされません。NAT
変換は回線上でパケットを再書き込みするため、クラスタソフトウェアには影
響がありません。

■ ステートフルフィルタリングルールはサポートされません。ステートレス
フィルタリングのみがサポートされます。Oracle Solaris Clusterは、パブリック
ネットワークの監視に関して、ステートフルフィルタリングルールでは機能し
ない IPネットワークマルチパス (IPMP)に依存しています。

■ fssnap - Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、UFSの機能である fssnapコマンドを
サポートしません。ただし、Oracle Solaris Clusterソフトウェアによって制御され
ないローカルシステム上で fssnapコマンドを使用できます。fssnapサポートに
は、次の制限が適用されます。
■ fssnapコマンドは、Oracle Solaris Clusterソフトウェアによって管理されていな
いローカルファイルシステム上でサポートされています。

■ fssnapコマンドは、クラスタファイルシステムではサポートされていませ
ん。

■ fssnapコマンドは、HAStoragePlusによって制御されるローカルファイルシス
テムではサポートされていません。

Oracle Solarisソフトウェアグループについて
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアには少なくともエンドユーザー Solarisソフ
トウェアグループが必要です (SUNWCuser)。ただし、クラスタ構成の他のコンポーネ
ントによっては、独自の Solarisソフトウェアが必要となる場合があります。どの
Solarisソフトウェアグループをインストールするかを決定する際には、次の点を考
慮してください。

■ サーバー -使用するサーバーのドキュメントを参照し、Solarisソフトウェアの必
要条件を確認してください。たとえば、Sun Enterprise 10000サーバーには、Entire
Solaris Software Group Plus OEM Supportが必要です。

■ 追加の Solarisパッケージ -エンドユーザー Solarisソフトウェアグループに含まれ
ていないほかの Solarisソフトウェアパッケージのインストールが必要になる場合
があります。Apache HTTPサーバーパッケージやTrusted Extensionsソフトウェア
は、エンドユーザーよりも高位のソフトウェアグループにあるパッケージが必要

Oracle Solaris OSの計画
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な代表例です。他社製のソフトウェアでも、追加の Solarisソフトウェア
パッケージが必要になる場合があります。 Solarisソフトウェアの必要条件につい
ては、各製品のドキュメントを参照してください。

ヒント – Solarisソフトウェアパッケージを手動でインストールしなくてすむようにす
るには、Entire Solaris Software Group Plus OEM Supportをインストールしてください。

システムディスクパーティション
適切な 301ページの「ローカルファイルシステム配置のワークシート」に、次の情報
を追加してください。

Solaris OSをインストールするときは、必要なOracle Solaris Clusterパーティションを
作成し、すべてのパーティションが各領域の最小必要条件を満たすようにします。

■ swap – swap領域には、SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェアを合わせて 750
MB以上を割り当てます。最適な結果を得るには、Solaris OSに必要とされるス
ワップに少なくとも 512 MBをOracle Solaris Clusterソフトウェア用に追加しま
す。さらに、Solarisホスト上で実行されるアプリケーションが必要とする追加の
swapを割り当てます。

注 –別の swapファイルを作成する場合、グローバルデバイス上に swapファイルを
作成しないでください。ローカルディスクだけをホストの swapデバイスとして
使用します。

■ (オプション) /globaldevices –少なくとも 512Mバイトのファイルシステムを作成
してください。これはグローバルデバイスの scinstall(1M)ユーティリティーで
使用されます。その代わり、lofiデバイスを使用する場合、このファイルシステ
ムを作成する必要はありません。いずれのオプションも機能面では同じです。

■ ボリュームマネージャー –ボリュームマネージャーで使用するために、スライス
7に 20 Mバイトのパーティションを作成します。クラスタでVeritas Volume
Manager (VxVM)を使用しており、ルートディスクをカプセル化する予定の場合
は、VxVMで使用できるように、2つの未使用スライスを用意します。

Solaris OSを対話的にインストールする場合は、上記の必要条件を満たすために
パーティションをカスタマイズする必要があります。

追加のパーティションを計画する際の情報については、次のガイドラインを参照し
てください。

■ 20ページの「ルート (/)ファイルシステムのガイドライン」
■ 21ページの「/globaldevicesファイルシステムのガイドライン」
■ 21ページの「ボリューム管理ソフトウェアの必要条件」

Oracle Solaris OSの計画
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ルート (/)ファイルシステムのガイドライン
Solaris OSを実行するほかのシステムと同様、ルート (/)、/var、/usr、/optの各
ディレクトリは、別個のファイルシステムとして構成できます。または、ルート (/)
ファイルシステムにすべてのディレクトリを含めることもできます。

次に、Oracle Solaris Cluster構成でのルート (/)、/var、/usr、および /optの各ディレ
クトリのソフトウェアの内容を示します。パーティション分割案を計画するとき
は、次の情報を検討してください。

■ ルート (/) – Oracle Solaris Clusterソフトウェア自体は、ルート (/)ファイルシステ
ムの領域を 40 MB未満しか占有しません。Solarisボリュームマネージャーソフト
ウェアが必要とする領域は 5 MB未満、VxVMソフトウェアは 15 MB未満で
す。十分な追加領域と iノード容量を構成するには、一般的にルート (/)ファイル
システムに割り当てる容量に、100 MB以上を追加します。この領域は、ブロック
特殊デバイスと文字特殊デバイスの両方を作成するために、ボリューム管理ソフ
トウェアによって使用されます。クラスタ内に多数の共有ディスクがある場合
は、特に、十分な領域を割り当てる必要があります。

Solaris 10 OS上で、グローバルデバイスの名前空間に lofiデバイスを使用するに
は、100Mバイトの自由空間を設定してください。

■ /var – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、インストール時には /varファイルシ
ステム領域をわずかしか占有しません。ただし、ログファイル用に十分な領域を
別途用意しておく必要があります。また、クラスタ化されたノードでは、標準的
なスタンドアロンサーバーよりも、ログに記録されるメッセージが増えることが
あります。したがって、/varファイルシステムには最低でも 100 MBの余裕を設
けてください。

■ /usr – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、/usrファイルシステムの領域を 25
MB未満占有します。SolarisボリュームマネージャーおよびVxVMソフトウェア
が必要とする領域は、それぞれ 15 MB未満です。

■ /opt – Oracle Solaris Clusterフレームワークソフトウェアは、/optファイルシステ
ムの領域を 2 MB未満使用します。ただし、各Oracle Solaris Clusterデータサービ
スで 1Mから 5 MBが使用されることがあります。Solarisボリュームマネージャー
ソフトウェアは /optファイルシステムの領域をまったく使用しません。VxVMソ
フトウェアは、そのパッケージとツールをすべてインストールした場合、40 MB
以上を使用することがあります。

また、ほとんどのデータベースおよびアプリケーションソフトウェアは、/opt

ファイルシステムにインストールされます。

SPARC: Sun Management Centerソフトウェアを使用してクラスタを監視する場
合、Sun Management CenterエージェントとOracle Solaris Clusterモジュール
パッケージをサポートするために、Solarisホストごとに 25 MBの追加の空間が必
要です。

Oracle Solaris OSの計画
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/globaldevicesファイルシステムのガイドライン
Oracle Solaris Clusterソフトウェアはグローバルデバイスの名前空間をホストするた
めのロケーションを 2つオプションで提供します。

■ lofiデバイス
■ いずれかのローカルディスク上の専用ファイルシステム

この節では、専用パーティションの使用のガイドラインについて説明します。その
代わり、 lofi上にグローバルデバイスの名前空間をホストする場合、この情報は適
用されません。

/globaldevicesファイルシステムは通常使用中の rootディスク上にあります。ただ
し、論理ボリュームマネージャーのボリュームなどのように、グローバルデバイス
のファイルシステムを置く別のストレージを使用する場合は、このファイルシステ
ムを Solarisボリュームマネージャー共有ディスクセットの一部やルートのディスク
グループ以外のVxVMディスクグループの一部にしてはいけません。このファイル
システムは、後でUFSクラスタファイルシステムとしてマウントされます。この
ファイルシステムには、scinstall(1M)コマンドで認識されるデフォルトの名前
/globaldevicesを付けます。

注 –グローバルデバイスファイルシステムの場合、UFS以外のファイルシステムタイ
プは無効です。グローバルデバイスファイルシステムを作成したあとで、ファイル
システムの種類を変更しないでください。

ただし、UFSグローバルデバイスファイルシステムは、ZFSを使用する他の root
ファイルシステムを持つノード上に共存できます。

scinstallコマンドは、あとでファイルシステム /global/.devices/node@nodeidの名
前を変更します。ここで、nodeidは、グローバルクラスタメンバーになったときに
Solarisホストに割り当てられる番号を表します。元の /globaldevicesマウントポイ
ントは、削除されます。

/globaldevicesファイルシステムには、ブロック特殊デバイスと文字特殊デバイス
の両方を作成するための十分な領域と十分な iノード容量が必要です。このガイドラ
インは、クラスタ内に多数のディスクがある場合に、特に重要です。次のよう
に、サイズが 512Mバイト以上で密度が 512以上のファイルシステムを作成します。

# newfs -i 512 globaldevices-partition

この iノードの数は、ほとんどのクラスタ構成で十分な値です。

ボリューム管理ソフトウェアの必要条件
Solarisボリュームマネージャーソフトウェアを使用する場合、状態データベースの
複製の作成に使用できるように、ルートディスク上にスライスを別途用意しておく
必要があります。つまり、各ローカルディスク上に、複製のためのスライスを別に
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用意します。ただし 1つの Solarisホストにローカルディスクが 1つしかない場合
は、Solarisボリュームマネージャーソフトウェアが正しく動作するように、同じス
ライス内に 3つの状態データベースの複製を作成する必要が生じることがありま
す。詳細については、Solarisボリュームマネージャーのドキュメントを参照してく
ださい。

VxVM (Veritas Volume Manager)を使用しており、ルートディスクをカプセル化する
予定の場合は、VxVMで使用できるように、2つの未使用スライスを用意します。さ
らに、ディスクの始点または終点に若干の割り当てられていない空き領域が必要に
なります。ルートディスクのカプセル化については、VxVMのドキュメントを参照
してください。

例 -ファイルシステムの割り当て
表 1–2に、750 MB未満の物理メモリーを持つ Solarisホストのパーティション分割案
を示します。この案では、End User Solarisソフトウェアグループ、Oracle Solaris
Clusterソフトウェア、およびOracle Solaris Cluster HA for NFSデータサービスをイン
ストールします。ディスク上の最後のスライスであるスライス 7には、ボリューム
管理ソフトウェア用に若干の量を割り当てます。

この配置は、SolarisボリュームマネージャーソフトウェアまたはVxVMソフト
ウェアの使用を意図したものです。Solarisボリュームマネージャーソフトウェアを
使用する場合は、状態データベースの複製用にスライス 7を使用します。VxVMを使
用する場合は、スライスに 0の長さを割り当てることで、あとでスライス 7を解放で
きます。この配置によって必要な 2つの空きスライス 4と 7が確保され、ディスクの
終端に未使用領域が確保されます。

表 1–2 ファイルシステム割り当ての例

スライス 内容 割り当てサイズ 説明

0 / 6.75GB スライス 1～ 7に領域が割り当てられたあとに、ディスク上に残って
いる空き領域。Solaris OS、Oracle Solaris Clusterソフト
ウェア、データサービスソフトウェア、ボリュームマネージャーソ
フトウェア、Sun Management CenterエージェントおよびOracle
Solaris Clusterモジュールエージェントのパッケージ、ルートファイ
ルシステム、データベースおよびアプリケーションソフトウェア用
に使用されます。

1 swap 1GB 512 MB - Solaris OS用

512 MB - Oracle Solaris Clusterソフトウェア用

2 オーバーラップ 8.43GB ディスク全体

3 /globaldevices 512MB このスライスは、Oracle Solaris Clusterソフトウェアによって後で別
のマウントポイントに割り当てられ、クラスタファイルシステムと
してマウントします。専用パーティションではなく、lofiデバイスを
選択する場合、スライス 3を未使用のままにします。
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表 1–2 ファイルシステム割り当ての例 (続き)
スライス 内容 割り当てサイズ 説明

4 未使用 - VxVMでルートディスクをカプセル化するための空きスライスとし
て確保します。

5 未使用 - -

6 未使用 - -

7 ボリューム管理ソフ
トウェア

20MB Solarisボリュームマネージャーソフトウェアにより状態データ
ベースの複製用に使用するか、スライス解放後にVxVMによってイ
ンストールの際に使用します。

グローバルクラスタ内の非大域ゾーンのガイドラ
イン
クラスタ内の Solarisゾーンの目的と機能については、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』の「Support for Oracle Solaris Zones」を参照してください。

非大域ゾーンのクラスタ構成のガイドラインについては、43ページの「ゾーンクラ
スタ」を参照してください。

グローバルクラスタノードで、Solaris 10非大域ゾーン (あるいは単に「ゾーン」と呼
ぶ)を作成する場合、次の点に注意してください。

■ 一意のゾーン名 –ゾーン名は、Solarisホストで一意である必要があります。
■ 複数のノードでのゾーン名の再使用 -クラスタ管理を簡単にするために、対象と
なるリソースグループに含まれるゾーンに対して、ノード間で同じ名前を使用す
ることができます。

■ プライベート IPアドレス -クラスタで使用できるよりも多くのプライベート IPア
ドレスを使用しようとしないでください。

■ マウント -グローバルマウントをゾーンに含めないでください。ループバックマ
ウントだけを含めてください。

■ フェイルオーバーサービス -複数ホストのクラスタでは、Oracle Solaris Clusterソ
フトウェアはフェイルオーバーリソースグループのノードリストに、同じ Solaris
ホストの異なるゾーンを指定できますが、これが便利なのはテスト中だけで
す。単一ホストにノードリスト内のすべてのゾーンが含まれる場合、ノードはそ
のリソースグループの単一障害点になります。可用性を最大にするため
に、フェイルオーバーリソースグループのノードリストのゾーンは、別のホスト
に置く必要があります。

単一ホストのクラスタでは、フェイルオーバーリソースグループのノードリスト
で複数のゾーンを指定しても機能的なリスクはありません。

Oracle Solaris OSの計画

第 1章 • Oracle Solaris Cluster構成を計画する 23

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=CLUSTCONCEPTSgcbkf
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=CLUSTCONCEPTSgcbkf


■ スケーラブルサービス -同じ Solarisホストの同じスケーラブルサービスで使用す
る非大域ゾーンを作成しないでください。スケーラブルサービスの各インスタン
スは、別々のホストで実行する必要があります。

■ クラスタファイルシステム - UFSまたはVxFSを使用するクラスタファイルシステ
ムの場合、zonecfsコマンドを使用して、クラスタファイルシステムを非大域
ゾーンに直接追加しないでください。代わりに、HAStoragePlusリソースを構成
してください。このリソースは、大域ゾーンでクラスタファイルシステムのマウ
ントを管理し、非大域ゾーンでクラスタファイルシステムのループバックマウン
トを実行します。

■ LOFS - Oracle Solarisゾーンでは、ループバックファイルシステム (LOFS)を有効に
する必要があります。ただし、Oracle Solaris Cluster HA for NFSデータサービスで
は、スイッチオーバーの問題やその他の障害を避けるために、LOFSを無効にす
る必要があります。クラスタで非大域ゾーンとOracle Solaris Cluster HA for NFSの
両方を構成する場合、データサービスの問題の発生を防ぐために次のいずれかの
手順を実行してください。

■ automountdデーモンを無効にします。

■ Oracle Solaris Cluster HA for NFSからエクスポートされた高可用性ローカル
ファイルシステムに含まれるすべてのファイルをオートマウンタマップから除
外します。

■ 排他的 IPゾーン -排他的 IPの非大域ゾーンには、特に次のガイドラインが適用さ
れます。

■ 論理ホスト名リソースグループ - LogicalHostnameリソースが含まれるリ
ソースグループでは、ip-typeプロパティーが exclusiveに設定された非大域
ゾーンがノードリストに含まれる場合、そのノードリスト内のすべてのゾーン
のこのプロパティーが exclusiveに設定されている必要があります。大域
ゾーンの ip-typeプロパティーは常に sharedに設定されているた
め、ip-type=exclusiveのゾーンが含まれるノードリストで共存できない点に
注意してください。この制限は、Oracle Solarisゾーンの ip-typeプロパ
ティーを使用するOracle Solaris OSのバージョンにのみ適用されます。

■ IPMPグループ -非大域ゾーンのデータサービストラフィックに使用されるす
べてのパブリックネットワークアダプタについては、ゾーン上のすべての
/etc/hostname.adapterファイルで IPMPグループを手動で設定する必要があり
ます。この情報は、大域ゾーンから継承されません。IPMPグループの設定の
ガイドラインと手順については、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の
パートVI「IPMP」を参照してください。

■ プライベートホスト名の依存性 -排他的 IPゾーンは、クラスタのプライベート
ホスト名とプライベートアドレスに依存できません。

■ 共有アドレスリソース -共有アドレスリソースは、排他的 IPゾーンを使用でき
ません。
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SPARC:クラスタでの Sun Logical Domainsのガイド
ライン
SPARCハイパーバイザ対応の物理的にクラスタ化されたマシン上で、Sun Logical
Domains (LDoms) I/Oドメインまたはゲストドメインを作成する場合、次の点に注意
してください。

■ SCSI LUNの必要条件 - LDomsゲストドメインの仮想共有ストレージデバイス、ま
たは仮想ディスクバックエンドは、I/Oドメイン内の完全な SCSI LUNである必要
があります。任意の仮想デバイスは使用できません。

■ フェンシング -デバイスのフェンシングも無効にしない限り、同じ物理マシン上
の複数のゲストドメインにストレージ LUNをエクスポートしないでください。そ
うしないと、あるデバイスから同じマシン上の 2つのゲストドメインの両方が見
える状態にある場合に、ゲストドメインの 1つに障害が発生すると、そのデバイ
スがフェンシングされます。デバイスがフェンシングされると、そのあとでデバ
イスへのアクセスを試みるほかのゲストドメインでパニックが発生する可能性が
あります。

■ ネットワークの分離 -同じ物理マシン上にあるが、異なるクラスタに構成されて
いるゲストドメインは、互いに別のネットワークにある必要があります。次のい
ずれかの方法を使用します。
■ プライベートネットワークの I/Oドメイン内で異なるネットワークインタ
フェースを使用するように、クラスタを構成する。

■ クラスタごとに異なるネットワークアドレスを使用する。
■ ゲストドメイン内のネットワーク -ゲストドメイン間で送受信するネットワーク
パケットは、仮想スイッチを介してネットワークドライバに到達するために
サービスドメインをトラバースします。仮想スイッチでは、システムの優先順位
に従って実行されるカーネルスレッドを使用します。仮想スイッチスレッド
は、ハートビート、メンバーシップ、チェックポイントなど、重要なクラスタ操
作を実行するために必要なCPUリソースを取得します。mode=sc設定で仮想ス
イッチを構成すると、クラスタのハートビートパケットを迅速に処理できま
す。ただし、次のワークロードの下ではCPUリソースをサービスドメインに追加
して、重要なほかのクラスタ操作の信頼性を向上させることができます。
■ ネットワークまたはディスク I/Oが原因で生じる高い割り込み負荷。過度の負
荷の下では、仮想スイッチにより仮想スイッチスレッドなどのシステムス
レッドが長時間実行されることがないようにできます。

■ CPUリソースを保持することに過度に積極的なリアルタイムスレッド。リア
ルタイムスレッドは、仮想スイッチスレッドよりも高い優先順位で実行される
ため、長時間仮想スイッチスレッドを使用する場合のCPUリソースを制限で
きます。

■ 非共有ストレージ - LDomsゲストドメインOSイメージといった非共有スト
レージの場合、どのタイプの仮想デバイスを使用できます。 I/Oドメインに
ファイルやボリュームを実装すれば、そうした仮想デバイスを強化できます。た
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だし、同じクラスタの別のゲストドメインにマッピングする目的で、ファイルま
たは複製ボリュームを I/Oドメインにコピーしないでください。作成される仮想
デバイスの別のゲストドメインに同じデバイスが確認されるため、そのようなコ
ピーまたは複製は問題を発生させる場合があります。I/Oドメインには常に新し
いファイルまたはデバイスを作成してください。一意のデバイスを割り当て
て、その新しいファイルまたはデバイスを別のゲストドメインにマッピングして
ください。

■ I/Oドメインからのストレージのエクスポート - LDoms I/Oドメインからなるクラ
スタを構成する場合、Oracle Solaris Clusterソフトウェアを実行しているほかのゲ
ストドメインにストレージデバイスをエクスポートしないでください。

■ Solaris I/Oマルチパス –ゲストドメインから Solaris I/Oマルチパスソフトウェア
(MPxIO)を実行しないでください。その代わりに、I/Oドメインで Solaris I/Oマル
チパスソフトウェアを実行し、その結果をゲストドメインにエクスポートしてく
ださい。

■ プライベートインターコネクトの IPアドレスの範囲 -プライベートネットワーク
は、同じ物理マシン上で作成されたすべてのゲストドメインで共有され、これら
のすべてのドメインに表示されます。ゲストドメインクラスタで使用するための
scinstallユーティリティーに対してプライベートネットワークの IPアドレスの
範囲を指定する前に、同じ物理マシン上の別のゲストドメインがそのアドレスの
範囲を使用していないことを必ず確認してください。

Sun Logical Domainsについては、『Logical Domains (LDoms) 1.0.3 Administration Guide
』を参照してください。

Oracle Solaris Cluster環境の準備
この節では、Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストールと構成の計画と、次
のコンポーネントの準備について説明します。

■ 27ページの「ライセンス」
■ 27ページの「ソフトウェアのパッチ」
■ 27ページの「パブリックネットワーク IPアドレス」
■ 28ページの「コンソールアクセスデバイス」
■ 29ページの「論理アドレス」
■ 29ページの「パブリックネットワーク」
■ 30ページの「定足数サーバー」
■ 31ページの「NFSガイドライン」
■ 32ページの「サービスの制限」
■ 33ページの「時間情報プロトコル (NTP)」
■ 34ページの「Oracle Solaris Clusterの構成可能なコンポーネント」
■ 43ページの「ゾーンクラスタ」

Oracle Solaris Clusterコンポーネントについては、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』を参照してください。
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ライセンス
ソフトウェアのインストールを開始する前に、必要なすべてのライセンス証明書を
用意しておきます。Oracle Solaris Clusterソフトウェアにはライセンス証明書は必要
ありませんが、Oracle Solaris Clusterソフトウェアがインストールされる各ノード
が、Oracle Solaris Clusterソフトウェア使用許諾契約書に準拠している必要がありま
す。

ボリューム管理ソフトウェアやアプリケーションソフトウェアのライセンス必要条
件については、該当する製品のインストールドキュメントを参照してください。

ソフトウェアのパッチ
各ソフトウェア製品をインストールした後に、必要なパッチもインストールする必
要があります。クラスタが適切に動作するためには、必ずすべてのクラスタノード
が同じパッチレベルになるようにしてください。

■ 必要なパッチの最新情報については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリース
ノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照するか、Oracle
サービスプロバイダまでお問い合わせください。

■ パッチを適用する上での一般的なガイドラインと手順については、『Oracle
Solaris Clusterシステム管理』の第 11章「Oracle Solaris Clusterソフトウェアと
ファームウェアのパッチ」を参照してください。

パブリックネットワーク IPアドレス
クラスタによるパブリックネットワークの使用については、『Oracle Solaris Cluster
Concepts Guide』の「Public Network Adapters and IP Network Multipathing」を参照して
ください。

クラスタ構成によっては、Oracle Solaris Clusterのさまざまなコンポーネントに多数
のパブリックネットワーク IPアドレスを設定します。クラスタ構成内の各 Solarisホ
ストには、サブネットの同じセットのパブリックネットワーク接続が少なくとも 1
つ必要です。

次の表に、パブリックネットワーク IPアドレスの割り当てが必要なコンポーネント
の一覧を示します。これらの IPアドレスを、次の場所に追加してください。

■ 使用するすべてのネーミングサービス
■ 各グローバルクラスタノードにあるローカルの /etc/inet/hostsファイル (Solaris
ソフトウェアをインストールしたあとで追加してください)

■ 排他的な IP非大域ゾーンにあるローカルの /etc/inet/hostsファイル
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表 1–3 パブリックネットワーク IPアドレスを使用するOracle Solaris Clusterコンポーネント

コンポーネント 必要な IPアドレス

管理コンソール サブネットごとに 1つ

グローバルクラスタノード サブネットごとのノードあたり 1つ

ゾーンクラスタノード サブネットごとのノードあたり 1つ

ドメインコンソールネットワークインタ
フェース (Sun Fire 15000)

ドメインごとに 1つ

(省略可能)非大域ゾーン サブネットごとに 1つ

コンソールアクセスデバイス 1つ

論理アドレス サブネットごとの論理ホストリソースあたり 1
つ

IPアドレスの計画については、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 2
章「TCP/IPネットワークの計画 (手順)」を参照してください。

コンソールアクセスデバイス
すべてのクラスタノードにはコンソールアクセスが必要です。クラスタコント
ロールパネル (CCP)ソフトウェアを管理コンソールにインストールする場合、クラ
スタノードと通信するために使用されるコンソールアクセスデバイスのホスト名と
ポート番号を提供する必要があります。

■ 管理コンソールとグローバルクラスタノードコンソール間の通信には、端末集配
信装置 (コンセントレータ)を使用します。

■ Sun Enterprise 10000サーバーは、端末集配信装置の代わりにシステムサービスプ
ロセッサ (SSP)を使用します。

■ Sun Fireサーバは、端末集配信装置の代わりにシステムコントローラを使用しま
す。

コンソールアクセスについては、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』を参照して
ください。

または、管理コンソールを直接クラスタノードに接続しているか、管理ネット
ワーク経由で接続している場合、管理コンソールまたは管理ネットワークへの接続
に使用される各グローバルクラスタノードのホスト名およびシリアルポート番号を
提供してください。
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論理アドレス
論理アドレスを使用する各データサービスリソースグループには、論理アドレスへ
のアクセス元となる各パブリックネットワークに指定されているホスト名を設定す
る必要があります。

詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』を参
照してください。データサービスとリソースについては、『Oracle Solaris Cluster
Concepts Guide』も参照してください。

パブリックネットワーク
パブリックネットワークはクラスタの外部と通信します。パブリックネットワーク
構成を計画する際は、次のことを考慮してください。

■ パブリックネットワークとプライベートネットワークの分離 –パブリックネット
ワークとプライベートネットワーク (クラスタインターコネクト)には、別のアダ
プタを使用するか、またはタグ付きVLAN対応のアダプタとVLAN対応のス
イッチでタグ付きVLANを構成し、プライベートインターコネクトとパブリック
ネットワークの両方で同じアダプタを使用できるようにします。

■ 最小 –すべてのクラスタノードは、少なくとも 1つのパブリックネットワークに
接続されている必要があります。パブリックネットワークの接続では、さまざま
なノードにさまざまなサブネットを使用できます。

■ 最大 –パブリックネットワークへの接続は、ハードウェア構成が許す限り追加で
きます。

■ スケーラブルサービス -スケーラブルサービスを実行するすべてのノードが、同
じサブネットまたはサブネットのセットを使用するか、サブネット間で
ルーティング可能な異なるサブネットを使用します。

■ IPv4 - Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、パブリックネットワーク上の IPv4ア
ドレスをサポートします。

■ IPv6 - Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、フェイルオーバーとスケーラブル
データサービスの両方で、パブリックネットワーク上の IPv6アドレスをサポート
します。

■ IPMPグループ –各パブリックネットワークアダプタデータサービストラ
フィックに使用される各パブリックネットワークアダプタは、IPネットワークマ
ルチパス (IPMP)グループに属する必要があります。パブリックネットワークア
ダプタがデータサービストラフィックに使用されていない場合、IPMPグループ
に構成する必要はありません。

scinstallユーティリティーは、同じサブネットを使用するクラスタ内のパブ
リックネットワークアダプタの各セットで、複数アダプタの IPMPグループを自
動的に構成します。これらのグループはプローブベースです。

Oracle Solaris Cluster環境の準備

第 1章 • Oracle Solaris Cluster構成を計画する 29

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMIN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=CLUSTCONCEPTS
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=CLUSTCONCEPTS


scinstallユーティリティーは、IPMPグループですでに構成されているアダプタ
を無視します。クラスタでは、プローブベースの IPMPグループ、またはリンク
ベースの IPMPグループを使用できます。ただし、ターゲットの IPアドレスをテ
ストするプローブベースの IPMPグループでは優れた保護が提供されますが、可
用性が損なわれる場合もあります。

scinstallユーティリティーで構成される IPMPグループ内のアダプタがデータ
サービストラフィックに使用されない場合、そのアダプタをグループから削除で
きます。

IPMPグループを設定するためのガイドラインと手順については、『Solarisのシ
ステム管理 (IPサービス)』のパートVI「IPMP」を参照してください。クラスタ
をインストールしたあとに IPMPグループを変更するには、『Oracle Solaris Cluster
システム管理』の「クラスタで IPネットワークマルチパスグループを管理す
る」のガイドライン、および『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 31
章「IPMPの管理 (手順)」の手順に従います。

■ ローカルMACアドレスのサポート –すべてのパブリックネットワークアダプタ
は、ローカルMACアドレスの割り当てをサポートするネットワークインタ
フェースカード (NIC)を使用する必要があります。ローカルMACアドレス割り当
ては、IPMPの要件です。

■ local-mac-address設定 – local-mac-address?変数では、Ethernetアダプタに対し
てデフォルト値 trueを使用します。Oracle Solaris Clusterソフトウェア
は、Ethernetアダプタの local-mac-address?の値として falseをサポートしませ
ん。

パブリックネットワークインタフェースの詳細は、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』を参照してください。

定足数サーバー
Oracle Solaris Cluster定足数サーバーソフトウェアを使用してマシンを定足数
サーバーとして構成し、続いて定足数サーバーをクラスタの定足数デバイスとして
構成することができます。共有ディスクおよびNASファイラの代わりとして、また
はそれらに加えて定足数サーバーを使用できます。

Oracle Solaris Cluster構成で定足数サーバーを使用する場合は、次の点に注意してく
ださい。

■ ネットワーク接続 -定足数サーバーコンピュータは、パブリックネットワーク経
由でクラスタに接続します。

■ サポートされるハードウェア -定足数サーバーでサポートされるハードウェアプ
ラットフォームは、グローバルクラスタノードでサポートされるものと同じで
す。

■ オペレーティングシステム - Oracle Solaris Clusterソフトウェア用の Solarisソフト
ウェアの必要条件は、定足数サーバーソフトウェアにも適用されます。
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■ 非大域ゾーンのサポート -非大域ゾーンには定足数サーバをインストールして構
成することができます。

■ 複数クラスタへのサービス -定足数サーバーを複数クラスタへの定足数デバイス
として構成できます。

■ ハードウェアとソフトウェアの混合 -定足数サーバーが定足数を提供する 1つま
たは複数のクラスタと同じハードウェアおよびソフトウェアプラットフォーム上
に、定足数サーバーを構成する必要はありません。たとえば、Solaris 10 OSを実
行する SPARCベースのマシンは、Solaris 10 OSを実行する x86ベースのクラスタ
の定足数サーバーとして構成できます。

■ ツリーアルゴリズムのスパニング –定足数サーバーが実行されるクラスタパブ
リックに接続されているポートのスパニングツリーアルゴリズムを Ethernetス
イッチ上で無効にしてください。

■ クラスタノードの定足数サーバーとしての使用 -クラスタノード上の定足数
サーバーを、ノードが属するクラスタ以外のクラスタに定足数を提供するように
構成できます。ただし、クラスタノードで構成される定足数サーバーは高可用性
ではありません。

NFSガイドライン
Oracle Solaris Cluster構成でNFS (Network File System)を使用する場合は、次の点に注
意してください。

■ NFSクライアント - Oracle Solaris Clusterノードは、同じクラスタのノードでマス
ターされているOracle Solaris Cluster HA for NFS (HA for NFS)のエクスポート
ファイルシステムのNFSクライアントになることはできません。HA for NFSのそ
のようなクロスマウントは禁止されています。グローバルクラスタノード間で
ファイルを共有するときは、クラスタファイルシステムを使用してください。

■ NFSv3プロトコル - NASファイラなどの外部NFSサーバーからクラスタノードに
ファイルシステムをマウントし、NFSv3プロトコルを使用している場合、同じク
ラスタノードでNFSクライアントマウントおよびHA for NFSデータサービスを実
行することはできません。これを実行した場合、一部のHA for NFSデータサービ
ス動作によりNFSデーモンが停止して再起動し、NFSサービスが中断される場合
があります。ただし、NFSv4プロトコルを使用して、外部NFSファイルシステム
をクラスタノードにマウントすれば、HA for NFSデータサービスを安全に実行で
きます。

■ ロック -クラスタ上でローカルに動作しているアプリケーションは、NFS経由で
エクスポートされているファイルシステム上にあるファイルをロックしてはいけ
ません。このようなファイルをロックすると、ローカルのブロック (flock(3UCB)
や fcntl(2)など)によって、ロックマネージャ (lockd(1M)))が再起動できなくなる
可能性があります。再起動中、リモートクライアントの再要求によって、ブ
ロックされているローカルのプロセスがロックされる可能性があります。これに
より、予期せぬ動作が発生する可能性があります。
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■ NFSセキュリティー機能 - Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、share_nfs(1M)コ
マンドの次のオプションをサポートしません。
■ secure

■ sec=dh

ただし、Oracle Solaris ClusterソフトウェアはNFSの次のセキュリティ機能をサ
ポートします。
■ NFSのセキュアポートの使用。NFSのセキュアポートを有効にするには、クラ
スタノード上の /etc/systemファイルにエントリセット nfssrv:nfs_portmon=1

を追加します。
■ NFSでのKerberosの使用。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for

Network File System (NFS) Guide』の「Securing HA for NFS With Kerberos V5」を
参照してください。

■ 保護 –ゾーンクラスタでは、サポート対象のすべてのNASデバイス、共有
ディスク、およびストレージアレイに対する保護がサポートされます。

サービスの制限
Oracle Solaris Cluster構成の次のサービスの制限を守ってください。

■ ルーター –次の理由により、クラスタをルーター（ゲートウェイ）として構成し
ないでください。
■ インターコネクトインタフェース上の IFF_PRIVATEフラグの設定に関わら
ず、ルーティングプロトコルは、クラスタインターコネクトを公的にアクセス
可能なネットワークとして別のルーターに誤ってブロードキャストする場合が
あります。

■ ルーティングプロトコルは、クライアントのアクセシビリティーに影響するク
ラスタノードをまたがった IPアドレスのフェイルオーバーに干渉する場合が
あります。

■ .ルーティングプロトコルは、パケットを別のクラスターノードに転送せず
に、クライアントネットワークパケットを受け入れ、それらをドロップするこ
とでスケーラブルなサービスの適切な機能性を劣化させる場合があります。

■ NIS+サーバー –クラスタノードをNISまたはNIS+サーバーとして構成しないで
ください。NISまたはNIS+用に使用できるデータサービスはありません。ただし
クラスタノードをNISやNIS+のクライアントにすることは可能です。

■ 起動およびインストールサーバー -クライアントシステムで高可用性にした起動
サービスやインストールサービスを提供するために、Oracle Solaris Cluster構成を
使用しないでください。

■ RARP – rarpdサービスを提供するためにOracle Solaris Cluster構成を使用しないで
ください。
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■ RPCプログラム番号 – RPCサービスをクラスタ上にインストールする場合、この
サービスでは次のプログラム番号を使用しないでください。
■ 100141
■ 100142
■ 100248

これらの番号は、Oracle Solaris Clusterデーモン rgmd_receptionist、fed、および
pmfd用に予約されています。

これらのプログラム番号を使用するRPCサービスをインストールした場合は、別
のプログラム番号を使用するように変更する必要があります。

■ スケジューリングクラス – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、クラスタノード
上でクラスをスケジューリングする優先度の高いプロセスの実行をサポートしま
せん。クラスタノード上で次のいずれかの種類のプロセスを実行しないでくださ
い。
■ 優先度の高いタイムシェアリングスケジューリングクラスで実行されるプロセ
ス

■ リアルタイムスケジューリングクラスで実行されるプロセス

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアでは、リアルタイムスケジューリングク
ラスを必要としないカーネルスレッドが使用されます。通常以上の優先度で動作
するタイムシェアリングプロセスや、リアルタイムプロセスがあると、Oracle
Solaris Clusterカーネルスレッドが必要とするCPUサイクルがそれらのプロセスに
よって奪われることがあります。

時間情報プロトコル (NTP)
NTPでは、次のガイドラインに従ってください。

■ 同期化 – NTPを構成する場合、またはクラスタ内で機能を同期化する場合は、ク
ラスタノードすべてを同時に同期化してください。

■ 精度 –ノード間の時間を同期化する場合、個々のノード上の時間の精度が次に重
要になります。このような同期についての基本的条件に適合する場合は、NTPは
ニーズに合わせて自由に構成できます。

■ 存在しないノードに関するエラーメッセージ –専用の /etc/inet/ntp.confファイ
ルをインストールしていない場合、 scinstallコマンドがデフォルトの ntp.conf

ファイルをインストールします。デフォルトファイルでは、最大ノード数を想定
しています。したがって、xntpd(1M)デーモンは起動時にこれらのノードに関し
てエラーメッセージを発行することがあります。これらのメッセージは無視して
も問題ありません。それ以外の通常のクラスタ条件でこれらのメッセージを表示
しない方法については、169ページの「時間情報プロトコル (NTP)を構成す
る」を参照してください。
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クラスタの時刻についての詳細は、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』を参照し
てください。NTPをOracle Solaris Cluster構成用に構成する場合の詳細なガイドライ
ンについては、/etc/inet/ntp.clusterテンプレートファイルを参照してください。

Oracle Solaris Clusterの構成可能なコンポーネント
この節では、構成するOracle Solaris Clusterコンポーネントのガイドラインについて
説明します。

■ 34ページの「グローバルクラスタ名」
■ 34ページの「グローバルクラスタ投票ノードの名前とノード ID」
■ 35ページの「ゾーン名」
■ 35ページの「プライベートネットワーク」
■ 38ページの「プライベートホスト名」
■ 38ページの「クラスタインターコネクト」
■ 41ページの「グローバルフェンシング」
■ 42ページの「定足数デバイス」

適当な構成計画ワークシートに、次の情報を追加してください。

グローバルクラスタ名
グローバルクラスタ名は、Oracle Solaris Clusterの構成時に指定します。グローバル
クラスタ名は、企業内でグローバルに一意である必要があります。

ゾーンクラスタの命名方法については、43ページの「ゾーンクラスタ」を参照して
ください。

グローバルクラスタ投票ノードの名前とノード ID
グローバルクラスタ内の投票ノードの名前は、Solaris OSでインストールしたときに
物理ホストまたは仮想ホストに割り当てた名前と同じです。命名の要件の詳細につ
いては、hosts(4)のマニュアルページを参照してください。

単一ホストクラスタのインストールでは、デフォルトのクラスタ名は投票ノードの
名前になります。

Oracle Solaris Clusterの構成中に、グローバルクラスタでインストールするすべての
投票ノード名を指定します。

ノード番号は、イントラクラスタ用の各クラスタノードに番号 1から割り当てられ
ます。ノード ID番号は、ノードがクラスタメンバーになる順序で各クラスタノード
に割り当てられます。 1回の操作ですべてのクラスタノードを構成する場
合、scinstallユーティリティーを実行するノードは、最後にノード ID番号が割り
当てられたノードです。ノード ID番号は、クラスタノードに割り当てたあとで変更
することはできません。
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クラスタメンバーになるノードには、使用可能なノード ID番号のうち、もっとも小
さい番号が割り当てられます。ノードをクラスタから削除すると、そのノード番号
は新しいノードに割り当てることができるようになります。たとえば、4ノードク
ラスタで、ノード ID 3が割り当てられているノードを削除し、新しいノードを追加
すると、その新しいノードには、ノード ID 5ではなくノード ID 3が割り当てられま
す。

割り当てるノード ID番号を特定のクラスタノードに対応させる場合は、一度に 1
ノードずつ、ノード ID番号を割り当てる順にクラスタノードを構成します。たとえ
ば、クラスタソフトウェアがノード ID 1を phys-schost-1に割り当てるようにするに
は、そのノードをクラスタのスポンサーノードとして構成します。次に
phys-schost-1によって確立されたクラスタに phys-schost-2を追加する場
合、phys-schost-2はノード ID 2に割り当てられます。

ゾーンクラスタ内のノード名については、43ページの「ゾーンクラスタ」を参照し
てください。

ゾーン名
ブランド nativeの非大域ゾーンは、リソースグループノードリストの有効な潜在
ノードです。 nodename :zonenameという命名規則を使用して、Oracle Solaris Cluster
コマンドに非大域ゾーンを指定します。

■ nodenameは Solarisホストの名前です。
■ zonenameは、投票ノード上にゾーンを作成するときに非大域ゾーンに割り当てる
名前です。ゾーン名は、ノード上で一意でなければなりません。ただし、異なる
投票ノードで同じゾーン名を使用できます。nodename の異なるノード名:

zonenameによって非大域ゾーンの名前はクラスタ内で一意になります。

大域ゾーンを指定する場合、投票ノード名を指定するだけで済みます。

非大域ゾーンのクラスタについては、43ページの「ゾーンクラスタ」を参照してく
ださい。

選択した非大域ゾーンのクラスタ機能は無効にできます。これらのゾーンのいずれ
かにログインしたルートユーザーが、クラスタの動作を検出したり中断させたりす
ることはできません。手順については、

プライベートネットワーク

注 –単一ホストのグローバルクラスタの場合、プライベートネットワークを構成する
必要はありません。scinstallユーティリティーは、クラスタでプライベートネット
ワークが使用されていなくても、自動的にデフォルトのプライベートネットワーク
アドレスとネットマスクを割り当てます。
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Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、Oracle Solaris Clusterソフトウェアで管理される
ノード間および非大域ゾーン間の内部通信にプライベートネットワークを使用しま
す。Oracle Solaris Cluster構成では、プライベートネットワーク上のクラスタイン
ターコネクトへの接続が少なくとも 2つ必要です。クラスタの最初のノードに
Oracle Solaris Clusterソフトウェアを構成するときに、次のいずれかの方法でプライ
ベートネットワークアドレスとネットマスクを指定します。

■ デフォルトのプライベートネットワークアドレス (172.16.0.0)とデフォルトの
ネットマスク (255.255.240.0)を使用します。この IPアドレス範囲は、最大 64個
の投票ノードと非大域ゾーン、最大 12個のゾーンクラスタ、および最大 10個の
プライベートネットワークをサポートしています。

注 – IPアドレス範囲でサポートできる最大投票ノード数は、ハードウェアまたは
ソフトウェアの構成で現在サポートできる最大投票ノード数を反映していませ
ん。

■ デフォルト以外の許容可能なプライベートネットワークアドレスを指定して、デ
フォルトのネットマスクをそのまま使用します。

■ デフォルトのプライベートネットワークアドレスをそのまま使用して、デフォル
ト以外のネットマスクを指定します。

■ デフォルト以外のプライベートネットワークアドレスとデフォルト以外のネット
マスクを指定します。

デフォルト以外のネットマスクを使用することを選択すると、scinstallユーティリ
ティーから、IPアドレス範囲でサポートするノードの数とプライベートネット
ワークの数を指定するように求められます。このユーティリティーから、サポート
するゾーンクラスタの数を指定するように求められます。指定するグローバル
ノードの数には、プライベートネットワークを使用する、クラスタ化されていない
非大域ゾーンの予測される数も含めるようにしてください。

このユーティリティーは、指定したノード、ゾーンクラスタおよびプライベート
ネットワークの数に対応する最小 IPアドレス範囲のネットマスクを計算します。計
算されたネットマスクは、指定したノード (非大域ゾーンを含む)、ゾーンクラスタ
およびプライベートネットワークの数よりも多くの数をサポートする場合がありま
す。scinstallユーティリティーはさらに、2倍の数のノード、ゾーンクラスタおよ
びプライベートネットワークをサポートするための最低限のネットマスクとなる 2
番目のネットマスクも計算します。この 2番目のネットマスクにより、クラスタは
IPアドレス範囲を再構成する必要なしに、将来のノードとプライベートネット
ワークの数の増加に対応できます。

ユーティリティーから、どちらのネットマスクを選択するかを聞かれます。計算さ
れたネットマスクのいずれかを選択するか、それ以外のネットマスクを指定するこ
とができます。指定するネットマスクは、最低でもユーティリティーに指定した
ノードとプライベートネットワークの数をサポートする必要があります。
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注 –投票ノード、非大域ゾーン、ゾーンクラスタ、プライベートネットワークなどの
追加に対応するには、クラスタのプライベート IPアドレス範囲の変更が必要になる
場合があります。

クラスタの確立後にプライベートネットワークアドレスとネットマスクを変更する
方法については、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「既存のクラスタのプラ
イベートネットワークアドレスまたはアドレス範囲を変更する」を参照してくださ
い。これらの変更を行うには、クラスタを停止させる必要があります。

ただし、cluster set-netprops コマンドを使用してネットマスクのみを変更する場
合は、クラスタはクラスタモードのままにしておくことができます。クラスタです
でに構成されているゾーンクラスタの場合は、そのゾーンに割り当てられているプ
ライベート IPサブネットとプライベート IPアドレスも更新されます。

デフォルト以外のプライベートネットワークアドレスを指定する場合は、アドレス
は次の条件を満たす必要があります。

■ アドレスおよびネットマスクのサイズ -プライベートネットワークアドレス
は、ネットマスクよりも小さくすることはできません。たとえば、ネットマス
ク255.255.255.0でプライベートネットワークアドレス172.16.10.0を使用できま
すが、ネットマスク 255.255.0.0では、プライベートネットワークアドレ
ス172.16.10.0を使用できません。

■ 許容アドレス -アドレスは、プライベートネットワークでの使用のために
RFC 1918で予約されているアドレスのブロックに含まれるようにしてくださ
い。InterNICに問い合わせてRFCのコピーを入手するか、http://www.rfcs.orgでオ
ンラインでRFCを表示できます。

■ 複数クラスタでの使用 -クラスタが異なるプライベートネットワーク上にある場
合は、複数のクラスタで同じプライベートネットワークアドレスを使用できま
す。プライベート IPネットワークアドレスは、物理クラスタ外からはアクセスで
きません。

同じ物理マシンで作成される Sun Logical Domains (LDoms)ゲストドメインや、同
じ仮想スイッチに接続される Sun Logical Domains (LDoms)ゲストドメインの場
合、プライベートネットワークがそのようなゲストドメインによって共有さ
れ、これらのすべてのドメインで表示されます。ゲストドメインのクラスタで使
用する場合は、プライベートネットワーク IPアドレスの範囲を scinstall

ユーティリティーに指定する前に注意が必要です。同じ物理ドメイン上に存在
し、その仮想ネットワークを共有している別のゲストドメインがそのアドレス範
囲を使用していないことを確認してください。

■ 複数のクラスタによって共有されるVLAN – Oracle Solaris Cluster構成では、複数
のクラスタ内の同じプライベートインターコネクトVLANの共有がサポートされ
ます。クラスタごとに個別のVLANを構成する必要はありません。ただ
し、VLANの使用を 1つのクラスタに制限すると、障害の分離およびインターコ
ネクト回復の機能が向上します。
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■ IPv6 – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、プライベートインターコネクトで
IPv6アドレスをサポートしません。IPv6アドレスを使用するスケーラブルサービ
スをサポートするために、システムはプライベートネットワークアダプタ上で
IPv6アドレスを構成します。しかし、これらの IPv6アドレスは、プライベート
ネットワークでのノード間通信では使用されません。

プライベートネットワークについては、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の
第 2章「TCP/IPネットワークの計画 (手順)」を参照してください。

プライベートホスト名
プライベートホスト名とは、プライベートネットワークインタフェースを介した
ノード間の通信に使用される名前のことです。プライベートホスト名は、グローバ
ルクラスタまたはゾーンクラスタのOracle Solaris Clusterの構成中に自動的に作成さ
れます。これらのプライベートホスト名は、clusternodenodeid -privという命名規則
に従います (nodeidは、内部ノード IDの数値です)。ノード ID番号は、Oracle Solaris
Clusterの構成中に各投票ノードがクラスタメンバーとなる際に、自動的に各ノード
に割り当てられます。グローバルクラスタの投票ノードとゾーンクラスタのノード
は、どちらも同じプライベートホスト名を持ちますが、ホスト名はそれぞれ異なる
プライベートネットワーク IPアドレスに解決されます。

グローバルクラスタの構成後に、clsetup(1CL)ユーティリティーを使用してプライ
ベートホスト名を変更できます。この時点では、ゾーンクラスタノードのプライ
ベートホスト名は変更できません。

非大域ゾーンのプライベートホスト名の作成は省略可能です。非大域ゾーンのプラ
イベートホスト名の作成には、命名規則はありません。

クラスタインターコネクト
クラスタインターコネクトは、クラスタノード間のプライベートネットワーク通信
にハードウェアパスを提供します。各インターコネクトは、次のいずれかの方法で
接続されるケーブルで構成されます。

■ 2つのトランスポートアダプタの間
■ トランスポートアダプタとトランスポートスイッチの間

クラスタインターコネクトの目的と機能については、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』の「Cluster Interconnect」を参照してください。

注 –単一ホストのクラスタの場合、クラスタインターコネクトを構成する必要はあり
ません。ただし、単一ホストのクラスタ構成にあとから投票ノードを追加する可能
性がある場合は、将来の使用のためにクラスタインターコネクトを構成することも
できます。
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Oracle Solaris Clusterの構成時に、1つまたは 2つのインターコネクトの構成情報を指
定します。

■ 使用できるアダプタポートの数が制限されている場合、タグ付きのVLANを使用
して、同じアダプタをプライベートネットワークとパブリックネットワークの両
方で共有できます。詳細は、39ページの「トランスポートアダプタ」のタグ付
きVLANアダプタのガイドラインを参照してください。

■ 1つのクラスタでは、1つから 6つまでのクラスタインターコネクトを設定できま
す。クラスタインターコネクトを 1つだけ使用すると、プライベートインターコ
ネクトに使用されるアダプタポートの数が減り、同時に冗長性がなくなり、可用
性が低くなります。1度インターコネクトに障害が発生すると、クラスタで自動
復旧の実行が必要になるリスクが高まります。できれば 2つ以上のクラスタイン
ターコネクトをインストールしてください。その結果、冗長性とスケーラビリ
ティーが提供されるので、シングルポイント障害が回避されて可用性も高くなり
ます。

クラスタインターコネクトの確立後に、clsetup(1CL)ユーティリティーを使用し
て、追加のインターコネクトを合計 6つまで構成できます。

クラスタインターコネクトハードウェアのガイドラインについては、『Oracle Solaris
Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』の「Interconnect Requirements and
Restrictions」を参照してください。クラスタインターコネクトに関する一般情報に
ついては、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』の「Cluster Interconnect」を参照し
てください。

トランスポートアダプタ

ネットワークインタフェースのポートなどのトランスポートアダプタ用に、トラン
スポートアダプタ名とトランスポートの種類を指定します。構成が 2ホストクラス
タの場合は、インターコネクトをポイントツーポイント接続 (アダプタからアダプ
タ)するか、トランスポートスイッチを使用するかも指定します。

次のガイドラインと制限を考慮してください。

■ IPv6 – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、プライベートインターコネクト経由
の IPv6通信をサポートしません。

■ ローカルMACアドレスの割り当て -すべてのプライベートネットワークアダプタ
は、ローカルMACアドレスの割り当てをサポートするネットワークインタ
フェースカード (Network Interface Card、NIC)を使用します。リンクローカル IPv6
アドレスは IPv6パブリックネットワークアドレスをサポートするためにプライ
ベートネットワークアダプタに必要なもので、ローカルMACアドレスから派生
します。

■ タグ付きVLANアダプタ – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、プライベートク
ラスタインターコネクトとパブリックネットワーク間で1つのアダプタを共有す
るために、タグ付きVLAN (Virtual Local Area Network)をサポートします。クラス
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タインターコネクト用にタグ付きVLANアダプタを構成するには、次のいずれか
の方法を使用して、アダプタ名とそのVLAN ID (VID)を指定します。
■ 通常のアダプタ名、つまりデバイス名 +インスタンス番号または物理接続点

(PPA)を指定します。たとえば、Cassini Gigabit Ethernetアダプタのインスタン
ス 2の名前は ce2になります。scinstallユーティリティーで「このアダプタ
が共有仮想LANの一部であるかどうか」をたずねられた場合は、yesと答え
て、そのアダプタのVID番号を指定します。

■ アダプタのVLAN仮想デバイス名を指定します。この名前は、アダプタ名 +
VLANインスタンス番号です。VLANインスタンス番号は、公式 (1000*V)+N
から導き出されます (ここで、VはVID番号、Nは PPAです)。

たとえば、アダプタce2上のVID 73の場合、VLANインスタンス番号は
(1000*73)+2として計算されます。したがって、このアダプタ名を ce73002と指
定して、共有仮想LANの一部であることを示します。

クラスタでのVLANの構成については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware
Administration Manual』の「Configuring VLANs as Private Interconnect Networks」を
参照してください。VLANに関する一般情報については、『Solarisのシステム管
理 (IPサービス)』の「仮想ローカルエリアネットワークの管理」を参照してくだ
さい。

■ SPARC:Sun Logical Domainsゲストドメイン –仮想名、vnetNによってアダプタ名
を指定します。たとえば、vnet0や vnet1のように指定します。仮想アダプタ名
は、/etc/path_to_instファイルに記録されます。

■ 論理ネットワークインタフェース –論理ネットワークインタフェースは、Oracle
Solaris Clusterソフトウェアで使用するために予約されています。

特定のトランスポートアダプタに関する詳細については、scconf_trans_adap_*(1M)

のマニュアルページを参照してください。

トランスポートスイッチ

ネットワークスイッチなどのトランスポートスイッチを使用する場合は、イン
ターコネクトごとにトランスポートスイッチの名前を指定します。デフォルト名の
switchN (ここで、Nは、構成中に自動的に割り当てられた数)を使用するか、別の名
前を作成できます。

また、スイッチのポート名を指定するか、デフォルト名をそのまま使用します。デ
フォルトのポート名は、ケーブルのアダプタ側が接続されている Solarisホストの内
部ノード ID番号と同じです。ただし、特定の種類のアダプタではデフォルトの
ポート名は使用できません。
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注 – 3つ以上の投票ノードを持つクラスタでは、必ずトランスポートスイッチを使用
してください。投票クラスタノード間の直接接続は、2ホストクラスタの場合だけサ
ポートされています。

2ホストクラスタが直接接続されている場合でも、インターコネクトのトランス
ポートスイッチを指定できます。

ヒント –トランスポートスイッチを指定すると、あとでクラスタに別の投票ノードを
追加しやすくなります。

グローバルフェンシング
フェンシングは、スプリットブレーン状態のクラスタが共有ディスクのデータ完全
性の保護のために使用する機構です。デフォルトでは、標準モードの scinstall

ユーティリティーでグローバルフェンシングが有効になっており、構成内の各共有
ディスクでデフォルトのグローバルフェンシング設定 pathcountが使用されま
す。pathcount設定では、各共有ディスクのフェンシングプロトコルは、ディスクに
接続されているDIDパスの数に基づいて選択されます。

カスタムモードの場合は、scinstallユーティリティーからグローバルフェンシング
を無効にするかどうかを尋ねられます。通常は、Noと入力してグローバルフェンシ
ングを有効にしておきます。ただし、次のような場合は、グローバルフェンシング
を無効にすることができます。

注意 –次の場合以外でグローバルフェンシングを無効にすると、アプリケーションの
フェイルオーバー時にデータ破壊が生じる可能性があります。フェンシングの無効
化を検討する場合には、データ破損の可能性を十分に調査してください。

■ 共有ストレージが SCSI予約をサポートしていない。
共有ディスクのフェンシングを無効にして定足数デバイスとして構成すると、デ
バイスではソフトウェアの定足数プロトコルが使用されます。これは、この
ディスクが SCSI-2または SCSI-3プロトコルをサポートしているかどうかに関係な
く行われます。ソフトウェアの定足数は、SCSI Persistent Group Reservations (PGR)
のフォームをエミュレートする、Oracle Solaris Clusterソフトウェアのプロトコル
です。

■ クラスタ外のシステムが、クラスタに接続されているストレージへのアクセス権
を付与できるようにする。

クラスタ構成時にグローバルフェンシングを無効にすると、クラスタ内のすべての
共有ディスクのフェンシングが無効になります。クラスタを構成したあとで、グ
ローバルフェンシングプロトコルを変更したり、個々の共有ディスクのフェンシン
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グプロトコルを置き換えたりできます。ただし、定足数デバイスのフェンシングプ
ロトコルを変更するには、最初に定数数デバイスの構成を解除します。次
に、ディスクの新しいフェンシングプロトコルを設定し、それを定足数デバイスと
して再構成します。

フェンシングの動作については、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』の「Failfast
Mechanism」を参照してください。個々の共有ディスクのフェンシングプロトコル
の設定については、cldevice(1CL)のマニュアルページを参照してください。グ
ローバルフェンシングの設定については、cluster(1CL)のマニュアルページを参照し
てください。

定足数デバイス
Oracle Solaris Cluster構成では、定足数 (quorum)デバイスを使用して、データとリ
ソースの整合性を保持します。クラスタが投票ノードとの接続を一時的に失って
も、定足数デバイスによって、投票クラスタノードがクラスタに再結合しようとし
たときの amnesiaや split-brainといった問題を防止できます。定足数デバイスの目的
と機能については、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』の「Quorum and Quorum
Devices」を参照してください。

Oracle Solaris Clusterの 2ホストクラスタのインストール時に、scinstallユーティリ
ティーを使用して、構成内で使用可能な共有ディスクを定足数デバイスとして自動
構成することもできます。共有ディスクには、共有ディスクとして使用するために
構成された Sun NASデバイスが含まれます。scinstallユーティリティーは、使用可
能なすべての共有ディスクが定足数デバイスとして利用できるものと見なします。

定足数サーバーのOracle Sun Storage 7000 Unified Storage System NASデバイスまたは
Network Appliance NASデバイスを定足数デバイスとして使用する場合は、scinstall

の処理後に構成します。

インストール後は、clsetup(1CL)ユーティリティーを使用して、定足数デバイスを
追加で構成することもできます。

注 –単一ホストのクラスタの場合、定足数デバイスを構成する必要はありません。

クラスタ構成に他社製の共有ストレージデバイスが含まれており、そのストレージ
デバイスの定足数デバイスとしての使用がサポートされていない場合、clsetup

ユーティリティーを使用して、定足数を手作業で構成する必要があります。

定足数デバイスを計画する際は、次の点を考慮してください。

■ 最小数 – 2ホストクラスタは、少なくとも 1つの定足数デバイスを持つ必要があ
り、この定足数デバイスは、共有ディスクでも定足数サーバーでもNASデバイス
でもかまいません。その他のトポロジの場合は、定足数デバイスはオプションで
す。
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■ 奇数の規則 –複数の定足数デバイスが、2ホストクラスタまたは定足数デバイス
に直接接続されているホストペアで構成されている場合、奇数個の定足数デバイ
スを構成します。このように構成することで、定足数デバイスが完全に独立した
障害パスを持つようになります。

■ 定足数投票の割り当て -クラスタの可用性を最高にするために、定足数デバイス
で割り当てられる合計投票数は必ず投票ノードで割り当てられる投票数よりも少
なくなるようにしてください。少なくなければ、すべてのノードが機能していて
も、すべての定足数デバイスを使用できない場合、そのノードはクラスタを形成
できません。

■ 接続 –定足数デバイスは 2つ以上の投票ノードに接続する必要があります。
■ SCSIフェンシングプロトコル – SCSI共有ディスク定足数デバイスが構成されてい
る場合、そのフェンシングプロトコルは 2ホストクラスタでは SCSI-2、3以上の
投票ノードを持つクラスタでは SCSI-3が自動的に設定されます。

■ 定足数デバイスのフェンシングプロトコルの変更 -定足数デバイスとして構成さ
れた SCSIディスクの場合、SCSIフェンシングプロトコルを有効または無効にす
るには、定足数デバイスの構成を解除します。

■ ソフトウェア定足数プロトコル – SATAディスクなど、SCSIプロトコルに対応し
ていないサポート対象の共有ディスクを定足数デバイスとして構成できます。こ
れらのディスクのフェンシングを無効にする必要があります。ディスクで
は、SCSI PGRをエミュレートするソフトウェア定足数プロトコルが使用されるよ
うになります。

これらのディスクのフェンシングが無効になると、SCSI共有ディスクもソフト
ウェア定足数プロトコルを使用するようになります。

■ 複製デバイス – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、複製デバイスを定足数デバ
イスとしてサポートしていません。

■ ZFSストレージプール -構成済みの定足数デバイスをZFSストレージプールに追
加しないでください。定足数デバイスが ZFSストレージプールに追加される
と、ディスクのラベルが EFIディスクに変更されて、定足数構成情報が失われま
す。このディスクは、クラスタに定足数投票を提供できなくなります。

ディスクがストレージプールにある場合、そのディスクを定足数デバイスとして
構成できます。または、定足数デバイスの構成を解除して、ストレージプールに
追加し、そのあとでディスクを定足数デバイスとして再構成します。

定足数デバイスについては、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』の「Quorum and
Quorum Devices」を参照してください。

ゾーンクラスタ
ゾーンクラスタは、Solaris Containerの非大域ゾーンのクラスタです。ゾーンクラス
タのノードは、すべて clusterブランドの非大域ゾーンとして構成されます。ゾーン
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クラスタでは、その他のブランドタイプは許可されていません。Solarisゾーンで提
供される分離を含めて、グローバルクラスタと同様にゾーンクラスタでサポートさ
れるサービスを実行できます。

ゾーンクラスタの作成を計画する場合、次の点に注意してください。

■ 44ページの「グローバルクラスタの要件とガイドライン」
■ 44ページの「ゾーンクラスタの要件とガイドライン」
■ 46ページの「ゾーンクラスタでのTrusted Extensionsのガイドライン」

グローバルクラスタの要件とガイドライン
■ グローバルクラスタ -ゾーンクラスタは、Oracle Solaris Clusterのグローバル構成
にします。ゾーンクラスタは、基盤となるグローバルクラスタがないと構成でき
ません。

■ クラスタモード -ゾーンクラスタを作成または変更するグローバルクラスタ投票
ノードは、クラスタモードにします。ゾーンクラスタを管理するときにその他の
投票ノードが非クラスタモードになっていると、変更した内容が、これらの投票
ノードがクラスタモードに戻ったときにその投票ノードに伝播します。

■ 十分な数のプライベート IPアドレス –グローバルクラスタのプライベート IPア
ドレスには、新しいゾーンクラスタで使用できる十分な数の空き IPアドレスサブ
ネットが必要です。使用可能なサブネット数が足りない場合、ゾーンクラスタの
作成は失敗します。

■ プライベート IPアドレスの範囲の変更 –ゾーンクラスタで使用可能な IPサブ
ネットと対応するプライベート IPアドレスは、グローバルクラスタのプライ
ベート IPアドレスの範囲が変更されると自動的に更新されます。ソーンクラスタ
が削除されると、そのゾーンクラスタが使用していたプライベート IPアドレスが
クラスタインフラストラクチャーによって解放されます。解放されたアドレスは
グローバルクラスタ内のほかの目的に使用したり、グローバルクラスタに依存す
るほかのゾーンクラスタが使用したりできるようになります。

■ サポート対象のデバイス - Solarisゾーンでサポートされるデバイスはゾーンクラ
スタにエクスポートできます。これらのデバイスは、次のとおりです。
■ Solarisディスクデバイス (cNtXdYsZ)
■ DIDデバイス (/dev/did/*dsk/dN)
■ Solarisボリュームマネージャーおよび Solaris Volume Manager for Sun Clusterマ
ルチオーナーディスクセット (/dev/md/setname/*dsk/dN)

ゾーンクラスタの要件とガイドライン
■ ノードの配置 -同じホストマシン上で同じゾーンクラスタの複数のノードをホス
トすることはできません。ホスト上の各ゾーンクラスタノードが異なるゾーンク
ラスタのメンバーであるかぎり、そのホストは複数のゾーンクラスタノードをサ
ポートできます。
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■ ノード作成 -ゾーンクラスタの作成時には、少なくとも 1つのゾーンクラスタ
ノードを作成します。ゾーンクラスタノードの名前は、ゾーンクラスタ内で一意
である必要があります。ゾーンクラスタをサポートするホスト上に、基盤となる
非大域ゾーンがインフラストラクチャーによって自動的に作成されます。各非大
域ゾーンには、同じゾーン名が付けられます。この名前は、クラスタの作成時に
ゾーンクラスタに割り当てた名前に由来するものです。たとえば、zc1という名
前のゾーンクラスタを作成した場合、そのゾーンクラスタをサポートする各ホス
ト上の対応する非大域ゾーン名も zc1となります。

■ クラスタ名 –各ゾーンクラスタ名は、グローバルクラスタをホストするマシンの
クラスタ全体で一意である必要があります。ゾーンクラスタ名は、マシンのクラ
スタ内の非大域ゾーンでは使用できません。また、グローバルクラスタノードと
同じ名前は使用できません。「all」または「global」は予約名であるた
め、ゾーンクラスタ名として使用することはできません。

■ パブリックネットワーク IPアドレス -必要に応じて、各ゾーンクラスタノードに
特定のパブリックネットワーク IPアドレスを割り当てることができます。

注 –各ゾーンクラスタノードで IPアドレスを構成しない場合、次の 2つのことが
発生します。

■ その特定のゾーンクラスタでは、ゾーンクラスタで使用するためのNASデバ
イスを設定することができません。NASデバイスと通信する際にはゾーンク
ラスタノードの IPアドレスを使用するため、IPアドレスを持たないクラスタ
は、NASデバイスのフェンシングをサポートできません。

■ クラスタソフトウェアによって、NICの論理ホスト IPアドレスが有効化され
ます。

■ プライベートホスト名 –ゾーンクラスタの作成時に、グローバルクラスタでホス
ト名が作成されるのと同じ方法で、ゾーンクラスタのノードごとにプライベート
ホスト名が自動的に作成されます。この時点では、ゾーンクラスタノードのプラ
イベートホスト名は変更できません。プライベートホスト名の詳細は、38ページ
の「プライベートホスト名」を参照してください。

■ Solarisゾーンブランド –ゾーンクラスタのすべてのノードは、clusterブランド
の非大域ゾーンとして構成されます。ゾーンクラスタでは、その他のブランドタ
イプは許可されていません。

■ Global_zone=TRUEリソースタイププロパティー – Global_zone=TRUEリソースタイ
ププロパティーを使用するリソースタイプを登録するには、リソースタイプ
ファイルが、ゾーンクラスタの /usr/cluster/global/rgm/rtreg/ディレクトリに
ある必要があります。そのリソースタイプファイルがほかの場所にある場合、リ
ソースタイプを登録するコマンドは拒否されます。

■ ゾーンクラスタノードへの変換 –ゾーンクラスタ外にある非大域ゾーンをその
ゾーンクラスタに追加することはできません。新しいノードをゾーンクラスタに
追加するには、clzoneclusterコマンドのみを使用する必要があります。
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■ ファイルシステム – clzoneclusterコマンドを使用してゾーンクラスタで使用す
る次の種類のファイルシステムを追加します。ファイルシステムをゾーンクラス
タにエクスポートするには、直接マウントまたはループバックマウントを使用し
ます。

■ 直接マウント:
■ UFSローカルファイルシステム
■ VxFSローカルファイルシステム
■ QFSスタンドアロンファイルシステム
■ QFS共有ファイルシステム、Oracle Real Application Clustersのサポートに使
用する場合のみ

■ (データセットとしてエクスポートされた) ZFS
■ サポートされているNASデバイスのNFS

■ ループバックマウント:
■ UFSローカルファイルシステム
■ VxFSローカルファイルシステム
■ QFSスタンドアロンファイルシステム
■ QFS共有ファイルシステムOracle Real Application Clustersのサポートに使用
する場合のみ

■ UFSクラスタファイルシステム
■ VxFSクラスタファイルシステム

ファイルシステムのマウントを管理するHAStoragePlusまたは ScalMountPointリ
ソースを構成します。

■ 保護 –ゾーンクラスタでは、サポート対象のすべてのNASデバイス、共有ディス
ク、およびストレージアレイに対する保護がサポートされます。

ゾーンクラスタでのTrusted Extensionsのガイドライン
ゾーンクラスタでOracle SolarisのTrusted Extensions機能を使用する場合は、次の点
に注意してください。

■ ゾーンクラスタのみのサポート – Trusted Extensionsが有効になっているOracle
Solaris Cluster構成では、アプリケーションはゾーンクラスタでのみ実行する必要
があります。ほかの非大域ゾーンはクラスタ上で使用できません。ゾーンクラス
タを作成するには、clzoneclusterコマンドのみを使用する必要があります。
Trusted Extensionsが有効になっているクラスタ上では、txzonemgrコマンドを使用
して非大域ゾーンを作成しないでください。

Oracle Solaris Cluster環境の準備

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール • 2011年 5月、Revision A46



■ Trusted Extensionsの範囲 –クラスタ構成全体に対して、Trusted Extensionsを有効
にすることも無効にすることもできます。Trusted Extensionsが有効になっている
ときは、クラスタ構成のすべての非大域ゾーンがゾーンクラスタに属している必
要があります。ほかのどの種類の非大域ゾーンも、セキュリティーを損なわずに
構成することはできません。

■ IPアドレス – Trusted Extensionsを使用する各ゾーンクラスタは、それ自体の IPア
ドレスを使用する必要があります。 IPアドレスが複数の非大域ゾーン間で共有さ
れるのを可能にするTrusted Extensionsの特別なネットワーク機能は、Oracle
Solaris Clusterソフトウェアではサポートされません。

■ ループバックマウント – Trusted Extensionsを使用するゾーンクラスタへの書き込
み権を持つループバックマウントは使用できません。書き込みアクセスを許可す
るファイルシステムの直接マウントを使用するか、読み取り権のみを持つループ
バックマウントを使用します。

■ ファイルシステム –ゾーンクラスタでファイルシステムの基盤となるグローバル
デバイスを構成しないでください。ゾーンクラスタではファイルシステム自体の
みを構成します。

■ ストレージデバイス名 –ストレージデバイスの個別のスライスをゾーンクラスタ
に追加しないでください。デバイス全体を 1つのゾーンクラスタに追加する必要
があります。異なるゾーンクラスタで同じストレージデバイスのスライスを使用
すると、それらのゾーンクラスタのセキュリティーが損なわれます。

■ アプリケーションのインストール –アプリケーションは、ゾーンクラスタのみに
インストールするか、グローバルクラスタにインストールして読み取り専用
ループバックマウントを使用してゾーンクラスタにエクスポートします。

■ ゾーンクラスタの分離 – Trusted Extensionsの使用時は、ゾーンクラスタの名前が
セキュリティーラベルになります。場合によっては、セキュリティーラベル自体
が開示できない情報であることや、リソースやリソースグループの名前が開示で
きない情報の機密の部分であることもあります。インタークラスタのリソース依
存やインタークラスタのリソースグループのアフィニティーを構成すると、ほか
のクラスタの名前のほか、影響を受けるリソースまたはリソースグループの名前
が表示されます。そのため、インタークラスタの関係を確立する前に、要件に
従ってこの情報を表示してもかまわないかどうかを評価します。

グローバルデバイス、デバイスグループ、およびクラス
タファイルシステムの計画

この節では、グローバルデバイスとクラスタファイルシステムを計画するうえでの
ガイドラインについて説明します。

■ 48ページの「グローバルデバイス」
■ 48ページの「デバイスグループ」
■ 49ページの「クラスタファイルシステム」
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■ 51ページの「クラスタファイルシステムのマウントオプションの選択」
■ 53ページの「クラスタファイルシステムのマウント情報」

グローバルデバイス
グローバルデバイスの目的と機能については、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』の「Global Devices」を参照してください。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、特定のディスクレイアウトやファイルシステ
ムサイズを必要としません。グローバルデバイスのレイアウトを計画する場合、次
の点に注意してください。

■ ミラー化 –グローバルデバイスの高可用性を実現するには、すべてのグローバル
デバイスをミラー化する必要があります。ストレージデバイスがハードウェア
RAIDとディスクへの冗長パスを提供する場合は、ソフトウェアミラー化を使用
する必要はありません。

■ ディスク –ミラー化するときは、複数のディスクアレイにまたがってミラー化さ
れるようにファイルシステムを配置してください。

■ 可用性 –グローバルデバイスの高可用性を実現するには、グローバルデバイスが
クラスタ内の複数の投票ノードに物理的に接続されている必要があります。複数
の物理的な接続を持つグローバルデバイスは、単一のノードでの障害に対応でき
ます。物理的な接続を 1つしか持たないグローバルデバイスもサポートされてい
ますが、そのノードがダウンした場合、ほかの投票ノードからはそのグローバル
デバイスにアクセスできなくなります。

■ スワップデバイス -グローバルデバイス上には swapファイルは作成しないでくだ
さい。

■ 非大域ゾーン -グローバルデバイスは、非大域ゾーンから直接アクセスできませ
ん。非大域ゾーンからアクセスできるのは、クラスタファイルシステムのデータ
だけです。

デバイスグループ
デバイスグループの目的と機能については、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』の「Device Groups」を参照してください。

305ページの「デバイスグループ構成のワークシート」に計画情報を追加してくださ
い。

デバイスグループを計画する際は、次の点を考慮してください。

■ フェイルオーバー –多重ホストディスクと、適切に構成したボリューム管理ソフ
トウェアデバイスをフェイルオーバーデバイスとして構成できます。ボリューム
管理ソフトウェアデバイスの適切な構成には、多重ホストディスクや、ボ
リューム管理ソフトウェア自体の正しい設定が含まれます。この構成により、複
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数の投票ノードが、エクスポートしたデバイスをホストできるようになりま
す。テープドライブ、CD-ROM、DVD-ROM、単一ポートのデバイスは、フェイ
ルオーバーデバイスとして構成できません。

■ ミラー化 –ディスクをミラー化して、ディスクの障害からデータを保護しま
す。詳細なガイドラインについては、59ページの「ミラー化に関するガイドラ
イン」を参照してください。ミラー化の手順については、181ページの「Solarisボ
リュームマネージャーソフトウェアの構成」または 207ページの「VxVMソフト
ウェアのインストールと構成」およびボリュームマネージャーのドキュメントを
参照してください。

■ ストレージベースの複製 –デバイスグループのディスクは、すべて複製である
か、どれも複製でないかのいずれかにします。1つのデバイスグループで、複製
ディスクと複製でないディスクを混合して使用することはできません。

クラスタファイルシステム
クラスタファイルシステムの目的と機能については、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』の「Cluster File Systems」を参照してください。

注 –代わりに、高可用性ローカルファイルシステムを構成することもできます。これ
により、パフォーマンスの高い I/Oでデータサービスサポートのパフォーマンスを向
上させたり、クラスタファイルシステムでサポートされていない特定の機能を使用
することができます。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』の「Enabling Highly Available Local File Systems」を参照してくだ
さい。

クラスタファイルシステムを計画する際は、次の点を考慮してください。

■ 割り当て –割り当てはクラスタファイルシステムでサポートされていません。た
だし、高可用性ローカルファイルシステムでは、割り当てがサポートされていま
す。

■ 非大域ゾーン -非大域ゾーンからクラスタファイルシステムにアクセスする場
合、最初にクラスタファイルシステムを大域ゾーンにマウントします。クラスタ
ファイルシステムは、次にループバックマウントを使用して非大域ゾーンにマウ
ントされます。したがって、非大域ゾーンを含むクラスタでループバックファイ
ルシステム (LOFS)を有効にする必要があります。

■ ゾーンクラスタ –ゾーンクラスタに使用するUFSまたはVxFSを使用するクラス
タファイルシステムを構成できません。代わりに、高可用性ローカルファイルシ
ステムを使用してください。ゾーンクラスタでQFS共有ファイルシステムを使用
できます。ただし、Oracle RACをサポートするだけです。
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■ ループバックファイルシステム (Loopback File System、LOFS) –クラスタの作成
中、LOFSはデフォルトで有効になっています。クラスタが次の両方の条件に当
てはまる場合、各投票クラスタノードで LOFSを手動で無効にしてください。
■ Oracle Solaris Cluster HA for NFS (HA for NFS)が高可用性ローカルファイルシス
テムに構成されている。

■ automountdデーモンが稼働している。

クラスタがこれらの条件の両方に当てはまる場合、スイッチオーバーの問題やそ
の他の障害を防ぐために、LOFSを無効にする必要があります。クラスタがこれ
らの条件の 1つだけしか満たさない場合、LOFSを有効にしても安全です。

LOFSと automountdデーモンの両方を有効にする必要がある場合は、HA for NFS
によってエクスポートされる高可用性ローカルファイルシステムに含まれる
ファイルをすべてオートマウンタマップから除外してください。

■ プロセスアカウンティングログファイル -プロセスアカウンティングログファイ
ルは、クラスタファイルシステムまたは高可用性ローカルファイルシステムに置
かないでください。ログファイルへの書き込みによってスイッチオーバーがブ
ロックされ、ノードがハングします。プロセスアカウンティングログファイルを
置くのは、ローカルファイルシステムだけにしてください。

■ 通信エンドポイント –クラスタファイルシステムは、通信エンドポイントを
ファイルシステムの名前空間に指定する Solarisソフトウェアのファイルシステム
機能をサポートしません。
■ 名前がクラスタファイルシステムへのパス名であるUNIXドメインソケットは
作成できますが、ノードにフェイルオーバーが発生したとき、このソケットは
生き残ることができません。

■ クラスタファイルシステム上で作成する FIFOまたは指定したパイプはグ
ローバルにアクセスすることはできません。

したがって、ローカルノード以外のノードからfattachコマンドを使用しないで
ください。

■ デバイス特殊ファイル -クラスタファイルシステムでは、文字型特殊ファイルも
ブロック型特殊ファイルもサポートされていません。クラスタファイルシステム
内のデバイスノードへのパス名を指定するには、/devディレクトリ内のデバイス
名へのシンボリックリンクを作成します。mknodコマンドをこの目的で使用しな
いでください。

■ atime -クラスタファイルシステムは、atimeを維持しません。
■ ctime -クラスタファイルシステム上のファイルにアクセスするときに、この
ファイルの ctimeの更新が遅延する場合があります。

■ アプリケーションのインストール -高可用性アプリケーションのバイナリをクラ
スタファイルシステムに置く場合、クラスタファイルシステムが構成されるまで
待ってからアプリケーションをインストールしてください。
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クラスタファイルシステムのマウントオプション
の選択
この節では、次の種類のクラスタファイルシステムのマウントオプションの要件と
制限について説明します。

■ 51ページの「UFSクラスタファイルシステム」
■ 52ページの「VxFSクラスタファイルシステム」

注 –これらの種類およびその他の種類のファイルシステムを高可用性ローカルファイ
ルシステムとして構成することもできます。詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data
Services Planning and Administration Guide』の「Enabling Highly Available Local File
Systems」を参照してください。

次のガイドラインに従って、クラスタファイルシステムを作成するときに使用する
マウントオプションを決めてください。

UFSクラスタファイルシステム

マウントオプション 使用 説明

global 必要 このオプションを選択すると、クラスタ内のすべてのノードでファイルシス
テムが表示されます。

logging 必要 このオプションを選択すると、ロギングが有効になります。

forcedirectio 条件付き このオプションは、Oracle Real Application Clusters RDBMSデータファイル、ロ
グファイル、および制御ファイルをホストするクラスタファイルシステムに
のみ必要です。
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マウントオプション 使用 説明

onerror=panic 必要 /etc/vfstabファイルで onerror=panicマウントオプションを明示的に指定す
る必要はありません。他の onerrorマウントオプションが指定されていない場
合は、このマウントオプションがデフォルト値として使用されます。

注 – Oracle Solaris Clusterソフトウェアでサポートされているの
は、onerror=panicマウントオプションだけです。onerror=umountまたは
onerror=lockオプションは使用しないでください。これらのマウントオプ
ションは、次の理由によりクラスタファイルシステムではサポートされてい
ません。
■ onerror=umountまたは onerror=lockマウントオプションを使用すると、ク
ラスタファイルシステムがロックされたり、アクセスできなくなる場合が
あります。この状況は、クラスタファイルシステムのファイルが破壊され
た場合に、発生することがあります。

■ onerror=umountまたは onerror=lockマウントオプションを使用すると、ク
ラスタファイルシステムがマウントできなくなる場合があります。この状
況により、クラスタファイルシステムを使用するアプリケーションがハン
グアップし、アプリケーションを終了できなくなる場合があります。

これらの状態から復旧するには、ノードの再起動が必要になることがありま
す。

syncdir 任意 syncdirを指定した場合、write()システムコールにおいて、ファイルシステ
ムが POSIXに準拠して動作することが保証されます。write()が成功した場
合、このマウントオプションにより、ディスク上に十分な空間が確保されま
す。

syncdirを指定しない場合、ファイルシステムの動作はUFSファイルシステム
と同じです。syncdirを指定しない場合、ディスクブロックを割り当てる (つ
まり、データをファイルに追加するような)書き込みの性能が大幅に向上しま
す。しかし、syncdirを指定しない場合、ファイルを閉じるまでは空間不足
(ENOSPC)の状態が判明しません。

この場合、ファイルを閉じるときに ENOSPC状態になるのは、フェイル
オーバー後の短い間だけです。syncdirを指定した場合、POSIXの動作と同
様、空間不足状態はファイルを閉じる前に見つかります。

UFSマウントのオプションの詳細については、mount_ufs(1M)のマニュアルページを
参照してください。

VxFSクラスタファイルシステム

マウントオプ
ション 使用 説明

global 必要 このオプションを選択すると、クラスタ内のすべてのノードでファイルシステムが表
示されます。
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マウントオプ
ション 使用 説明

log 必要 このオプションを選択すると、ロギングが有効になります。

VxFSのマウントオプションについては、VxFS mount_vxfsのマニュアルページおよ
び『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「クラスタファイルシステムの管理の概
要」を参照してください。

クラスタファイルシステムのマウント情報
クラスタファイルシステムのマウントポイントを計画する際は、次の点を考慮して
ください。

■ マウントポイントの場所 –別のソフトウェア製品によって禁止されていない限
り、/globalディレクトリに作成します。/globalディレクトリを使用すること
で、広域的に使用できるクラスタファイルシステムと、ローカルファイルシステ
ムを簡単に区別できるようになります。

■ SPARC:VxFSマウント要件 – Veritas File System (VxFS),を使用する場合、プライマ
リノードからVxFSファイルシステムをグローバルにマウントおよびマウント解
除します。主ノードとは、VxFSファイルシステムが存在するディスクをマス
ターする Solarisホストです。この方法では、マウントまたはマウント解除の操作
が確実に成功します。二次ノードから行ったVxFSファイルシステムのマウント
やマウント解除の操作は正常に動作しないことがあります。

■ SPARC: VxFS機能の制限 –

次のVxFS機能は、Oracle Solaris Clusterクラスタファイルシステムではサポートさ
れていません。ただし、ローカルのファイルシステムではサポートされます。

■ クイック入出力

■ スナップショット

■ 記憶装置チェックポイント

■ VxFS固有のマウントオプション:
■ convosync (Convert O_SYNC)
■ mincache

■ qlog、delaylog、tmplog

■ Veritasクラスタファイルシステム (requires VxVMクラスタ機能およびVeritas
クラスタサーバーが必要)。VxVMクラスタ機能は、x86ベースのシステム上
ではサポートされていません。

キャッシュアドバイザリは使用可能、効果が認められるのは特定のノードのみ
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クラスタファイルシステムでサポートされるVxFSのそのほかの機能とオプ
ションは、すべてOracle Solaris Clusterソフトウェアでサポートされます。クラス
タ構成でサポートされるVxFSオプションの詳細については、VxFSマニュアルを
参照してください。

■ マウントポイントを入れ子にする –通常は、クラスタファイルシステムのマウン
トポイントは入れ子にしないでください。たとえば、あるファイルシステムを
/global/aにマウントし、別のファイルをシステムは /global/a/bにマウントする
ような設定は避けてください。この規則を無視すると、可用性とノードの起動順
序に問題が発生することがあります。このような問題は、システムがファイルシ
ステムの子をマウントしようとして、親マウントポイントが存在しない場合に発
生します。

UFSまたはVxFS上のクラスタファイルシステムについては、この規則の唯一の
例外は、2つのファイルシステムのデバイスが同一の物理的なホスト接続を持つ
場合です。同じディスク上の異なるスライスがこれに該当します。

注 – 2つのファイルシステムデバイスが、同一の物理的なホスト接続を持つ場合で
さえも、この制限は依然としてQFS共有ファイルシステムに適用されます。

■ forcedirectio – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、forcedirectioマウントオ
プションを使用してマウントされるクラスタファイルシステムからのバイナリの
実行をサポートしていません。

ボリューム管理の計画
305ページの「デバイスグループ構成のワークシート」と 307ページの「ボリューム
管理ソフトウェア構成のワークシート」に次の計画情報を追加してください。Solaris
ボリュームマネージャーの場合は 309ページの「ボリュームのワークシート (Solaris
ボリュームマネージャー)」にもこの情報を追加してください。

この節では、クラスタ構成のボリューム管理を計画する上でのガイドラインについ
て説明します。

■ 55ページの「ボリューム管理ソフトウェアのガイドライン」
■ 56ページの「Solarisボリュームマネージャーソフトウェアのガイドライン」
■ 57ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアのガイドライン」
■ 58ページの「ファイルシステムのロギング」
■ 59ページの「ミラー化に関するガイドライン」

Oracle Solaris Clusterは、ボリューム管理ソフトウェアを使用して、ディスクをデバ
イスグループにまとめ、1つの単位で管理できるようにします。Oracle Solaris Cluster
ソフトウェアは、次の方法でインストールまたは使用する Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアとVeritas Volume Manager (VxVM)ソフトウェアをサポート
します。
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表 1–4 サポートされているボリューム管理ソフトウェアとOracle Solaris Clusterソフトウェアの
使用

ボリューム管理ソフトウェア 要件

Solarisボリュームマネージャー 一部のノードでVxVMを使用してディスクを管理する場
合でも、クラスタのすべての投票ノードに Solarisボ
リュームマネージャーソフトウェアをインストールする
必要があります。

SPARC:VxVMクラスタ機能を持つ クラスタのすべての投票ノード上に、クラスタ機能を持つ
VxVMをインストールして、それらにライセンスを付与す
る必要があります。

クラスタ機能を持たないVxVM VxVMは、VxVMが管理する記憶装置に接続されている投
票ノードにのみインストールして、それらにライセンスを
付与します。

Solarisボリュームマネージャーと
VxVM

これらのボリューム管理ソフトウェアを同じ投票ノードに
インストールする場合は、Solarisボリュームマネージャー
ソフトウェアを使用して、各ノードにローカルに接続され
ているディスクを管理します。ルートディスクもローカル
ディスクに含まれます。VxVMを使用して、すべての共有
ディスクを管理します。

ボリュームマネージャーソフトウェアのインストールと構成の方法については、ボ
リュームマネージャーのドキュメントおよび 181ページの「Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアの構成」または 207ページの「VxVMソフトウェアのインス
トールと構成」を参照してください。クラスタ構成でのボリューム管理の使用につ
いては、『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』の「Multihost Devices」およ
び『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』の「Device Groups」を参照してください。

ボリューム管理ソフトウェアのガイドライン
ボリューム管理ソフトウェアでディスクを構成する際は、次の一般的なガイドライ
ンを考慮してください。

■ ソフトウェアRAID – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、ソフトウェアRAID 5
をサポートしていません。

■ ミラー化多重ホストディスク –すべての多重ホストディスクは、複数のディスク
拡張装置にまたがるようにミラー化する必要があります。ミラー化多重ホスト
ディスクのガイドラインについては、59ページの「多重ホストディスクのミ
ラー化」を参照してください。ストレージデバイスがハードウェアRAIDとデバ
イスへの冗長パスを提供する場合は、ソフトウェアミラー化を使用する必要はあ
りません。
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■ ミラー化ルート –ルートディスクをミラー化することにより高可用性を保証でき
ますが、このようなミラー化は必要ありません。ルートディスクをミラー化する
かどうかを判断する際のガイドラインについては、59ページの「ミラー化に関
するガイドライン」を参照してください。

■ 一意の命名 – /global/.devices/node@nodeidファイルシステムがマウントされるデ
バイスとして使用されるローカル SolarisボリュームマネージャーまたはVxVMボ
リュームが存在している可能性があります。この場
合、/global/.devices/node@nodeidファイルシステムがマウントされる各ローカ
ルボリュームの名前は、クラスタ全体で一意になるようにしてください。

■ ノードリスト –デバイスグループの高可用性を実現するには、これらの潜在マス
ターのノードリストとフェイルバックポリシーを、関連付けられているリソース
グループと同一にします。または、スケーラブルなリソースグループで、それと
関連付けられているデバイスグループ以上のノードが使用されている場合、ス
ケーラブルなリソースグループのノードリストをデバイスグループのノードリス
トのスーパーセットにします。ノードリストについては、『Oracle Solaris Cluster
Data Services Planning and Administration Guide』のリソースグループの計画情報を
参照してください。

■ 多重ホストディスク –デバイスグループを構成するために使用されるすべてのデ
バイスを、そのデバイスグループのノードリストに構成されているすべての
ノードに接続、つまりポートする必要があります。Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアは、ディスクセットにデバイスを追加したときに、この
接続を自動的に確認します。しかし、構成したVxVMディスクグループ
は、ノードの特定のセットには関連を持ちません。

■ ホットスペアディスク –ホットスペアディスクは、可用性を高めるために使用で
きますが、必須ではありません。

ディスクの配置の推奨事項とその他の制限については、ボリューム管理ソフト
ウェアのドキュメントを参照してください。

Solarisボリュームマネージャーソフトウェアのガ
イドライン
Solarisボリュームマネージャーの構成を計画する際は、次の点を考慮してくださ
い。

■ ローカルボリューム名 –グローバルデバイスファイルシステム
/global/.devices/node@ nodeidがマウントされる各ローカル Solarisボリュームマ
ネージャーボリュームの名前は、クラスタ全体で一意になるようにします。ま
た、その名前はどのデバイス ID (DID)名とも同じであってはなりません。

■ 二重列メディエータ –ディスク列は、ディスク格納装置、その物理ディスク、格
納装置から 1つまたは複数のホストへのケーブル、およびインタフェースアダプ
タカードで構成されます。正確に 2つのディスク列で構成され、正確に 2つの
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Solarisホストによってマスターされる各ディスクセットは、二重列ディスク
セットと呼ばれます。そのようなディスクセットでは、Solarisボリュームマ
ネージャーの二重列メディエータが構成されている必要があります。二重列メ
ディエータの構成時には、次の規則に従ってください。
■ 各ディスクセットは、メディエータホストとして機能する 2つまたは 3つのホ
ストで構成します。

■ そのディスクセットのメディエータとして、ディスクセットをマスターできる
ホストを使用する必要があります。キャンパスクラスタがある場合は、可用
性を向上させるために、3つ目のノードまたはクラスタネットワーク上の非ク
ラスタホストを 3つ目のメディエータホストとして構成することもできます。

■ メディエータは、列およびホストが 2つずつという要件を満たしていない
ディスクセットに対しては構成できません。

詳細は、mediator(7D)のマニュアルページを参照してください。

Veritas Volume Managerソフトウェアのガイドライ
ン
Veritas Volume Manager (VxVM)の構成を計画する際は、次の点を考慮してくださ
い。

■ ノードへのアクセシビリティー -すべてのボリュームマネージャーディスクグ
ループを、Oracle Solaris Clusterデバイスグループまたはローカルのみのディスク
グループとして構成します。これらの方法のいずれかでディスクグループを構成
しない場合、クラスタ内のどのノードからもディスクグループ内のデバイスにア
クセスできなくなります。
■ デバイスグループは、主ノードに障害が発生した場合、2つ目のノードで多重
ホストディスクをホストできます。

■ ローカルのみのディスクグループは、Oracle Solaris Clusterソフトウェアの制御
外で機能し、1度に 1ノードからのみアクセスできます。

■ 筐体ベースのネーミング –デバイスの筐体ベースのネーミング (Enclosure-Based
Naming)を使用する場合、必ず、同じストレージを共有するすべてのクラスタ
ノードにおいて整合性のあるデバイス名を使用してください。VxVMはこのよう
な名前を調節しないため、VxVMが各ノードから同じデバイスに同じ名前を割り
当てているかどうかは、管理者が確認する必要があります。整合性のある名前を
割り当てなくても、クラスタの動作に悪影響はありません。ただし、整合性のな
い名前だと、クラスタの管理が極端に複雑になり、構成エラーが発生し、データ
が失われる可能性が高くなります。

■ ルートディスクグループ –ルートディスクグループの作成は任意です。
ルートディスクグループは次のディスク上に作成できます。
■ ルートディスク (カプセル化されている必要がある)
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■ ルート以外の 1つまたは複数のローカルディスク (カプセル化または初期化で
きるもの)

■ ルートディスクとルート以外のローカルディスクの組み合わせ

ルートディスクグループは、Solarisホストに対してローカルである必要がありま
す。

■ 簡易ルートディスクグループ –ルートディスクの 1つのスライスに作成される簡
易ルートディスクグループは、Oracle Solaris Clusterソフトウェア上でVxVMによ
るディスクタイプとしてサポートされません。これは、VxVMソフトウェアの一
般的な制限です。

■ カプセル化 –カプセル化するディスクでは、2つのディスクスライステーブルエ
ントリを空にしておく必要があります。

■ ボリューム数 –ディスクデバイスグループを作成するときに任意のディスクデバ
イスグループが使用できるボリュームの最大数を確認します。
■ ボリューム数が 1000未満の場合は、デフォルトのミラー数を使用できます。
■ ボリューム数が 1000以上の場合は、デバイスグループボリュームへのマイ
ナー番号の割り当て方を慎重に計画する必要があります。2つのデバイスグ
ループに、オーバーラップするマイナー番号を割り当てることはできません。

■ ダーティリージョンログ –ダーティリージョンロギング (DRL)を使用する
と、ノードに障害が発生した後に、ボリュームの回復時間を短縮できます。ま
た、DRLを使用することで入出力のスループットを低減できることがあります。

■ Dynamic Multipathing (DMP) – DMPだけを使用して、Solarisホストごとに共有記
憶装置への複数の I/Oパスを管理することはサポートされていません。DMPを使
用できるのは、次の構成だけです。
■ クラスタの共有ストレージに対してホストごとに I/Oパスが 1つだけ構成され
ている。

■ 共有クラスタストレージに対してホストごとに複数の I/Oパスを管理する、サ
ポート対象のマルチパスソリューション (Solaris I/Oマルチパスソフトウェア
(MPxIO)や EMC PowerPathなど)が使用されている。

■ ZFS – Rootディスクのカプセル化は、ZFS rootファイルシステムと互換性がありま
せん。

詳細については、VxVMのインストールドキュメントを参照してください。

ファイルシステムのロギング
UFSおよびVxFSクラスタファイルシステムには、ロギングが必要です。Oracle
Solaris Clusterソフトウェアでは、ファイルシステムのロギングの方法として、次が
サポートされています。
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■ Solaris UFSロギング:詳細は、mount_ufs(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

■ SPARC: Veritas File System (VxFS)ロギング –詳細は、VxFSソフトウェアに付属の
mount_vxfsのマニュアルページを参照してください。

SolarisボリュームマネージャーとVeritas Volume Managerは、どちらも両方の種類の
ファイルシステムのロギングをサポートしています。

ミラー化に関するガイドライン
この節では、クラスタ構成のミラー化を計画する際のガイドラインについて説明し
ます。

■ 59ページの「多重ホストディスクのミラー化」
■ 59ページの「ルートディスクのミラー化」

多重ホストディスクのミラー化
Oracle Solaris Cluster構成内のすべての多重ホストディスクをミラー化することによ
り、この構成で単一デバイスの障害を許容できるようになります。Oracle Solaris
Clusterソフトウェアでは、すべての多重ホストディスクは、複数の拡張装置にまた
がるようにミラー化する必要があります。ストレージデバイスがハードウェアRAID
とデバイスへの冗長パスを提供する場合は、ソフトウェアミラー化を使用する必要
はありません。

多重ホストディスクをミラー化する際は、次の点を考慮してください。

■ 独立したディスク拡張装置 –ミラーまたはプレックスのサブミラーは、それぞれ
異なる多重ホスト拡張装置に分散してください。

■ ディスク領域 –ミラー化すると、2倍のディスク領域が必要になります。
■ 3方向のミラー化 – SolarisボリュームマネージャーソフトウェアとVeritas Volume

Manager (VxVM)は、3方向のミラー化をサポートしています。ただし、Oracle
Solaris Clusterソフトウェアが必要とするのは、2方向のミラー化だけです。

■ 異なるデバイスサイズ –異なるサイズのデバイスにミラーを作成した場合、ミ
ラーの容量は、最小のサブミラーまたはプレックスのサイズに制限されます。

マルチホストディスクの詳細は、『Oracle Solaris Cluster Concepts
Guide』の「Multihost Devices」を参照してください。

ルートディスクのミラー化
301ページの「ローカルファイルシステム配置のワークシート」に、次の計画情報を
追加してください。
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最高の可用性を得るには、ローカルディスク上のルート
(/)、/usr、/var、/opt、swapをミラー化してください。VxVMでは、ルートディス
クをカプセル化し、生成されたサブディスクをミラー化します。ただし、Oracle
Solaris Clusterソフトウェアでは、ルートディスクのミラー化を要求しません。

ルートディスクをミラー化するかどうかを決定する前に、危険性、複雑さ、コス
ト、保守時間の面から、ルートディスクに関するさまざまな方法を検討してくださ
い。どの構成でも有効に機能するというような汎用的なミラー化はありませ
ん。ルートをミラー化するかどうかを決定する際は、ご購入先に相談してくださ
い。

ルートディスクのミラー化の手順については、ボリュームマネージャーのドキュメ
ントおよび 181ページの「Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成」また
は 207ページの「VxVMソフトウェアのインストールと構成」を参照してください。

ルートディスクをミラー化するかどうかを決定する際は、次のことを考慮してくだ
さい。

■ 起動ディスク –起動可能ルートディスクをミラーとして設定できます。主起動
ディスクに障害が発生した場合に、ミラーから起動できます。

■ 複雑さ –ルートディスクをミラー化すると、システム管理の複雑さが増しま
す。また、シングルユーザーモードでの起動も複雑になります。

■ バックアップ –ルートディスクをミラー化するかどうかに関係なく、ルートは定
期的にバックアップしてください。ミラー化だけで、管理上の誤りが防げるわけ
ではありません。誤って変更あるいは削除したファイルは、バックアップに
よってのみ復元できます。

■ 定足数 (Quorum)デバイス –定足数デバイスとして構成されたディスク
は、ルートディスクのミラー化に使用しないでください。

■ 定足数 (Quorum) – Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成で、状態
データベースの定足数が失われるという障害が発生した場合は、保守を行わない
限り、システムを再起動できなくなります。状態データベースと状態データ
ベースの複製の詳細については、Solarisボリュームマネージャーのドキュメント
を参照してください。

■ 独立したコントローラ –独立したコントローラにルートディスクをミラー化する
という方法は、最高の可用性を得る手段の 1つです。

■ 二次ルートディスク –ミラー化したルートディスクを使用すると、主ルート
ディスクに障害が発生しても、二次 (ミラー)ルートディスクで動作を継続できま
す。その後、主ルートディスクは、電源を入れ直すか、一時的な入出力エラーの
後に、正常に戻ることがあります。以降の起動は、eeprom(1M) boot-deviceパラ
メータに指定された主ルートディスクを使用して行われます。このような場
合、手作業による修復作業は発生しませんが、起動に問題がないようにドライブ
は動作を開始します。Solarisボリュームマネージャーソフトウェアでは、再同期
が行われます。再同期をするには、ドライブが正常に戻ったときに手作業が必要
になります。
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二次 (ミラー)ルートディスク上のファイルが変更された場合、起動中に、その変
更が主ルートディスクに反映されることはありません。これにより古いサブミ
ラーが生じます。たとえば、/etc/systemファイルに対する変更が失われること
があります。Solarisボリュームマネージャーソフトウェアでは、主ルートディス
クが休止している間に、一部の管理コマンドによって /etc/systemファイルが変
更されることがあります。

起動プログラムは、システムがミラーまたは元の物理デバイスのどちらから起動
されているのかを確認しません。起動プロセスの途中 (ボリュームが読み込まれ
たあと)でミラー化はアクティブになります。これより前の時点で、古いサブミ
ラー問題が発生しやすくなります。
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グローバルクラスタノードへのソフト
ウェアのインストール

この章では、グローバルクラスタの投票ノード、およびオプションで管理コン
ソール上で、ソフトウェアをインストールする手順について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 63ページの「ソフトウェアをインストールします」

ソフトウェアをインストールします
この節では、クラスタノードにソフトウェアをインストールするための情報と手順
を紹介します。

次の作業マップは、複数または単一ホストのグローバルクラスタにソフトウェアを
インストールするときに実行する作業を示しています。ここに示す順に従って手順
を実行します。

表 2–1 作業マップ:ソフトウェアのインストール

作業 参照先

クラスタ構成のレイアウトを計画、およびソフトウェアを
インストールするための準備

64ページの「クラスタソフトウェアのインストールの準
備をする」

(省略可能)定足数サーバーのインストールおよび構成 66ページの「定足数サーバーソフトウェアをインス
トールおよび構成する」

(省略可能)管理コンソールへのCluster Control Panel (CCP)
ソフトウェアのインストール

69ページの「クラスタコントロールパネルソフトウェア
を管理コンソールにインストールする」

すべてのノードに Solaris OSをインストールオプション
で、Solaris I/Oマルチパスを有効にします。

72ページの「Solarisソフトウェアをインストールする」

(省略可能)内部ディスクのミラー化の設定 77ページの「内部ディスクのミラー化を構成する」
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表 2–1 作業マップ:ソフトウェアのインストール (続き)
作業 参照先

(省略可能) Sun Logical Domains (LDoms)ソフトウェアをイ
ンストールし、ドメインを作成します。

78ページの「SPARC: Sun Logical Domainsソフトウェアを
インストールし、ドメインを作成する」

(省略可能) SPARC: Veritas File Systemソフトウェアのインス
トール

79ページの「Veritas File Systemソフトウェアをインス
トールする」

Oracle Solaris Clusterソフトウェアおよび使用するデータ
サービスのインストール

80ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよび
データサービスソフトウェアパッケージをインストールす
る」

(オプション) Sun QFSソフトウェアのインストール 84ページの「Sun QFS Softwareのインストール方法」

ディレクトリパスの設定 84ページの「root環境を設定する」

(省略可能) Solaris IP Filterの構成 85ページの「Solaris IP Filterを構成する」

▼ クラスタソフトウェアのインストールの準備をす
る
ソフトウェアのインストールを開始する前に、次の準備作業を行なってください。

クラスタ構成に選択したハードウェアとソフトウェアが現在のOracle Solaris Cluster構
成でサポートされていることを確認します。
サポートされるクラスタ構成の最新情報については、Oracleの販売代理店にお問い
合わせください。

クラスタ構成の計画およびインストール方法を検討する上で参考となる情報を参照
します。

■ 『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリースノート』 -制限事項、バグとその回避
策、そのほかの最新情報。

■ 『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』 - Oracle Solaris Cluster製品の概要。
■ 『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』 (このマニュアル) -

Solaris、Oracle Solaris Cluster、ボリューム管理ソフトウェアのインストールと構成
を行うためのガイドラインと作業手順

■ 『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』-データ
サービスの計画ガイドラインとインストールおよび構成手順

関連文書 (他社製の製品のドキュメントも含む)をすべて用意します。
クラスタのインストールを行う場合に参考となるドキュメントを持つ製品の一部を
以下に示します。

■ Solaris OS

1

2

3
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■ Solarisボリュームマネージャーソフトウェア
■ Sun QFSソフトウェア
■ Veritas Volume Manager
■ その他のアプリケーション

クラスタ構成の計画を立てます。

注意 –クラスタのインストールを綿密に計画します。SolarisおよびOracle Solaris
Clusterソフトウェアのインストールを開始する前に、データサービスおよび他の製
品すべてについて必要条件を認識しておく必要があります。計画に不備があった場
合、インストールエラーが発生し、SolarisやOracle Solaris Clusterソフトウェアを完
全にインストールし直す必要が生じる可能性もあります。Oracle Solaris Clusterソフ
トウェアをインストールした後にホスト名は変更できないため、このような必要条
件はOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする前に調整しておく必要が
あります。

■ 第 1章「Oracle Solaris Cluster構成を計画する」 and in the『Oracle Solaris Cluster
Data Services Planning and Administration Guide』に記載された計画のガイドライン
を使用して、クラスタをインストールして構成する方法を決定します。

■ 計画ガイドラインで参照されるクラスタフレームワークおよびデータサービス構
成のワークシートに必要事項を記入してください。完成したワークシートは、イ
ンストールと構成の作業を行う際に参考情報として利用します。

クラスタ構成に必要なパッチをすべて入手します。

パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

管理コンソールからクラスタノードへの接続にクラスタコントロールパネルソフト
ウェアを使用する場合は、69ページの「クラスタコントロールパネルソフトウェア
を管理コンソールにインストールする」に進みます。

それ以外の場合は、使用する Solarisのインストール手順を選択します。
■ scinstall(1M)ユーティリティーを使用してOracle Solaris Clusterソフトウェアを構
成する場合は、最初に Solarisソフトウェアをインストールするために、72
ページの「Solarisソフトウェアをインストールする」に進みます。

■ SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェアを同時にインストールして構成する
(JumpStartを使用する方法)場合は、111ページの「SolarisとOracle Solaris Cluster
ソフトウェアをインストールする (JumpStart)」に進みます。

4

5

次の手順
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▼ 定足数サーバーソフトウェアをインストールおよ
び構成する
この手順を実行して、ホストサーバーを定足数サーバーとして構成します。

次の作業を実行します。

■ 定足数サーバーに選択するマシンに、Oracle Java Web Consoleソフトウェアのイン
ストールに使用できるディスク容量が 1 MB以上あることを確認します。

■ 定足数サーバーマシンがクラスタノードにアクセスできるパブリックネット
ワークに接続されていることを確認します。

■ 定足数サーバーが動作するクラスタのパブリックネットワークに接続された
ポートの Ethernetスイッチのスパニングツリーアルゴリズムを無効にします。

定足数サーバーソフトウェアをインストールするマシンでスーパーユーザーになり
ます。

(省略可能) GUIが存在する installerプログラムを使用するには、インストールする
ホストサーバーのディスプレイ環境をGUIを表示するように設定します。
# xhost +

# setenv DISPLAY nodename:0.0

インストールメディアをドライブにロードします。
ボリューム管理デーモン (vold(1M))が実行中で、CD-ROMまたはDVDデバイスを管
理するよう構成されている場合、このデーモンは自動的にメディアを /cdrom/cdrom0

ディレクトリにマウントします。

ディレクトリを、メディアのインストールウィザードのディレクトリに変更しま
す。

■ SPARCプラットフォームにソフトウェアパッケージをインストールする場合
は、次のコマンドを使用します。

phys-schost# cd /cdrom/cdrom0Solaris_sparc

■ x86プラットフォームにソフトウェアパッケージをインストールする場合は、次
のコマンドを使用します。

phys-schost# cd /cdrom/cdrom0Solaris_x86

インストールウィザードを起動します。
phys-schost# ./installer

画面の指示に従って、ホストサーバーに定足数サーバーソフトウェアをインス
トールします。
「あとで設定」オプションを選択します。

始める前に
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注 –インストーラで「あとで設定」オプションを選択できない場合、「今すぐ設
定」を選択します。

インストールが完了すると、インストールログを表示できます。installerプログラ
ムの使い方に関するその他の情報については、『Sun Java Enterprise System 5 Update 1
Installation Guide for UNIX』を参照してください。

必要な定足数サーバーパッチをすべて適用します。

ドライブからインストールメディアを取り出します。

a. インストールメディアが使用されないように、メディア上のディレクトリ以外に
移動する必要があります。

b. メディアを取り出します。
phys-schost# eject cdrom

定足数サーバーソフトウェアをサポートするために必要なパッチをすべて適用しま
す。
パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

(省略可能)定足数サーバーのバイナリの場所を PATH環境変数に追加します。
quorumserver# PATH=$PATH:/usr/cluster/bin

(省略可能)定足数サーバーのマニュアルページの場所を MANPATH環境変数に追加しま
す。
quorumserver# MANPATH=$MANPATH:/usr/cluster/man

定足数サーバーを構成します。
次のエントリを /etc/scqsd/scqsd.confファイルに追加して、定足数サーバーに関す
る構成情報を指定します。

インスタンス名またはポート番号の少なくとも一方を使用して、定足数サーバーを
識別します。ポート番号は指定する必要がありますが、インスタンス名はオプ
ションです。

■ インスタンス名を指定する場合、その名前は定足数サーバー間で一意にします。
■ インスタンス名を指定しない場合、常に、定足数サーバーが待機するポートによ
りこの定足数サーバーを参照します。

/usr/cluster/lib/sc/scqsd [-d quorumdirectory] [-i instancename] -p port

-d quorumdirectory
定足数サーバーが定足数データを格納できるディレクトリへのパスです。
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クラスタ固有の定足数情報を格納するために、定足数サーバープロセスはこの
ディレクトリに 1クラスタにつき 1つのファイルを作成します。

デフォルトでは、このオプションの値は /var/scqsdです。このディレクトリ
は、ユーザーが構成する各定足数サーバーに対して一意にします。

-i instancename
定足数サーバーインスタンスに対してユーザーが選択する一意の名前です。

-p port
定足数サーバーがクラスタからの要求を待機するポート番号です。

(省略可能)複数のクラスタにサービスを提供し、別のポート番号またはインスタンス
を使用する場合は、必要な定足数サーバーの追加のインスタンスごとに追加エント
リを構成します。

/etc/scqsd/scqsd.confファイルを保存して終了します。

新しく構成した定足数サーバーを起動します。
quorumserver# /usr/cluster/bin/clquorumserver start quorumserver

quorumserver
定足数サーバーを識別します。定足数サーバーが待機するポート番号を使用でき
ます。構成ファイルでインスタンス名を指定した場合は、代わりにその名前を使
用できます。

■ 1台の定足数サーバーを起動するには、インスタンス名とポート番号のいずれ
かを指定します。

■ 複数の定足数サーバーを構成している場合、すべての定足数サーバーを起動す
るには、 +オペランドを使用します。

インストーラは定足数サーバーパッケージの簡易 pkgaddインストールを実行し、必
要なディレクトリを設定します。ソフトウェアは次のパッケージから構成されてい
ます。

■ SUNWscqsr

■ SUNWscqsu

■ SUNWscqsman

これらのパッケージをインストールすると、/usr/clusterおよび /etc/scqsdディレ
クトリにソフトウェアが追加されます。定足数サーバーソフトウェアの場所を変更
することはできません。

定足数サーバーソフトウェアに関するインストールエラーメッセージが表示される
場合は、パッケージが正しくインストールされているかどうかを確認します。
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管理コンソールを使用してクラスタノードと通信する場合は、69ページの「クラス
タコントロールパネルソフトウェアを管理コンソールにインストールする」に進み
ます。

それ以外の場合は、72ページの「Solarisソフトウェアをインストールする」に進み
ます。

▼ クラスタコントロールパネルソフトウェアを管理
コンソールにインストールする

注 –管理コンソールの使用は必須ではありません。管理コンソールを使用しない場合
は、クラスタ内の特定のノードから管理作業を行います。

Sun Logical Domains (LDoms)ゲストドメインへの接続に、このソフトウェアは使用で
きません。

この手順では、管理コンソールにクラスタコントロールパネル (CCP)ソフトウェア
をインストールする方法を説明します。CCPには、cconsole、cssh、ctelnet、およ
び crloginツールを起動するための単一のインターフェイスが用意されています。こ
れらの各ツールは、共通ウィンドウや一連のノードとの多重ウィンドウ接続を提供
します。共通ウィンドウを使用すると、すべてのノードに入力を一括送信できま
す。詳細は、ccp(1M)のマニュアルページを参照してください。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアがサポートする特定のバージョンの Solaris
OSが動作する任意のデスクトップマシンを管理コンソールとして使用できま
す。Oracle Solaris Clusterソフトウェアを SPARCベースのシステムで使用している場
合は、管理コンソールを Sun Management Centerコンソールやサーバーとして使用す
ることもできます。 Sun Management Centerソフトウェアをインストールする方法に
ついては、 Sun Management Centerのドキュメントを参照してください。

サポートされている Solaris OS環境のバージョンと Solarisパッチが管理コンソールに
インストールされていることを確認してください。すべてのプラットフォーム
で、少なくとも End User Solarisソフトウェアグループが必要です。

管理コンソールでスーパーユーザーになります。

DVD-ROMドライブにDVD-ROMを挿入します。
ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行中で、CD-ROMまたはDVDデバイスを管
理するよう構成されている場合、このデーモンは自動的にメディアを /cdrom/cdrom0

ディレクトリにマウントします。

次の手順

始める前に
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Solaris_arch/Product/sun_cluster/Solaris_ver/Packages/ディレクトリ (ここ
で、archは sparcまたは x86、verは Solaris 10の場合 10

adminconsole# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_arch/Product/sun_cluster/Solaris_ver/Packages/

SUNWcconパッケージをインストールします。
adminconsole# pkgadd -d . SUNWccon

(省略可能) Oracle Solaris Clusterマニュアルページのパッケージをインストールしま
す。
adminconsole# pkgadd -d . pkgname ...

パッケージ名 説明

SUNWscman Oracle Solaris Clusterフレームワークのマニュアルページ

SUNWscdsman Oracle Solaris Clusterデータサービスのマニュアルページ

SUNWscqsman 定足数サーバーのマニュアルページ

Oracle Solaris Clusterマニュアルページパッケージを管理コンソールにインストール
する場合、Oracle Solaris Clusterソフトウェアをクラスタノードまたは定足数
サーバーにインストールする前に、それらのパッケージを管理コンソールから表示
できます。

DVD-ROMドライブからDVD-ROMを取り出します。

a. DVD-ROMが使用されていないことを確認し、DVD-ROM上にないディレクトリに移
動します。

b. DVD-ROMを取り出します。
adminconsole# eject cdrom

管理コンソールに /etc/clustersファイルを作成します。

クラスタ名と、各クラスタノードの物理ノード名をファイルに追加します。

adminconsole# vi /etc/clusters

clustername node1 node2

詳細については、/opt/SUNWcluster/bin/clusters(4)マニュアルページを参照してく
ださい。

/etc/serialportsファイルを作成します。

このファイルに、クラスタ内の各ノード用のエントリを追加します。物理ノード
名、コンソールアクセスデバイスのホスト名、およびポート番号を指定します。コ
ンソールアクセスデバイスの例として、端末集配信装置 (Terminal
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Concentrator、TC)、システムサービスプロセッサ (System Service Processor、SSP)、お
よび Sun Fireシステムコントローラがあります。
adminconsole# vi /etc/serialports

node1 ca-dev-hostname port
node2 ca-dev-hostname port

node1、 node2
クラスタノードの物理名

ca-dev-hostname
コンソールアクセスデバイスのホスト名

port
シリアルポート番号、または Secure Shell接続用の Secure Shellポート番号

/etc/serialportsファイルを作成するためには、次の注意事項に従ってください。

■ Sun Fire 15000システムコントローラでは、各エントリのシリアル番号に
telnet(1)ポート番号 23を使用します。

■ その他すべてのコンソールアクセスデバイスの場合、telnet接続を使用してコン
ソールに接続するには、物理ポート番号ではなく、telnetシリアルポート番号を
使用します。 telnetシリアルポート番号は、物理ポート番号に 5000を加えた値で
す。たとえば、物理ポート番号が 6の場合、telnetシリアルポート番号は 5006に
なります。

■ Sun Enterprise 10000サーバーの詳細と注意事項については、
/opt/SUNWcluster/bin/serialports(4)のマニュアルページを参照してください。

■ ノードコンソールへの Secure Shell接続の場合は、各ノードで保護付きの接続に使
用するコンソールアクセスデバイスの名前とポート番号を指定します。Secure
Shellのデフォルトポート番号は 22です。

■ 管理コンソールを直接クラスタノードに接続したり、管理ネットワーク経由で接
続する場合は、ノードごとにそのノードが管理コンソールや管理ネットワークへ
の接続に使用するホスト名とポート番号を指定します。

(省略可能)便宜上、管理コンソール上のディレクトリパスを設定します。

a. /opt/SUNWcluster/bin/ディレクトリを PATHに追加します。

b. /opt/SUNWcluster/man/ディレクトリを MANPATHに追加します。

c. SUNWscmanパッケージをインストールした場合は、/usr/cluster/man/ディレクト
リも MANPATHに追加します。

CCPユーティリティーを起動します。
adminconsole# /opt/SUNWcluster/bin/ccp &
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CCPウィンドウで、cconsole、cssh、crlogin、または ctelnetボタンをクリックし
てツールを起動します。これらのツールは直接起動することもできます。たとえ
ば、ctelnetを起動するには、次のコマンドを入力します。

adminconsole# /opt/SUNWcluster/bin/ctelnet &

CCPソフトウェアは、次の Secure Shell接続に対応しています。

■ ノードコンソールへの保護付きの接続の場合、cconsoleツールを起動します。次
にクラスタコンソールウィンドウの「オプション」メニューから「Use
SSH」チェックボックスをオンにします。

■ クラスタノードへの保護付きの接続の場合、csshツールを使用します。

CCPユーティリティーを使用する方法については、『Oracle Solaris Clusterシステム
管理』の「クラスタに遠隔ログインする」を参照してください。詳細について
は、ccp(1M)マニュアルページも参照してください。

Solaris OSがインストールされており、Oracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件
を満たしているかどうかを確認します。Solaris OSに関するOracle Solaris Clusterのイ
ンストール要件については、16ページの「Oracle Solaris OSの計画」を参照してくだ
さい。

■ Solaris OSがOracle Solaris Clusterの必要条件を満たしている場合は、80ページ
の「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフトウェア
パッケージをインストールする」に進みます。

■ 必要条件を満たしていない場合は、必要に応じて Solaris OSをインストール、再
構成または再インストールします。

■ Solaris OSだけをインストールする場合は、72ページの「Solarisソフトウェア
をインストールする」に進みます。

■ scinstallカスタム JumpStartメソッドを使用して Solaris OSとOracle Solaris
Clusterソフトウェアの両方をインストールする場合は、111ページの「Solaris
とOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする (JumpStart)」に進みま
す。

▼ Solarisソフトウェアをインストールする
ソフトウェアのインストールに scinstallカスタム JumpStartインストールメソッド
を使用しない場合は、次の手順に従ってグローバルクラスタ内の各ノードに Solaris
OSをインストールしてください。クラスタの JumpStartインストールについては、111
ページの「SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする

(JumpStart)」を参照してください。

次の手順
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ヒント – Solaris OSは、各ノードに同時にインストールできるため、インストール時間
を節約できます。

ノードに Solaris OSがすでにインストールされていても、Oracle Solaris Clusterインス
トールの必要条件が満たされていない場合は、Solarisソフトウェアを再インス
トールする必要があります。以下に示す手順に従って、Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアを確実にインストールしてください。必要なルートディスクの
パーティションの分割方法などのOracle Solaris Clusterのインストール要件について
は、16ページの「Oracle Solaris OSの計画」を参照してください。

次の作業を実行します。

■ Solarisソフトウェアをインストールする前に、ハードウェアの設定が完了してい
ることと、接続が完全であることを確認します。詳細は、『Oracle Solaris Cluster
Hardware Administration Collection』およびサーバーと記憶装置のドキュメントを
参照してください。

■ クラスタ構成の計画が完了していることを確認します。要件とガイドラインにつ
いては、64ページの「クラスタソフトウェアのインストールの準備をする」を参
照してください。

■ 301ページの「ローカルファイルシステム配置のワークシート」に必要事項を記
入します。

■ ネームサービスを使用している場合、すべての公開ホスト名と論理アドレス間の
アドレスと名前の対応付けを、クライアントがクラスタサービスにアクセスする
ために使用する任意のネームサービスに追加します。計画のガイドラインについ
ては、27ページの「パブリックネットワーク IPアドレス」を参照してくださ
い。Solarisネームサービスの使用については、Solarisシステム管理者用のド
キュメントを参照してください。

クラスタ管理コンソールを使用している場合、クラスタ内にある各ノードのコン
ソール画面を表示します。

■ クラスタコントロールパネル (CCP)ソフトウェアが管理コンソールにインス
トールされ、構成されている場合は、cconsole(1M)ユーティリティーを使用し
て、コンソール画面を個別に表示します。

スーパーユーザーとして、次のコマンドを使用して、cconsoleユーティリ
ティーを起動します。
adminconsole# /opt/SUNWcluster/bin/cconsole clustername &

また、cconsoleユーティリティーを使用してマスターウィンドウを開くことがで
きます。ここでの入力を、個々のすべてのコンソールウィンドウに同時に送信で
きます。
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■ cconsoleユーティリティーを使用しない場合は、各ノードのコンソールに個別に
接続します。

Solarisインストールドキュメントに指示されているとおりに Solaris OSをインス
トールします。

注 –同一クラスタ内のノードはすべて、同じバージョンの Solaris OSである必要があ
ります。

Solarisソフトウェアの通常のインストール方法を使用してインストールしま
す。Solarisソフトウェアのインストール時に、次の作業を行います。

a. 少なくとも End User Solarisソフトウェアグループをインストールします。

ヒント – Solarisソフトウェアパッケージを手動でインストールしなくてすむように
するには、Entire Solaris Software Group Plus OEM Supportをインストールしてくだ
さい。

これ以外の Solarisソフトウェアの要件については、18ページの「Oracle Solarisソ
フトウェアグループについて」を参照してください。

b. 「手動配置」を選択して、ファイルシステムを設定します。

■ スライス 7には少なくとも 20 MBのサイズを指定します。

■ (省略可能)グローバルデバイスサブシステムを使用するための、少なくとも
512Mバイトのファイルシステムを作成します。

注 –または、この専用ファイルシステムを作成しないで、その代わり、lofiデ
バイスを使用します。クラスタを確立したら、lofiデバイスの使用を
scinstallコマンドに指定します。

■ ほかにも必要なファイルシステムパーティションがある場合は、19ページ
の「システムディスクパーティション」の説明に従って作成します。

c. 管理しやすくするために、すべてのノード上で同じ rootパスワードを設定しま
す。

スーパーユーザーではなく、役割に基づくアクセス制御 (RBAC)を使用してクラスタ
ノードにアクセスする場合は、すべてのOracle Solaris Clusterコマンドに認証を提供す
るRBACの役割を設定します。
ユーザーがスーパーユーザーでない場合、この一連のインストール手順には、次の
Oracle Solaris Cluster RBAC認証が必要です。

2

3

ソフトウェアをインストールします

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール • 2011年 5月、Revision A74



■ solaris.cluster.modify

■ solaris.cluster.admin

■ solaris.cluster.read

RBACの役割について詳しくは、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービ
ス)』の「役割によるアクセス制御 (概要)」を参照してください。各Oracle Solaris
Clusterサブコマンドで必要となるRBACの承認については、Oracle Solaris Clusterのマ
ニュアルページを参照してください。

既存のクラスタにノードを追加する場合は、新しいノードにクラスタファイルシス
テム用のマウントポイントを追加します。

a. アクティブなノードから、すべてのクラスタファイルシステムの名前を表示しま
す。
phys-schost-1# mount | grep global | egrep -v node@ | awk ’{print $1}’

b. 新しいノード上で、クラスタ内のクラスタファイルシステムごとにマウントポイ
ントを作成します。
phys-schost-new# mkdir -p mountpoint

たとえば、mountコマンドで表示されるファイルシステム名が
/global/dg-schost-1の場合は、クラスタに追加する新しいノードで mkdir -p

/global/dg-schost-1を実行します。

ノードの追加を行なっており、かつ、VxVMがクラスタの任意のノードにインス
トールされている場合は、次の作業を実行します。

a. VxVMがインストールされているノード上で同じ vxio番号が使用されていること
を確認します。
phys-schost# grep vxio /etc/name_to_major

vxio NNN

b. VxVMがインストールされていない各ノード上で vxio番号が使用できることを確
認してください。

c. VxVMがインストールされていないノードで、vxio番号がすでに使用されている
場合は、/etc/name_to_majorエントリを別の番号を使用するように変更します。

エンドユーザー Solarisソフトウェアグループをインストールし、次のいずれかの
Oracle Solaris Cluster機能を使用する場合、その機能をサポートする追加の Solarisソフ
トウェアをインストールします。

機能 必須の Solarisソフトウェアパッケージ

scsnapshot SUNWp15u SUNWp15v SUNWp15p

4
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機能 必須の Solarisソフトウェアパッケージ

Oracle Solaris Cluster Manager SUNWapchr SUNWapchu

phys-schost# pkgadd -G -d . package ...

これらのパッケージは、大域ゾーンだけに追加する必要があります。-Gオプション
を使用すると、現在のゾーンだけにパッケージを追加します。このオプション
は、既存の非大域ゾーン、またはあとで作成する非大域ゾーンにパッケージを伝播
しないことも指定します。

必要な Solaris OSパッチ、ハードウェア関連のファームウェア、およびパッチをイン
ストールします。

ストレージアレイサポートにこれらのパッチを含めます。また、ハードウェア
パッチに含まれている必要なファームウェアをダウンロードします。

パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

x86:デフォルトのブートファイルを設定します。

この値を設定すると、ログインプロンプトにアクセスできないときにノードを再起
動できます。
grub edit> kernel /platform/i86pc/multiboot kmdb

クラスタで使用されているパブリック IPアドレスすべてを使用して各ノード
で/etc/inet/hostsファイルをアップデートします。

この手順は、ネームサービスを使用しているかどうかに関わらず実行します。

注 –新しいクラスタまたはクラスタノードの確立中に、scinstallユーティリ
ティーは自動的に構成中の各ノードのパブリック IPアドレスを /etc/inet/hosts

ファイルに追加します。

(省略可能) Sun Enterprise 10000サーバー上で、/etc/systemファイルを動的構成を使用
するように構成します。

クラスタの各ノード上の /etc/systemファイルに次のエントリを追加します。
set kernel_cage_enable=1

このエントリは、次のシステム再起動後に有効になります。動的再構成の詳細につ
いては、サーバーのドキュメントを参照してください。

(省略可能) IPMPグループでパブリックネットワークアダプタを構成します。

scinstallユーティリティーがクラスタの作成中に構成する多重アダプタ IPMPグ
ループを使用しない場合は、スタンドアロンシステムでカスタム IPMPグループを構
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成します。詳細については、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 31
章「IPMPの管理 (手順)」を参照してください。

クラスタ作成中、scinstallユーティリティーは、同じサブネットを使用するパブ
リックネットワークアダプタの各セットのうち、IPMPグループでまだ構成されてい
ないものを、単一の多重アダプタIPMPグループに構成します。scinstall

ユーティリティーは、既存の IPMPグループを無視します。

Solaris I/Oマルチパスを使用する場合、各ノードでマルチパスを有効にします。

注意 – Oracle Solaris Clusterソフトウェアがすでに実行されている場合は、このコマン
ドを実行しないでください。アクティブなクラスタノードで stmsbootコマンドを実
行すると、Solarisサービスがメンテナンス状態になる場合があります。代わり
に、stmsboot(1M)マニュアルページにあるOracle Solaris Cluster環境での stmsbootコ
マンドの使い方の手順に従ってください。

phys-schost# /usr/sbin/stmsboot -e

-e

Solaris I/Oマルチパスを有効にします。

詳細については、stmsboot(1M)マニュアルページを参照してください。

サーバが内部ハードディスクドライブのミラー化に対応していて、内部ディスクの
ミラー化を設定する場合は、77ページの「内部ディスクのミラー化を構成する」に
進みます。

それ以外の場合で、VxFSをインストールする場合は、79ページの「Veritas File
Systemソフトウェアをインストールする」に進みます。

それ以外の場合、Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージをインストールしま
す。80ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフト
ウェアパッケージをインストールする」に進みます。

Oracle Solaris Cluster構成で、動的再構成の作業を実行するための手順について
は、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』を参照してください。

▼ 内部ディスクのミラー化を構成する
グローバルクラスタの各ノードで、次の手順に従って、内部ハードウェアRAID
ディスクのミラー化を設定し、システムディスクをミラー化します。この手順は省
略可能です。
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注 –次のような状況ではこの手順を実行しないでください。

■ サーバーが内部ハードディスクドライブのミラー化に対応していない。
■ すでにクラスタを確立している。この場合は、代わりに『Oracle Solaris Cluster 3.3

Hardware Administration Manual』の「Mirroring Internal Disks on Servers that Use
Internal Hardware Disk Mirroring or Integrated Mirroring」を実行してください。

Solarisオペレーティングシステムおよび必要なパッチがインストールされているこ
とを確認します。

スーパーユーザーになります。

内部ミラーを構成します。
phys-schost# raidctl -c clt0d0 clt1d0

-c clt0d0 clt1d0
ミラーディスクにプライマリディスクのミラーを作成します。プライマリディス
クの名前を 1番目の引数として入力します。ミラーディスクの名前を 2番目の引
数として入力します。

サーバーの内部ディスクのミラー化の設定方法については、サーバーに付属のド
キュメントおよびraidctl(1M)マニュアルページを参照してください。

SPARC: Sun Logical Domains (LDoms)を作成する場合は、78ページの「SPARC: Sun
Logical Domainsソフトウェアをインストールし、ドメインを作成する」に進みま
す。

それ以外の場合で、VxFSをインストールする場合は、79ページの「Veritas File
Systemソフトウェアをインストールする」に進みます。

それ以外の場合、Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージをインストールしま
す。80ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフト
ウェアパッケージをインストールする」に進みます。

▼ SPARC: Sun Logical Domainsソフトウェアをインス
トールし、ドメインを作成する
次の手順に従って、物理的にクラスタ化されたマシン上に Sun Logical Domains
(LDoms)ソフトウェアをインストールして、I/Oおよびゲストドメインを作成しま
す。

次の作業を実行します。

始める前に
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■ マシンが SPARCハイパーバイザに対応していることを確認する必要があります。
■ 『Logical Domains (LDoms) 1.0.3 Administration Guide』および『Logical Domains

(LDoms) 1.0.3 Release Notes』を用意してください。
■ 25ページの「SPARC:クラスタでの Sun Logical Domainsのガイドライン」に記載さ
れた構成要件とガイドラインを確認してください。

マシン上のスーパーユーザーになります。

LDomsソフトウェアをインストールし、ドメインを構成します。

■ 『Logical Domains (LDoms) 1.0.3 Administration Guide』に記載された手順に従いま
す。

ゲストドメインを作成する場合は、Oracle Solaris Clusterの、クラスタ内にゲスト
ドメインを作成するためのガイドラインに従ってください。

■ クラスタインターコネクトとして使用する仮想ネットワークデバイスに接続され
るすべての仮想スイッチデバイスで、mode=scオプションを使用します。

■ 共有ストレージの場合、ゲストドメインに全 SCSIディスクをマップするだけで
す。

サーバが内部ハードディスクドライブのミラー化に対応していて、内部ディスクの
ミラー化を設定する場合は、77ページの「内部ディスクのミラー化を構成する」に
進みます。

それ以外の場合で、VxFSをインストールする場合は、79ページの「Veritas File
Systemソフトウェアをインストールする」に進みます。

それ以外の場合、Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージをインストールしま
す。80ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフト
ウェアパッケージをインストールする」に進みます。

▼ Veritas File Systemソフトウェアをインストールす
る
クラスタでVeritas File System (VxFS)ソフトエアを使用するには、グローバルクラス
タの各ノードで次の手順を実行します。

VxFSのインストールドキュメントに従って、VxFSソフトウェアをクラスタの各
ノード上にインストールします。

1

2

次の手順
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VxFSのサポートに必要なすべてのOracle Solaris Clusterパッチをインストールします。

パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

各ノードの /etc/systemファイルで、次の値を設定します。
set rpcmod:svc_default_stksize=0x8000

set lwp_default_stksize=0x6000

これらの変更は、次にシステムを再起動したときに有効になります。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアには、少なくとも 0x8000に設定された
rpcmod:svc_default_stksizeが必要です。VxFSをインストールする
と、rpcmod:svc_default_stksize変数の値が 0x4000に設定されるため、VxFSのイ
ンストールが終わったあと、値を手動で 0x8000に設定する必要があります。

■ /etc/systemファイルの lwp_default_stksize変数を設定して、VxFSデフォルト値
の 0x4000を無効にします。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージをインストールします。80ページ
の「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフトウェア
パッケージをインストールする」に進みます。

▼ Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータ
サービスソフトウェアパッケージをインストール
する
installerプログラムを使用して次のインストール作業の 1つまたは複数を実行する
には、この手順に従います。

■ Oracle Solaris Clusterフレームワークソフトウェアパッケージの、グローバルクラ
スタの各ノードへのインストール。これらのノードは、物理マシン、Sun Logical
Domains (LDoms) I/Oドメインまたはゲストドメイン (SPARCのみ)、あるいはこれ
らの種類のノードの組み合わせの場合があります。

■ JumpStartインストール用のフラッシュアーカイブを作成するマスターノードへ
の、Oracle Solaris Clusterフレームワークソフトウェアのインストール。グローバ
ルクラスタの JumpStartインストールについては、111ページの「SolarisとOracle
Solaris Clusterソフトウェアをインストールする (JumpStart)」を参照してくださ
い。

■ データサービスのインストール。
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注 –この手順では、データサービスが大域ゾーンだけにインストールされます。
特定の非大域ゾーンからだけデータサービスが表示されるようにする場合は、249
ページの「グローバルクラスタノードに非大域ゾーンを作成する」を参照して
ください。

注 –この手順では、対話型の installerプログラムを使用します。インストールスク
リプトの開発といった非対話型の installerプログラムを使用するには、『Sun Java
Enterprise System 5 Update 1 Installation Guide for UNIX』の第 5章「Installing in Silent
Mode」を参照してください。

次の作業を実行します。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするように Solaris OSがインストール
されているか確認します。

Solarisソフトウェアがすでにノード上にインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページ
の「Solarisソフトウェアをインストールする」を参照してください。

■ DVD-ROMを用意します。

RPC通信およびOracle Java Web Console (省略可能)への外部アクセスを復元します。
Solaris OSのインストール中は、特定のネットワークサービスに対する外部アクセス
を無効にする、制限されたネットワークプロファイルが使用されます。この制限さ
れたサービスには、クラスタ機能に影響を与える次のようなサービスがあります。

■ クラスタ通信に必要なRPC通信サービス
■ Oracle Solaris Cluster ManagerのGUIを使用するために必要なOracle Java Web

Consoleサービス

次の手順によって、Oracle Solaris Clusterフレームワークによって使用される Solaris
機能が復元されますが、制限されたネットワークプロファイルが使用されている場
合は、復元されません。

a. RPC通信への外部アクセスを復元するには、次のコマンドを実行します。
phys-schost# svccfg

svc:> select network/rpc/bind

svc:/network/rpc/bind> setprop config/local_only=false

svc:/network/rpc/bind> quit

phys-schost# svcadm refresh network/rpc/bind:default

phys-schost# svcprop network/rpc/bind:default | grep local_only

始める前に
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最後のコマンドの出力は、local_onlyプロパティーが現在 falseに設定されている
ことを示しているはずです。

b. (省略可能) Oracle Java Web Consoleへの外部アクセスを復元するには、次のコマン
ドを実行します。
phys-schost# svccfg

svc:> select system/webconsole

svc:/system/webconsole> setprop options/tcp_listen=true

svc:/system/webconsole> quit

phys-schost# /usr/sbin/smcwebserver restart

phys-schost# netstat -a | grep 6789

最後のコマンドの出力は、Oracle Java Web Consoleに接続するために使用される
ポート番号である 6789のエントリを返すはずです。

制限ネットワークプロファイルが、ローカル接続に対して制限するサービスの詳
細については、『Solaris 10 10/09インストールガイド(インストールとアップグ
レードの計画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してください。

(省略可能) GUIで installerプログラムを使用するには、インストール作業を行うク
ラスタノードの表示環境を、GUIを表示するように設定します。
% xhost +

% setenv DISPLAY nodename:0.0

これらの設定を行わない場合、installerプログラムはテキストベースモードで実行
されます。

インストールするクラスタノードでスーパーユーザーになります。

注 –物理的にクラスタ化されたマシンが LDomsで構成されている場合、I/Oドメイン
またはゲストドメインにのみOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールして
ください。

DVD-ROMドライブにDVD-ROMを挿入します。
ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行中で、CD-ROMまたはDVDデバイスを管
理するよう構成されている場合、このデーモンは自動的にメディアを /cdrom/cdrom0

ディレクトリにマウントします。

DVD-ROMのインストールウィザードディレクトリに移動します。

■ SPARCプラットフォームにソフトウェアパッケージをインストールする場合
は、次のコマンドを使用します。

phys-schost# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_sparc

■ x86プラットフォームにソフトウェアパッケージをインストールする場合は、次
のコマンドを使用します。

phys-schost# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_x86

2

3

4

5
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インストールウィザードプログラムを開始します。
phys-schost# ./installer

installerプログラムの各種フォームや機能の使用の詳細については、『Sun Java
Enterprise System 5 Update 1 Installation Guide for UNIX』を参照してください。

画面の指示に従い、Oracle Solaris Clusterフレームワークソフトウェアおよびデータ
サービスをノードにインストールします。

■ Oracle Solaris Cluster Manager (旧 SunPlex Manager)をインストールしない場合
は、それを選択解除します。

注 – Oracle Solaris Cluster Managerは、クラスタのすべてのノードにインストールす
るか、まったくインストールしないかのいずれかにする必要があります。

■ Oracle Solaris Cluster Geographic Editionソフトウェアをインストールする場合
は、それを選択します。

クラスタが確立されたら、『Oracle Solaris Cluster Geographic Edition Installation
Guide』でその後の手順を参照します。

■ Oracle Solaris Clusterフレームワークソフトウェアを構成するかどうかを尋ねるプ
ロンプトが表示されたら、「あとで設定」を選択します。

インストールが完了すると、インストールログを表示できます。

DVD-ROMドライブからDVD-ROMを取り出します。

a. DVD-ROMが使用されていないことを確認し、DVD-ROM上にないディレクトリに移
動します。

b. DVD-ROMを取り出します。
phys-schost# eject cdrom

Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするために必要なパッチを適用します。

パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

クラスタインターコネクトに次のアダプタのいずれかを使用する場合、各ノード上
で /etc/systemファイルの関連エントリのコメントを解除します。

アダプタ エントリ

ipge set ipge:ipge_taskq_disable=1

6

7

8

9

10
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アダプタ エントリ

ixge set ixge:ixge_taskq_disable=1

このエントリは、次のシステム再起動後に有効になります。

Sun QFSファイルシステムソフトウェアをインストールする場合、初期インストール
の手順を実行してください。84ページの「Sun QFS Softwareのインストール方法」を
参照してください。

rootユーザー環境を設定する場合は、84ページの「root環境を設定する」に進みま
す。

▼ Sun QFS Softwareのインストール方法
グローバルクラスタ内の各ノード上で次の手順を実行します。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアがインストールされていることを確認します。
80ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフト
ウェアパッケージをインストールする」を参照してください。

クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

Sun QFSファイルシステムソフトウェアをインストールします。
Sun QFSのインストールの初期インストールの手順を実行してください。

rootユーザー環境を設定します。 84ページの「root環境を設定する」に進みます。

▼ root環境を設定する

注 – Oracle Solaris Cluster構成では、各種シェルのユーザー初期化ファイルは、それら
が対話式のシェルから実行されていることを確認する必要があります。確認は、端
末への出力を試みる前に行なってください。この方法に従わないと、予期しない動
作やデータサービス妨害が発生する可能性があります。詳細については、『Solaris
のシステム管理 (基本編)』の「ユーザーの作業環境のカスタマイズ」を参照してく
ださい。

グローバルクラスタ内の各ノード上で次の手順を実行します。

クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

次の手順

1

2

3

次の手順

1
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.cshrcまたは .profileファイルの PATHおよび MANPATHエントリを変更します。

a. PATHに /usr/sbin/および /usr/cluster/bin/を追加します。

b. MANPATHに /usr/cluster/man/を追加します。

追加のファイルパスの設定については、Solaris OSのドキュメントおよびその他のア
プリケーションのドキュメントを参照してください。

(省略可能)管理を行いやすくするため、各ノードに同じ rootパスワードを設定しま
す。

Solaris IP Filterを使用する場合は、85ページの「Solaris IP Filterを構成する」に進みま
す。

使用しない場合は、クラスタノード上でOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成し
ます。90ページの「新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタノード
の確立」に進みます。

▼ Solaris IP Filterを構成する
グローバルクラスタ上で Solaris IP Filterを構成するには、次の手順を実行します。

注 – Solaris IP Filterはフェイルオーバーデータサービスでのみ使用します。スケーラ
ブルデータサービスでの Solaris IP Filterの使用はサポートされていません。

Solaris IP Filter機能についての詳細については、『Solarisのシステム管理 (IPサービ
ス)』のパート IV「IPセキュリティー」を参照してください。

クラスタで Solaris IP Filterを構成するときに従うガイドラインと制限事項を確認しま
す。 17ページの「Oracle Solaris OSの機能制限」の「IP Filter」の箇条書き項目を参照
してください。

スーパーユーザーになります。

影響を受けたすべてのノード上の /etc/ipf/ipf.confファイルにフィルタルールを追
加します。

フィルタルールをOracle Solaris Clusterノードに追加する場合、次のガイドラインと
要件に従います。

2

3

次の手順

始める前に

1

2
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■ 各ノードの ipf.confファイルで、クラスタ相互接続トラフィックにフィルタなし
での通過を明示的に許可するルールを追加します。インタフェース固有でない
ルールは、クラスタ相互接続を含めたすべてのインタフェースに適用されま
す。これらのインタフェース上のトラフィックが誤ってブロックされていないこ
とを確認します。相互接続トラフィックがブロックされている場合、IP Filter構
成はクラスタのハンドシェーク処理やインフラストラクチャー処理に干渉しま
す。

たとえば、現在、次のルールが使用されていると仮定します。

# Default block TCP/UDP unless some later rule overrides

block return-rst in proto tcp/udp from any to any

# Default block ping unless some later rule overrides

block return-rst in proto icmp all

クラスタ相互接続トラフィックのブロックを解除するには、次のルールを追加し
ます。使用されているサブネットは、例示用にのみ使用しています。ifconfig

interfaceコマンドを使用して、使用するサブネットを取得します。

# Unblock cluster traffic on 172.16.0.128/25 subnet (physical interconnect)

pass in quick proto tcp/udp from 172.16.0.128/25 to any

pass out quick proto tcp/udp from 172.16.0.128/25 to any

# Unblock cluster traffic on 172.16.1.0/25 subnet (physical interconnect)

pass in quick proto tcp/udp from 172.16.1.0/25 to any

pass out quick proto tcp/udp from 172.16.1.0/25 to any

# Unblock cluster traffic on 172.16.4.0/23 (clprivnet0 subnet)

pass in quick proto tcp/udp from 172.16.4.0/23 to any

pass out quick proto tcp/udp from 172.16.4.0/23 to any

■ クラスタのプライベートネットワークのアダプタ名または IPアドレスのいずれか
を指定します。たとえば、次のルールは、アダプタ名によってクラスタのプライ
ベートネットワークを指定します。

# Allow all traffic on cluster private networks.

pass in quick on e1000g1 all

...

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、ノード間でネットワークアドレスをフェイ
ルオーバーします。フェイルオーバー時に特別な手順やコードは不要です。

■ 論理ホスト名と共有アドレスリソースを参照するすべてのフィルタリングルール
は、すべてのクラスタノードで一意になるようにします。

■ スタンバイノードのルールは存在しない IPアドレスを参照します。このルールは
まだ IPフィルタの有効なルールセットの一部であり、フェイルオーバー後に
ノードがアドレスを受け取ると有効になります。

■ すべてのフィルタリングルールが同じ IPMPグループ内のすべてのNICで同じに
なるようにします。つまり、ルールがインタフェース固有である場合、IPMPグ
ループ内のほかのすべてのインタフェースにも同じルールが存在するようにしま
す。

ソフトウェアをインストールします
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Solaris IP Filterのルールについての詳細は、ipf(4)のマニュアルページを参照してく
ださい。

ipfilter SMFサービスを有効にします。
phys-schost# svcadm enable /network/ipfilter:default

クラスタノード上でOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成します。90ページ
の「新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタノードの確立」に進み
ます。

3

次の手順
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グローバルクラスタの確立

この章では、グローバルクラスタや新規グローバルクラスタノードを確立する手順
について説明します。

注 –ゾーンクラスタを作成するには、256ページの「ゾーンクラスタの設定」を参照
してください。グローバルクラスタを確立してから、ゾーンクラスタを作成してく
ださい。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 92ページの「すべてのノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成する
(scinstall)」

■ 103ページの「すべてのノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成する
(XML)」

■ 111ページの「SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする
(JumpStart)」

■ 129ページの「追加のグローバルクラスタノード用にクラスタを準備する」
■ 132ページの「ノードまたはプライベートネットワークを追加するときにプライ
ベートネットワーク構成を変更する」

■ 139ページの「追加のグローバルクラスタノードとしてOracle Solaris Clusterソフ
トウェアを構成する (scinstall)」

■ 147ページの「追加のグローバルクラスタノードでOracle Solaris Clusterソフト
ウェアを構成する (XML)」

■ 151ページの「グローバルクラスタへのノード追加後に定足数デバイスを更新す
る」

■ 154ページの「定足数デバイスを構成する」
■ 160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」
■ 162ページの「プライベートホスト名を変更する」
■ 164ページの「ノードでのリソースグループの負荷分散の設定」
■ 169ページの「時間情報プロトコル (NTP)を構成する」
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■ 172ページの「クラスタプライベートインターコネクト上で IPセキュリ
ティーアーキテクチャー (IPSec)を構成する」

■ 178ページの「クラスタ構成の診断データを記録する」

新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタ
ノードの確立

この節では、新しいグローバルクラスタを確立したり、既存のクラスタにノードを
追加したりするための情報と手順について説明します。グローバルクラスタノード
は、物理マシンの場合もあれば、(SPARC専用の) Sun Logical Domains (LDoms) I/Oド
メインの場合もあれば、LDomsゲストドメインの場合もあります。クラスタは、こ
れらの種類のノードを任意に組み合わせて構成できます。これらの作業を開始する
前に、63ページの「ソフトウェアをインストールします」で説明した手順に
従って、Oracle Solaris OS、Oracle Solaris Clusterフレームワーク、およびその他の製品
用のソフトウェアパッケージをインストールしていることを確認してください。

次の作業マップに、新しいグローバルクラスタ、または既存のグローバルクラスタ
に追加されたノードに対して実行する作業を示します。ここに示す順に従って手順
を実行します。

■ 作業マップ:新しいグローバルクラスタの確立
■ 作業マップ:既存のグローバルクラスタにノードを追加する

表 3–1 作業マップ:新しいグローバルクラスタの確立

方法 参照先

新しいグローバルクラスタを確立するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ scinstallユーティリティーを使用してクラスタを確
立します。

92ページの「すべてのノードでOracle Solaris Clusterソフ
トウェアを構成する (scinstall)」

■ XML構成ファイルを使用してクラスタを確立します。 103ページの「すべてのノードでOracle Solaris Clusterソフ
トウェアを構成する (XML)」

■ JumpStartインストールサーバーを設定します。次に
インストールしたシステムのフラッシュアーカイブを
作成します。最後に、scinstall JumpStartオプション
を使って、各ノードにフラッシュアーカイブをインス
トールし、クラスタを確立します。

111ページの「SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェア
をインストールする (JumpStart)」

定足数投票権を割り当て、クラスタがまだインストール
モードである場合は、インストールモードを解除します。

154ページの「定足数デバイスを構成する」

定足数構成の妥当性を検査します。 160ページの「定足数構成とインストールモードを確認す
る」

新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタノードの確立
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表 3–1 作業マップ:新しいグローバルクラスタの確立 (続き)
方法 参照先

(省略可能)ノードのプライベートホスト名を変更します。 162ページの「プライベートホスト名を変更する」

NTP構成ファイルがまだ設定されていない場合は、この
ファイルを作成するか、または変更します。

169ページの「時間情報プロトコル (NTP)を構成する」

(省略可能)プライベートインターコネクトの安全を確保す
るため、IPsecを設定します。

172ページの「クラスタプライベートインターコネクト上
で IPセキュリティーアーキテクチャー (IPSec)を構成す
る」

ボリュームマネージャーを使用している場合は、ボ
リューム管理ソフトウェアをインストールします。

第 4章「Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構
成」または第 5章「Veritas Volume Managerをインス
トールして構成する」

必要に応じて、クラスタファイルシステムまたは高可用性
ローカルファイルシステムを作成します。

第 6章「クラスタファイルシステムの作成」または
『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』の「Enabling Highly Available Local
File Systems」

(省略可能) SPARC:クラスタを監視するように Sun
Management Centerを構成します。

281ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを
Sun Management Center用にインストールする」

他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタ
イプを登録し、リソースグループを設定し、データサービ
スを構成します。

『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』

アプリケーションソフトウェアで提供されるドキュメント

クラスタの妥当性を検査します。 174ページの「クラスタの妥当性を検査する」

終了したクラスタ構成の基準値の記録を取ります。 178ページの「クラスタ構成の診断データを記録する」

表 3–2 作業マップ:既存のグローバルクラスタにノードを追加する

方法 参照先

clsetupコマンドを使用して、クラスタ認証済みノードリ
ストに新規ノードを追加します。また、必要であれ
ば、クラスタインターコネクトを設定して、プライベート
ネットワークアドレス範囲を再設定します。

129ページの「追加のグローバルクラスタノード用にクラ
スタを準備する」

追加したノードに対応するために、必要に応じてクラスタ
インターコネクトとプライベートネットワークアドレス範
囲を再設定します。

132ページの「ノードまたはプライベートネットワークを
追加するときにプライベートネットワーク構成を変更す
る」

既存のグローバルクラスタにノードを追加するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ JumpStartインストールサーバーを設定します。次に
インストールしたシステムのフラッシュアーカイブを
作成します。最後に、scinstall JumpStartオプション
を使って、クラスタを追加するノードにフ
ラッシュアーカイブをインストールします。

111ページの「SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェア
をインストールする (JumpStart)」

新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタノードの確立

第 3章 • グローバルクラスタの確立 91

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMINcdcegbeg
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMINcdcegbeg
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMINcdcegbeg
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMIN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMIN


表 3–2 作業マップ:既存のグローバルクラスタにノードを追加する (続き)
方法 参照先

■ scinstallユーティリティーを使用して、新しい
ノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成しま
す。

139ページの「追加のグローバルクラスタノードとして
Oracle Solaris Clusterソフトウェアを構成する (scinstall)」

■ XML構成ファイルを使用して、新しいノードでOracle
Solaris Clusterソフトウェアを構成します。

147ページの「追加のグローバルクラスタノードでOracle
Solaris Clusterソフトウェアを構成する (XML)」

定足数構成情報を更新します。 151ページの「グローバルクラスタへのノード追加後に定
足数デバイスを更新する」

定足数構成の妥当性を検査します。 160ページの「定足数構成とインストールモードを確認す
る」

(省略可能)ノードのプライベートホスト名を変更します。 162ページの「プライベートホスト名を変更する」

NTP構成を変更します。 169ページの「時間情報プロトコル (NTP)を構成する」

クラスタで IPsecが構成されている場合は、追加した
ノードで IPsecを構成します。

172ページの「クラスタプライベートインターコネクト上
で IPセキュリティーアーキテクチャー (IPSec)を構成す
る」

ボリュームマネージャーを使用している場合は、ボ
リューム管理ソフトウェアをインストールします。

第 4章「Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構
成」または第 5章「Veritas Volume Managerをインス
トールして構成する」

必要に応じて、クラスタファイルシステムまたは高可用性
ローカルファイルシステムを作成します。

第 6章「クラスタファイルシステムの作成」または
『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』の「Enabling Highly Available Local
File Systems」

(省略可能) SPARC:クラスタで Sun Management Centerが使
用されている場合は、監視用に新しいノードに Sun
Management Centerソフトウェアをインストールします。

281ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを
Sun Management Center用にインストールする」

他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタ
イプを登録し、リソースグループを設定し、データサービ
スを構成します。

『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』

アプリケーションソフトウェアで提供されるドキュメント

クラスタの妥当性を検査します。 174ページの「クラスタの妥当性を検査する」

終了したクラスタ構成の基準値の記録を取ります。 178ページの「クラスタ構成の診断データを記録する」

▼ すべてのノードでOracle Solaris Clusterソフト
ウェアを構成する (scinstall)
Oracle Solaris Clusterソフトウェアをクラスタのすべてのノードで設定するには、グ
ローバルクラスタの 1つのノードからこの手順を実行します。
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注 –この手順では、対話型の scinstallコマンドを使用します。インストールスクリ
プトを開発するときなど、非対話型の scinstallコマンドを使用する場合
は、scinstall(1M)のマニュアルページを参照してください。

scinstallコマンドを実行する前に、手動またはサイレントモード形式の installer

コマンドを使用して、Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージがノードにイン
ストールされていることを確認してください。 installerプログラムをインストール
スクリプトから実行する方法の詳細については、『Sun Java Enterprise System 5
Update 1 Installation Guide for UNIX』の第 5章「Installing in Silent Mode」を参照してく
ださい。

次の作業を実行します。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするように Solaris OSがインストール
されているか確認します。

Solarisソフトウェアがすでにノード上にインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページ
の「Solarisソフトウェアをインストールする」を参照してください。

■ SPARC: Sun Logical Domains (LDoms)の I/Oドメイン、またはゲストドメインをク
ラスタノードとして構成する場合、各物理マシン上に LDomsソフトウェアがイン
ストールされていることと、ドメインがOracle Solaris Clusterの要件を満たしてい
ることを確認する必要があります。 78ページの「SPARC: Sun Logical Domainsソフ
トウェアをインストールし、ドメインを作成する」を参照してください。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージおよびパッチが各ノードにインス
トールされていることを確認します。 80ページの「Oracle Solaris Clusterフレーム
ワークおよびデータサービスソフトウェアパッケージをインストールする」を参
照してください。

■ 使用する scinstallユーティリティーのモードが「通常」または「カスタム」の
どちらであるかを判断します。

「通常」を指定したOracle Solaris Clusterソフトウェアのインストールで
は、scinstallが自動的に次のデフォルト構成を指定します。

コンポーネント デフォルト値

プライベートネットワークアドレス 172.16.0.0

プライベートネットワークネットマスク 255.255.240.0

クラスタトランスポートアダプタ 正確に 2つのアダプタ

始める前に
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コンポーネント デフォルト値

クラスタトランスポートスイッチ switch1および switch2

グローバルフェンシング 有効になります

グローバルデバイスファイルシステム名 /globaldevices

scinstallがノード上の/etc/vfstabでマウント
された /globaldevicesファイルシステムを見つ
けない場合、代わりにlofiデバイスを設定する
か別のファイルシステム名を指定するよう促さ
れます。

インストールセキュリティ (DES) 制限付き

■ 次のクラスタ構成ワークシートのうちの 1つに必要事項を記入します。どちらの
ワークシートを使用するかは、scinstallユーティリティーを「通常」また
は「カスタム」のどちらのモードで実行するかによって決まります。

■ 「通常」モードのワークシート -「通常」モードを使用して、デフォルト値を
すべて受け入れる場合は、次のワークシートに必要事項を記入します。

コンポーネント 説明/例 答を記入する

クラスタ名 確立するクラスタの名前は何ですか ?

クラスタノード 最初のクラスタ設定用の別のクラスタノード名をリストします。(単一ク
ラスタの場合、Control-Dのみを押します。)

クラスタトランス
ポートアダプタおよ
びケーブル

ノードをプライベートインターコネクトに接続する 2つのクラスタトラ
ンスポートアダプタの名前は何ですか ?

1 2

これは専用のクラスタトランスポートアダプタですか ?(タグ付きVLAN
アダプタを使用する場合は、Noと回答する)

Yes | No Yes | No

Noの場合、このアダプタのVLAN IDは何ですか ?

定足数の構成

(2ノードクラスタの
み)

定足数デバイスの自動選択を無効にしますか ?(共有ストレージが定足数
デバイスとして認められていない場合、あるいは、定足数サーバーまた
はNetwork Appliance NASデバイスを定足数デバイスとして構成する場合
は、Yesと回答する)

Yes | No

確認 cluster checkエラー発生時にクラスタ作成を中断しますか ? Yes | No
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

グローバル-デバイス
ファイルシステム

(マウントされた /globaldevicesファイルシステムがノード上で見つからな
い場合、プロンプトされます)グローバル-デバイスファイルシステム
(/globaldevices)のデフォルト名を使用しますか？

Yes | No

(Solaris 10のみ)使用しない場合、その代わり、lofiデバイスを使用し
てインストールを続行しますか？

Yes | No

デフォルト名を使用しない場合、すでに存在するファイルシステム
を使用しますか ?

Yes | No

使用するファイルシステムの名前は何ですか ?

■ 「カスタム」モードのワークシート -「カスタム」モードを使用して構成
データをカスタマイズする場合は、次のワークシートに必要事項を記入しま
す。

注 –単一ノードクラスタをインストールしている場合、クラスタでプライ
ベートネットワークを使用していなくても、scinstallユーティリティーが自
動的にデフォルトのプライベートネットワークアドレスとネットマスクを割り
当てます。

コンポーネント 説明/例 答を記入する

クラスタ名 確立するクラスタの名前は何ですか ?

クラスタノード 最初のクラスタ設定用の別のクラスタノード名をリストします。(単一
クラスタの場合、Control-Dのみを押します。)

ノードを追加する要求
の認証

(複数ノードクラスタの
み)

DES認証が必要ですか ?

No | Yes

プライベートネット
ワークの最小数

(複数ノードクラスタの
み)

このクラスタで、少なくとも 2つのプライベートネットワークを使用
する必要がありますか ?

Yes | No

ポイントツーポイント
ケーブル

(複数ノードクラスタの
み)

2ノードクラスタである場合、クラスタがスイッチを使用しますか ?

Yes | No
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

クラスタスイッチ

(複数ノードクラスタの
み)

トランスポートスイッチ名:
デフォルトは次のとおりです。 switch1および switch2

1 2

クラスタトランス
ポートアダプタおよび
ケーブル

(複数ノードクラスタの
み)

ノード名 (scinstallを実行するノード):

トランスポートアダプタ名:

1 2

これは専用のクラスタトランスポートアダプタですか ?(タグ付き
VLANアダプタを使用する場合は、Noと回答する)

Yes | No Yes | No

Noの場合、このアダプタのVLAN IDは何ですか ?

各トランスポートアダプタの接続場所 (スイッチまたは別のアダプタ)
デフォルトのスイッチ: switch1および switch2

1 2

トランスポートスイッチでデフォルトのポート名を使用しますか ? Yes | No Yes | No

使用しない場合、使用するポートの名前は何ですか ?

自動検出機能を使用してその他のノードで使用可能なアダプタを一覧
表示しますか ?
この機能を使用しない場合は、各追加ノードに対して次の情報を
指定する

Yes | No

各追加ノードで指定

(複数ノードクラスタの
み)

ノード名:

トランスポートアダプタ名:

1 2

これは専用のクラスタトランスポートアダプタですか ?(タグ付き
VLANアダプタを使用する場合は、Noと回答する)

Yes | No Yes | No

Noの場合、このアダプタのVLAN IDは何ですか ?

各トランスポートアダプタの接続場所 (スイッチまたは別のアダプタ)
デフォルトは次のとおりです。 switch1および switch2

1 2

トランスポートスイッチでデフォルトのポート名を使用しますか ? Yes | No Yes | No

使用しない場合、使用するポートの名前は何ですか ?
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

クラスタトランス
ポート用ネットワーク
アドレス

(複数ノードクラスタの
み)

デフォルトのネットワークアドレス (172.16.0.0)を使用しますか ? Yes | No

使用しない場合、どのプライベートネットワークアドレスを使用
しますか ?

___.___.___.___

デフォルトのネットマスクを使用しますか ? Yes | No

使用しない場合、クラスタで構成する予定のノード、プライ
ベートネットワーク、およびゾーンクラスタの最大数はいくつで
すか ?

_____ノード

_____ネットワーク

_____ゾーンクラス
タ

使用するネットマスクはどれですか ?(scinstallが計算した値から選択す
るか、自分で入力します) ___.___.___.___

グローバルフェンシン
グ

グローバルフェンシングを無効にしますか ?(共有ストレージが SCSI予
約をサポートしている場合、またはクラスタ外部のシステムからの共
有ストレージへのアクセスを望まない場合はNoと回答する)

Yes | No Yes | No

定足数の構成

(2ノードクラスタのみ)

定足数デバイスの自動選択を無効にしますか ?(共有ストレージが定足
数デバイスとして認められていない場合、あるいは、定足数
サーバーまたはNetwork Appliance NASデバイスを定足数デバイスとし
て構成する場合は、Yesと回答する)

Yes | No Yes | No

グローバルデバイスの
ファイルシステム

(各ノードで指定)

グローバルデバイスのファイルシステムのデフォルト名
(/globaldevices)を使用しますか ? Yes | No

使用しない場合、lofiメソッドを使用してもよろしいですか？ Yes | No

デフォルト名を使用しない場合、すでに存在するファイルシステ
ムを使用しますか ?

Yes | No

使用するファイルシステムの名前は何ですか ?

確認

(複数ノードクラスタの
み)

cluster checkエラー発生時にクラスタ作成を中断しますか ?
Yes | No

(単一ノードクラスタの
み)

クラスタを検査するためにクラスタ確認ユーティリティーを実行しま
すか？

Yes | No

自動再起動

(単一ノードクラスタの
み)

scinstallによってインストール後ノードを自動的に再起動しますか ?
Yes | No

これらのガイドラインに従い、次に示す手順で対話式の scinstallユーティリ
ティーを使用します。
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■ 対話式 scinstallを使用すると、先行入力が可能になります。したがって、次の
メニュー画面がすぐに表示されなくても、Returnキーを押すのは一度だけにして
ください。

■ 特に指定のある場合を除いて、Control-Dキーを押すと、関連する一連の質問の
最初に戻るか、メインメニューに戻ります。

■ 前のセッションのデフォルトの解凍が、質問の最後に角かっこ ([ ])で囲まれて表
示されます。入力せずに角かっこ内の回答を入力するには、Returnキーを押しま
す。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール時にリモート構成を無効にした場合
は、リモート構成をもう一度有効にします。

すべてのクラスタノードでスーパーユーザーのリモートシェル (rsh(1M))またはセ
キュアシェル (ssh(1))アクセスします。

新しいクラスタのプライベートインターコネクトでスイッチを使用している場合
は、NDP (Neighbor Discovery Protocol)が無効になっていることを確認します。
スイッチのドキュメントの手順に従って、NDPが有効になっているかどうかを確認
し、NDPを無効にします。

クラスタ構成中に、ソフトウェアはプライベートインターコネクトにトラフィック
がないことを確認します。プライベートインターコネクトでトラフィックを確認し
たときにNDPがプライベートアダプタにパッケージを送信する場合、ソフトウェア
はインターコネクトがプライベートではないものとみなし、クラスタ構成が中断さ
れます。このため、クラスタ作成中はNDPを無効にしてください。

クラスタが確立されたあと、NDPの機能を使用する場合は、プライベートイン
ターコネクトスイッチ上でもう一度NDPを有効にすることができます。

1つのクラスタノードから scinstallユーティリティーを開始します。
phys-schost# /usr/cluster/bin/scinstall

「新しいクラスタの作成またはクラスタノードの追加」というオプションに対応す
る番号を入力し、Returnキーを押します。
*** Main Menu ***

Please select from one of the following (*) options:

* 1) Create a new cluster or add a cluster node

* 2) Configure a cluster to be JumpStarted from this install server

3) Manage a dual-partition upgrade

4) Upgrade this cluster node

* 5) Print release information for this cluster node

* ?) Help with menu options

* q) Quit

Option: 1

1

2

3

4
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「新しいクラスタとクラスタノード」メニューが表示されます。

「新しいクラスタの作成」オプションの番号を入力し、Returnキーを押します。

「通常」または「カスタム」モードメニューが表示されます。

「通常」または「カスタム」のいずれかのオプション番号を入力し、Returnキーを
押します。

「新しいクラスタの作成」画面が表示されます。要件を読み、Control-Dキーを押し
て操作を続けます。

メニュープロンプトに従って、構成計画ワークシートから回答を入力します。

scinstallユーティリティーは、すべてのクラスタノードのインストールを行い、ク
ラスタを再起動します。クラスタ内ですべてのノードが正常に起動されると、クラ
スタが確立されます。Oracle Solaris Clusterのインストール出力
は、/var/cluster/logs/install/scinstall.log.Nに記録されます。

各ノードでサービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)のマルチ
ユーザーサービスがオンラインになっていることを確認します。

ノードのサービスがまだオンラインでない場合は、次のステップに進む前に状態が
オンラインに変わるまで待ちます。

phys-schost# svcs multi-user-server node
STATE STIME FMRI

online 17:52:55 svc:/milestone/multi-user-server:default

1つのノードから、すべてのノードがクラスタに参加していることを確認します。
phys-schost# clnode status

出力は次のようになります。

=== Cluster Nodes ===

--- Node Status ---

Node Name Status

--------- ------

phys-schost-1 Online

phys-schost-2 Online

phys-schost-3 Online

詳細は、clnode(1CL)のマニュアルページを参照してください。

5

6

7

8

9
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(省略可能)ノードの自動再起動機能を有効化します。

少なくともディスクのいずれかが、クラスタ内の別のノードからアクセス可能であ
る場合、監視される共有ディスクパスがすべて失敗すると、この機能はノードを自
動的に再起動します。

a. 自動リブートを有効化します。
phys-schost# clnode set -p reboot_on_path_failure=enabled

-p

設定するプロパティーを指定します。

reboot_on_path_failure=enable

監視される共有ディスクパスすべてに障害が発生する場合、自動ノードリ
ブートを有効化します。

b. ディスクパスの障害発生時の自動リブートが有効になっていることを確認しま
す。
phys-schost# clnode show

=== Cluster Nodes ===

Node Name: node
...

reboot_on_path_failure: enabled

...

高可用性ローカルファイルシステムでOracle Solaris Cluster HA for NFS (HA for NFS)を使
用する場合は、ループバックファイルシステム (LOFS)が無効になっていることを確
認します。

LOFSを無効にするには、クラスタの各ノードの/etc/systemファイルに次のエント
リを追加します。

exclude:lofs

/etc/systemファイルへの変更は、次のシステム再起動後に有効になります。

10

11
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注 –高可用性ローカルファイルシステムでHA for NFSを使用し、かつ automountdを
実行している場合は、LOFSを有効にすることはできません。 LOFSにより、HA for
NFSでスイッチオーバーの問題が発生する可能性があります。高可用性ローカル
ファイルシステムにHA for NFSを追加することを選択する場合は、次のいずれかの
構成変更を行う必要があります。

ただし、クラスタで非大域ゾーンを構成する場合は、すべてのクラスタノードで
LOFSを有効にする必要があります。高可用性ローカルファイルシステム上のHA for
NFSが LOFSと共存する必要がある場合は、LOFSを無効にする代わりに、ほかのソ
リューションを使用してください。

■ LOFSを無効にします。
■ automountdデーモンを無効にします。
■ HA for NFSからエクスポートされた高可用性ローカルファイルシステムに含まれ
るすべてのファイルをオートマウンタマップから除外します。この選択によ
り、LOFSと automountdデーモンの両方を有効なままにすることができます。

ループバックファイルシステムについては、『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の「ループバックファイルシステム」を参照してください。

すべてのノードでのOracle Solaris Clusterソフトウェアの構成

ここでは、scinstallを使用して 2ノードクラスタ schostで構成作業を完了したとき
に、ログに記録される scinstall進行状況メッセージの例を示します。このクラスタ
は、「通常」モードで、scinstallユーティリティーを使用することに
よって、phys-schost-1からインストールされます。もう一つのクラスタノード
は、phys-schost-2です。アダプタ名は qfe2と qfe3です。定足数デバイスの自動選
択は有効です。いずれのノードもパーティション /globaldevicesをグローバル-デバ
イス名前空間として使用します。

Installation and Configuration

Log file - /var/cluster/logs/install/scinstall.log.24747

Testing for "/globaldevices" on "phys-schost-1" ... done

Testing for "/globaldevices" on "phys-schost-2" ... done

Checking installation status ... done

The Sun Cluster software is already installed on "phys-schost-1".
The Sun Cluster software is already installed on "phys-schost-2".
Starting discovery of the cluster transport configuration.

The following connections were discovered:

phys-schost-1:qfe2 switch1 phys-schost-2:qfe2

phys-schost-1:qfe3 switch2 phys-schost-2:qfe3

Completed discovery of the cluster transport configuration.

例3–1
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Started cluster check on "phys-schost-1".
Started cluster check on "phys-schost-2".

cluster check completed with no errors or warnings for "phys-schost-1".
cluster check completed with no errors or warnings for "phys-schost-2".

Removing the downloaded files ... done

Configuring "phys-schost-2" ... done

Rebooting "phys-schost-2" ... done

Configuring "phys-schost-1" ... done

Rebooting "phys-schost-1" ...

Log file - /var/cluster/logs/install/scinstall.log.24747

Rebooting ...

構成の失敗 – 1つ以上のノードをクラスタに結合できなかったり、間違った構成情報
が指定された場合は、まずこの手順の再実行を試みます。それでも問題が修正され
ない場合は、誤った構成の各ノードで 289ページの「インストールの問題を修正する
ためにOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成解除する」の手順を実行して、クラ
スタ構成からそのノードを削除します。Oracle Solaris Clusterソフトウェア
パッケージをアンインストールする必要はありません。それから、この手順をもう
一度実行します。

■ 単一ノードクラスタをインストールすると、クラスタは確立されます。225
ページの「クラスタファイルシステムの作成」に進んで、ボリューム管理ソフト
ウェアをインストールし、クラスタを構成してください。

■ 複数ノードクラスタをインストールして、自動定足数構成を選択した場合は、イ
ンストール後の設定は完了しています。160ページの「定足数構成とインス
トールモードを確認する」に進みます。

■ 複数ノードクラスタをインストールして、自動定足数構成を拒否した場合は、イ
ンストール後の設定を実行します。154ページの「定足数デバイスを構成す
る」に進みます。

クラスタに定足数デバイスを構成する場合、154ページの「定足数デバイスを構成す
る」を参照してください。

それ以外の場合は、160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」に
進みます。

注意事項

次の手順
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▼ すべてのノードでOracle Solaris Clusterソフト
ウェアを構成する (XML)
XMLクラスタ構成ファイルを使用して新規グローバルクラスタを構成するには、以
下の手順を実行します。新しいクラスタは、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフト
ウェアを実行する既存のクラスタから複製できます。

この手順では、次のクラスタ構成要素を構成します。

■ クラスタ名
■ クラスタノードのメンバーシップ
■ クラスタインターコネクト
■ グローバルデバイス

次の作業を実行します。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするように Solaris OSがインストール
されているか確認します。

Solarisソフトウェアがすでにノード上にインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページ
の「Solarisソフトウェアをインストールする」を参照してください。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするように Solaris OSがインストール
されているか確認します。

Solarisソフトウェアがすでにノード上にインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページ
の「Solarisソフトウェアをインストールする」を参照してください。

■ SPARC: Sun Logical Domains (LDoms)の I/Oドメイン、またはゲストドメインをク
ラスタノードとして構成する場合、各物理マシン上に LDomsソフトウェアがイン
ストールされていることと、ドメインがOracle Solaris Clusterの要件を満たしてい
ることを確認する必要があります。 78ページの「SPARC: Sun Logical Domainsソフ
トウェアをインストールし、ドメインを作成する」を参照してください。

■ Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアとパッチが構成する各ノードにインス
トールされていることを確認します。80ページの「Oracle Solaris Clusterフレーム
ワークおよびデータサービスソフトウェアパッケージをインストールする」を参
照してください。

始める前に
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作成するクラスタノードでOracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアがまだ設定され
ていないことを確認します。

a. 新しいクラスタに設定するノードでスーパーユーザーになります。

b. 作成するノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアがすでに構成されているか調
べます。
phys-schost# /usr/sbin/clinfo -n

■ コマンドが次のメッセージを返す場合は、手順 cに進みます。
clinfo: node is not configured as part of acluster: Operation not applicable

このメッセージは、作成するノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアがまだ
構成されていないことを示します。

■ このコマンドでノード ID番号が返される場合、この手順を実行しないでくだ
さい。

ノード IDが返されることは、Oracle Solaris Clusterソフトウェアがすでに
ノードで構成されていることを示します。

クラスタで旧バージョンのOracle Solaris Clusterソフトウェアが実行されてい
て、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアをインストールする場合、代わ
りに『Oracle Solaris Cluster Upgrade Guide』のアップグレード手順を実行しま
す。

c. 新しいクラスタで構成する残りの各ノードで手順 aおよび手順bを繰り返しま
す。

作成するクラスタノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアがまだ構成されてい
ない場合は、手順 2に進みます。

新しいクラスタのプライベートインターコネクトでスイッチを使用している場合
は、NDP (Neighbor Discovery Protocol)が無効になっていることを確認します。

スイッチのドキュメントの手順に従って、NDPが有効になっているかどうかを確認
し、NDPを無効にします。

クラスタ構成中に、ソフトウェアはプライベートインターコネクトにトラフィック
がないことを確認します。プライベートインターコネクトでトラフィックを確認し
たときにNDPがプライベートアダプタにパッケージを送信する場合、ソフトウェア
はインターコネクトがプライベートではないものとみなし、クラスタ構成が中断さ
れます。このため、クラスタ作成中はNDPを無効にしてください。

クラスタが確立されたあと、NDPの機能を使用する場合は、プライベートイン
ターコネクトスイッチ上でもう一度NDPを有効にすることができます。

1
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Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアを実行している既存のクラスタを複製する
場合は、そのクラスタ内のノードを使用して、クラスタ構成XMLファイルを作成し
ます。

a. 複製するクラスタの有効なメンバーでスーパーユーザーになります。

b. 既存のクラスタの構成情報をファイルにエクスポートします。
phys-schost# cluster export -o clconfigfile

-o

出力先を指定します。

clconfigfile
クラスタ構成XMLファイルの名前。指定するファイル名は、既存のファイル
またはコマンドで作成される新規ファイルになります。

詳細については、cluster(1CL)のマニュアルページを参照してください。

c. 新しいクラスタを構成するノードに構成ファイルをコピーします。

クラスタノードとして構成する他のホストからアクセス可能なディレクトリであ
れば、任意のディレクトリにファイルを格納できます。

新しいクラスタに設定するノードでスーパーユーザーになります。

必要に応じてクラスタ構成XMLファイルを変更します。

a. クラスタ構成XMLファイルを編集するために開きます。

■ 既存のクラスタを複製する場合、cluster exportコマンドで作成したファイル
を開きます。

■ 既存のクラスタを複製しない場合は、新しいファイルを作成します。

clconfiguration(5CL)のマニュアルページに示した要素の階層に基づいて
ファイルを作成して下さい。クラスタノードとして構成する他のホストからア
クセス可能なディレクトリであれば、任意のディレクトリにファイルを格納で
きます。

b. XML要素の値を作成するクラスタ構成を反映するように変更します。

■ クラスタを確立するには、クラスタ構成XMLファイルで次の構成要素が有効
な値を持つ必要があります。

■ クラスタ名
■ クラスタノード
■ クラスタトランスポート

3
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■ クラスタは、クラスタノードとして構成する各ノードに /globaldevices

パーティションが存在することを前提に作成されます。このパーティションに
グローバルデバイスの名前空間が作成されます。グローバルデバイスを作成す
る別のファイルシステム名を使用する必要がある場合は、/globaldevicesとい
う名前のパーティションを持たない各ノードの<propertyList>要素に次のプロ
パティを追加します。

...

<nodeList>

<node name="node" id="N">
<propertyList>

...

<property name="globaldevfs" value="/filesystem-name">
...

</propertyList>

</node>

...

その代わり、グローバル-デバイス名前空間に lofiデバイスを使用するに
は、globaldevfsプロパティの値をlofiに設定します。

<property name="globaldevfs" value="lofi">

■ 既存のクラスタからエクスポートした構成情報を変更する場合、新しいクラス
タを反映するために変更の必要な一部の値 (ノード名など)が複数のクラスタ
オブジェクトに含まれています。

クラスタ構成XMLファイルの構造と内容の詳細について
は、clconfiguration(5CL)のマニュアルページを参照してください。

クラスタ構成XMLファイルを確認します。
phys-schost# /usr/share/src/xmllint --valid --noout clconfigfile

詳細については、xmllint()のマニュアルページを参照してください。

クラスタ構成XMLファイルの潜在ノードから、クラスタを作成します。
phys-schost# cluster create -i clconfigfile

-i clconfigfile
入力ソースとして使用するクラスタ構成XMLファイルの名前を指定します。

各ノードでサービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)のマルチ
ユーザーサービスがオンラインになっていることを確認します。
ノードのサービスがまだオンラインでない場合は、次のステップに進む前に状態が
オンラインに変わるまで待ちます。
phys-schost# svcs multi-user-server node
STATE STIME FMRI

online 17:52:55 svc:/milestone/multi-user-server:default

1つのノードから、すべてのノードがクラスタに参加していることを確認します。
phys-schost# clnode status

6
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出力は次のようになります。

=== Cluster Nodes ===

--- Node Status ---

Node Name Status

--------- ------

phys-schost-1 Online

phys-schost-2 Online

phys-schost-3 Online

詳細は、clnode(1CL)のマニュアルページを参照してください。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするために必要なパッチをインストール
していない場合は、これをインストールします。
パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

高可用性ローカルファイルシステムでOracle Solaris Cluster HA for NFS (HA for NFS)を使
用する場合は、ループバックファイルシステム (LOFS)が無効になっていることを確
認します。
LOFSを無効にするには、クラスタの各ノードの/etc/systemファイルに次のエント
リを追加します。
exclude:lofs

/etc/systemファイルへの変更は、次のシステム再起動後に有効になります。

注 –高可用性ローカルファイルシステムでHA for NFSを使用し、かつ automountdを
実行している場合は、LOFSを有効にすることはできません。 LOFSにより、HA for
NFSでスイッチオーバーの問題が発生する可能性があります。高可用性ローカル
ファイルシステムにHA for NFSを追加することを選択する場合は、次のいずれかの
構成変更を行う必要があります。

ただし、クラスタで非大域ゾーンを構成する場合は、すべてのクラスタノードで
LOFSを有効にする必要があります。高可用性ローカルファイルシステム上のHA for
NFSが LOFSと共存する必要がある場合は、LOFSを無効にする代わりに、ほかのソ
リューションを使用してください。

■ LOFSを無効にします。
■ automountdデーモンを無効にします。
■ HA for NFSからエクスポートされた高可用性ローカルファイルシステムに含まれ
るすべてのファイルをオートマウンタマップから除外します。この選択によ
り、LOFSと automountdデーモンの両方を有効なままにすることができます。

ループバックファイルシステムについては、『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の「ループバックファイルシステム」を参照してください。
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既存のクラスタから定足数情報を複製するには、クラスタ構成XMLファイルを使用
して定足数デバイスを構成します。
2ノードクラスタを作成した場合、定足数デバイスを構成する必要があります。必要
な定足数デバイスを作成するためにクラスタ構成XMLファイルを使用しない場合
は、代わりに 154ページの「定足数デバイスを構成する」に進みます。

a. 定足数デバイスに定足数サーバーを使用する場合は、定足数サーバーが設定され
て動作していることを確認します。
66ページの「定足数サーバーソフトウェアをインストールおよび構成する」の手
順に従います。

b. 定足数デバイスにNASデバイスを使用している場合は、NASデバイスが設定され
て動作していることを確認します。

i. NASデバイスを定足数デバイスとして使用するための要件を守ってください。
『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Network-Attached Storage Device Manual』を参照
してください。

ii. デバイスの手順に従って、NASデバイスを設定してください。

c. クラスタ構成XMLファイル内の定足数構成情報が作成したクラスタの有効な値を
反映していることを確認します。

d. クラスタ構成XMLファイルを変更した場合は、そのファイルを確認します。
phys-schost# xmllint --valid --noout clconfigfile

e. 定足数デバイスを構成します。
phys-schost# clquorum add -i clconfigfile devicename

devicename
定足数デバイスとして構成するストレージデバイスの名前を指定します。

クラスタのインストールモードを解除します。
phys-schost# clquorum reset

構成されたクラスタメンバーでないマシンによるクラスタ構成へのアクセスを終了
します。
phys-schost# claccess deny-all

(省略可能)モニター済の共有ディスクパスがすべて失敗した場合、自動ノード再起動
を有効にします。

a. 自動リブートを有効化します。
phys-schost# clnode set -p reboot_on_path_failure=enabled
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-p

設定するプロパティーを指定します。

reboot_on_path_failure=enable

監視される共有ディスクパスすべてに障害が発生する場合、自動ノードリ
ブートを有効化します。

b. ディスクパスの障害発生時の自動リブートが有効になっていることを確認しま
す。
phys-schost# clnode show

=== Cluster Nodes ===

Node Name: node
...

reboot_on_path_failure: enabled

...

すべてのノードで XMLファイルを使用して、Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアを構成する

次の例では、既存の 2ノードクラスタのクラスタ構成と定足数構成を新しい 2ノード
クラスタに複製します。新しいクラスタには Solaris 10 OSがインストールされ、非大
域ゾーンで構成されていません。クラスタ構成は、既存のクラスタ
ノード、phys-oldhost-1からクラスタ構成XMLファイル clusterconf.xmlにエクス
ポートされます。新しいクラスタのノード名は、phys-newhost-1および
phys-newhost-2です。新しいクラスタで定足数デバイスとして構成されるデバイス
は、d3です。

この例で、プロンプト名 phys-newhost-Nは、コマンドが両方のクラスタノードで実
行されることを示しています。

phys-newhost-N# /usr/sbin/clinfo -n

clinfo: node is not configured as part of acluster: Operation not applicable

phys-oldhost-1# cluster export -o clusterconf.xml

Copy clusterconf.xml to phys-newhost-1 and modify the file with valid values

phys-newhost-1# xmllint --valid --noout clusterconf.xml

No errors are reported

phys-newhost-1# cluster create -i clusterconf.xml

phys-newhost-N# svcs multi-user-server

STATE STIME FMRI

online 17:52:55 svc:/milestone/multi-user-server:default

phys-newhost-1# clnode status

Output shows that both nodes are online

phys-newhost-1# clquorum add -i clusterconf.xml d3

phys-newhost-1# clquorum reset

例3–2
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構成の失敗 – 1つ以上のノードをクラスタに結合できなかったり、間違った構成情報
が指定された場合は、まずこの手順の再実行を試みます。それでも問題が修正され
ない場合は、誤った構成の各ノードで 289ページの「インストールの問題を修正する
ためにOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成解除する」の手順を実行して、クラ
スタ構成からそのノードを削除します。Oracle Solaris Clusterソフトウェア
パッケージをアンインストールする必要はありません。それから、この手順をもう
一度実行します。

160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」に進みます。

クラスタが完全に確立されたら、既存のクラスタから他のクラスタ構成要素の構成
を複製できます。まだ複製を実行していない場合は、複製するXML要素の値を構成
要素を追加するクラスタ構成を反映するように変更します。たとえば、リソースグ
ループを複製している場合、ノード名が同じでない限り、<resourcegroupNodeList>

エントリに複製したクラスタからのノード名でなく、新しいクラスタの有効な
ノード名が含まれることを確認してください。

クラスタ構成要素を複製するには、複製するクラスタ構成要素のオブジェクト指向
コマンドの exportサブコマンドを実行します。コマンド構文およびオプションの詳
細については、複製するクラスタオブジェクトのマニュアルページを参照してくだ
さい。次の表は、クラスタを確立した後にクラスタ構成XMLファイルから作成でき
るクラスタ構成要素および構成要素を複製するために使用するコマンドのマニュア
ルページを示しています。

クラスタコンポーネント マニュアルページ 特別な指示

デバイスグループ: Solarisボ
リュームマネージャーおよびVeritas
Volume Manager

cldevicegroup(1CL) Solarisボリュームマネージャーの場合、最初
にクラスタ構成XMLファイルで指定する
ディスクセットを作成します。

VxVMの場合、最初にVxVMソフトウェアを
インストールして設定し、クラスタ構成XML
ファイルで指定するディスクグループを作成
します。

リソース clresource(1CL) clresource、clressharedaddress、または
clreslogicalhostnameコマンドの -aオプ
ションを使用して、複製するリソースに関連
したリソースタイプとリソースグループを複
製することもできます。

それ以外の場合は、リソースを追加する前
に、まずリソースタイプとリソースグループ
をクラスタに追加する必要があります。

共有アドレスリソース clressharedaddress(1CL)

論理ホスト名リソース clreslogicalhostname(1CL)

リソースタイプ clresourcetype(1CL)

リソースグループ clresourcegroup(1CL)

注意事項

次の手順

参照
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クラスタコンポーネント マニュアルページ 特別な指示

NASデバイス clnasdevice(1CL) デバイスのドキュメントの手順に従って、最
初にNASデバイスを設定する必要がありま
す。

SNMPホスト clsnmphost(1CL) clsnmphost create -iコマンドでは、-fオプ
ションでユーザーのパスワードファイルを指
定する必要があります。

SNMPユーザー clsnmpuser(1CL)

クラスタオブジェクト上のシステム
リソースを監視するためのしきい値

cltelemetryattribute(1CL)

▼ SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェアをイン
ストールする (JumpStart)
この手順では、カスタム JumpStartによるインストール方法であるscinstall(1M)の
設定と使用方法について説明します。この方法は、Solaris OSとOracle Solaris Cluster
ソフトウェアの両方をすべてのグローバルクラスタノードにインストールし、クラ
スタを確立します。この手順は、新規ノードを既存のクラスタに追加するときにも
使用できます。

次の作業を実行します。

■ Solarisソフトウェアをインストールする前に、ハードウェアの設定が完了してい
ることと、接続が完全であることを確認します。ハードウェアの設定について
は、『Oracle Solaris Cluster Hardware Administration Collection』およびサーバーと
記憶装置のドキュメントを参照してください。

■ 各クラスタノードの Ethernetアドレスを調べます。
■ ネームサービスを使用する場合、クライアントがクラスタサービスにアクセスす
るときに使用する任意のネームサービスに次の情報が追加されていることを確認
します。計画のガイドラインについては、27ページの「パブリックネットワーク
IPアドレス」を参照してください。Solarisネームサービスの使用について
は、Solarisシステム管理者用のドキュメントを参照してください。
■ すべての公開ホスト名と論理アドレスのアドレスと名前の対応付け
■ JumpStartインストールサーバーの IPアドレスとホスト名

■ クラスタ構成の計画が完了していることを確認します。要件とガイドラインにつ
いては、64ページの「クラスタソフトウェアのインストールの準備をする」を参
照してください。

■ フラッシュアーカイブを作成するサーバーで、Oracle Solaris Clusterソフトウェア
をサポートするために必要なすべてのSolaris OSソフトウェア、パッチ、および
ファームウェアがインストールされていることを確認します。

始める前に
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Solarisソフトウェアがすでにサーバーにインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページ
の「Solarisソフトウェアをインストールする」を参照してください。

■ SPARC: Sun Logical Domains (LDoms)の I/Oドメイン、またはゲストドメインをク
ラスタノードとして構成する場合、各物理マシン上に LDomsソフトウェアがイン
ストールされていることと、ドメインがOracle Solaris Clusterの要件を満たしてい
ることを確認する必要があります。 78ページの「SPARC: Sun Logical Domainsソフ
トウェアをインストールし、ドメインを作成する」を参照してください。

■ フラッシュアーカイブを作成するサーバーで、Oracle Solaris Clusterソフトウェア
パッケージとそのパッチがインストールされていることを確認します。80ページ
の「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフトウェア
パッケージをインストールする」を参照してください。

■ 使用する scinstallユーティリティーのモードが「通常」または「カスタム」の
どちらであるかを判断します。「通常」を指定したOracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストールでは、scinstallが自動的に次のデフォルト構成を指定し
ます。

コンポーネント デフォルト値

プライベートネットワークアドレス 172.16.0.0

プライベートネットワークネットマスク 255.255.240.0

クラスタトランスポートアダプタ 正確に 2つのアダプタ

クラスタトランスポートスイッチ switch1および switch2

グローバルフェンシング 有効になります

グローバルデバイスファイルシステム名 /globaldevices (/globaldevicesをマウ
ントする /etc/vfstabのエントリを要
求します )

インストールセキュリティ (DES) 制限付き

■ 次のクラスタ構成ワークシートのうちの 1つに必要事項を記入します。どちらの
ワークシートを使用するかは、scinstallユーティリティーを「通常」また
は「カスタム」のどちらのモードで実行するかによって決まります。計画のガイ
ドラインについては、26ページの「Oracle Solaris Cluster環境の準備」を参照して
ください。

■ 「通常」モードのワークシート -「通常」モードを使用して、デフォルト値を
すべて受け入れる場合は、次のワークシートに必要事項を記入します。
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

JumpStartディレクトリ 使用する JumpStartディレクトリの名前は何ですか ?

クラスタ名 確立するクラスタの名前は何ですか ?

クラスタノード 初期クラスタ構成で構成するクラスタノードの名前(単一ノードのク
ラスタの場合、Ctrl-Dキーだけを押す)。

クラスタトランス
ポートアダプタおよび
ケーブル

第 1ノードの名前:

トランスポートアダプタ名:

1 2

VLANアダプタのみ これは専用のクラスタトランスポートアダプタですか ?(タグ付き
VLANアダプタを使用する場合は、Noと回答する)

Yes | No Yes | No

Noの場合、このアダプタのVLAN IDは何ですか ?

各追加ノードで指定 ノード名:

トランスポートアダプタ名:

1 2

定足数の構成

(2ノードクラスタのみ)

定足数デバイスの自動選択を無効にしますか ?(共有ストレージが定
足数デバイスとして認められていない場合、あるいは、定足数
サーバーまたはNetwork Appliance NASデバイスを定足数デバイスと
して構成する場合は、Yesと回答する)

Yes | No Yes | No

■ 「カスタム」モードのワークシート -「カスタム」モードを使用して構成
データをカスタマイズする場合は、次のワークシートに必要事項を記入しま
す。

注 –単一ノードクラスタをインストールしている場合、クラスタでプライ
ベートネットワークを使用していなくても、scinstallユーティリティーが自
動的にデフォルトのプライベートネットワークアドレスとネットマスクを使用
します。

コンポーネント 説明/例 答を記入する

JumpStartディレクトリ 使用する JumpStartディレクトリの名前は何ですか ?

クラスタ名 確立するクラスタの名前は何ですか ?

クラスタノード 初期クラスタ構成で構成するクラスタノードの名前(単一ノードのク
ラスタの場合、Ctrl-Dキーだけを押す)。
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

ノードを追加する要求
の認証

(複数ノードクラスタの
み)

DES認証が必要ですか ?

No | Yes

クラスタトランス
ポート用ネットワーク
アドレス

(複数ノードクラスタの
み)

デフォルトのネットワークアドレス (172.16.0.0)を使用しますか ? Yes | No

使用しない場合、どのプライベートネットワークアドレスを使用
しますか ?

___.___.___.___

デフォルトのネットマスクを使用しますか ? Yes | No

使用しない場合、クラスタで構成する予定のノード、プライ
ベートネットワーク、およびゾーンクラスタの最大数はいくつで
すか ?

_____ノード

_____ネットワーク

_____ゾーンクラスタ

使用するネットマスクはどれですか ?scinstallが計算した値から選択
するか、自分で入力します。

___.___.___.___

プライベートネット
ワークの最小数

(複数ノードクラスタの
み)

このクラスタで、少なくとも 2つのプライベートネットワークを使
用する必要がありますか ?

Yes | No

ポイントツーポイント
ケーブル

(2ノードクラスタのみ)

このクラスタでスイッチを使用しますか ? Yes | No

クラスタスイッチ

(複数ノードクラスタの
み)

トランスポートスイッチ名 (使用している場合):
デフォルトは次のとおりです。 switch1および switch2

1 2

クラスタトランス
ポートアダプタおよび
ケーブル

(複数ノードクラスタの
み)

第 1ノードの名前:

トランスポートアダプタ名:

1 2

(VLANアダプタのみ) これは専用のクラスタトランスポートアダプタですか ?(タグ付き
VLANアダプタを使用する場合は、Noと回答する)

Yes | No Yes | No

Noの場合、このアダプタのVLAN IDは何ですか ?
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

各トランスポートアダプタの接続場所 (スイッチまたは別のアダプ
タ)
デフォルトのスイッチ: switch1および switch2

トランスポートスイッチでデフォルトのポート名を使用しますか ? Yes | No Yes | No

使用しない場合、使用するポートの名前は何ですか ?

各追加ノードで指定

(複数ノードクラスタの
み)

ノード名:

トランスポートアダプタ名:

1 2

各トランスポートアダプタの接続場所 (スイッチまたは別のアダプ
タ)
デフォルトのスイッチ: switch1および switch2

トランスポートスイッチでデフォルトのポート名を使用しますか ? Yes | No Yes | No

使用しない場合、使用するポートの名前は何ですか ?

グローバルデバイスの
ファイルシステム

各ノードで指定

グローバルデバイスのファイルシステムのデフォルト名
(/globaldevices)を使用しますか ?

Yes | No

デフォルト名を使用しない場合、すでに存在するファイルシステ
ムを使用しますか ?

Yes | No

使用しない場合、未使用のパーティションに新しいファイル
システムを作成しますか ?

Yes | No

ファイルシステムの名前

グローバルフェンシン
グ

グローバルフェンシングを無効にしますか ?(共有ストレージが SCSI
予約をサポートしている場合、またはクラスタ外部のシステムから
の共有ストレージへのアクセスを望まない場合はNoと回答する)

Yes | No Yes | No

定足数の構成

(2ノードクラスタのみ)

定足数デバイスの自動選択を無効にしますか ?(共有ストレージが定
足数デバイスとして認められていない場合、あるいは、定足数
サーバーまたはNetwork Appliance NASデバイスを定足数デバイスと
して構成する場合は、Yesと回答する)

Yes | No Yes | No

これらのガイドラインに従い、次に示す手順で対話式の scinstallユーティリ
ティーを使用します。

■ 対話式 scinstallを使用すると、先行入力が可能になります。したがって、次の
メニュー画面がすぐに表示されなくても、Returnキーを押すのは一度だけにして
ください。
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■ 特に指定のある場合を除いて、Control-Dキーを押すと、関連する一連の質問の
最初に戻るか、メインメニューに戻ります。

■ 前のセッションのデフォルトの解凍が、質問の最後に角かっこ ([ ])で囲まれて表
示されます。入力せずに角かっこ内の回答を入力するには、Returnキーを押しま
す。

JumpStartインストールサーバーを設定します。
JumpStartインストールサーバーが次の条件に適合していることを確認します。

■ インストールサーバーがクラスタノードと同じサブネットにあるか、クラスタ
ノードが使用するサブネットに Solarisブートサーバーがあること。

■ インストールサーバー自体はクラスタノードでないこと。

■ インストールサーバーによって、Oracle Solaris Clusterソフトウェアがサポートす
る Solaris OSのリリースがインストールされていること。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアの JumpStartインストール用のカスタム
JumpStartディレクトリが存在すること。この jumpstart-dirディレクトリは、次の
要件を満たしている必要があります。

■ checkユーティリティーのコピーを含むこと。

■ JumpStartインストールサーバーで読み取れるようにNFSエクスポートされて
いること。

■ 各新規クラスタノードが、Oracle Solaris Clusterインストール用に設定されたカス
タム JumpStartディレクトリを使用する、カスタムJumpStartインストールクライ
アントとして構成されていること。

使用するソフトウェアプラットフォームとOSのバージョンに該当する手順に
従って、JumpStartインストールサーバーを設定します。『Solaris 10 10/09インス
トールガイド (カスタムJumpStart/上級編)』の「ネットワーク上のシステム用のプロ
ファイルサーバーの作成」を参照してください。

setup_install_server(1M)およびadd_install_client(1M)のマニュアルページも参照
してください。

既存のクラスタに新しいノードをインストールする場合、ノードを許可クラスタ
ノードのリストに追加します。

a. アクティブな別のクラスタノードに切り替えて、clsetupユーティリティーを起
動します。

b. clsetupユーティリティーを使用して、新しいノードの名前を許可クラスタ
ノードのリストに追加します。

詳細は、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「ノードを認証ノードリストに追
加する」を参照してください。

1

2
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クラスタノードまたは同じサーバープラットフォームの別のマシンで、Solaris OSを
まだインストールしていない場合は、Solaris OSをインストールします。

Solarisソフトウェアがすでにサーバーにインストールされている場合は、Solarisのイ
ンストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラスタに
インストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていることを確認し
てください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページの「Solarisソフト
ウェアをインストールする」を参照してください。

72ページの「Solarisソフトウェアをインストールする」の手順に従います。

(省略可能) SPARC:上記インストールを行なったシステムで、Sun Logical Domains
(LDoms)ソフトウェアのインストールとドメインの作成を行なっていない場合は、こ
れらの作業を実行します。

78ページの「SPARC: Sun Logical Domainsソフトウェアをインストールし、ドメイン
を作成する」の手順に従います。

上記インストールを行ったシステムで、Oracle Solaris Clusterソフトウェアと必要な
パッチをまだインストールしていない場合は、これをインストールします。

80ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフト
ウェアパッケージをインストールする」の手順に従います。

パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

共通エージェントコンテナデーモンがシステムのブート中に自動的に起動できるよ
うにします。
machine# cacaoadm enable

上記インストールを行なったシステムで、クラスタで使用されているパブリック IP
アドレスすべてを使用して /etc/inet/hostsファイルをアップデートします。

この手順は、ネームサービスを使用しているかどうかに関わらず実行します。IPア
ドレスを追加する必要があるOracle Solaris Clusterコンポーネントについては、
27ページの「パブリックネットワーク IPアドレス」を参照してください。

上記インストールを行なったシステムで、Oracle Java Web Consoleを未構成の初期状
態にリセットします。

次のコマンドを実行すると、Webコンソールから構成情報が削除されます。構成情
報の一部は、インストールシステムに固有の情報です。この情報を削除してか
ら、フラッシュアーカイブを作成する必要があります。そのようにしないと、クラ
スタノードに転送される構成情報によって、Webコンソールが起動しなくなった
り、クラスタノードと正しく対話できなくなる場合があります。
# /usr/share/webconsole/private/bin/wcremove -i console
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クラスタノード上に未設定のWebコンソールをインストールし、初めてWebコン
ソールを起動した場合、Webコンソールは初期構成で自動的に動作し、クラスタ
ノードからの情報が使われます。

wcremoveコマンドについては、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「Oracle Java
Web Consoleのユーザー ID」を参照してください。

インストールしたシステムのフラッシュアーカイブを作成します。
『Solaris 10 10/09インストールガイド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインス
トール)』の第 3章「Solarisフラッシュアーカイブの作成 (作業)」の手順に従ってく
ださい。
machine# flarcreate -n name archive

-n name

フラッシュアーカイブに付ける名前

archive
フラッシュアーカイブに付ける、フルパス付きのファイル名。規則によ
り、ファイル名は .flarで終わります。

フラッシュアーカイブがNFSでエクスポートされており、JumpStartインストール
サーバーから読み取れることを確認します。
自動ファイル共有については、『Solarisのシステム管理 (ネットワークサービス)』の
第 4章「ネットワークファイルシステムの管理 (概要)」を参照してください。

また、share(1M)および dfstab(4)のマニュアルページも参照してください。

JumpStartインストールサーバーで、スーパーユーザーになります。

JumpStartインストールサーバーから、scinstall(1M)ユーティリティーを起動しま
す。
メディアパスで、archは sparcまたは x86に置き換え、verは 10に置き換えます
(Solaris 10の場合)。
installserver# cd /cdrom/cdrom0Solaris_arch/Product/sun_cluster/ \

Solaris_ver/Tools/

installserver# ./scinstall

scinstallのメインメニューが表示されます。

メニュー項目「このインストールサーバーから JumpStartされるようにクラスタを構
成 (Configure a Cluster to be JumpStarted From This Install Server)」を選択します。
このオプションを使用して、カスタム JumpStart完了スクリプトを構成しま
す。JumpStartは、これらの完了スクリプトを使用して、Oracle Solaris Clusterソフト
ウェアをインストールします。
*** Main Menu ***
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Please select from one of the following (*) options:

* 1) Create a new cluster or add a cluster node

* 2) Configure a cluster to be JumpStarted from this install server

3) Manage a dual-partition upgrade

4) Upgrade this cluster node

* 5) Print release information for this cluster node

* ?) Help with menu options

* q) Quit

Option: 2

メニュープロンプトに従って、構成計画ワークシートから回答を入力します。

scinstallコマンドにより構成情報が格納され、デフォルトの classファイルである
autoscinstall.classファイルが /jumpstart-dir/autoscinstall.d/3.2/ディレクトリに
コピーされます。このファイルは、次の例のようになります。

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning explicit

filesys rootdisk.s0 free /

filesys rootdisk.s1 750 swap

filesys rootdisk.s3 512 /globaldevices

filesys rootdisk.s7 20

cluster SUNWCuser add

package SUNWman add

必要に応じて、フラッシュアーカイブをインストールするように JumpStartを構成す
るためにautoscinstall.classファイルを変更します。

a. 必要に応じてエントリを編集して、Solaris OSをフラッシュアーカイブマシンにイ
ンストールしたとき、あるいは scinstallユーティリティーを実行したときに
行った構成の選択に一致するようにします。

たとえば、グローバルデバイスファイルシステムにスライス4を割り当て、その
ファイルシステムの名前が /gdevsであると scinstallに指定した場
合、autoscinstall.classファイルの /globaldevicesエントリを次のように変更
します。

filesys rootdisk.s4 512 /gdevs

b. autoscinstall.classファイルの次のエントリを変更します。

置換する既存のエントリ 追加する新規エントリ

install_type initial_install install_type flash_install

system_type standalone archive_location retrieval_type location
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archive_locationキーワードを一緒に使用するときの retrieval_typeおよび location
の有効値については、『Solaris 10 10/09インストールガイド (カスタムJumpStart/
上級編)』の「archive_locationプロファイルキーワード」の「archive_location

キーワード」を参照してください。

c. たとえば次のような、特定のパッケージをインストールするエントリをすべて削
除します。
cluster SUNWCuser add

package SUNWman add

d. グローバル-デバイス名前空間に lofiデバイスを使用するには、/globaldevices

パーティションのfilesysエントリを削除します。

e. 使用する構成に追加の Solarisソフトウェア要件がある場合は、それに応じて
autoscinstall.classファイルを変更します。

autoscinstall.classファイルにより、エンドユーザー Solarisソフトウェアグ
ループ (SUNWCuser)がインストールされます。

f. エンドユーザー Solarisソフトウェアグループ (SUNWCuser)をインストールする場
合、autoscinstall.classファイルに、必要に応じて任意の Solarisソフトウェア
パッケージを追加します。·
一部のOracle Solaris Cluster機能のサポートに必要な Solarisパッケージを次の表に
示します。これらのパッケージは、エンドユーザー Solarisソフトウェアグループ
には含まれていません。詳細は、18ページの「Oracle Solarisソフトウェアグ
ループについて」を参照してください。

機能 必須の Solarisソフトウェアパッケージ

scsnapshot SUNWp15u SUNWp15v SUNWp15p

Oracle Solaris Cluster Manager SUNWapchr SUNWapchu

デフォルトの classファイルは、次のいずれかの方法で変更できます。

■ autoscinstall.classファイルを直接編集します。変更内容は、このカスタム
JumpStartディレクトリを使用するすべてのクラスタのすべてのノードに適用され
ます。

■ ほかのプロファイルを指す rulesファイルを更新後、checkユーティリティーを実
行して、rulesファイルの妥当性検査を行います。

Solaris OSのインストールプロファイルがOracle Solaris Clusterの最小ファイルシステ
ム割り当て要件を満たす限り、Oracle Solaris Clusterソフトウェアはインストールプ
ロファイルのその他の変更を制限しません。Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサ
ポートするためのパーティション分割のガイドラインと要件については、19ページ
の「システムディスクパーティション」を参照してください。
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JumpStartプロファイルについては、『Solaris 10 10/09インストールガイド (カスタ
ムJumpStart/上級編)』の第 3章「カスタム JumpStartインストールの準備 (作業)」を
参照してください。

ほかのインストール後の作業を実行するには、独自のfinishスクリプトを設定しま
す。

scinstallコマンドでインストールされる標準の finishスクリプトがインストールさ
れた後に、ユーザー独自の finishスクリプトが実行されます。JumpStart finishスクリ
プトの作成方法については、『Solaris 10 10/09インストールガイド (カスタ
ムJumpStart/上級編)』の第 3章「カスタム JumpStartインストールの準備 (作業)」を
参照してください。

a. デフォルトの classファイルにより、依存性 Solarisパッケージがインストールさ
れることを確認します。

詳細は、手順 15を参照してください。

b. 完了スクリプトに finishと名前を付けます。

c. finishスクリプトで実行するインストール後の作業用に修正を加えます。

d. finishスクリプトをそれぞれの jumpstart-dir/autoscinstall.d/nodes/nodeディレ
クトリにコピーします。

クラスタ内の各ノードに 1つの nodeディレクトリを作成します。または、共有
finishスクリプトへのシンボリックリンクを作成する命名規則を使用します。

JumpStartインストールサーバーを終了します。

新しいクラスタのプライベートインターコネクトでスイッチを使用している場合
は、NDP (Neighbor Discovery Protocol)が無効になっていることを確認します。

スイッチのドキュメントの手順に従って、NDPが有効になっているかどうかを確認
し、NDPを無効にします。

クラスタ構成中に、ソフトウェアはプライベートインターコネクトにトラフィック
がないことを確認します。プライベートインターコネクトでトラフィックを確認し
たときにNDPがプライベートアダプタにパッケージを送信する場合、ソフトウェア
はインターコネクトがプライベートではないものとみなし、クラスタ構成が中断さ
れます。このため、クラスタ作成中はNDPを無効にしてください。

クラスタが確立されたあと、NDPの機能を使用する場合は、プライベートイン
ターコネクトスイッチ上でもう一度NDPを有効にすることができます。
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クラスタ管理コンソールを使用している場合、クラスタ内にある各ノードのコン
ソール画面を表示します。

■ クラスタコントロールパネル (CCP)ソフトウェアが管理コンソールにインス
トールされ、構成されている場合は、cconsole(1M)ユーティリティーを使用し
て、コンソール画面を個別に表示します。

スーパーユーザーとして、次のコマンドを使用して、cconsoleユーティリ
ティーを起動します。

adminconsole# /opt/SUNWcluster/bin/cconsole clustername &

また、cconsoleユーティリティーを使用してマスターウィンドウを開くことがで
きます。ここでの入力を、個々のすべてのコンソールウィンドウに同時に送信で
きます。

■ cconsoleユーティリティーを使用しない場合は、各ノードのコンソールに個別に
接続します。

各ノードを停止します。
phys-schost# shutdown -g0 -y -i0

各ノードを起動し、JumpStartのインストールを開始します。

■ SPARCベースのシステムでは、次の操作を実行します。
ok boot net - install

注 –上記コマンド内のダッシュ記号 (-)の両側は、空白文字で囲む必要がありま
す。

■ x86ベースのシステムでは、次の操作を実行します。

a. 起動シーケンスを開始するには、どれかキーを押します。
Press any key to reboot.

keystroke

b. BIOS情報画面が表示されたら、すぐに Esc+2キーまたは F2キーを押します。

初期化シーケンスが完了すると、BIOSセットアップユーティリティー画面が
表示されます。

c. BIOSセットアップユーティリティーのメニューバーで、ブートメニュー項目
に移動します。

ブートデバイスの一覧が表示されます。
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d. 一覧に表示された JumpStart PXEインストールサーバーと同じネットワークに
接続されている IBAを探して、ブート順の最上位に移動させます。

IBAブート選択肢の右の一番下の数字は、一番下の Ethernetポート番号に対応
しています。IBAブート選択肢の右の一番上の数字は、一番上の Ethernet
ポート番号に対応しています。

e. 変更を保存し、BIOSを終了します。

ブートシーケンスがもう一度開始されます。さらに処理が進んで、GRUBメ
ニューが表示されます。

f. すぐに Solaris JumpStartエントリを選択して、Enterキーを押します。

注 – Solaris JumpStartエントリが一覧に表示される唯一のエントリである場
合、代わりに選択画面がタイムアウトするのを待つこともできます。30秒以
内に応答しないと、システムは自動的にブートシーケンスを継続します。

GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Solaris_10 Jumpstart |

| |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

さらに処理が進んで、インストールの種類のメニューが表示されます。

g. インストールの種類のメニューから、すぐにカスタム JumpStartの番号を入力
します。

注 – 30秒のタイムアウト期間が終了するまでにカスタム JumpStartの番号を入
力しないと、システムは自動的に Solarisの対話型のインストールを開始しま
す。

Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice.
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JumpStartが Solaris OSとOracle Solaris Clusterソフトウェアを各ノードにインス
トールします。インストールが正常に完了すると、各ノードは新しいクラスタ
ノードとして完全にインストールされます。Oracle Solaris Clusterのインス
トール出力は、/var/cluster/logs/install/scinstall.log. Nファイルに記録
されます。

h. BIOS画面がもう一度表示されたら、すぐに Esc+2キーを押すか、F2キーを押し
ます。

注 –この時点でインストールを中断しない場合、自動的にインストールの種類
のメニューに戻ります。そこで 30秒以内に入力しない場合、システムは自動
的に対話型のインストールを開始します。

さらに処理が進んだ後、BIOSセットアップユーティリティーが表示されま
す。

i. メニューバーで、ブートメニューに進みます。
ブートデバイスの一覧が表示されます。

j. ハードディスクドライブのエントリに進み、ブート順の最上位に戻します。

k. 変更を保存し、BIOSを終了します。
ブートシーケンスがもう一度開始されます。GRUBメニューでクラスタモード
への起動を完了するために必要な操作はこれ以上ありません。

各ノードでサービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)のマルチ
ユーザーサービスがオンラインになっていることを確認します。

ノードのサービスがまだオンラインでない場合は、次のステップに進む前に状態が
オンラインに変わるまで待ちます。
phys-schost# svcs multi-user-server node
STATE STIME FMRI

online 17:52:55 svc:/milestone/multi-user-server:default

既存のクラスタに新しいノードをインストールする場合、新しいノード上で、既存
のすべてのクラスタファイルシステム用のマウントポイントを作成します。

a. クラスタ内にある別のアクティブなノードから、すべてのクラスタファイルシス
テムの名前を表示します。
phys-schost# mount | grep global | egrep -v node@ | awk ’{print $1}’

b. クラスタに追加したノード上で、クラスタ内にある各クラスタファイルシステム
用のマウントポイントを作成します。
phys-schost-new# mkdir -p mountpoint
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たとえば、マウントコマンドが戻したファイルシステム名が /global/dg-schost-1

である場合、クラスタに追加するノード上で mkdir -p /global/dg-schost-1を実行
します。

注 –手順 28で、クラスタを再起動後にマウントポイントがアクティブになりま
す。

c. Veritas Volume Manager (VxVM)がクラスタ内にあるノードにすでにインストールさ
れている場合は、VxVMがインストールされた各ノードで vxio番号を参照しま
す。
phys-schost# grep vxio /etc/name_to_major

vxio NNN

■ VxVMがインストールされている各ノード上で同じ vxio番号が使用されてい
ることを確認します。

■ VxVMがインストールされていない各ノード上で vxio番号が使用できること
を確認してください。

■ VxVMがインストールされていないノード上ですでに vxio番号が使用されて
いる場合、そのノードで該当番号を解放します。また、/etc/name_to_majorエ
ントリは、別の番号に変更してください。

(省略可能) Sun Enterprise 10000サーバで動的再構成を使用するには、クラスタ内の各
ノード上の /etc/systemファイルに次のエントリを追加します。
set kernel_cage_enable=1

このエントリは、次のシステム再起動後に有効になります。Oracle Solaris Cluster構成
で、動的再構成の作業を実行するための手順については、『Oracle Solaris Clusterシス
テム管理』を参照してください。動的再構成の詳細については、サーバーのド
キュメントを参照してください。

高可用性ローカルファイルシステムでOracle Solaris Cluster HA for NFS (HA for NFS)を使
用する場合は、ループバックファイルシステム (LOFS)が無効になっていることを確
認します。

LOFSを無効にするには、クラスタの各ノードの/etc/systemファイルに次のエント
リを追加します。

exclude:lofs

/etc/systemファイルへの変更は、次のシステム再起動後に有効になります。
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注 –高可用性ローカルファイルシステムでHA for NFSを使用し、かつ automountdを
実行している場合は、LOFSを有効にすることはできません。 LOFSにより、HA for
NFSでスイッチオーバーの問題が発生する可能性があります。高可用性ローカル
ファイルシステムにHA for NFSを追加することを選択する場合は、次のいずれかの
構成変更を行う必要があります。

ただし、クラスタで非大域ゾーンを構成する場合は、すべてのクラスタノードで
LOFSを有効にする必要があります。高可用性ローカルファイルシステム上のHA for
NFSが LOFSと共存する必要がある場合は、LOFSを無効にする代わりに、ほかのソ
リューションを使用してください。

■ LOFSを無効にします。
■ automountdデーモンを無効にします。

■ HA for NFSからエクスポートされた高可用性ローカルファイルシステムに含まれ
るすべてのファイルをオートマウンタマップから除外します。この選択によ
り、LOFSと automountdデーモンの両方を有効なままにすることができます。

ループバックファイルシステムについては、『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の「ループバックファイルシステム」を参照してください。

クラスタインターコネクトに次のアダプタのいずれかを使用する場合、各ノード上
で /etc/systemファイルの関連エントリのコメントを解除します。

アダプタ エントリ

ipge set ipge:ipge_taskq_disable=1

ixge set ixge:ixge_taskq_disable=1

このエントリは、次のシステム再起動後に有効になります。

x86:デフォルトのブートファイルを設定します。

この値を設定すると、ログインプロンプトにアクセスできないときにノードを再起
動できます。

grub edit> kernel /platform/i86pc/multiboot kmdb

クラスタの再起動が必要な作業を実行したら、次の手順に従って、クラスタを再起
動してください。

再起動が必要な作業には、次のものがあります。

■ 既存のクラスタへの新しいノードの追加
■ ノードまたはクラスタの再起動が必要なパッチのインストール

26
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■ 有効にするために再起動の必要な構成の変更

a. 1つのノードで、スーパーユーザーになります。

b. クラスタを停止します。
phys-schost-1# cluster shutdown -y -g0 clustername

注 –クラスタがシャットダウンするまで、最初にインストールしたクラスタ
ノードを再起動しないでください。クラスタのインストールモードが無効になる
までは、最初にインストールした (つまり、クラスタを構築した)ノードだけが定
足数投票権を持ちます。まだインストールモードにある確立されたクラスタ
で、最初にインストールしたノードを再起動する前にクラスタをシャットダウン
していない場合、残りのクラスタノードが定足数を獲得できません。クラスタ全
体が停止します。

clsetupコマンドを初めて実行するまで、クラスタノードは、インストール
モードのままになります。154ページの「定足数デバイスを構成する」の手順の
間にこのコマンドを実行します。

c. クラスタ内にある各ノードを再起動します。

■ SPARCベースのシステムでは、次の操作を実行します。
ok boot

■ x86ベースのシステムでは、次の操作を実行します。

GRUBメニューが表示された時点で、適切な Solarisエントリを選択し Enter
キーを押します。GRUBメニューは次のようになっています。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Solaris 10 /sol_10_x86 |

| Solaris failsafe |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

GRUBベースの起動についての詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBを使用して x86システムをブートする (作業マップ)」を参照し
てください。

scinstallユーティリティーは、すべてのクラスタノードのインストールを行い、ク
ラスタを再起動します。クラスタ内ですべてのノードが正常に起動されると、クラ
スタが確立されます。Oracle Solaris Clusterのインストール出力
は、/var/cluster/logs/install/scinstall.log.Nに記録されます。
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(省略可能)手順 28を実行してノードを再起動しなかった場合、各ノードでOracle Java
Web Console Webサーバーを手動で起動します。
phys-schost# smcwebserver start

詳細については、smcwebserver(1M)のマニュアルページを参照してください。

1つのノードから、すべてのノードがクラスタに参加していることを確認します。
phys-schost# clnode status

出力は次のようになります。

=== Cluster Nodes ===

--- Node Status ---

Node Name Status

--------- ------

phys-schost-1 Online

phys-schost-2 Online

phys-schost-3 Online

詳細は、clnode(1CL)のマニュアルページを参照してください。

(省略可能)各ノード上で、監視される共有ディスクパスがすべて失敗した場合、自動
ノード再起動を有効にします。

a. 自動リブートを有効化します。
phys-schost# clnode set -p reboot_on_path_failure=enabled

-p

設定するプロパティーを指定します。

reboot_on_path_failure=enable

監視される共有ディスクパスすべてに障害が発生する場合、自動ノードリ
ブートを有効化します。

b. ディスクパスの障害発生時の自動リブートが有効になっていることを確認しま
す。
phys-schost# clnode show

=== Cluster Nodes ===

Node Name: node
...

reboot_on_path_failure: enabled

...

2ノードクラスタにノードを追加した場合は、151ページの「グローバルクラスタへ
のノード追加後に定足数デバイスを更新する」に進みます。

それ以外の場合は、次の該当する手順に進みます。

29
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■ 複数ノードクラスタをインストールして、自動定足数構成を選択した場合は、イ
ンストール後の設定は完了しています。160ページの「定足数構成とインス
トールモードを確認する」に進みます。

■ 複数ノードクラスタをインストールして、自動定足数構成を拒否した場合は、イ
ンストール後の設定を実行します。154ページの「定足数デバイスを構成す
る」に進みます。

■ 定足数デバイスを使用する既存のクラスタに新しいノードを追加した場合は、151
ページの「グローバルクラスタへのノード追加後に定足数デバイスを更新す
る」に進みます。

■ 定足数デバイスを使用しない既存のクラスタに新しいノードを追加した場合
は、クラスタの状態を確認します。160ページの「定足数構成とインストール
モードを確認する」に進みます。

■ 単一ノードクラスタをインストールすると、クラスタは確立されます。225
ページの「クラスタファイルシステムの作成」に進んで、ボリューム管理ソフト
ウェアをインストールし、クラスタを構成してください。

無効な scinstallオプション – scinstallコマンドの JumpStartオプションの前にアスタ
リスクがない場合、このオプションは無効です。これは、JumpStartの設定が完了し
ていないか、セットアップでエラーが発生したことを意味します。この条件を修正
するには、まず scinstallユーティリティーを終了します。手順 1から手順 16まで
を繰り返して JumpStartの設定を修正し、scinstallユーティリティーを再起動しま
す。

▼ 追加のグローバルクラスタノード用にクラスタを
準備する
以下の手順を実行して、既存のグローバルクラスタノードで新しいクラスタノード
を追加するためにクラスタを準備します。

次の作業を実行します。

■ 必要なハードウェアがすべてインストールされていることを確認します。
■ ホストアダプタが新しいノードに取り付けられていることを確認しま
す。『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』を参照してくだ
さい。

■ 既存のクラスタインターコネクトが新しいノードをサポートできることを確認
します。『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』を参照して
ください。

■ 追加の記憶装置がインストールされていることを確認します。『Oracle Solaris
Cluster 3.3 Hardware Administration Collection』の該当するマニュアルを参照し
てください。

注意事項

始める前に
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クラスタコントロールパネル (CCP)を使用している場合は、管理コンソールの構成
ファイルを更新します。

a. /etc/clustersファイルのクラスタのエントリに追加するノードの名前を追加し
ます。

b. /etc/serialportsファイルに新しいノード名、ノードのコンソールアクセスデバ
イスのホスト名、およびポート番号を持つエントリを追加します。

新しいノードの名前をクラスタの承認済みノードリストに追加します。

a. 任意のノードで、スーパーユーザーになります。

b. clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

メインメニューが表示されます。

c. メニュー項目「新規ノード (New Nodes)」を選択します。

d. メニュー項目「追加されるマシンの名前を指定 (Specify the Name of a Machine Which
May Add Itself)」を選択します。

e. プロンプトに従って、ノードの名前を認識されているマシンのリストに追加しま
す。
clsetupユーティリティーは、作業がエラーなしで完了した場合、「コマンドが
正常に完了しました」というメッセージを表示します。

f. clsetupユーティリティーを終了します。

単一ノードクラスタにノードを追加する場合、インターコネクト構成を表示して、2
つのクラスタインターコネクトがすでに存在することを確認します。
phys-schost# clinterconnect show

少なくとも 2つのケーブルまたは 2つのアダプタを構成しなければなりません。

■ 出力に 2つのケーブルまたは 2つのアダプタの構成情報が表示される場合は、手
順 4に進んでください。

■ 出力にケーブルまたはアダプタの構成情報が表示されない場合、または 1つの
ケーブルまたはアダプタだけの構成情報が表示される場合は、新しいクラスタイ
ンターコネクトを構成してください。

a. 1つのノードで、clsetupユーティリティーを開始します。
phys-schost# clsetup
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b. メニュー項目「クラスタインターコネクト (Cluster Interconnect)」を選択しま
す。

c. メニュー項目「トランスポートケーブルを追加 (Add a Transport Cable)」を選択
します。

指示通りにクラスタに追加するノードの名前、トランスポートアダプタの名
前、およびトランスポートスイッチを使用するかどうかを指定します。

d. 必要に応じて、手順 cを繰り返して、2番目のクラスタインターコネクトを設
定します。

e. 完了後 clsetupユーティリティーを終了します。

f. クラスタに 2つのクラスタインターコネクトが設定されていることを確認しま
す。
phys-schost# clinterconnect show

コマンド出力は、少なくとも 2つのクラスタインターコネクトの構成情報を表
示する必要があります。

プライベートネットワーク構成で、追加するノードおよびプライベートネット
ワークをサポートできることを確認します。

a. 現在のプライベートネットワーク構成がサポートするノード、プライベート
ネットワーク、およびゾーンクラスタの最大数を表示します。
phys-schost# cluster show-netprops

次に出力例を示します。

=== Private Network ===

private_netaddr: 172.16.0.0

private_netmask: 255.255.240.0

max_nodes: 64

max_privatenets: 10

max_zoneclusters: 12

b. 現在のプライベートネットワークで非大域ゾーンおよびプライベートネット
ワークを含めたノードの数の増加に対応できるかどうかを判断します。

■ 現在の IPアドレス範囲が十分な場合、新しいノードをインストールできま
す。

139ページの「追加のグローバルクラスタノードとしてOracle Solaris Clusterソ
フトウェアを構成する (scinstall)」に進みます。

4
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■ 現在の IPアドレス範囲が不十分な場合、プライベート IPアドレス範囲を再構
成してください。

132ページの「ノードまたはプライベートネットワークを追加するときにプラ
イベートネットワーク構成を変更する」に進みます。プライベート IPアドレ
ス範囲を変更するには、クラスタをシャットダウンする必要があります。この
ためには、各リソースグループをオフラインに切り替え、クラスタ内のすべて
のリソースを無効にして、IPアドレス範囲を再構成する前に非クラスタ
モードで再起動します。

新しいクラスタノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成します。139ページ
の「追加のグローバルクラスタノードとしてOracle Solaris Clusterソフトウェアを構
成する (scinstall)」または147ページの「追加のグローバルクラスタノードでOracle
Solaris Clusterソフトウェアを構成する (XML)」に進みます。

▼ ノードまたはプライベートネットワークを追加す
るときにプライベートネットワーク構成を変更す
る
このタスクを実行してグローバルクラスタのプライベート IPアドレス範囲を変更
し、次の 1つまたは複数のクラスタコンポーネントにおける増加に対応します。

■ ノードまたは非大域ゾーンの数
■ プライベートネットワークの数
■ ゾーンクラスタの数

また、この手順を使用して、プライベート IPアドレスの範囲を小さくすることもで
きます。

注 –この手順では、クラスタ全体をシャットダウンする必要があります。ゾーンク
ラスタのサポートの追加など、ネットマスクだけを変更する必要がある場合、この
手順は実行しないでください。その代わり、ゾーンクラスタの予想数を指定するた
め、クラスタモードで動作しているグローバルクラスタノードから次のコマンドを
実行します。

phys-schost# cluster set-netprops num_zoneclusters=N

このコマンドはクラスタのシャットダウンを要求しません。

すべてのクラスタノードでスーパーユーザーのリモートシェル (rsh(1M))またはセ
キュアシェル (ssh(1))アクセスが有効になっていることを確認します。

各クラスタのノードのスーパーユーザーになります。

次の手順

始める前に
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1つのノードから、clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

各リソースグループをオフラインに切り替えます。

ノードに非大域ゾーンが含まれている場合は、ゾーン内にあるリソースグループも
すべてオフラインに切り替わります。

a. リソースグループのオプションに対応する番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

リソースグループメニューが表示されます。

b. リソースグループのオンライン/オフライン化、またはスイッチオーバーを行うオ
プションに対応する番号を入力し、Returnキーを押します。

c. プロンプトに従って、リソースグループをすべてオフラインにして、管理されて
いない状態にします。

d. すべてのリソースグループがオフラインになったら、qを入力して「リソースグ
ループメニュー」に戻ります。

クラスタ内のすべてのリソースを無効にします。

a. 「リソースを有効化または無効化」というオプションに対応する番号を入力
し、Returnキーを押します。

b. 無効にするリソースを選択し、プロンプトの指示に従います。

c. 無効にするリソースごとに上記の手順を繰り返します。

d. すべてのリソースが無効になったら、qを入力して「リソースグループメ
ニュー」に戻ります。

clsetupユーティリティーを終了します。

すべてのノード上のすべてのリソースが Offlineになっており、そのすべてのリ
ソースグループが Unmanaged状態であることを確認します。
# cluster status -t resource,resourcegroup

-t 指定したクラスタオブジェクトへの出力を制限します

resource リソースを指定します

resourcegroup リソースグループを指定します

2
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ノードのどれか 1つでクラスタを停止します。
# cluster shutdown -g0 -y

-g 待機時間を秒単位で指定します。

-y シャットダウンの確認を促すプロンプトを発生させないようにします。

各ノードを非クラスタモードで起動します。

■ SPARCベースのシステム上で、以下のコマンドを実行します。
ok boot -x

■ x86ベースのシステム上で、次のコマンドを実行します。

a. GRUBメニューで矢印キーを使用して該当する Solarisエントリを選択し、eと
入力してコマンドを編集します。

GRUBメニューは次のようになっています。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| Solaris 10 /sol_10_x86 |

| Solaris failsafe |

| |

+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

GRUBベースの起動についての詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBを使用して x86システムをブートする (作業マップ)」を参照し
てください。

b. ブートパラメータ画面で矢印キーを使用して kernelエントリを選択し、eと入
力してエントリを編集します。

GRUBブートパラメータの画面は、次のような画面です。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| root (hd0,0,a) |

| kernel /platform/i86pc/multiboot |

| module /platform/i86pc/boot_archive |

|+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press ’b’ to boot, ’e’ to edit the selected command in the

boot sequence, ’c’ for a command-line, ’o’ to open a new line

after (’O’ for before) the selected line, ’d’ to remove the

selected line, or escape to go back to the main menu.
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c. コマンドに -xを追加して、システムが非クラスタモードで起動するように指
定します。
[ Minimal BASH-like line editing is supported. For the first word, TAB

lists possible command completions. Anywhere else TAB lists the possible

completions of a device/filename. ESC at any time exits. ]

grub edit> kernel /platform/i86pc/multiboot -x

d. Enterキーを押して変更を承諾し、ブートパラメータ画面に戻ります。
画面には編集されたコマンドが表示されます。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| root (hd0,0,a) |

| kernel /platform/i86pc/multiboot -x |

| module /platform/i86pc/boot_archive |

+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press ’b’ to boot, ’e’ to edit the selected command in the

boot sequence, ’c’ for a command-line, ’o’ to open a new line

after (’O’ for before) the selected line, ’d’ to remove the

selected line, or escape to go back to the main menu.-

e. bと入力して、ノードを非クラスタモードで起動します。

注 –カーネル起動パラメータコマンドへのこの変更は、システムを起動すると
無効になります。次にノードを再起動する際には、ノードはクラスタモードで
起動します。非クラスタモードで起動するには、上記の手順を実行してもう一
度カーネルのブートパラメータコマンドに -xオプションを追加してくださ
い。

1つのノードから、clsetupユーティリティーを起動します。

非クラスタモードで動作している場合、clsetupユーティリティーは非クラスタ
モード動作用のメインメニューを表示します。

IPアドレス範囲を変更するためのオプションに対応する番号を入力し、Return
キーを押します。

clsetupユーティリティーは現在のプライベートネットワーク構成を表示し、この構
成を変更するかどうかを尋ねます。

プライベートネットワーク IPアドレスか IPアドレス範囲のいずれかを変更するに
は、「yes」と入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーはデフォルトのプライベートネットワーク IPアドレスで
ある 172.16.0.0を表示し、このデフォルトをそのまま使用してもよいかどうかを尋
ねます。

9
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プライベートネットワーク IPアドレスを変更するか、そのまま使用します。

■ デフォルトのプライベートネットワーク IPアドレスをそのまま使用し、IPアドレ
ス範囲の変更に進むには、「yes」と入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーは、デフォルトのネットマスクをそのまま使用しても
よいかどうかを尋ねます。次の手順に進み、応答を入力します。

■ デフォルトのプライベートネットワーク IPアドレスを変更するには、次のサブス
テップを実行します。

a. clsetupユーティリティーの、デフォルトのアドレスをそのまま使用してもよ
いかどうかに関する質問に対しては「no」と入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーは、新しいプライベートネットワーク IPアドレスを
入力するプロンプトを表示します。

b. 新しい IPアドレスを入力し、Returnキーを押します。
clsetupユーティリティーはデフォルトのネットマスクを表示し、デフォルト
のネットマスクをそのまま使用してもよいかどうかを尋ねます。

デフォルトのプライベートネットワーク IPアドレス範囲を変更するか、そのまま使
用します。

デフォルトのネットマスクは 255.255.240.0です。このデフォルトの IPアドレス範
囲は、クラスタ内で最大 64のノード、最大 12のゾーンクラスタ、および最大 10の
プライベートネットワークをサポートします。

■ デフォルトの IPアドレス範囲をそのまま使用するには、「yes」と入力し
て、Returnキーを押します。
続いて、次の手順に進みます。

■ IPアドレス範囲を変更するには、次のサブステップを実行します。

a. clsetupユーティリティーの、デフォルトのアドレス範囲をそのまま使用して
もよいかどうかに関する質問に対しては「no」と入力し、Returnキーを押しま
す。

デフォルトのネットマスクを使用しない場合、clsetupユーティリ
ティーは、ユーザーがクラスタで構成する予定のノード、プライベートネット
ワーク、およびゾーンクラスタの数を入力するプロンプトを表示します。

b. クラスタで構成する予定のノード、プライベートネットワーク、およびゾーン
クラスタの数を入力します。

これらの数から、clsetupユーティリティーは 2つの推奨ネットマスクを計算
します。

12
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■ 第一のネットマスクは、ユーザーが指定したノード、プライベートネット
ワーク、およびゾーンクラスタの数をサポートする、最低限のネットマス
クです。

■ 第二のネットマスクは、将来ありうる成長に対応するため、ユーザーが指
定したノード、プライベートネットワーク、およびゾーンクラスタの数の
2倍をサポートします。

c. 計算されたネットマスクのいずれかを指定するか、ノード、プライベート
ネットワーク、およびゾーンクラスタの予定数をサポートする別のネットマス
クを指定します。

更新の継続に関する clsetupユーティリティーの質問に対しては、「yes」と入力し
ます。

完了後 clsetupユーティリティーを終了します。

各ノードを再起動してクラスタに戻します。

a. 各ノードを停止します。
# shutdown -g0 -y

b. 各ノードをクラスタモードで起動します。

■ SPARCベースのシステムでは、次の操作を実行します。
ok boot

■ x86ベースのシステムでは、次の操作を実行します。
GRUBメニューが表示された時点で、適切な Solarisエントリを選択し Enter
キーを押します。GRUBメニューは次のようになっています。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Solaris 10 /sol_10_x86 |

| Solaris failsafe |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

GRUBベースの起動についての詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBを使用して x86システムをブートする (作業マップ)」を参照し
てください。

1つのノードから、clsetupユーティリティーを起動します。
# clsetup

14
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clsetupのメインメニューが表示されます。

すべての無効リソースを再度有効にします。

a. リソースグループのオプションに対応する番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

リソースグループメニューが表示されます。

b. 「リソースを有効化または無効化」というオプションに対応する番号を入力
し、Returnキーを押します。

c. 有効にするリソースを選択し、プロンプトの指示に従います。

d. 無効になっている各リソースに対して、この手順を繰り返します。

e. すべてのリソースが再び有効になったら、 qを入力して「リソースグループメ
ニュー」に戻ります。

各リソースグループをオンラインに戻します。

ノードに非大域ゾーンが含まれる場合は、それらのゾーン内にあるリソースグ
ループもすべてオンラインにします。

a. リソースグループのオンライン/オフライン化、またはスイッチオーバーを行うオ
プションに対応する番号を入力し、Returnキーを押します。

b. プロンプトに従って、各リソースグループを管理状態におき、リソースグループ
をオンラインに戻します。

すべてのリソースグループがオンラインに戻ったら、clsetupユーティリティーを終
了します。

qを入力して各サブメニューを取り消すか、Ctrl-Cを押してください。

既存のクラスタにノードを追加するには、次のいずれかの手順に進みます。
■ 139ページの「追加のグローバルクラスタノードとしてOracle Solaris Clusterソフ
トウェアを構成する (scinstall)」

■ 111ページの「SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする
(JumpStart)」

■ 147ページの「追加のグローバルクラスタノードでOracle Solaris Clusterソフト
ウェアを構成する (XML)」

クラスタノード上に非大域ゾーンを作成するには、249ページの「グローバルクラス
タノード上での非大域ゾーンの設定」に進みます。
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▼ 追加のグローバルクラスタノードとしてOracle
Solaris Clusterソフトウェアを構成する (scinstall)
この手順を実行して、新しいノードを既存のグローバルクラスタに追加します。こ
の手順の代わりに JumpStartを使用して新しいノードを追加するには、111ページ
の「SolarisとOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする (JumpStart)」を
参照してください。

注 –この手順では、対話型の scinstallコマンドを使用します。インストールスクリ
プトを開発するときなど、非対話型の scinstallコマンドを使用する場合
は、scinstall(1M)のマニュアルページを参照してください。

scinstallコマンドを実行する前に、手動またはサイレントモード形式の installer

コマンドを使用して、Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージがノードにイン
ストールされていることを確認してください。 installerプログラムをインストール
スクリプトから実行する方法の詳細については、『Sun Java Enterprise System 5
Update 1 Installation Guide for UNIX』の第 5章「Installing in Silent Mode」を参照してく
ださい。

次の作業を実行します。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするように Solaris OSがインストール
されているか確認します。

Solarisソフトウェアがすでにノード上にインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページ
の「Solarisソフトウェアをインストールする」を参照してください。

■ SPARC: Sun Logical Domains (LDoms)の I/Oドメイン、またはゲストドメインをク
ラスタノードとして構成する場合、各物理マシン上に LDomsソフトウェアがイン
ストールされていることと、ドメインがOracle Solaris Clusterの要件を満たしてい
ることを確認する必要があります。 78ページの「SPARC: Sun Logical Domainsソフ
トウェアをインストールし、ドメインを作成する」を参照してください。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージとパッチがノードにインストールさ
れていることを確認します。80ページの「Oracle Solaris Clusterフレームワークお
よびデータサービスソフトウェアパッケージをインストールする」を参照してく
ださい。

■ クラスタが新しいノードの追加用に準備されていることを確認します。
129ページの「追加のグローバルクラスタノード用にクラスタを準備する」を参
照してください。

始める前に
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■ 使用する scinstallユーティリティーのモードが「通常」または「カスタム」の
どちらであるかを判断します。「通常」を指定したOracle Solaris Clusterソフト
ウェアのインストールでは、scinstallが自動的に次のデフォルト構成を指定し
ます。

コンポーネント デフォルト値

クラスタトランスポートスイッチ switch1および switch2

グローバルデバイスファイルシステム名 /globaldevices (/globaldevicesをマウ
ントする /etc/vfstabのエントリを要
求します )

■ 次の構成計画ワークシートの 1つに必要事項を記入します。計画のガイドライン
については、16ページの「Oracle Solaris OSの計画」および 26ページの「Oracle
Solaris Cluster環境の準備」を参照してください。
■ 「通常」モードのワークシート -「通常」モードを使用して、デフォルト値を
すべて受け入れる場合は、次のワークシートに必要事項を記入します。

コンポーネント 説明/例 答を記入する

スポンサーノード スポンサーノードの名前は何ですか ?

クラスタ内のアクティブなノードをどれか選択

クラスタ名 ノードを追加するクラスタの名前は何ですか ?

確認 cluster check検証ユーティリティーを実行しますか？ Yes | No

クラスタトランス
ポートの自動検出

クラスタトランスポートの構成に自動検出機能を使用しますか ?
使用しない場合は、次の追加情報を指定します。

Yes | No

ポイントツーポイン
トケーブル

クラスタに追加するノードによって、クラスタが 2ノードクラスタにな
りますか ? Yes | No

このクラスタでスイッチを使用しますか ? Yes | No

クラスタスイッチ 使用している場合、2つのスイッチの名前は何ですか ?
デフォルトは次のとおりです。 switch1および switch2

1 2
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

クラスタトランス
ポートアダプタおよ
びケーブル トランスポートアダプタ名:

1 2

各トランスポートアダプタの接続場所 (スイッチまたは別のアダプタ)
デフォルトのスイッチ: switch1および switch2

トランスポートスイッチでデフォルトのポート名を使用しますか ? Yes | No Yes | No

使用しない場合、使用するポートの名前は何ですか ?

自動再起動 scinstallによってインストール後ノードを自動的に再起動しますか ? Yes | No

■ 「カスタム」モードのワークシート -「カスタム」モードを使用して構成
データをカスタマイズする場合は、次のワークシートに必要事項を記入しま
す。

コンポーネント 説明/例 答を記入する

スポンサーノード スポンサーノードの名前は何ですか ?

クラスタ内のアクティブなノードをどれか選択

クラスタ名 ノードを追加するクラスタの名前は何ですか ?

確認 cluster check検証ユーティリティーを実行しますか？ Yes | No

クラスタトランス
ポートの自動検出

クラスタトランスポートの構成に自動検出機能を使用しますか ?
使用しない場合は、次の追加情報を指定します。

Yes | No

ポイントツーポイント
ケーブル

クラスタに追加するノードによって、クラスタが 2ノードクラスタ
になりますか ?

Yes | No

このクラスタでスイッチを使用しますか ? Yes | No

クラスタスイッチ トランスポートスイッチ名 (使用している場合):
デフォルトは次のとおりです。 switch1および switch2

1 2

クラスタトランス
ポートアダプタおよび
ケーブル トランスポートアダプタ名:

1 2

各トランスポートアダプタの接続場所 (スイッチまたは別のアダプ
タ)
デフォルトのスイッチ: switch1および switch2

トランスポートスイッチでデフォルトのポート名を使用しますか ? Yes | No Yes | No

使用しない場合、使用するポートの名前は何ですか ?
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コンポーネント 説明/例 答を記入する

グローバルデバイスの
ファイルシステム

グローバルデバイスのファイルシステムの名前は何ですか ?
デフォルト: /globaldevices

自動再起動 scinstallによってインストール後ノードを自動的に再起動しますか
? Yes | No

これらのガイドラインに従い、次に示す手順で対話式の scinstallユーティリ
ティーを使用します。

■ 対話式 scinstallを使用すると、先行入力が可能になります。したがって、次の
メニュー画面がすぐに表示されなくても、Returnキーを押すのは一度だけにして
ください。

■ 特に指定のある場合を除いて、Control-Dキーを押すと、関連する一連の質問の
最初に戻るか、メインメニューに戻ります。

■ 前のセッションのデフォルトの解凍が、質問の最後に角かっこ ([ ])で囲まれて表
示されます。入力せずに角かっこ内の回答を入力するには、Returnキーを押しま
す。

構成するクラスタノードで、スーパーユーザーになります。

scinstallユーティリティーを起動します。
phys-schost-new# /usr/cluster/bin/scinstall

scinstallのメインメニューが表示されます。

「新しいクラスタの作成またはクラスタノードの追加」というオプションに対応す
る番号を入力し、Returnキーを押します。
*** Main Menu ***

Please select from one of the following (*) options:

* 1) Create a new cluster or add a cluster node

2) Configure a cluster to be JumpStarted from this install server

3) Manage a dual-partition upgrade

4) Upgrade this cluster node

* 5) Print release information for this cluster node

* ?) Help with menu options

* q) Quit

Option: 1

「新しいクラスタとクラスタノード」メニューが表示されます。

「このマシンを既存のクラスタ内にノードとして追加」オプションに対応する番号
を入力し、Returnキーを押します。

1

2

3

4
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メニュープロンプトに従って、構成計画ワークシートから回答を入力します。
scinstallユーティリティーがノードを構成し、クラスタのノードを起動します。

DVD-ROMドライブからDVD-ROMを取り出します。

a. DVD-ROMが使用されていないことを確認し、DVD-ROM上にないディレクトリに移
動します。

b. DVD-ROMを取り出します。
phys-schost# eject cdrom

他のノードでもこの手順を繰り返して、すべての追加ノードの構成が完了するまで
クラスタに追加します。

各ノードでサービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)のマルチ
ユーザーサービスがオンラインになっていることを確認します。
ノードのサービスがまだオンラインでない場合は、次のステップに進む前に状態が
オンラインに変わるまで待ちます。
phys-schost# svcs multi-user-server node
STATE STIME FMRI

online 17:52:55 svc:/milestone/multi-user-server:default

有効なクラスタメンバーから、他のノードがクラスタに参加するのを防ぎます。
phys-schost# claccess deny-all

あるいは、clsetupユーティリティーも使用できます。手順については、『Oracle
Solaris Clusterシステム管理』の「ノードを認証ノードリストに追加する」を参照し
てください。

1つのノードから、すべてのノードがクラスタに参加していることを確認します。
phys-schost# clnode status

出力は次のようになります。

=== Cluster Nodes ===

--- Node Status ---

Node Name Status

--------- ------

phys-schost-1 Online

phys-schost-2 Online

phys-schost-3 Online

詳細は、clnode(1CL)のマニュアルページを参照してください。

必要なパッチがすべてインストールされていることを確認します。
phys-schost# showrev -p
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(省略可能)モニター済の共有ディスクパスがすべて失敗した場合、自動ノード再起動
を有効にします。

a. 自動リブートを有効化します。
phys-schost# clnode set -p reboot_on_path_failure=enabled

-p

設定するプロパティーを指定します。

reboot_on_path_failure=enable

監視される共有ディスクパスすべてに障害が発生する場合、自動ノードリ
ブートを有効化します。

b. ディスクパスの障害発生時の自動リブートが有効になっていることを確認しま
す。
phys-schost# clnode show

=== Cluster Nodes ===

Node Name: node
...

reboot_on_path_failure: enabled

...

高可用性ローカルファイルシステムでOracle Solaris Cluster HA for NFS (HA for NFS)を使
用する場合は、ループバックファイルシステム (LOFS)が無効になっていることを確
認します。

LOFSを無効にするには、クラスタの各ノードの/etc/systemファイルに次のエント
リを追加します。

exclude:lofs

/etc/systemファイルへの変更は、次のシステム再起動後に有効になります。

12
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注 –高可用性ローカルファイルシステムでHA for NFSを使用し、かつ automountdを
実行している場合は、LOFSを有効にすることはできません。 LOFSにより、HA for
NFSでスイッチオーバーの問題が発生する可能性があります。高可用性ローカル
ファイルシステムにHA for NFSを追加することを選択する場合は、次のいずれかの
構成変更を行う必要があります。

ただし、クラスタで非大域ゾーンを構成する場合は、すべてのクラスタノードで
LOFSを有効にする必要があります。高可用性ローカルファイルシステム上のHA for
NFSが LOFSと共存する必要がある場合は、LOFSを無効にする代わりに、ほかのソ
リューションを使用してください。

■ LOFSを無効にします。
■ automountdデーモンを無効にします。
■ HA for NFSからエクスポートされた高可用性ローカルファイルシステムに含まれ
るすべてのファイルをオートマウンタマップから除外します。この選択によ
り、LOFSと automountdデーモンの両方を有効なままにすることができます。

ループバックファイルシステムについては、『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の「ループバックファイルシステム」を参照してください。

追加ノードでのOracle Solaris Clusterソフトウェアの構成

次の例は、クラスタ schostに追加されたノード phys-schost-3を示しています。ス
ポンサーノードは、phys-schost-1です。

*** Adding a Node to an Existing Cluster ***

Fri Feb 4 10:17:53 PST 2005

scinstall -ik -C schost -N phys-schost-1 -A trtype=dlpi,name=qfe2 -A trtype=dlpi,name=qfe3

-m endpoint=:qfe2,endpoint=switch1 -m endpoint=:qfe3,endpoint=switch2

Checking device to use for global devices file system ... done

Adding node "phys-schost-3" to the cluster configuration ... done

Adding adapter "qfe2" to the cluster configuration ... done

Adding adapter "qfe3" to the cluster configuration ... done

Adding cable to the cluster configuration ... done

Adding cable to the cluster configuration ... done

Copying the config from "phys-schost-1" ... done

Copying the postconfig file from "phys-schost-1" if it exists ... done

Copying the Common Agent Container keys from "phys-schost-1" ... done

Setting the node ID for "phys-schost-3" ... done (id=1)

例3–3
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Setting the major number for the "did" driver ...

Obtaining the major number for the "did" driver from "phys-schost-1" ... done

"did" driver major number set to 300

Checking for global devices global file system ... done

Updating vfstab ... done

Verifying that NTP is configured ... done

Initializing NTP configuration ... done

Updating nsswitch.conf ...

done

Adding clusternode entries to /etc/inet/hosts ... done

Configuring IP Multipathing groups in "/etc/hostname.<adapter>" files

Updating "/etc/hostname.hme0".

Verifying that power management is NOT configured ... done

Ensure that the EEPROM parameter "local-mac-address?" is set to "true" ... done

The "local-mac-address?" parameter setting has been changed to "true".

Ensure network routing is disabled ... done

Updating file ("ntp.conf.cluster") on node phys-schost-1 ... done

Updating file ("hosts") on node phys-schost-1 ... done

Rebooting ...

構成の失敗 – 1つ以上のノードをクラスタに結合できなかったり、間違った構成情報
が指定された場合は、まずこの手順の再実行を試みます。それでも問題が修正され
ない場合は、誤った構成の各ノードで 289ページの「インストールの問題を修正する
ためにOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成解除する」の手順を実行して、クラ
スタ構成からそのノードを削除します。Oracle Solaris Clusterソフトウェア
パッケージをアンインストールする必要はありません。それから、この手順をもう
一度実行します。

定足数デバイスを使用する既存のクラスタにノードを追加した場合は、151ページ
の「グローバルクラスタへのノード追加後に定足数デバイスを更新する」に進みま
す。

それ以外の場合は、160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」に
進みます。

注意事項

次の手順
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▼ 追加のグローバルクラスタノードでOracle Solaris
Clusterソフトウェアを構成する (XML)
XMLクラスタ構成ファイルを使用して新規グローバルクラスタノードを構成するに
は、以下の手順を実行します。新しいクラスタは、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフ
トウェアを実行する既存のクラスタから複製できます。

この手順では、次のクラスタ構成要素を構成します。

■ クラスタノードのメンバーシップ
■ クラスタインターコネクト
■ グローバルデバイス

次の作業を実行します。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをサポートするように Solaris OSがインストール
されているか確認します。

Solarisソフトウェアがすでにノード上にインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの必要条件を満たす方法の詳細については、72ページ
の「Solarisソフトウェアをインストールする」を参照してください。

■ SPARC: Sun Logical Domains (LDoms)の I/Oドメイン、またはゲストドメインをク
ラスタノードとして構成する場合、各物理マシン上に LDomsソフトウェアがイン
ストールされていることと、ドメインがOracle Solaris Clusterの要件を満たしてい
ることを確認する必要があります。 78ページの「SPARC: Sun Logical Domainsソフ
トウェアをインストールし、ドメインを作成する」を参照してください。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアパッケージと必要なパッチがノードにインス
トールされていることを確認します。80ページの「Oracle Solaris Clusterフレーム
ワークおよびデータサービスソフトウェアパッケージをインストールする」を参
照してください。

■ クラスタが新しいノードの追加用に準備されていることを確認します。
129ページの「追加のグローバルクラスタノード用にクラスタを準備する」を参
照してください。

クラスタを追加するノード上でOracle Solaris Clusterソフトウェアがまだ構成されてい
ないことを確認します。

a. 作成するノード上でスーパーユーザーになります。

始める前に
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b. 作成するノードでOracle Solaris Clusterソフトウェアがすでに構成されているか調
べます。
phys-schost-new# /usr/sbin/clinfo -n

■ コマンドが失敗する場合は、手順 2に進みます。
Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、ノードでまだ構成されていません。クラ
スタにノードを追加できます。

■ このコマンドでノード ID番号が返される場合は、手順 cに進みます。
Oracle Solaris Cluster 3.2ソフトウェアは、ノードですでに構成されていま
す。別のクラスタにノードを追加する前に、既存のクラスタ構成情報を削除す
る必要があります。

c. 作成するノードを非クラスタモードで起動します。

■ SPARCベースのシステム上で、以下のコマンドを実行します。
ok boot -x

■ x86ベースのシステム上で、次のコマンドを実行します。

i. GRUBメニューで矢印キーを使用して該当する Solarisエントリを選択し、e

と入力してコマンドを編集します。
GRUBメニューは次のようになっています。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| Solaris 10 /sol_10_x86 |

| Solaris failsafe |

| |

+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

GRUBベースの起動についての詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBを使用して x86システムをブートする (作業マップ)」を参
照してください。

ii. ブートパラメータ画面で矢印キーを使用して kernelエントリを選択し、e

と入力してエントリを編集します。

GRUBブートパラメータの画面は、次のような画面です。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| root (hd0,0,a) |

| kernel /platform/i86pc/multiboot |

| module /platform/i86pc/boot_archive |

|+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.
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Press ’b’ to boot, ’e’ to edit the selected command in the

boot sequence, ’c’ for a command-line, ’o’ to open a new line

after (’O’ for before) the selected line, ’d’ to remove the

selected line, or escape to go back to the main menu.

iii. コマンドに -xを追加して、システムが非クラスタモードで起動するように
指定します。
[ Minimal BASH-like line editing is supported. For the first word, TAB

lists possible command completions. Anywhere else TAB lists the possible

completions of a device/filename. ESC at any time exits. ]

grub edit> kernel /platform/i86pc/multiboot -x

iv. Enterキーを押して変更を承諾し、ブートパラメータ画面に戻ります。
画面には編集されたコマンドが表示されます。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| root (hd0,0,a) |

| kernel /platform/i86pc/multiboot -x |

| module /platform/i86pc/boot_archive |

+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press ’b’ to boot, ’e’ to edit the selected command in the

boot sequence, ’c’ for a command-line, ’o’ to open a new line

after (’O’ for before) the selected line, ’d’ to remove the

selected line, or escape to go back to the main menu.-

v. bと入力して、ノードを非クラスタモードで起動します。

注 –カーネル起動パラメータコマンドへのこの変更は、システムを起動す
ると無効になります。次にノードを再起動する際には、ノードはクラスタ
モードで起動します。非クラスタモードで起動するには、上記の手順を実
行してもう一度カーネルのブートパラメータコマンドに -xオプションを追
加してください。

d. Oracle Solaris Clusterソフトウェアを作成するノードから削除します。
phys-schost-new# /usr/cluster/bin/clnode remove

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアを実行するノードを複製する場合は、クラ
スタ構成XMLファイルを作成します。

a. 複製するクラスタノードでスーパーユーザーになります。

b. 既存のノードの構成情報をファイルにエクスポートします。
phys-schost# clnode export -o clconfigfile

-o

出力先を指定します。

2
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clconfigfile
クラスタ構成XMLファイルの名前。指定するファイル名は、既存のファイル
またはコマンドで作成される新規ファイルになります。

詳細は、clnode(1CL)のマニュアルページを参照してください。

c. クラスタ構成XMLファイルを新しいクラスタノードとして構成するノードにコ
ピーします。

作成するノード上でスーパーユーザーになります。

必要に応じてクラスタ構成XMLファイルを変更します。

a. クラスタ構成XMLファイルを編集するために開きます。

■ 既存のノードを複製する場合、clnode exportコマンドで作成したファイルを
開きます。

■ 既存のノードを複製しない場合は、新しいファイルを作成します。
clconfiguration(5CL)のマニュアルページに示した要素の階層に基づいて
ファイルを作成して下さい。このファイルは任意のディレクトリに格納できま
す。

b. XML要素の値を作成するノード構成を反映するように変更します。
クラスタ構成XMLファイルの構造と内容の詳細について
は、clconfiguration(5CL)のマニュアルページを参照してください。

クラスタ構成XMLファイルを確認します。
phys-schost-new# xmllint --valid --noout clconfigfile

新しいクラスタノードを構成します。
phys-schost-new# clnode add -n sponsornode -i clconfigfile

-n sponsornode
既存のクラスタメンバーの名前を新しいノードのスポンサーの役割を果たすよう
に指定します。

-i clconfigfile
入力ソースとして使用するクラスタ構成XMLファイルの名前を指定します。

(省略可能)監視される共有ディスクパスがすべて失敗した場合、自動ノード再起動を
有効にします。

a. 自動リブートを有効化します。
phys-schost# clnode set -p reboot_on_path_failure=enabled
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-p

設定するプロパティーを指定します。

reboot_on_path_failure=enable

監視される共有ディスクパスすべてに障害が発生する場合、自動ノードリ
ブートを有効化します。

b. ディスクパスの障害発生時の自動リブートが有効になっていることを確認しま
す。
phys-schost# clnode show

=== Cluster Nodes ===

Node Name: node
...

reboot_on_path_failure: enabled

...

構成の失敗 – 1つ以上のノードをクラスタに結合できなかったり、間違った構成情報
が指定された場合は、まずこの手順の再実行を試みます。それでも問題が修正され
ない場合は、誤った構成の各ノードで 289ページの「インストールの問題を修正する
ためにOracle Solaris Clusterソフトウェアを構成解除する」の手順を実行して、クラ
スタ構成からそのノードを削除します。Oracle Solaris Clusterソフトウェア
パッケージをアンインストールする必要はありません。それから、この手順をもう
一度実行します。

定足数デバイスを使用する既存のクラスタに新しいノードを追加した場合は、151
ページの「グローバルクラスタへのノード追加後に定足数デバイスを更新する」に
進みます。

それ以外の場合は、160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」に
進みます。

▼ グローバルクラスタへのノード追加後に定足数デ
バイスを更新する
グローバルクラスタにノードを追加したら、共有ディスク、NASデバイス、定足数
サーバー、またはこれらの組み合わせのどれを使用しているかに関わらず、定足数
デバイスの構成情報を更新する必要があります。これを行うには、定足数デバイス
をすべて削除して、グローバルデバイスの名前空間を更新します。必要に応じ
て、使用を継続する定足数デバイスを再構成することもできます。これにより、そ
れぞれの定足数デバイスに新しいノードが登録され、クラスタ内の新しいノード数
に基づいて、定足数デバイスの票数が再計算されます。

新しく構成された SCSI定足数デバイスは、SCSI-3予約に設定されます。

注意事項

次の手順
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追加されたノードへのOracle Solaris Clusterソフトウェアのインストールが完了した
ことを確認します。

クラスタの任意のノードで、スーパーユーザーになります。

クラスタノードがすべてオンラインであることを確認します。
phys-schost# cluster status -t node

現在の定足数構成を表示します。

コマンド出力にそれぞれの定足数デバイスとノードの一覧が表示されます。次の出
力例は、現在の SCSI定足数デバイス d3を示しています。

phys-schost# clquorum list

d3

...

それぞれの定足数デバイスの名前が表示されていることに注意してください。

元の定足数デバイスを削除します。

構成する定足数デバイスごとにこの手順を実行します。

phys-schost# clquorum remove devicename

devicename
定足数デバイスの名前を指定します。

元の定足数デバイスがすべて削除されたことを確認します。

定足数デバイスの削除が成功した場合、定足数デバイスの一覧は表示されません。

phys-schost# clquorum status

グローバルデバイスの名前空間を更新します。
phys-schost# cldevice populate

注 –この手順はノードのパニックを防ぐために必要です。

各ノードで、定足数デバイスを追加する前に cldevice populateコマンドが処理を完
了していることを確認します。

cldevice populateコマンドは、1つのノードからのみ発行されても、リモートから
すべてのノードで実行されます。 cldevice populateコマンドが処理を終了したかど
うかを確認するには、クラスタの各ノードで次のコマンドを実行します。

phys-schost# ps -ef | grep scgdevs

始める前に
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(省略可能)定足数デバイスを追加します。
もともと定足数デバイスとして構成されていたデバイスと同じデバイスを構成する
か、構成する新しい共有デバイスを選択することができます。

a. (省略可能)新しい共有デバイスを選択して、定足数デバイスとして構成する場
合、システムがチェックするすべてのデバイスを表示します。
それ以外の場合は、手順 cに進みます。
phys-schost# cldevice list -v

出力は次のようになります。

DID Device Full Device Path

---------- ----------------

d1 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t0d0

d2 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t6d0

d3 phys-schost-2:/dev/rdsk/c1t1d0

d3 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t1d0

...

b. この出力から、定足数デバイスとして構成する共有デバイスを選択します。

c. この共有デバイスを定足数デバイスとして構成します。
phys-schost# clquorum add -t type devicename

-t type
定足数デバイスの種類を指定します。このオプションを指定しない場合、デ
フォルトの種類である shared_diskが使用されます。

d. 構成する定足数デバイスごとにこの手順を繰り返します。

e. 新しい定足数構成を確認します。
phys-schost# clquorum list

出力には、それぞれの定足数デバイスとノードの一覧が表示されるはずです。

2ノードクラスタへのノードの追加後に SCSI定足数デバイスを更新す
る

次の例では、元の SCSI定足数デバイス d2を特定し、この定足数デバイスを削除
し、使用できる共有デバイスの一覧を表示し、グローバルデバイスの名前空間を更
新し、d3を新しい SCSI定足数デバイスとして構成して、新しいデバイスを検証しま
す。

phys-schost# clquorum list

d2

phys-schost-1

phys-schost-2

9
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phys-schost# clquorum remove d2

phys-schost# clquorum status

...

--- Quorum Votes by Device ---

Device Name Present Possible Status

----------- ------- -------- ------

phys-schost# cldevice list -v

DID Device Full Device Path

---------- ----------------

...

d3 phys-schost-2:/dev/rdsk/c1t1d0

d3 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t1d0

...

phys-schost# cldevice populate

phys-schost# ps -ef - grep scgdevs

phys-schost# clquorum add d3

phys-schost# clquorum list

d3

phys-schost-1

phys-schost-2

160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」に進みます。

▼ 定足数デバイスを構成する

注 –次の場合は定足数デバイスを構成する必要はありません。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアの構成時に自動定足数構成を選択した場合
■ 単一ノードグローバルクラスタをインストールした場合
■ ノードを既存のグローバルクラスタに追加し、十分な定足数投票を割り当て済み
の場合

代わりに、160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」に進みま
す。

次の手順は、新しいクラスタが完全に形成された後に一度だけ実行します。この手
順で定足数投票を割り当て、クラスタのインストールモードを解除します。

■ 定足数サーバーまたはNASデバイスを定足数デバイスとして構成するために次の
準備を実行します。
■ 定足数サーバー –定足数サーバーを定足数デバイスとして構成するには、次を
実行します。
■ 定足数サーバーのホストコンピュータに定足数サーバーソフトウェアをイ
ンストールして、定足数サーバーを起動します。定足数サーバーのインス
トールと起動についての詳細は、66ページの「定足数サーバーソフト
ウェアをインストールおよび構成する」を参照してください。

次の手順

始める前に
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■ クラスタノードに直接接続されているネットワークスイッチが次の基準を
満たすことを確認します。
■ スイッチはRSTP (Rapid Spanning Tree Protocol)をサポートしています。
■ スイッチ上で高速ポートモードが有効になっています。

クラスタノードと定足数サーバー間ですぐに通信できるようにするに
は、これらの機能の 1つが必要です。この通信がスイッチによって大幅に
遅延すると、クラスタはこの通信の中断を定足数デバイスが失われたもの
と解釈します。

■ 次の情報を用意します。
■ 構成された定足数デバイスの名前
■ 定足数サーバーのホストコンピュータの IPアドレス
■ 定足数サーバーのポート番号

■ NASデバイス –ネットワーク接続ストレージ (NAS)デバイスを構成するに
は、次を実行します。
■ NASデバイスのハードウェアとソフトウェアをインストールします。NAS
ハードウェアおよびソフトウェアの要件とインストール手順について
は、『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Network-Attached Storage Device
Manual』およびお使いのデバイスのドキュメントを参照してください。

■ Network Appliance NASデバイスの場合、次の情報も指定します。
■ NASデバイスの名前
■ NASデバイスの LUN ID

次の条件のいずれも適用される場合、各クラスタノード上でパブリックネット
ワークのネットマスクファイルのエントリを修正します。

■ 定足数サーバーを使用する場合。
■ パブリックネットワークが、classless inter domain routing (CIDR)とも称せられる可
変長のサブネットマスキングを使用する場合。

定足数サーバーを使用するが、パブリックネットワークがRFC 791で定義されたよう
にクラスフルサブネットを使用する場合、このステップを実行する必要はありませ
ん。

a. /etc/inet/netmasksファイルにクラスタが使用する各パブリックサブネットのエ
ントリを追加します。
パブリックネットワークの IPアドレスとネットマスクを含むエントリ例は、次の
とおりです。
10.11.30.0 255.255.255.0

b. それぞれの /etc/hostname.adapterファイルに netmask + broadcast +を追加しま
す。
nodename netmask + broadcast +

1
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1つのノードで、スーパーユーザーになります。

クラスタがすべてオンラインであることを確認します。
phys-schost# cluster status -t node

共有ディスクを定足数デバイスとして使用するには、デバイスのクラスタノードへ
の接続を確認し、構成するデバイスを選択します。

a. クラスタの 1つのノードから、システムがチェックするすべてのデバイスの一覧
を表示します。
このコマンドを実行するために、スーパーユーザーとしてログインする必要はあ
りません。
phys-schost-1# cldevice list -v

出力は次のようになります。

DID Device Full Device Path

---------- ----------------

d1 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t0d0

d2 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t6d0

d3 phys-schost-2:/dev/rdsk/c1t1d0

d3 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t1d0

...

b. 出力にクラスタノードとストレージデバイス間のすべての接続が表示されている
ことを確認します。

c. 定足数デバイスとして構成する各共有ディスクのグローバルデバイス ID名を決定
します。

注 –共有ディスクを選択した場合は、その共有ディスクが定足数デバイスとして
使用する権限を持つ必要があります。定足数デバイスの選択の詳細については、
42ページの「定足数デバイス」を参照してください。

手順 aの scdidadmコマンドの出力を使用して、定足数デバイスとして構成する各
共有ディスクのデバイス ID名を識別します。たとえば、手順 aの出力はグローバ
ルデバイス d3が phys-schost-1と phys-schost-2によって共有されていることを
示しています。

SCSIプロトコルをサポートしない共有ディスクを使用する場合は、その共有ディス
クに対してフェンシングが無効になっているか確認してください。

a. 個々のディスクのフェンシング設定が表示されます。
phys-schost# cldevice show device

=== DID Device Instances ===

DID Device Name: /dev/did/rdsk/dN

2

3

4

5
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...

default_fencing: nofencing

...

■ ディスクのフェンシングが nofencingまたは nofencing-noscrubに設定されて
いる場合は、そのディスクのフェンシングは無効化されます。手順 6に進みま
す。

■ ディスクのフェンシングが pathcountまたは scsiに設定されている場合は、そ
のディスクのフェンシングを無効化します。手順 cに進みます。

■ ディスクのフェンシングが globalに設定されている場合は、フェンシングも
グローバルに無効化するかどうかを決定します。手順bに進みます。

代わりに、単に各ディスクのフェンシングを無効化することもできます。これ
により、global_fencingプロパティーにどのような値を設定しても、その
ディスクのフェンシングが上書きされます。手順 cに進んで、各ディスクの
フェンシングを無効化します。

b. フェンシングをグローバルに無効化するかどうかを決定します。
phys-schost# cluster show -t global

=== Cluster ===

Cluster name: cluster
...

global_fencing: nofencing

...

■ グローバルフェンシングが nofencingまたは nofencing-noscrubに設定されて
いる場合は、default_fencingプロパティーが globalに設定されている共有
ディスクのフェンシングが無効化されます。手順 6に進みます。

■ グローバルフェンシングが pathcountまたは prefer3に設定されている場合
は、共有ディスクのフェンシングを無効化します。手順 cに進みます。

注 –各ディスクの default_fencingプロパティーが globalに設定されている場合
は、クラスタ全体の global_fencingプロパティーが nofencingまたは
nofencing-noscrubに設定されている場合にのみ、各ディスクのフェンシングが無
効化されます。global_fencingプロパティーをフェンシングを有効化する値に変
更すると、default_fencingプロパティーが globalに設定されているすべての
ディスクのフェンシングが有効化されます。

c. 共有ディスクのフェンシングを無効化します。
phys-schost# cldevice set \

-p default_fencing=nofencing-noscrub device
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d. 共有ディスクのフェンシングが無効になっていることを確認します。
phys-schost# cldevice show device

clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

「初期クラスタ設定」画面が表示されます。

注 –代わりに「メインメニュー」が表示された場合は、クラスタの初期設定はすでに
正しく行われています。手順 11にスキップします。

「定足数ディスクを追加しますか ?」というプロンプトに答えます。

■ クラスタが 2ノードクラスタの場合、1つ以上の共有定足数デバイスを構成する
必要があります。1つ以上の定足数デバイスを構成するには、「Yes」と入力しま
す。

■ クラスタに 3つ以上のノードがある場合、定足数デバイス構成は省略可能です。

■ 追加の定足数デバイスを構成しない場合は、「No」と入力します。次に、手
順 10にスキップします。

■ 1つ以上の定足数デバイスを構成するには、「Yes」と入力します。次に手
順 8に進みます。

定足数デバイスとして構成するデバイスの種類を指定します。

定足数デバイスの種類 説明

shared_disk 以下の共有 LUN
■ 共有 SCSIディスク
■ Serial Attached Technology Attachment (SATA)ストレージ
■ Sun NAS
■ Sun ZFS Storage Appliance

quorum_server 定足数サーバー

netapp_nas ネットワークアプライアンスNAS

定足数デバイスとして構成するデバイスの名前を指定します。

6

7

8

9
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■

定足数サーバーの場合、次の情報も指定します。

■ 定足数サーバーのホストコンピュータの IPアドレス
■ クラスタノードとやり取りする際に定足数サーバーが使用するポート番号

■

Network Appliance NASデバイスの場合、次の情報も指定します。
■ NASデバイスの名前
■ NASデバイスの LUN ID

「「Install mode」をリセットしますか?」というプロンプトで、「Yes」を入力しま
す。

clsetupユーティリティーによって、クラスタの定足数構成と投票数が設定されたあ
と、「クラスタの初期化は完了しました。」というメッセージが表示されま
す。ユーティリティーは、「メインメニュー」に戻ります。

clsetupユーティリティーを終了します。

定足数構成とインストールモードが無効になっていることを確認します。160ページ
の「定足数構成とインストールモードを確認する」に進みます。

中断された clsetup処理 -定足数設定プロセスが中断されるか、完了に失敗した場合
は、clsetup を再実行してください。

定足投票数の変更 –定足数デバイスに対するノード接続の数をあとで増減させる場
合、定足数が自動的に再計算されることはありません。各定足数デバイスを一度に
1つずつ取り外してもう一度構成に追加することにより、正しい定足数投票をもう一
度確立できます。2ノードクラスタの場合、定足数デバイスを取り外して、もとの定
足数デバイスに戻す前に一時的に新しい定足数デバイスを追加します。次に一時的
に追加した定足数デバイスを取り外します。『Oracle Solaris Clusterシステム管
理』の第 6章「定足数の管理」の「定足数デバイスのノードリストを変更する」手
順を参照してください。

到達不可能な定足数デバイス –クラスタノードで定足数デバイスが到達不可能とい
うメッセージが表示される場合、またはクラスタノードで「CMM: 定足数デバイスを
獲得できません」というエラーメッセージが表示される場合、定足数デバイスまた
は定足数デバイスへのパスに問題がある可能性があります。定足数デバイスおよび
定足数デバイスへのパスが機能していることを確認してください。

引き続き問題が発生する場合、別の定足数デバイスを使用します。また、同じ定足
数デバイスを使用する場合は、定足数のタイムアウトを次のように高い値に増やし
ます。

10

11

次の手順

注意事項
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注 – Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)の場合、25秒というデフォルトの定足
数のタイムアウトは変更しないでください。一部のスプリットブレーンシナリオで
は、タイムアウト時間を長くすると、VIPリソースのタイムアウトが原因でOracle
RAC VIPフェイルオーバーが失敗する可能性があります。使用している定足数デバ
イスがデフォルトの 25秒のタイムアウトに適合しない場合は、別の定足数デバイス
を使用します。

1.スーパーユーザーになります。
2.各クラスタノードで、スーバーユーザーとして /etc/systemファイルを編集し
て、タイムアウトを高い値に設定します。

次の例では、タイムアウトを 700秒に設定します。

phys-schost# vi /etc/system

...

set cl_haci:qd_acquisition_timer=700

3.ノードのどれか 1つでクラスタを停止します。

phys-schost-1# cluster shutdown -g0 -y

4.各ノードを起動してクラスタに戻します。
/etc/systemファイルに対する変更は、再起動後に初期化されます。

▼ 定足数構成とインストールモードを確認する
定数が構成され、そのクラスタイントールモードが無効である場合、定数構成が正
常に完了したことを確認するために、この手順を実行します。

これらのコマンドを実行するために、スーパーユーザーである必要はありません。

任意のグローバルノードから、デバイスとノードの定足数構成を確認します。
phys-schost% clquorum list

出力には、それぞれの定足数デバイスとノードの一覧が表示されます。

任意のモードから、クラスタのインストールモードが無効になっていることを確認
します。
phys-schost% cluster show -t global | grep installmode

installmode: disabled

クラスタのインストールと作成が完了しました。

次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。

1

2

次の手順
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■ プライベートホスト名を変更する場合は、162ページの「プライベートホスト名
を変更する」に進みます。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする前に独自の
/etc/inet/ntp.confファイルをインストールしなかった場合は、NTP構成ファイ
ルをインストールまたは作成します。169ページの「時間情報プロトコル (NTP)
を構成する」に進みます。

■ プライベートインターコネクト上に IPsecを構成する場合、172ページの「クラス
タプライベートインターコネクト上で IPセキュリティーアーキテクチャー (IPSec)
を構成する」に進みます。

■ ボリュームマネージャーをインストールするには、第 4章「Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアの構成」および第 5章「Veritas Volume Managerをインス
トールして構成する」を参照して、ボリューム管理ソフトウェアをインストール
してください。

注 – VxVMを使用するクラスタに新しいノードを追加した場合は、次の作業のう
ちの 1つを実行します。
■ VxVMを当該ノードにインストールします。
■ 当該ノードの /etc/name_to_majorファイルを変更して、VxVMとの共存をサ
ポートするようにします。

209ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアをインストールする」の手順
に従って、これらの必要な作業のうちの 1つを実行します。

■ クラスタファイルシステムを作成するには、225ページの「クラスタファイルシ
ステムを追加する」に進みます。

■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノードに非大域ゾーンを作成する」を参照してください。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。

■ クラスタを稼動させる前に、将来の診断のためにクラスタ構成の基準値レコード
を作成します。178ページの「クラスタ構成の診断データを記録する」に進みま
す。

クラスタ構成のバックアップを取ります。参照
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クラスタ構成のバックアップを保存しておけば、クラスタ構成の回復がより簡単に
なります。詳細は、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「クラスタ構成を
バックアップする」を参照してください。

▼ プライベートホスト名を変更する
次の作業は、Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール中に割り当てられる
デフォルトのプライベートホスト名 (clusternodenodeid-priv)を使用しない場合に実
行します。

注 –この手順は、アプリケーションとデータサービスの構成および起動後には実行し
ないでください。アプリケーションやデータサービスは、名前の変更後も引き続き
古いプライベートホスト名を使用することがあり、この手順を実行するとホスト名
の衝突が発生します。アプリケーションやデータサービスが実行中の場合は、この
手順を実行する前に停止しておいてください。

クラスタの 1つのアクティブなノードで次の手順を実行します。

グローバルクラスタノード上でスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

clsetupのメインメニューが表示されます。

「プライベートホスト名」オプションの番号を入力し、Returnキーを押します。
「プライベートホスト名」メニューが表示されます。

「プライベートホスト名の変更」オプションの番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

プロンプトに従って、プライベートホスト名を変更します。

変更するプライベートホスト名ごとに繰り返します。

プライベートホスト名を確認します。
phys-schost# clnode show -t node | grep privatehostname

privatehostname: clusternode1-priv

privatehostname: clusternode2-priv

privatehostname: clusternode3-priv

次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。

1

2

3

4

5

6

次の手順

新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタノードの確立

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール • 2011年 5月、Revision A162

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24893&id=CLUSTSYSADMINgdsgi
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24893&id=CLUSTSYSADMINgdsgi


■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする前に独自の
/etc/inet/ntp.confファイルをインストールしなかった場合は、NTP構成ファイ
ルをインストールまたは作成します。169ページの「時間情報プロトコル (NTP)
を構成する」に進みます。

■ プライベートインターコネクト上に IPsecを構成する場合、172ページの「クラス
タプライベートインターコネクト上で IPセキュリティーアーキテクチャー (IPSec)
を構成する」に進みます。

■ ボリュームマネージャーをインストールするには、第 4章「Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアの構成」および第 5章「Veritas Volume Managerをインス
トールして構成する」を参照して、ボリューム管理ソフトウェアをインストール
してください。

注 – VxVMを使用するクラスタに新しいノードを追加した場合は、次の作業のう
ちの 1つを実行します。
■ VxVMを当該ノードにインストールします。
■ 当該ノードの /etc/name_to_majorファイルを変更して、VxVMとの共存をサ
ポートするようにします。

209ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアをインストールする」の手順
に従って、これらの必要な作業のうちの 1つを実行します。

■ クラスタファイルシステムを作成するには、225ページの「クラスタファイルシ
ステムを追加する」に進みます。

■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノードに非大域ゾーンを作成する」を参照してください。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。

■ クラスタを稼動させる前に、将来の診断のためにクラスタ構成の基準値レコード
を作成します。178ページの「クラスタ構成の診断データを記録する」に進みま
す。
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ノードでのリソースグループの負荷分散の設定
負荷制限を設定することによって、ノードまたはゾーンのリソースグループの負荷
の自動分散を有効にできます。リソースグループに負荷係数を割り当てると、その
負荷係数はノードの定義済み負荷制限に対応します。

デフォルトの動作では、リソースグループの負荷は使用可能なすべてのノードに均
等に分散されます。各リソースグループは、そのノードリストのノードで起動され
ます。Resource Group Manager (RGM)により、設定された負荷分散ポリシーをもっと
も満たすノードが選択されます。RGMによってリソースグループがノードに割り当
てられると、各ノードのリソースグループの負荷係数が合計され、合計負荷が算出
されます。次に、合計負荷がそのノードの負荷制限と比較されます。

負荷制限は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで設定できます。

各ノードの負荷分散を制御するために設定する要素には、負荷制限、リソースグ
ループの優先順位、およびプリエンプションモードがあります。グローバルクラス
タでは、Concentrate_loadプロパティーを設定して優先される負荷分散ポリシーを
選択できます。これにより、負荷制限を超えずにリソースグループの負荷をできる
だけ少ないノードに集中させたり、使用可能なすべてのノードにできるだけ均等に
負荷を分散させたりすることができます。デフォルトの動作では、リソースグ
ループの負荷は分散されます。各リソースグループは、負荷係数や負荷制限の設定
にかかわらず、ノードリストにあるノードのみに実行が制限されます。

注 –リソースグループの負荷分散を設定するには、コマンド行、Oracle Solaris Cluster
Managerインタフェース、または clsetupユーティリティーを使用します。次の手順
は、clsetupユーティリティーを使用してリソースグループの負荷分散を設定する方
法を示したものです。コマンド行を使用してこれらの手順を実行する手順について
は、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「負荷制限の設定」を参照してくださ
い。

ここでは、次の手順について説明します。

■ 164ページの「ノードの負荷制限を設定する」
■ 166ページの「リソースグループの優先順位を設定する」
■ 167ページの「リソースグループの負荷係数を設定する」
■ 168ページの「リソースグループのプリエンプションモードを設定する」
■ 169ページの「クラスタ内のより少ないノードに負荷を集中させる」

▼ ノードの負荷制限を設定する
各クラスタノードまたはゾーンに、一連の負荷制限をそれぞれ設定することができ
ます。リソースグループに負荷係数を割り当てると、その負荷係数はノードの定義
済み負荷制限に対応します。弱い負荷制限 (超えることができる)または強い負荷制
限 (超えることができない)を設定できます。
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クラスタのアクティブノードの 1つでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

clsetupのメニューが表示されます。

メニュー項目「その他のクラスタ作業 (Other Cluster Tasks)」を選択します。

「その他のクラスタ作業メニュー (Other Cluster Tasks Menu)」が表示されます。

メニュー項目「リソースグループの負荷分散の管理 (Manage Resource Group Load
Distribution)」を選択します。

「リソースグループの負荷分散の管理メニュー (Manage Resource Group Load
Distribution Menu)」が表示されます。

メニュー項目「負荷制限の管理 (Manage Load Limits)」を選択します。

「負荷制限の管理メニュー (Manage load limits Menu)」が表示されます。

yesと入力し、Returnキーを押して続行します。

実行する操作に対応するオプション番号を入力し、Returnキーを押します。

負荷制限の作成、変更、または削除が可能です。

負荷制限の作成を選択した場合は、負荷制限を設定するノードに対応するオプ
ション番号を選択します。

2番目のノードに負荷制限を設定する場合は、2番目のノードに対応するオプション
番号を選択し、Returnキーを押します。負荷制限を設定するすべてのノードを選択
したら、qと入力し、Returnキーを押します。

yesと入力し、Returnキーを押して、手順 8で選択したノードを確認します。

負荷制限の名前を入力し、Returnキーを押します。

たとえば、負荷制限の名前として mem_loadを入力します。

yesまたは noと入力して弱い制限値を指定し、Returnキーを押します。

yesと入力した場合は、弱い制限値を入力し、Enterを押します。

yesまたは noを入力して強い制限値を指定し、Returnキーを押します。

yesと入力した場合は、強い制限値を入力し、Enterを押します。

yesと入力し、Returnキーを押して負荷制限の作成を進めます。
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yesと入力して更新を進め、Returnキーを押します。
選択したノードの弱い負荷制限および強い負荷制限とともに、「コマンドが正常に
完了しました (Command completed successfully)」というメッセージが表示されま
す。Returnキーを押して続行します。

負荷制限は、clsetupユーティリティーのプロンプトに従って、変更または削除でき
ます。

qを入力して前のメニューに戻り、Returnキーを押します。

▼ リソースグループの優先順位を設定する
高い優先度を持つようにリソースグループを設定すると、特定のノードから移動さ
せられる可能性が低くなります。負荷制限を超えた場合は、優先順位の低いリ
ソースグループが強制的にオフラインになることがあります。

クラスタのアクティブノードの 1つでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

clsetupのメニューが表示されます。

メニュー項目「その他のクラスタ作業 (Other Cluster Tasks)」を選択します。
「その他のクラスタ作業メニュー (Other Cluster Tasks Menu)」が表示されます。

メニュー項目「リソースグループの負荷分散の管理 (Manage Resource Group Load
Distribution)」を選択します。
「リソースグループの負荷分散の管理メニュー (Manage Resource Group Load
Distribution Menu)」が表示されます。

メニュー項目「リソースグループごとの優先順位の設定 (Set Priority Per Resource
Group)」を選択します。
「リソースグループの優先順位の設定メニュー (Set the Priority of a Resource Group
Menu)」が表示されます。

yesと入力し、Returnキーを押します。

リソースグループに対応するオプションを入力し、Returnキーを押します。
既存の優先順位値が表示されます。デフォルトの優先順位値は 500です。

新しい優先順位値を入力し、Returnキーを押します。

yesと入力して入力内容を確認し、Returnキーを押します。
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Returnキーを押して前のメニューに戻ります。

「リソースグループの負荷分散の管理メニュー (Manage Resource Group Load
Distribution Menu)」が表示されます。

▼ リソースグループの負荷係数を設定する
負荷係数は、負荷制限で負荷に割り当てる値です。負荷係数はリソースグループに
割り当て、それらの負荷係数はノードの定義済み負荷制限に対応します。

クラスタのアクティブノードの 1つでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

clsetupのメニューが表示されます。

メニュー項目「その他のクラスタ作業 (Other Cluster Tasks)」を選択します。

「その他のクラスタ作業メニュー (Other Cluster Tasks Menu)」が表示されます。

メニュー項目「リソースグループの負荷分散の管理 (Manage Resource Group Load
Distribution)」を選択します。

「リソースグループの負荷分散の管理メニュー (Manage Resource Group Load
Distribution Menu)」が表示されます。

メニュー項目「リソースグループごとの負荷係数の設定 (Set Load Factors Per Resource
Group)」を選択します。

「リソースグループの負荷係数の設定メニュー (Set the load factors of a Resource Group
Menu)」が表示されます。

yesと入力し、Returnキーを押します。

リソースグループのオプション番号を入力し、Returnキーを押します。

希望の負荷係数を入力します。

たとえば、mem_load@50と入力することによって、選択したリソースグループに
mem_loadという負荷係数を設定できます。完了したら、Ctrl-Dを押します。

Returnキーを押して更新を進めます。

Returnキーを押して前のメニューに戻ります。

「リソースグループの負荷分散の管理メニュー (Manage Resource Group Load
Distribution Menu)」が表示されます。
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▼ リソースグループのプリエンプションモードを設定する
preemption_modeプロパティーは、ノードの過負荷が原因でリソースグループが優先
順位の高いリソースグループによってノードからプリエンプトされるかどうかを判
定します。このプロパティーは、あるノードから別のノードへのリソースグループ
の移動のコストを示します。

クラスタのアクティブノードの 1つでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

clsetupのメニューが表示されます。

メニュー項目「その他のクラスタ作業 (Other Cluster Tasks)」を選択します。
「その他のクラスタ作業メニュー (Other Cluster Tasks Menu)」が表示されます。

メニュー項目「リソースグループの負荷分散の管理 (Manage Resource Group Load
Distribution)」を選択します。
「リソースグループの負荷分散の管理メニュー (Manage Resource Group Load
Distribution Menu)」が表示されます。

メニュー項目「リソースグループごとのプリエンプションモードの設定 (Set
Preemption Mode per Resource Group)」を選択します。
「リソースグループのプリエンプションモードの設定メニュー (Set the Preemption
Mode of a Resource Group Menu)」が表示されます。

yesと入力し、Returnキーを押して続行します。

リソースグループのオプション番号を入力し、Returnキーを押します。
リソースグループにプリエンプションモードが設定されている場合、それは次のよ
うに表示されます。

The preemption mode property of "rg11" is currently set to the following: preemption mode: Has_Cost

目的のプリエンプションモードのオプション番号を入力し、Returnキーを押しま
す。

Has_cost、No_cost、Neverの 3つの選択肢があります。

yesと入力して更新を進め、Returnキーを押します。

Returnキーを押して前のメニューに戻ります。
「リソースグループの負荷分散の管理メニュー (Manage Resource Group Load
Distribution Menu)」が表示されます。
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▼ クラスタ内のより少ないノードに負荷を集中させる
Concentrate_loadプロパティーを falseに設定すると、クラスタはリソースグループ
の負荷を使用可能なすべてのノードに均等に分散します。このプロパティーを True

に設定すると、クラスタはリソースグループの負荷を負荷制限を超えずにできるだ
け少ないノードに集中させようとします。デフォルトでは、Concentrate_loadプロ
パティーは Falseに設定されています。グローバルクラスタでは、Concentrate_load

プロパティーのみを設定できます。ゾーンクラスタではこのプロパティーは設定で
きません。ゾーンクラスタでは、デフォルトの設定は常に Falseです。

クラスタのアクティブノードの 1つでスーパーユーザーになります。

clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

clsetupのメニューが表示されます。

メニュー項目「その他のクラスタ作業 (Other cluster tasks)」を選択します。

「その他のクラスタ作業メニュー (Other Cluster Tasks Menu)」が表示されます。

メニュー項目「クラスタの concentrate_loadプロパティーの設定 (Set the
concentrate_load Property of the Cluster)」を選択します。

「クラスタの負荷の集中プロパティーの設定メニュー (Set the Concentrate Load
Property of the Cluster Menu)」が表示されます。

yesと入力し、Returnキーを押します。

現在の値として TRUEまたは FALSEが表示されます。

yesと入力して値を変更し、Returnキーを押します。

yesと入力して更新を進め、Returnキーを押します。

Returnキーを押して前のメニューに戻ります。

「その他のクラスタ作業メニュー (Other Cluster Tasks Menu)」が表示されます。

▼ 時間情報プロトコル (NTP)を構成する

注 – Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする前に独自の
/etc/inet/ntp.confファイルをインストールしてある場合は、この手順を実行する
必要はありません。次の手順を決めます。
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次のいずれかの作業を実行した後でNTP構成ファイルを作成または修正するに
は、この作業を実行します。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする
■ 既存のグローバルクラスタにノードを追加する
■ グローバルクラスタ内のノードのプライベートホスト名を変更する

単一ノードのクラスタにノードを追加した場合、使用するNTP構成ファイルがもと
のクラスタノードおよび新しいノードにコピーされていることを確認します。

クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

独自の /etc/inet/ntp.confファイルがある場合は、そのファイルをクラスタの各
ノードにコピーします。

インストールする /etc/inet/ntp.confファイルがない場合は、
/etc/inet/ntp.conf.clusterファイルをNTP構成ファイルとして使用します。

注 – ntp.conf.clusterファイルの名前を ntp.confに変更してはいけません。

ノード上に /etc/inet/ntp.conf.clusterファイルが存在しない場合、Oracle Solaris
Clusterソフトウェアの初期インストールに /etc/inet/ntp.confファイルが存在する
可能性があります。ノード上に /etc/inet/ntp.confファイルが存在しない場
合、Oracle Solaris ClusterソフトウェアはNTP構成ファイルとして
/etc/inet/ntp.conf.clusterファイルを作成します。この場合、その ntp.conf

ファイルを次のように編集します。

a. 任意のテキストエディタを使用して、クラスタの 1つのノードで、NTP構成
ファイルを編集するために開きます。

b. 各クラスタノードのプライベートホスト名用のエントリが存在することを確認し
ます。

ノードのプライベートホスト名を変更した場合、新しいプライベートホスト名が
NTP構成ファイルに存在することを確認します。

c. 必要であれば、各自のNTP条件に適合するようにNTP構成ファイルを変更しま
す。

d. クラスタ内にあるすべてのノードにNTP構成ファイルをコピーします。

NTP構成ファイルの内容は、すべてのクラスタノードで同じである必要がありま
す。
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各ノードでNTPデーモンを停止します。

各ノードでコマンドが正しく完了するのを待ってから、手順 5に進みます。
phys-schost# svcadm disable ntp

各ノード上で、NTPデーモンを再起動します。

■ ntp.conf.clusterファイルを使用する場合、次のコマンドを実行します。
phys-schost# /etc/init.d/xntpd.cluster start

xntpd.cluster起動スクリプトは最初に、/etc/inet/ntp.confファイルを検索しま
す。

■ ntp.confファイルが存在する場合、スクリプトはNTPデーモンを起動するこ
となくすぐに終了します。

■ ntp.confファイルは存在しないが、ntp.conf.clusterファイルは存在する場
合、スクリプトはNTPデーモンを起動します。この場合、スクリプトは
ntp.conf.clusterファイルをNTP構成ファイルとして使用します。

■ ntp.conf ファイルを使用する場合、次のコマンドを実行します。
phys-schost# svcadm enable ntp

次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。

■ プライベートインターコネクトに IPsecを構成する場合、172ページの「クラスタ
プライベートインターコネクト上で IPセキュリティーアーキテクチャー (IPSec)
を構成する」に進みます。

■ ボリュームマネージャーをインストールするには、第 4章「Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアの構成」および第 5章「Veritas Volume Managerをインス
トールして構成する」を参照して、ボリューム管理ソフトウェアをインストール
してください。

注 – VxVMを使用するクラスタに新しいノードを追加した場合は、次の作業のう
ちの 1つを実行します。
■ VxVMを当該ノードにインストールします。
■ 当該ノードの /etc/name_to_majorファイルを変更して、VxVMとの共存をサ
ポートするようにします。

209ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアをインストールする」の手順
に従って、これらの必要な作業のうちの 1つを実行します。

4

5

次の手順
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■ クラスタファイルシステムを作成するには、225ページの「クラスタファイルシ
ステムを追加する」に進みます。

■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノードに非大域ゾーンを作成する」を参照してください。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。

■ クラスタを稼動させる前に、将来の診断のためにクラスタ構成の基準値レコード
を作成します。178ページの「クラスタ構成の診断データを記録する」に進みま
す。

▼ クラスタプライベートインターコネクト上で IPセ
キュリティーアーキテクチャー (IPSec)を構成する
クラスタインターコネクトに安全なTCP/IP通信を提供するには、clprivnetインタ
フェースに IPセキュリティアーキテクチャー (IPsec)を構成します。

IPsecの詳細については、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』のパート IV「IPセ
キュリティー」と、ipsecconf(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。clprivnetインタフェースの詳細については、clprivnet(7)のマニュアルページ
を参照してください。

IPsecを構成するグローバルクラスタ投票ノードごとに、この手順を実行します。

スーパーユーザーになります。

各ノードで、ノードの clprivnetインタフェースの IPアドレスを決定します。
phys-schost# ifconfig clprivnet0

各ノード上で、 /etc/inet/ipsecinit.confポリシーファイルを構成し、IPsecを使用
するプライベートインターコネクトの IPアドレスの各ペア間にセキュリティーアソ
シエーション (Security Association、SA)を追加します。

1

2

3
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『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPsecで 2つのシステム間のトラ
フィックを保護するには」の手順に従ってください。それに加えて、次のガイドラ
インも参照してください。

■ 対象アドレスの構成パラメータの値が、すべてのパートナーノードで一貫性があ
ることを確認します。

■ 構成ファイルで、独立した行として各ポリシーを構成します。

■ 再起動せずに IPsecを実装するには、「リブートせずに IPsecでトラフィックを保
護する」の手順例に従ってください。

sa uniqueポリシーの詳細については、ipsecconf(1M)マニュアルページを参照してく
ださい。

a. 各ファイルで、IPsecを使用するクラスタ内の各 clprivnetの IPアドレスにエント
リを 1つ追加します。

ローカルノードの clprivnet IPアドレスを含めます。

b. VNICを使用する場合は、VNICで使用される各物理インタフェースの IPアドレスに
もエントリを 1つ追加します。

c. (省略可能)すべてのリンク上でデータのストライプ化を有効にするため、エント
リに sa uniqueポリシーを含めます。

この機能を使用すると、ドライバはクラスタプライベートネットワークの帯域を
最適に利用することができるようになるため、高い分散粒度が実現し、ス
ループットも向上します。clprivnetインタフェースは、トラフィックをストラ
イプ化するため、パケットのセキュリティーパラメータインデックス (Security
Parameter Index、SPI)を使用します。

各ノードで、/etc/inet/ike/configファイルを編集して p2_idletime_secsパラ
メータを設定します。

クラスタトランスポート用に構成されたポリシールールに、このエントリを追加し
ます。この設定により、クラスタノードを再起動したときに再生成されるセキュリ
ティーアソシエーションの時間が指定され、再起動したノードがクラスタを再結合
できる速度が制限されます。値は 30秒が適切です。
phys-schost# vi /etc/inet/ike/config

...

{

label "clust-priv-interconnect1-clust-priv-interconnect2"
...

p2_idletime_secs 30

}

...

4
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次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。

■ ボリュームマネージャーをインストールするには、第 4章「Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアの構成」および第 5章「Veritas Volume Managerをインス
トールして構成する」を参照して、ボリューム管理ソフトウェアをインストール
してください。

注 – VxVMを使用するクラスタに新しいノードを追加した場合は、次の作業のう
ちの 1つを実行します。
■ VxVMを当該ノードにインストールします。
■ 当該ノードの /etc/name_to_majorファイルを変更して、VxVMとの共存をサ
ポートするようにします。

209ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアをインストールする」の手順
に従って、これらの必要な作業のうちの 1つを実行します。

■ クラスタファイルシステムを作成するには、225ページの「クラスタファイルシ
ステムを追加する」に進みます。

■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノードに非大域ゾーンを作成する」を参照してください。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。

再起動しない場合、すべてのハードウェアおよびソフトウェアのインストールと構
成の作業を完了したら、クラスタを確認します。174ページの「クラスタの妥当性を
検査する」に進みます。

▼ クラスタの妥当性を検査する
クラスタのすべての構成を完了したら、cluster checkコマンドを使用して、クラス
タの構成と機能の妥当性を検査します。詳細については、cluster(1CL)のマニュアル
ページを参照してください。

次の手順
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ヒント –今後の参照またはトラブルシューティングが容易になるように、実行する妥
当性の検査ごとに、-o outputdirオプションを使用してログファイルのサブディレク
トリを指定します。既存のサブディレクトリ名を再使用すると、そのサブディレク
トリにある既存のファイルすべてが削除されます。そのため、今後の参照のために
ログファイルを使用できるようにするには、実行するクラスタチェックごとに固有
のサブディレクトリ名を指定します。

ファームウェアやパッチなど、クラスタ内のハードウェアおよびソフトウェアコン
ポーネントすべてのインストールと構成を完了したことを確認します。

各クラスタのノードのスーパーユーザーになります。

最新のチェックがあることを確認します。

My Oracle Supportの「パッチと更新」タブを参照します。詳細検索の場合、製品とし
て「Solaris Cluster」を選択し、「説明」フィールドで「チェック」を指定し
て、チェックを含むOracle Solaris Clusterパッチを検索します。まだクラスタにイン
ストールされていないすべてのパッチを適用します。

基本の妥当性検査を実行します。
# cluster check -v -o outputdir

-v 冗長モード

-o outputdir outputdirサブディレクトリに出力をリダイレクトします。

このコマンドによって、すべての使用可能な基本検査が実行されます。クラスタ機
能には影響はありません。

インタラクティブな妥当性検査を実行します。
# cluster check -v -k interactive -o outputdir

-k interactive 実行するインタラクティブな妥当性検査を指定します。

このコマンドで、すべての使用可能なインタラクティブ検査が実行され、クラスタ
について必要な情報の入力が求められます。クラスタ機能には影響はありません。

機能の妥当性検査を実行します。

a. 非冗長モードですべての使用可能な機能検査一覧が表示されます。
# cluster list-checks -k functional

始める前に

1
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3
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b. どの機能検査が、本稼働環境でクラスタの可用性またはサービスを中断する可能
性がある処理を実行するかを判断してください。

たとえば、機能検査によって、ノードパニックまたは他のノードへのフェイル
オーバーがトリガーされる可能性があります。
# cluster list-checks -v -C checkID

-C checkID 特定の検査を指定します。

c. クラスタの機能を中断するような機能検査を実行する場合、クラスタが本稼働状
態から除外されるようにします。

d. 機能検査を開始します。
# cluster check -v -k functional -C checkid -o outputdir

-k functional 実行する機能の妥当性検査を指定します。

検査の実行に必要な情報を確認し、実行に必要な情報または操作を求めるプロン
プトに入力を行います。

e. 実行する残りの機能検査ごとに、手順 cと手順dを繰り返します。

注 –記録を保存するために、実行する検査ごとに固有の outputdirサブディレクト
リ名を指定します。outputdir名を再利用する場合、新しい検査の出力に
よって、再利用した outputdirサブディレクトリの既存の内容が上書きされます。

インタラクティブな妥当性検査のリスト

クラスタで実行するために使用できるすべてインタラクティブな妥当性検査の例を
以下に示します。出力例に、使用できる検査の例を示します。実際に使用できる検
査は、構成によって異なります。

# cluster list-checks -k interactive

Some checks might take a few moments to run (use -v to see progress)...

I6994574 : (Moderate) Fix for GLDv3 interfaces on cluster transport vulnerability applied?

機能の妥当性検査の実行

まず、次の例は機能検査の詳細なリストを示します。検査 F6968101の詳細な説明が
表示されます。この説明で、検査によってクラスタサービスが中断されることがわ
かります。クラスタは稼働状態ではなくなります。機能検査が実行さ
れ、funct.test.F6968101.12Jan2011サブディレクトリに詳細な出力が記録されま
す。出力例に、使用できる検査の例を示します。実際に使用できる検査は、構成に
よって異なります。

例3–5

例3–6
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# cluster list-checks -k functional

F6968101 : (Critical) Perform resource group switchover

F6984120 : (Critical) Induce cluster transport network failure - single adapter.

F6984121 : (Critical) Perform cluster shutdown

F6984140 : (Critical) Induce node panic

...

# cluster list-checks -v -C F6968101

F6968101: (Critical) Perform resource group switchover

Keywords: SolarisCluster3.x, functional

Applicability: Applicable if multi-node cluster running live.

Check Logic: Select a resource group and destination node. Perform

’/usr/cluster/bin/clresourcegroup switch’ on specified resource group

either to specified node or to all nodes in succession.

Version: 1.2

Revision Date: 12/10/10

Take the cluster out of production

# cluster check -k functional -C F6968101 -o funct.test.F6968101.12Jan2011

F6968101

initializing...

initializing xml output...

loading auxiliary data...

starting check run...

pschost1, pschost2, pschost3, pschost4: F6968101.... starting:

Perform resource group switchover

============================================================

>>> Functional Check <<<

’Functional’ checks exercise cluster behavior. It is recommended that you

do not run this check on a cluster in production mode.’ It is recommended

that you have access to the system console for each cluster node and

observe any output on the consoles while the check is executed.

If the node running this check is brought down during execution the check

must be rerun from this same node after it is rebooted into the cluster in

order for the check to be completed.

Select ’continue’ for more details on this check.

1) continue

2) exit

choice: 1

============================================================
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>>> Check Description <<<

...

Follow onscreen directions

クラスタを稼動させる前に、将来の診断のためにクラスタ構成の基準値レコードを
作成します。178ページの「クラスタ構成の診断データを記録する」に進みます。

▼ クラスタ構成の診断データを記録する
グローバルクラスタの構成が完了したら、本番稼動させる前に、Oracle Explorer
ユーティリティーを使用して、クラスタに関するベースライン情報を記録しま
す。このデータは、将来クラスタの問題を解決する場合に使用できます。

スーパーユーザーになります。

Oracle Explorerソフトウェアがまだインストールされていない場合は、インストール
します。

Services Tools Bundleには、Oracle Explorerパッケージの SUNWexploと SUNWexpluが含ま
れています。ソフトウェアのダウンロードとインストールについては、http://

www.oracle.com/

us/support/systems/premier/services-tools-bundle-sun-systems-163717.htmlを参照
してください。

クラスタ内の各ノードで explorerユーティリティーを実行します。

プラットフォームに適したコマンドを使用します。

サーバー コマンド

Sun Fire 3800潤ｵ 6800 # explorer -i -w default,scextended

Sun Fire V1280および E2900 # explorer -i -w default,1280extended

Sun Fire T1000およびT2000 # explorer -i -w default,Tx000

Sun Fire X4x00およびX8x00 # explorer -i -w default,ipmi

その他すべてのプラット
フォーム

# explorer -i

詳細は、/opt/SUNWexplo/man/man1m/ディレクトリにある explorer (1M)のマニュアル
ページおよび『Oracle Explorer User’s Guide』を参照してください。

explorerの出力ファイルは、/opt/SUNWexplo/output/ディレクトリに
explorer.hostid.hostname-date.tar.gzとして保存されます。

次の手順
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クラスタ全体が停止した場合は、ファイルをアクセスできる場所に保存します。

すべての explorerファイルを電子メールでお住まいの地域のOracle Explorerデータ
ベースのエイリアスに送信します。

Oracle Explorerデータベースは、ユーザーのクラスタの技術的な問題を診断するため
にデータが必要な場合に、ユーザーの explorer出力をOracleの技術サポートが使用
できるようにします。

場所 電子メールアドレス

北米、中米、および南米 (AMER) explorer-database-americas@sun.com

ヨーロッパ、中東、およびアフリカ (EMEA) explorer-database-emea@sun.com

アジア、オーストラリア、ニュージーランド、お
よび太平洋 (APAC)

explorer-database-apac@sun.com

また、FTPまたはHTTPSを使用してOracle Explorerファイルを送信する場合
は、『Oracle Explorer User’s Guide』を参照してください。

4

5

新規グローバルクラスタまたは新規グローバルクラスタノードの確立

第 3章 • グローバルクラスタの確立 179

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/819-6613


180



Solarisボリュームマネージャーソフト
ウェアの構成

この章の手順および54ページの「ボリューム管理の計画」の計画情報に
従って、Solarisボリュームマネージャーソフトウェア用のローカルディスクと多重
ホストディスクを構成してください。詳細については、Solarisボリュームマ
ネージャーのドキュメントを参照してください。

注 – Solaris管理コンソールの拡張ストレージモジュールは、Oracle Solaris Clusterソフ
トウェアと互換性がありません。コマンド行インタフェースまたはOracle Solaris
Clusterユーティリティーを使用して、Solarisボリュームマネージャーソフトウェア
を構成します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 181ページの「Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成」
■ 194ページの「クラスタ内でのディスクセットの作成」
■ 203ページの「二重列メディエータの構成」

Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成
次の表に、Oracle Solaris Cluster構成用の Solarisボリュームマネージャーソフト
ウェアの構成を行う作業を示します。ここに示す順に従って手順を実行します。

表 4–1 作業マップ: Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成

作業 参照先

Solarisボリュームマネージャー構成のレイアウ
トを計画

54ページの「ボリューム管理の計画」

ローカルディスクに状態データベースの複製を
作成

182ページの「状態データベースの複製を作成
するには」
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表 4–1 作業マップ: Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成 (続き)
作業 参照先

(省略可能)ルートディスクのファイルシステム
をミラー化

183ページの「ルートディスクのミラー化」

▼ 状態データベースの複製を作成するには
グローバルクラスタ内の各ノード上で次の手順を実行します。

スーパーユーザーになります。

各クラスタノードの 1つ以上のローカルデバイス上で状態データベースレプリカを
作成します。

使用するスライスを指定するには、デバイス ID名 (dN)ではなく、物理名 (cNtXdY
sZ)を使用してください。
phys-schost# metadb -af slice-1 slice-2 slice-3

ヒント – Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの実行に必要な状態データを保
護するには、各ノードごとに少なくとも 3つの複製を作成します。また、複数のデ
バイスに複製を配置することによって、いずれかのデバイスに障害が発生した場合
に対する保護も提供できます。

詳細については、metadb(1M)のマニュアルページと Solarisボリュームマネージャー
ドキュメントを参照してください。

複製を検査します。
phys-schost# metadb

metadbコマンドは複製の一覧を表示します。

状態データベースの複製の作成

以下に、状態データベースの複製の例を 3つ示します。各複製は、異なるデバイス
上に作成されています。

phys-schost# metadb -af c0t0d0s7 c0t1d0s7 c1t0d0s7

phys-schost# metadb

flags first blk block count

a u 16 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a u 16 8192 /dev/dsk/c0t1d0s7

a u 16 8192 /dev/dsk/c1t0d0s7

ルートディスク上のファイルシステムをミラー化する場合は、183ページの「ルート
ディスクのミラー化」に進みます。
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それ以外の場合は、194ページの「クラスタ内でのディスクセットの作成」に進ん
で、Solarisボリュームマネージャーディスクセットを作成します。

ルートディスクのミラー化
ルートディスクをミラー化することによって、システムディスクの障害のためにク
ラスタノード自体が停止することを防止します。ルートディスクには、4種類の
ファイルシステムを配置できます。ファイルシステムは、各種類ごとに異なる方法
でミラー化します。

各のファイルシステムは、次の手順でミラー化します。

■ 183ページの「ルート (/)ファイルシステムをミラー化する」
■ 186ページの「グローバルデバイス名前空間をミラー化する」
■ 188ページの「マウント解除できないルート (/)以外のファイルシステムをミ
ラー化する」

■ 191ページの「マウント解除できるファイルシステムをミラー化する」

注意 –ローカルディスクをミラー化する場合は、ディスク名を指定する際のパスに
/dev/globalを使用しないでください。クラスタファイルシステム以外にこのパスを
指定すると、システムを起動できなくなります。

▼ ルート (/)ファイルシステムをミラー化する
次の手順を使用し、ルート (/)ファイルシステムをミラー化します。

注 –グローバルデバイス名前空間が lofiが作成されたフィルにある場合、この手順
にはグローバルデバイス名前空間のミラー化を含みます。

スーパーユーザーになります。

ルートスライスを単一スライス(1方向)連結にします。
ルートディスクスライスの物理ディスク名を指定します (cNtXdY sZ)。
phys-schost# metainit -f submirror1 1 1 root-disk-slice

2番目の連結を作成します。
phys-schost# metainit submirror2 1 1 submirror-disk-slice

1つのサブミラーを使用して 1方向のミラーを作成します。
phys-schost# metainit mirror -m submirror1
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注 –このデバイスがグローバルデバイスファイルシステム
/global/.devices/node@nodeidをマウントするのに使用されるローカルのデバイスで
ある場合、このミラーのボリューム名は、クラスタ全体で一意である必要がありま
す。

ルート (/)ディレクトリのシステムファイルを設定します。
phys-schost# metaroot mirror

このコマンドは、ルート (/)ファイルシステムがメタデバイスまたはボリュームに配
置された状態でシステムを起動できるように、/etc/vfstabおよび /etc/system

ファイルを編集します。詳細は、metaroot(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

ファイルシステムをすべてフラッシュします。
phys-schost# lockfs -fa

このコマンドを実行すると、マウントされているすべてのUFSファイルシステム上
で、すべてのトランザクションがログからフラッシュされ、マスターファイルシス
テムに書き込まれます。詳細は、lockfs(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

リソースグループまたはデバイスグループをノードから移動させます。
phys-schost# clnode evacuate from-node

from-node
リソースグループまたはデバイスグループを退避させるノード名を指定します。

ノードをリブートします。
このコマンドは、新しくミラー化されたルート (/)ファイルシステムを再マウントし
ます。
phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

2番目のサブミラーをこのミラーに接続します。
phys-schost# metattach mirror submirror2

詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

ルートディスクのミラー化に使用するディスクが複数のノードに物理的に接続 (マル
チホスト化)されている場合は、そのディスクのフェンシングを無効にします。
デバイスの保護を無効にすると、起動デバイスが複数のノードに接続されている場
合に、不意にノードが起動デバイスに誤って保護される状態を防止できます。
phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing submirror-disk

-p

デバイスのプロパティーを指定します。
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default_fencing=nofencing

指定したデバイスの保護を無効にします。

default_fencingプロパティーの詳細については、cldevice(1CL)のマニュアルページ
を参照してください。

将来使用する場合に備えて、代替起動パスを記録しておきます。
主起動デバイスで起動に失敗した場合は、この代替起動デバイスから起動できま
す。代替起動デバイスについては、『Solarisボリュームマネージャの管
理』の「RAID-1ボリュームの作成」を参照してください。
phys-schost# ls -l /dev/rdsk/root-disk-slice

クラスタ内の残りの各ノードで、手順 1から手順 11までを繰り返します。
グローバルデバイスファイルシステム /global/.devices/node@nodeidがマウントさ
れるミラーのボリューム名はそれぞれ、クラスタ全体で一意になるようにする必要
があります。

ルート(/)ファイルシステムのミラー化

次の例に、パーティション c0t0d0s0上のサブミラー d10とパーティション c2t2d0s0

上のサブミラー d20で構成されているノード phys-schost-1上に、ミラー d0を作成す
る方法を示します。デバイス c2t2d0は多重ホストディスクのため、フェンシングは
無効になります。次の例は、記録用の代替ファイルパスも示しています。

phys-schost# metainit -f d10 1 1 c0t0d0s0

d11: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d20 1 1 c2t2d0s0

d12: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d0 -m d10

d10: Mirror is setup

phys-schost# metaroot d0

phys-schost# lockfs -fa

phys-schost# clnode evacuate phys-schost-1

phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

phys-schost# metattach d0 d20

d0: Submirror d20 is attachedphys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing c2t2d0

phys-schost# ls -l /dev/rdsk/c2t2d0s0

lrwxrwxrwx 1 root root 57 Apr 25 20:11 /dev/rdsk/c2t2d0s0

–> ../../devices/node@1/pci@1f,0/pci@1/scsi@3,1/disk@2,0:a,raw

グローバルデバイスの名前空間 /global/.devices/node@nodeidをミラー化する場合
は、186ページの「グローバルデバイス名前空間をミラー化する」に進みます。

マウント解除できないファイルシステムをミラー化する場合は、188ページの「マウ
ント解除できないルート (/)以外のファイルシステムをミラー化する」に進みます。

ユーザー定義のファイルシステムをミラー化する場合は、191ページの「マウント解
除できるファイルシステムをミラー化する」に進みます。
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それ以外の場合は、194ページの「クラスタ内でのディスクセットの作成」に進ん
で、ディスクセットを作成します。

このミラー化のいくつかの手順において、metainit: dg-schost-1: d1s0: not a

metadeviceのようなエラーメッセージが出力されることがあります。このようなエ
ラーメッセージは危険ではなく、無視してもかまいません。

▼ グローバルデバイス名前空間をミラー化する
次の手順を使用し、グローバルデバイス名前空間 /global/.devices/node@nodeid/を
ミラー化します。

注 –グローバルデバイス名前空間が lofiベースファイル上にある場合、この手順を
使用しないでください。代わりに、 183ページの「ルート (/)ファイルシステムをミ
ラー化する」に進みます。

スーパーユーザーになります。

グローバルデバイス名前空間を単一スライス (1方向)連結にします。
ディスクスライスの物理ディスク名を使用します (cNtXdYsZ)。
phys-schost# metainit -f submirror1 1 1 diskslice

2番目の連結を作成します。
phys-schost# metainit submirror2 1 1 submirror-diskslice

1つのサブミラーを使用して 1方向のミラーを作成します。
phys-schost# metainit mirror -m submirror1

注 –グローバルデバイスファイルシステム /global/.devices/node@nodeidがマウント
されるミラーのボリューム名は、クラスタ内で一意にする必要があります。

2番目のサブミラーをこのミラーに接続します。
このように接続することで、サブミラーの同期が開始されます。
phys-schost# metattach mirror submirror2

/global/.devices/node@nodeidファイルシステム用に /etc/vfstabファイルエントリ
を編集します。
device to mount および device to fsck 列の名前を実際のミラー名に変更してくださ
い。
phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

注意事項
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#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/dsk/mirror /dev/md/rdsk/mirror /global/.devices/node@nodeid ufs 2 no global

クラスタ内の残りの各ノードで、手順 1から手順 6までを繰り返します。

手順 5で開始したミラーの同期が完了するまで待機します。
metastat(1M)コマンドを使用して、ミラー状態を参照し、ミラーの同期が完了して
いることを確認します。
phys-schost# metastat mirror

グローバルデバイス名前空間のミラー化に使用するディスクが複数のノードに物理
的に接続 (マルチホスト化)されている場合は、そのディスクのフェンシングを無効
にします。

デバイスの保護を無効にすると、起動デバイスが複数のノードに接続されている場
合に、不意にノードが起動デバイスに誤って保護される状態を防止できます。
phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing submirror-disk

-p

デバイスのプロパティーを指定します。

default_fencing=nofencing

指定したデバイスの保護を無効にします。

default_fencingプロパティーの詳細については、cldevice(1CL)のマニュアルページ
を参照してください。

グローバルデバイス名前空間のミラー化

次の例に、パーティション c0t0d0s3上のサブミラー d111とパーティション c2t2d0s3

上のサブミラー d121で構成されているミラー d101を作成する方法を示しま
す。/global/.devices/node@1用の /etc/vfstabファイルエントリは、ミラー名 d101

を使用するように更新されます。デバイス c2t2d0は多重ホストディスクのた
め、フェンシングは無効になります。

phys-schost# metainit -f d111 1 1 c0t0d0s3

d111: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d121 1 1 c2t2d0s3

d121: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d101 -m d111

d101: Mirror is setup

phys-schost# metattach d101 d121

d101: Submirror d121 is attached

phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/dsk/d101 /dev/md/rdsk/d101 /global/.devices/node@1 ufs 2 no global

phys-schost# metastat d101
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d101: Mirror

Submirror 0: d111

State: Okay

Submirror 1: d121

State: Resyncing

Resync in progress: 15 % done

...

phys-schost# cldevice show phys-schost-3:/dev/rdsk/c2t2d0

=== DID Device Instances ===

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d2

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t2d0

Full Device Path: phys-schost-3:/dev/rdsk/c2t2d0

...

phys-schost# cldevicegroup show | grep dsk/d2

Device Group Name: dsk/d2

...

Node List: phys-schost-1, phys-schost-3

...

localonly: false

phys-schost# cldevicegroup remove-node -n phys-schost-3 dsk/d2

phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing c2t2d0

ルート (/)以外でマウント解除できないファイルシステムをミラー化する場合は、188
ページの「マウント解除できないルート (/)以外のファイルシステムをミラー化す
る」に進みます。

ユーザー定義のファイルシステムをミラー化する場合は、191ページの「マウント解
除できるファイルシステムをミラー化する」に進みます。

それ以外の場合は、194ページの「クラスタ内でのディスクセットの作成」に進ん
で、ディスクセットを作成します。

このミラー化のいくつかの手順において、metainit:dg-schost-1:d1s0:not a

metadeviceのようなエラーメッセージが出力されることがあります。このようなエ
ラーメッセージは危険ではなく、無視してもかまいません。

▼ マウント解除できないルート (/)以外のファイル
システムをミラー化する
次の手順を使用し、/usr、/opt、swapなどの、通常のシステム使用時にはマウント
解除できないルート (/)以外のファイルシステムをミラー化します。

スーパーユーザーになります。

次の手順

注意事項
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マウント解除できないファイルシステムが存在しているスライスを単一スライス (1
方向)連結にします。
ディスクスライスの物理ディスク名を指定します (cNtXdYsZ)。
phys-schost# metainit -f submirror1 1 1 diskslice

2番目の連結を作成します。
phys-schost# metainit submirror2 1 1 submirror-diskslice

1つのサブミラーを使用して 1方向のミラーを作成します。
phys-schost# metainit mirror -m submirror1

注 –このミラーのボリューム名はクラスタ全体で一意である必要はありません。

ミラー化するマウント解除できない残りの各ファイルシステムで、手順 1から手順 4
までを繰り返します。

各ノードで、ミラー化したマウント解除できない各ファイルシステムの /etc/vfstab

ファイルエントリを編集します。

device to mount および device to fsck 列の名前を実際のミラー名に変更してくださ
い。
phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/dsk/mirror /dev/md/rdsk/mirror /filesystem ufs 2 no global

リソースグループまたはデバイスグループをノードから移動させます。
phys-schost# clnode evacuate from-node

from-node
リソースグループまたはデバイスグループを移動させるノード名を指定します。

ノードをリブートします。
phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

2番目のサブミラーを各ミラーに接続します。
このように接続することで、サブミラーの同期が開始されます。
phys-schost# metattach mirror submirror2

手順 9で開始したミラーの同期が完了するまで待機します。
metastat(1M)コマンドを使用して、ミラー状態を参照し、ミラーの同期が完了して
いることを確認します。
phys-schost# metastat mirror
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マウントできないファイルシステムのミラー化に使用するディスクが複数のノード
に物理的に接続 (マルチホスト化)されている場合は、そのディスクのフェンシング
を無効にします。
デバイスの保護を無効にすると、起動デバイスが複数のノードに接続されている場
合に、不意にノードが起動デバイスに誤って保護される状態を防止できます。
phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing submirror-disk

-p

デバイスのプロパティーを指定します。

default_fencing=nofencing

指定したデバイスの保護を無効にします。

default_fencingプロパティーの詳細については、cldevice(1CL)のマニュアルページ
を参照してください。

マウント解除できないファイルシステムのミラー化

次の例に、ノード phys-schost-1上にミラー d1を作成し、c0t0d0s1上に存在する
/usrをミラー化するための方法を示します。ミラー d1は、パーティション c0t0d0s1

上のサブミラー d11とパーティション c2t2d0s1上のサブミラー d21で構成されてい
ます。/usr用の /etc/vfstabファイルエントリは、ミラー名 d1を使用するように更
新されます。デバイス c2t2d0は多重ホストディスクのため、フェンシングは無効に
なります。

phys-schost# metainit -f d11 1 1 c0t0d0s1

d11: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d21 1 1 c2t2d0s1

d21: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d1 -m d11

d1: Mirror is setup

phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/dsk/d1 /dev/md/rdsk/d1 /usr ufs 2 no global

...

phys-schost# clnode evacuate phys-schost-1

phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

phys-schost# metattach d1 d21

d1: Submirror d21 is attached

phys-schost# metastat d1

d1: Mirror

Submirror 0: d11

State: Okay

Submirror 1: d21

State: Resyncing

Resync in progress: 15 % done

...

phys-schost# cldevice show phys-schost-3:/dev/rdsk/c2t2d0

...

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d2

11
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phys-schost# cldevicegroup show dsk/d2

Device Group Name: dsk/d2

...

Node List: phys-schost-1, phys-schost-3

...

localonly: false

phys-schost# cldevicegroup remove-node -n phys-schost-3 dsk/d2

phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing c2t2d0

ユーザー定義のファイルシステムをミラー化する場合は、191ページの「マウント解
除できるファイルシステムをミラー化する」に進みます。

それ以外の場合は、194ページの「クラスタ内でのディスクセットの作成」に進ん
で、ディスクセットを作成します。

このミラー化のいくつかの手順において、metainit:dg-schost-1:d1s0:not a

metadeviceのようなエラーメッセージが出力されることがあります。このようなエ
ラーメッセージは危険ではなく、無視してもかまいません。

▼ マウント解除できるファイルシステムをミラー化
する
次の手順を使用し、マウント解除できるユーザー定義ファイルシステムをミラー化
します。この手順では、ノードを再起動する必要はありません。

スーパーユーザーになります。

ミラー化するファイルシステムをマウント解除します。
そのファイルシステム上で実行中のプロセスがないことを確認します。
phys-schost# umount /mount-point

詳細は、umount(1M)のマニュアルページおよび『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の第 18章「ファイルシステムのマウントとマウント解除 (手
順)」を参照してください。

マウント解除できるユーザー定義ファイルシステムが存在するスライスを、単一ス
ライス(1方向)連結にします。
ディスクスライスの物理ディスク名を指定します (cNtXdYsZ)。
phys-schost# metainit -f submirror1 1 1 diskslice

2番目の連結を作成します。
phys-schost# metainit submirror2 1 1 submirror-diskslice

1つのサブミラーを使用して 1方向のミラーを作成します。
phys-schost# metainit mirror -m submirror1

次の手順

注意事項
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注 –このミラーのボリューム名はクラスタ全体で一意である必要はありません。

ミラー化するマウント可能な各ファイルシステムで手順 1から手順 5までを繰り返し
ます。

各ノードで、ミラー化した各ファイルシステムの /etc/vfstabファイルエントリを編
集します。
device to mount および device to fsck 列の名前を実際のミラー名に変更してくださ
い。
phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/dsk/mirror /dev/md/rdsk/mirror /filesystem ufs 2 no global

2番目のサブミラーをこのミラーに接続します。
このように接続することで、サブミラーの同期が開始されます。
phys-schost# metattach mirror submirror2

手順 8で開始したミラーの同期が完了するまで待機します。
metastat(1M)コマンドを使用してミラー状態を参照します。
phys-schost# metastat mirror

ユーザー定義のファイルシステムのミラー化に使用するディスクが複数のノードに
物理的に接続 (マルチホスト化)されている場合は、そのディスクのフェンシングを
無効にします。
デバイスの保護を無効にすると、起動デバイスが複数のノードに接続されている場
合に、不意にノードが起動デバイスに誤って保護される状態を防止できます。
phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing submirror-disk

-p

デバイスのプロパティーを指定します。

default_fencing=nofencing

指定したデバイスの保護を無効にします。

default_fencingプロパティーの詳細については、cldevice(1CL)のマニュアルページ
を参照してください。

ミラー化したファイルシステムをマウントします。
phys-schost# mount /mount-point

詳細はmount(1M)のマニュアルページおよび『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の第 18章「ファイルシステムのマウントとマウント解除 (手
順)」を参照してください。
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マウント解除できるファイルシステムのミラー化

次の例に、ミラー d4を作成し、c0t0d0s4上に存在する /exportをミラー化する方法
を示します。ミラー d4は、パーティション c0t0d0s4上のサブミラー d14と
パーティション c2t2d0s4上のサブミラー d24で構成されています。/export用の
/etc/vfstabファイルエントリは、ミラー名 d4を使用するように更新されます。デバ
イス c2t2d0は多重ホストディスクのため、フェンシングは無効になります。

phys-schost# umount /export

phys-schost# metainit -f d14 1 1 c0t0d0s4

d14: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d24 1 1 c2t2d0s4

d24: Concat/Stripe is setup

phys-schost# metainit d4 -m d14

d4: Mirror is setup

phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

# /dev/md/dsk/d4 /dev/md/rdsk/d4 /export ufs 2 no global

phys-schost# metattach d4 d24

d4: Submirror d24 is attached

phys-schost# metastat d4

d4: Mirror

Submirror 0: d14

State: Okay

Submirror 1: d24

State: Resyncing

Resync in progress: 15 % done

...

phys-schost# cldevice show phys-schost-3:/dev/rdsk/c2t2d0

...

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d2

phys-schost# cldevicegroup show dsk/d2

Device Group Name: dsk/d2

...

Node List: phys-schost-1, phys-schost-2

...

localonly: false

phys-schost# cldevicegroup remove-node -n phys-schost-3 dsk/d2

phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing c2t2d0

phys-schost# mount /export

ディスクセットを作成するには、 194ページの「クラスタ内でのディスクセットの作
成」に進みます。あるいは、Oracle Real Application Clustersで使用する複数所有者の
ディスクセットを作成する場合は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real
Application Clustersガイド』の「Oracle RACデータベース用の Solaris Volume Manager
for Sun Cluster複数所有者ディスクセットを作成する」を参照してください。

必要十分なディスクセットを持っている場合は、次のうちの1つに進みます。
■ クラスタに正確に 2つのディスク格納装置と 2つのノードがある場合は、二重列
メディエータを追加する必要があります。203ページの「二重列メディエータの
構成」に進みます。

例4–5
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■ クラスタ構成が二重列メディエータを必要としない場合は、225ページの「クラ
スタファイルシステムを追加する」に進みます。

このミラー化のいくつかの手順において、metainit: dg-schost-1: d1s0: not a

metadeviceのようなエラーメッセージが出力されることがあります。このようなエ
ラーメッセージは危険ではなく、無視してもかまいません。

クラスタ内でのディスクセットの作成
この節では、クラスタ構成向けにディスクセットを作成する方法を説明しま
す。Oracle Solaris Cluster環境で Solarisボリュームマネージャーディスクセットを作
成する場合は、ディスクセットは自動的にタイプ svmのデバイスグループとして
Oracle Solaris Clusterソフトウェアに登録されます。 svmデバイスグループを作成また
は削除するには、Solarisボリュームマネージャーコマンドおよびユーティリ
ティーを使用して、デバイスグループの基盤となるディスクセットを作成または削
除する必要があります。

次の表に、ディスクセットを作成するときに実行する作業を示します。ここに示す
順に従って手順を実行します。

表 4–2 作業マップ: Solarisボリュームマネージャーソフトウェアのインストールと構成

作業 参照先

metasetコマンドを使用してディスクセットを
作成

194ページの「ディスクセットを作成するに
は」

ディスクセットにドライブを追加 197ページの「ディスクセットにドライブを追
加するには」

(省略可能)ディスクセット内のドライブの
パーティションを再分割して、さまざまなスラ
イスに空間を割り当てる

199ページの「ディスクセット内のドライブの
パーティションを再分割する」

デバイス ID擬似デバイスのマッピングを表示
し、/etc/lvm/md.tab ファイルにボリュームを
定義

199ページの「md.tabファイルを作成する」

md.tabファイルを初期化 201ページの「ボリュームを起動する」

▼ ディスクセットを作成するには
この手順を実行して、ディスクセットを作成します。

クラスタの各ノードで devfsadm(1M)コマンドを実行します。
このコマンドは、すべてのノードで同時に実行できます。

注意事項
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クラスタの 1つのノードから、グローバルデバイス名前空間をアップデートしま
す。
phys-schost# cldevice populate

詳細は、cldevice(1CL)のマニュアルページを参照してください。

ディスクセットを作成する前に、各ノードでコマンドが処理を完了したことを確認
します。

このコマンドは、1つのノードからのみ実行されても、リモートからすべてのノード
で実行されます。コマンドが処理を終了したかどうかを確認するには、クラスタの
各ノードで次のコマンドを実行します。
phys-schost# ps -ef | grep scgdevs

作成する予定のディスクセットが次の条件の 1つに適合することを確認します。

■ ディスクセットが正確に 2つのディスク列で構成されている場合、そのディスク
セットは、正確に 2つのノードに接続して、2つまたは 3つのメディエータホスト
を使用する必要があります。これらのメディエータホストには、ディスクセット
を含む格納装置に接続される 2つのホストが含まれている必要があります。二重
列メディエータを構成する方法の詳細については、203ページの「二重列メ
ディエータの構成」を参照してください。

■ ディスク列を 3つ以上構成する場合、任意の 2つのディスク列 S1と S2のディスク
数の合計が 3番目のディスク列 S3のドライブ数よりも多いことを確認します。こ
の条件を式で表すと、count(S1) + count(S2) > count(S3)となります。

ローカル状態データベースの複製が存在することを確認します。

手順については、182ページの「状態データベースの複製を作成するには」を参照し
てください。

ディスクセットをマスターする予定のクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

ディスクセットを作成します。

次のコマンドは、ディスクセットを作成し、そのディスクセットをOracle Solaris
Clusterデバイスグループとして登録します。
phys-schost# metaset -s setname -a -h node1 node2

-s setname

ディスクセット名を指定します。

-a

ディスクセットを追加 (作成)します。

-h node1
ディスクセットをマスターとする主ノードの名前を指定します。
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node2
ディスクセットをマスターとする二次ノードの名前を指定します。

注 –クラスタ上に Solarisボリュームマネージャーデバイスグループを構成する
metasetコマンドを実行すると、デフォルトで 1つの二次ノードが指定されます。デ
バイスグループの二次ノードの希望数は、デバイスグループが作成されたあ
と、clsetupユーティリティーを使用して変更できます。numsecondariesプロパ
ティーを変更する方法の詳細については、『Oracle Solaris Clusterシステム管
理』の「デバイスグループの管理」を参照してください。

複製された Solaris Volume Managerデバイスグループを構成している場合は、そのデ
バイスグループの複製プロパティーを設定します。
phys-schost# cldevicegroup sync device-group-name

データの複製については、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の第 4章「データ複
製のアプローチ」を参照してください。

新しいディスクセットの状態を確認します。
phys-schost# metaset -s setname

必要に応じて、デバイスグループのプロパティーを設定します。
phys-schost# cldevicegroup set -p name=value devicegroup

-p

デバイスグループのプロパティーを指定します。

name
プロパティーの名前を指定します。

value
プロパティーの値または設定を指定します。

devicegroup
デバイスグループの名前を指定します。デバイスグループ名は、ディスクセット
名と同じです。

デバイスグループのプロパティーの詳細については、cldevicegroup(1CL)を参照して
ください。

ディスクセットを作成する

次のコマンドでは、2つのディスクセット dg-schost-1と dg-schost-2が作成さ
れ、ノード phys-schost-1と phys-schost-2が潜在的主ノードとして指定されます。

phys-schost# metaset -s dg-schost-1 -a -h phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost# metaset -s dg-schost-2 -a -h phys-schost-1 phys-schost-2
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ディスクセットにドライブを追加します。197ページの「ディスクセットへのドライ
ブの追加」に進みます。

ディスクセットへのドライブの追加
ディスクセットにドライブを追加すると、ボリューム管理ソフトウェアは、次のよ
うにパーティションを再分割して、ディスクセットの状態データベースをドライブ
に置くことができるようにします。

■ 各ドライブの小さな領域を Solarisボリュームマネージャーソフトウェア用に予約
します。ボリュームの目次 (Volume Table of Contents、VTOC)ラベル付きデバイス
では、スライス 7が使われます。拡張可能ファームウェアインターフェース
(Extensible Firmware Interface、EFI)ラベル付きデバイスでは、スライス 6が使われ
ます。各ドライブの残りの領域は、スライス 0に配置されます。

■ ディスクセットにディスクドライブが追加されると、ターゲットスライスが正し
く構成されていない場合にのみ、ドライブのパーティションが再分割されます。

■ パーティションの再分割によって、ドライブ上の既存のデータはすべて失われま
す。

■ ターゲットスライスがシリンダ 0から始まり、ドライブのパーティションに状態
データベースの複製を格納するための十分な領域がある場合、ドライブの再分割
は行われません。

▼ ディスクセットにドライブを追加するには
ディスクセットが作成済みであることを確認します。手順については、194ページ
の「ディスクセットを作成するには」を参照してください。

スーパーユーザーになります。

DIDマッピングを表示します。
phys-schost# cldevice show | grep Device

■ ディスクセットをマスターする (またはマスターする可能性がある)クラスタ
ノードによって共有されているドライブを選択します。

■ ディスクセットにドライブを追加する際は、/dev/did/rdsk/dNの形式の完全な
DIDデバイス名を使用してください。

次の例では、DIDデバイス /dev/did/rdsk/d3のエントリは、ドライブが
phys-schost-1および phys-schost-2によって共有されていることを示しています。

=== DID Device Instances ===

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d1

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t0d0

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d2

次の手順

始める前に

1

2
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Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t6d0

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d3

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t1d0

Full Device Path: phys-schost-2:/dev/rdsk/c1t1d0

...

ディスクセットの所有者になります。
phys-schost# cldevicegroup switch -n node devicegroup

-n node
デバイスグループの所有権を取得するノードを指定します。

devicegroup
デバイスグループ名を指定します。これはディスクセット名と同じです。

ディスクセットにドライブを追加します。

完全なDIDパス名を使用します。
phys-schost# metaset -s setname -a /dev/did/rdsk/dN

-s setname
デバイスグループ名と同じである、ディスクセット名を指定します。

-a

ディスクセットにドライブを追加します。

注 –ディスクセットにドライブを追加するときは、下位デバイス名 ( cNtX dY)は使
用しないでください。下位レベルデバイス名はローカル名であり、クラスタ全体で
一意ではないため、この名前を使用するとディスクセットがスイッチオーバーでき
なくなる可能性があります。

新しいディスクセットとドライブの状態を検査します。
phys-schost# metaset -s setname

ディスクセットへのドライブの追加

metasetコマンドによって、ディスクドライブ /dev/did/rdsk/d1と /dev/did/rdsk/d2

がディスクセット dg-schost-1に追加されます。

phys-schost# metaset -s dg-schost-1 -a /dev/did/rdsk/d1 /dev/did/rdsk/d2

ボリュームで使用するためにドライブのパーティションを再分割する場合は、199
ページの「ディスクセット内のドライブのパーティションを再分割する」に進みま
す。

それ以外の場合は 199ページの「md.tabファイルを作成する」に進み、md.tabファイ
ルでメタデバイスまたはボリュームを定義します。

3

4

5

例4–7

次の手順

クラスタ内でのディスクセットの作成

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール • 2011年 5月、Revision A198



▼ ディスクセット内のドライブのパーティションを
再分割する
metaset(1M)コマンドは、ディスクセット内のドライブのパーティションを再分割
し、各ドライブの小さな領域を Solarisボリュームマネージャーソフトウェア用に予
約します。ボリュームの目次 (Volume Table of Contents、VTOC)ラベル付きデバイス
では、スライス 7が使われます。拡張可能ファームウェアインターフェース
(Extensible Firmware Interface、EFI)ラベル付きデバイスでは、スライス 6が使われま
す。各ドライブの残りの領域は、スライス 0に配置されます。ドライブの使用効率
を向上させるためには、この手順を使ってディスクのレイアウトを変更して下さ
い。VTOCスライス 1から 6または EFIスライス 1から 5に領域を割り当てること
で、Solarisボリュームマネージャーボリュームを設定するときにこれらのスライス
を使用できるようになります。

スーパーユーザーになります。

formatコマンドを使用し、ディスクセット内の各ドライブのディスク
パーティションを変更します。

ドライブのパーティションを再分割する際は、次の条件を満たすこと
で、metaset(1M)コマンドでドライブのパーティションを再分割できないようにする
必要があります。

■ 状態データベースの複製を維持するのに十分な大きさの、シリンダ 0で始まるス
ライス 7 (VTOCの場合)またはスライス 6 (EFIの場合)を作成します。Solarisボ
リュームマネージャーの管理者ガイドを参照して、使用のバージョンのボ
リューム管理ソフトウェア用の状態データベース複製のサイズを判定します。

■ ターゲットスライスの Flagフィールドを wu (読み書き可能、マウント不可)に設
定します。読み取り専用には設定しないでください。

■ ターゲットスライスがドライブ上のほかのスライスとオーバーラップしないでく
ださい。

詳細については、format(1M)のマニュアルページを参照してください。

md.tabファイルを使って、ボリュームを定義します。199ページの「md.tabファイル
を作成する」に進みます。

▼ md.tabファイルを作成する
クラスタ内の各ノードごとに /etc/lvm/md.tabファイルを作成します。md.tabファイ
ルを使用して、作成したディスクセットの Solarisボリュームマネージャーボ
リュームを定義します。
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注 –ローカルボリュームを使用している場合は、ローカルボリューム名がディスク
セットを構成するために使用されているデバイス ID名と異なることを確認してくだ
さい。たとえば、ディスクセットで /dev/did/dsk/d3というデバイス ID名が使用さ
れている場合は、ローカルボリュームに /dev/md/dsk/d3という名前は使用しないで
ください。この要件は、命名規則 /dev/md/setname/{r}dsk/d#を使用する共有ボ
リュームには適用されません。

スーパーユーザーになります。

md.tabファイルを作成するときの参照用として、DIDマッピングの一覧を表示しま
す。

下位デバイス名 (cN tXdY)の代わりに md.tabファイル内では、完全なDIDデバイス
名を使用してください。DIDデバイス名は、/dev/did/rdsk/dNの形式を取ります。
phys-schost# cldevice show | grep Device

=== DID Device Instances ===

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d1

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t0d0

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d2

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t6d0

DID Device Name: /dev/did/rdsk/d3

Full Device Path: phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t1d0

Full Device Path: phys-schost-2:/dev/rdsk/c1t1d0

...

/etc/lvm/md.tabファイルを作成し、エディタを使用して編集します。

注 –サブミラーに使用するドライブにデータがすでに存在している場合は、ボ
リュームを設定する前にデータのバックアップを作成する必要があります。その
後、データをミラーに復元します。

クラスタ環境内のさまざまなノード上のローカルボリューム間での混乱を避けるた
め、クラスタ全体で各ローカルボリューム名が固有となるような命名規則を使用し
てください。たとえば、ノード 1については、d100から d199の間で名前を選択しま
す。ノード 2については、d200から d299の間の名前を使用します。

md.tabファイルを作成する方法の詳細については、Solarisボリュームマネージャー
ドキュメントおよび md.tab (4)のマニュアルページを参照してください。

md.tabのサンプルファイル

次の md.tabのサンプルファイルでは、dg-schost-1という名前でディスクセットを定
義しています。md.tabファイル内の行の順序は重要ではありません。
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dg-schost-1/d0 -m dg-schost-1/d10 dg-schost-1/d20

dg-schost-1/d10 1 1 /dev/did/rdsk/d1s0

dg-schost-1/d20 1 1 /dev/did/rdsk/d2s0

サンプル md.tabファイルは、次のように構築されています。

1. 先頭行では、デバイス d0をボリューム d10と d20のミラーとして定義していま
す。-mは、このデバイスがミラーデバイスであることを示します。

dg-schost-1/d0 -m dg-schost-1/d0 dg-schost-1/d20

2. 2行目では、d0の最初のサブミラーであるボリューム d10を一方向のストライプ
として定義しています。

dg-schost-1/d10 1 1 /dev/did/rdsk/d1s0

3. 3行目では、d0の 2番目のサブミラーであるボリューム d20を一方向のストライ
プとして定義しています。

dg-schost-1/d20 1 1 /dev/did/rdsk/d2s0

md.tabファイルで定義したボリュームを起動します。201ページの「ボリュームを起
動する」に進みます。

▼ ボリュームを起動する
この手順を実行して、md.tabファイルで定義されている Solarisボリュームマ
ネージャーボリュームを起動します。

スーパーユーザーになります。

md.tabファイルが /etc/lvmディレクトリに置かれていることを確認します。

コマンドを実行するノードで、ディスクセットの所有権を持っていることを確認し
ます。

ディスクセットの所有権を取得します。
phys-schost# cldevicegroup switch -n node devicegroup

-n node
所有権を取得するノードを指定します。

devicegroup
ディスクセット名を指定します。

md.tabファイルで定義されたディスクセットのボリュームを起動します。
phys-schost# metainit -s setname -a

-s setname
ディスクセット名を指定します。

次の手順
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-a

md.tabファイル内のすべてのボリュームを起動します。

クラスタ内のディスクごとに、手順 3から手順 5を繰り返します。
必要に応じて、ドライブに接続できる別のノードから metainit(1M)コマンドを実行
します。クラスタ化ペアトポロジでは、すべてのノードがドライブにアクセスでき
るわけではないため、この手順が必要になります。

ボリュームの状態を確認します。
phys-schost# metastat -s setname

詳細については、metastat(1M)のマニュアルページを参照してください。

(省略可能)あとで参考にするために、ディスクのパーティション分割情報を捕獲して
おきます。
phys-schost# prtvtoc /dev/rdsk/cNtXdYsZ > filename

このファイルをクラスタ外の場所に保存します。ディスク構成を変更する場合
は、このコマンドをもう一度実行して、変更した構成をキャプチャします。ディス
クに障害が発生し、交換が必要な場合は、この上方を使用してディスク
パーティション構成を復元できます。詳細については、prtvtoc(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

(省略可能)クラスタ構成のバックアップを取ります。
クラスタ構成のバックアップを保存しておけば、クラスタ構成の回復がより簡単に
なります。詳細は、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「クラスタ構成を
バックアップする」を参照してください。

md.tabファイル内のボリュームの起動

次の例では、md.tabファイルでディスクセット dg-schost-1で定義されているすべ
てのボリュームを起動します。

phys-schost# metainit -s dg-schost-1 -a

クラスタに正確に 2つのディスク格納装置と 2つのノードがある場合は、二重列メ
ディエータを追加します。203ページの「二重列メディエータの構成」に進みます。

それ以外の場合は、225ページの「クラスタファイルシステムを追加する」に進んで
クラスタファイルシステムを作成します。
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二重列メディエータの構成
この節では、二重列メディエータホストを構成するための情報と手順について説明
します。

1つの「ディスク列」は、ディスク格納装置、その物理ドライブ、格納装置から 1つ
または複数のノードへのケーブル、およびインタフェースアダプタカードで構成さ
れます。二重列ディスクセットには 2つのディスク列のディスクが含まれてお
り、正確に 2つのノードに接続します。 Solarisボリュームマネージャー複製の
ちょうど半分が使用可能なままになっているなど、二重列ディスクセット内の 1つ
のディスク列に障害が発生した場合、ディスクセットは機能を停止します。した
がって、すべての Solarisボリュームマネージャー二重列ディスクセットで二重列メ
ディエータが必要です。メディエータを使用することで、Oracle Solaris Clusterソフ
トウェアは、二重列構成の単一の列に障害が発生した場合に、最新のデータを提示
できるようになります。

二重列メディエータ、またはメディエータホストとは、メディエータデータを格納
するクラスタノードのことです。メディエータデータは、その他のメディエータの
場所に関する情報を提供するもので、データベースの複製に格納されているコ
ミット数と同一のコミット数が含まれています。このコミット数は、メディエータ
データがデータベースの複製内のデータと同期しているかどうかを確認するために
使用されます。

次の表は、二重列メディエータホストを構成するために実行する作業の一覧を示し
てします。ここに示す順に従って手順を実行します。

表 4–3 作業マップ: Solarisボリュームマネージャーソフトウェアのインストールと構成

作業 参照先

二重列メディエータホストを構成します。 203ページの「二重列メディエータの必要条
件」

204ページの「メディエータホストを追加す
る」

メディエータデータの状態を確認します。 205ページの「メディエータデータの状態を確
認する」

必要に応じて、不正なメディエータデータを修
復します。

205ページの「不正なメディエータデータを修
復する」

二重列メディエータの必要条件
メディエータを使用した二重列構成には、次の規則が適用されます。

二重列メディエータの構成
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■ ディスクセットは、2つまたは 3つのメディエータホストで構成する必要があり
ます。このうち 2つのメディエータホストは、ディスクセットに使用されている
ものと同じクラスタノードにする必要があります。 3つ目は、定足数サーバーな
ど、クラスタ内の別のノードや、クラスタのパブリックネットワーク上の非クラ
スタホストであってもかまいません。

■ メディエータは、2つの列と 2つのホストという基準を満たさないディスク
セットでは構成できません。

上記の規則では、クラスタ全体が 2つのノードのみで構成されている必要はありま
せん。この規則の下では、N+1クラスタやその他の多くのトポロジを利用できま
す。

▼ メディエータホストを追加する
構成に二重列メディエータが必要な場合は、以下の手順を実行します。

■ 二重列ディスクセットで 3つ目のメディエータホストを使用し、そのホストでま
だディスクセットが構成されていない場合は、次の手順を実行します。

■ /etc/groupファイルの sysadminグループに、エントリ rootを追加します。

■ 次のコマンドを使用して、ダミーのディスクセットを作成します。

phys-schost-3# metaset -s dummy-diskset-name -a -h hostname

メディエータホストを追加するディスクセットを現在マスターしているノードの
スーパーユーザーになります。

ディスクセットに接続されている各ノードを、そのディスクセットのメディエータ
ホストとして追加します。
phys-schost# metaset -s setname -a -m mediator-host-list

-s setname
ディスクセット名を指定します。

-a

ディスクセットに追加します。

-m mediator-host-list
ディスクセットのメディエータホストとして追加するノードの名前を指定しま
す。

metasetコマンドのメディエータ固有のオプションの詳細については、mediator(7D)
のマニュアルページを参照してください。

始める前に
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メディエータホストの追加

次の例では、ノード phys-schost-1と phys-schost-2をディスクセット dg-schost-1

のメディエータホストとして追加します。必要に応じて、このコマンドを 3回目に
メディエータホストに対して繰り返します。すべてのコマンドはメディエータホス
トを追加するディスクセットをマスターするノードから実行します (この例では
phys-schost-1)。

phys-schost# metaset -s dg-schost-1 -a -m phys-schost-1

phys-schost# metaset -s dg-schost-1 -a -m phys-schost-2

phys-schost# metaset -s dg-schost-1 -a -m phys-schost-3

メディエータデータの状態を確認します。205ページの「メディエータデータの状態
を確認する」に進みます。

▼ メディエータデータの状態を確認する
204ページの「メディエータホストを追加する」の手順に従って、メディエータホス
トを追加したことを確認します。

メディアエータデータの状態を表示します。
phys-schost# medstat -s setname

-s setname
ディスクセット名を指定します。

詳細については、medstat(1M)のマニュアルページを参照してください。

medstat出力の状態フィールドの値がBadになっている場合は、影響のあるメ
ディエータホストを修復します。

205ページの「不正なメディエータデータを修復する」に進みます。

225ページの「クラスタファイルシステムを追加する」に進んでクラスタファイルシ
ステムを作成します。

▼ 不正なメディエータデータを修復する
次の手順を実行し、不正なメディエータデータを修復します。

不正なメディエータデータのあるメディエータホストをすべて特定します。

205ページの「メディエータデータの状態を確認する」を参照してください。

関連するディスクセットを所有しているノードのスーパーユーザーになります。

例4–10

次の手順

始める前に

1

2

次の手順

1

2

二重列メディエータの構成

第 4章 • Solarisボリュームマネージャーソフトウェアの構成 205

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505&id=REFMAN1Mmedstat-1m


関連するすべてのディスクセットから、不正なメディエータデータを持つすべての
メディエータホストを削除します。
phys-schost# metaset -s setname -d -m mediator-host-list

-s setname
ディスクセット名を指定します。

-d

ディスクセットから削除します。

-m mediator-host-list
削除するノードの名前をディスクセットのメディエータホストとして指定しま
す。

手順 3で削除した各メディエータホストを復元します。
phys-schost# metaset -s setname -a -m mediator-host-list

-a

ディスクセットに追加します。

-m mediator-host-list
ディスクセットのメディエータホストとして追加するノードの名前を指定しま
す。

metasetコマンドのメディエータ固有のオプションの詳細については、mediator(7D)
のマニュアルページを参照してください。

次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。
■ クラスタファイルシステムを作成するには、225ページの「クラスタファイルシ
ステムを追加する」に進みます。

■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノードに非大域ゾーンを作成する」を参照してください。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。
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Veritas Volume Managerをインストールし
て構成する

この章の手順および 54ページの「ボリューム管理の計画」の計画情報に
従って、Veritas Volume Manager (VxVM)用のローカルディスクと多重ホストディス
クを構成してください。詳細については、VxVMのドキュメントを参照してくださ
い。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 207ページの「VxVMソフトウェアのインストールと構成」
■ 215ページの「クラスタへのディスクグループの作成」
■ 222ページの「ルートディスクのカプセル化の解除」

VxVMソフトウェアのインストールと構成
この節では、VxVMソフトウェアをOracle Solaris Cluster構成上でインストールして
構成するための情報と手順を紹介します。

次の表に、Oracle Solaris Cluster構成用のVxVMソフトウェアのインストールと構成
において行う作業を示します。ここに示す順に従って手順を実行します。

表 5–1 作業マップ: VxVMソフトウェアのインストールと構成

作業 参照先

VxVM構成のレイアウトを計画 54ページの「ボリューム管理の計画」

(省略可能)各ノード上のルートディスクグ
ループをどのように作成するかを決定

208ページの「ルートディスクグループの設定
の概要」

VxVMソフトウェアをインストール 209ページの「Veritas Volume Managerソフト
ウェアをインストールする」

VxVMインストールドキュメント
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表 5–1 作業マップ: VxVMソフトウェアのインストールと構成 (続き)
作業 参照先

(省略可能)ルートディスクグループを作
成。ルートディスク (UFSのみ)をカプセル化す
るか、ローカルのルート以外のディスク上で
ルートディスクグループを作成できます。

211ページの「SPARC:ルートディスクをカプセ
ル化する」

212ページの「ルート以外のディスクにルート
ディスクグループを作成する」

(省略可能)カプセル化されたルートディスクを
ミラー化

213ページの「カプセル化されたルートディス
クをミラー化する」

ディスクグループを作成します。 215ページの「クラスタへのディスクグループ
の作成」

ルートディスクグループの設定の概要
ルートディスクグループの作成は任意です。ルートディスクグループを作成する予
定がない場合は、209ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアをインストール
する」に進みます。

■ ノードのルートディスクグループへのアクセスは、そのノードだけに限定する必
要があります。

■ 遠隔ノードは、別のノードのルートディスクグループに格納されたデータにはア
クセスできません。

■ cldevicegroupコマンドを使用して、ルートディスクグループをデバイスグ
ループとして登録しないでください。

■ 可能であれば、非共有ディスク上の各ノードごとにルートディスクグループを構
成します。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアでは、次のルートディスクグループの構成方法が
サポートされています。

■ ノードのルートディスクをカプセル化します (UFSのみ) –この方法はルート
ディスクをミラーリングします。これにより、ルートディスクが破損したり、ダ
メージを受けた場合、ブートの代替手段が提供されます。ルートディスクをカプ
セル化するには、2つの空きディスクスライスのほかに、可能であれば、ディス
クの始点または終端に空きシリンダが必要です。

ZFSファイルシステムを使用する場合、ルートディスクをカプセル化できませ
ん。代わりに、ローカルのルート以外のディスク上にルートディスクグループを
構成してください。

■ ローカルのルート以外のディスクの使用 –この方法は、ルートディスクのカプセ
ル化に対する代替手段として使用できます。ノードのルートディスクがカプセル
化されていると、カプセル化されていない場合と比べ、後の作業 (Solaris OSの
アップグレードや障害復旧作業など)が複雑になる可能性があります。このよう
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な複雑さを避けるために、ローカルのルート以外のディスクを初期化またはカプ
セル化してルートディスクグループとして使用できます。

ローカルのルート以外のディスクで作成されたルートディスクグループはその
ノード専用であり、汎用的にアクセスすることも高可用性ディスクグループとし
て使用することもできません。ルートディスクと同様に、ルート以外のディスク
をカプセル化する場合も、 2つの空きディスクスライスのほかに、ディスクの始
点または終端に空きシリンダが必要です。

詳細については、VxVMのインストールドキュメントを参照してください。

▼ Veritas Volume Managerソフトウェアをインス
トールする
次の手順を実行して、VxVMでインストールする各グローバルノードにVeritas
Volume Manager (VxVM)ソフトウェアをインストールします。VxVMは、クラスタの
すべてのノードにインストールすることも、あるいは、VxVMが管理するスト
レージデバイスに物理的に接続されたノードにだけインストールすることもできま
す。

次の作業を実行します。

■ クラスタ内にあるすべてのノードがクラスタモードで動作していることを確認し
ます。

■ インストールに必要なVeritas Volume Manager (VxVM)ライセンスキーを入手しま
す。

■ VxVMのインストールドキュメントを用意します。

VxVMをインストールするクラスタノードでスーパーユーザーになります。

ノードのCD-ROMドライブにVxVM CD-ROMを挿入します。

VxVMインストールガイドの手順に従って、VxVMソフトウェアとライセンスをイン
ストールして構成します。

clvxvmユーティリティーを非対話式モードで実行します。
phys-schost# clvxvm initialize

clvxvmユーティリティーは、必要なインストール後の作業を実行します。clvxvm

ユーティリティーはまた、クラスタ規模の vxioドライバメジャー番号を選択して構
成します。詳細については、clvxvm(1CL)のマニュアルページを参照してください。

SPARC:VxVMクラスタ機能を有効にする場合、クラスタ機能ライセンスキーを指定し
ていない場合は、これを指定します。
ライセンスの追加方法については、VxVMのドキュメントを参照してください。

始める前に
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(省略可能) VxVM GUIをインストールします。

VxVM GUIのインストールの詳細については、VxVMのドキュメントを参照してく
ださい。

CD-ROMを取り出します。

Oracle Solaris ClusterソフトウェアをサポートするためのVxVMパッチをインストール
します。

パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

手順 1から手順 8を繰り返して、追加のノードにVxVMをインストールします。

注 – SPARC: VxVMクラスタ機能を有効にするには、クラスタ内のすべてのノードに
インストールする必要があります。

VxVMで 1つ以上のノードをインストールしない場合は、VxVM以外の各ノード上
で/etc/name_to_majorファイルを変更します。

a. VxVMをインストールしたノード上で、vxioメジャー番号の設定を調べます。
phys-schost# grep vxio /etc/name_to_major

b. VxVMをインストールしないノードでスーパーユーザーになります。

c. /etc/name_to_majorファイルを編集して、vxioメジャー番号をNNN (手順 aで調べ
た番号)に設定するエントリを追加します。
phys-schost# vi /etc/name_to_major

vxio NNN

d. vxioエントリを初期化します。
phys-schost# drvconfig -b -i vxio -m NNN

e. VxVMをインストールしないほかのすべてのノードで、手順 aから手順dまでを繰
り返します。

この作業が終了したとき、クラスタ内にある各ノードで /etc/name_to_major

ファイルの vxioエントリが同じである必要があります。

ルートディスクグループを作成する場合は、211ページの「SPARC:ルートディスクを
カプセル化する」または 212ページの「ルート以外のディスクにルートディスクグ
ループを作成する」に進みます。

それ以外の場合は、手順 12に進みます。

6

7

8

9

10

11

VxVMソフトウェアのインストールと構成

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール • 2011年 5月、Revision A210

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24893&id=CLURNchdhehgf
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24893&id=CLURNchdhehgf


注 –ルートディスクグループの作成は任意です。

VxVMをインストールした各ノードを再起動します。
phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

ルートディスクグループを作成する場合は、211ページの「SPARC:ルートディスク
をカプセル化する」または 212ページの「ルート以外のディスクにルートディスクグ
ループを作成する」に進みます (UFSのみ)。

それ以外の場合は、ディスクグループを作成します。215ページの「クラスタへの
ディスクグループの作成」に進みます。

▼ SPARC:ルートディスクをカプセル化する
この手順を実行して、ルートディスクをカプセル化することでUFSルートディスク
グループを作成します。ルートディスクグループの作成は任意です。詳細について
は、VxVMのドキュメントを参照してください。

注 –ルートディスクがZFSを使用している場合、ローカルのルート以外のディスク上
でルートディスクグループのみを作成できます。ルートディスクグループをルート
以外のディスクに作成する場合は、代わりに、212ページの「ルート以外のディスク
にルートディスクグループを作成する」の手順を実行します。

209ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアをインストールする」で説明さ
れているとおりに、VxVMをインストールしている必要があります。

VxVMでインストールしたノードでスーパーユーザーになります。

UFSルートディスクをカプセル化します。
phys-schost# clvxvm encapsulate

詳細については、clvxvm(1CL)のマニュアルページを参照してください。

この作業をVxVMをインストールしたほかのノードで繰り返します。

カプセル化したルートディスクをミラー化する場合は、213ページの「カプセル化さ
れたルートディスクをミラー化する」に進みます。

それ以外の場合は、215ページの「クラスタへのディスクグループの作成」に進みま
す。

12

次の手順

始める前に

1

2

3

次の手順
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▼ ルート以外のディスクにルートディスクグループ
を作成する
次の手順で、ローカルのルート以外のディスクをカプセル化または初期化すること
によってルートディスクグループを作成します。ルートディスクグループの作成は
任意です。

注 –ルートディスク上にルートディスクグループを作成する際に、ルートディスクが
UFSを使用する場合、代わりに、211ページの「SPARC:ルートディスクをカプセル
化する」の手順を実行してください。

ディスクをカプセル化する場合は、各ディスクに 0シリンダのスライスが少なくと
も 2つあることを確認します。必要に応じて、format(1M)コマンドを使用して、各
VxVMスライスに 0シリンダを割り当てます。

スーパーユーザーになります。

vxinstallユーティリティーを起動します。
phys-schost# vxinstall

vxinstallユーティリティーでプロンプトが表示されたら、次の選択または入力を実
行します。

■ SPARC: VxVMクラスタ機能を有効にする場合は、クラスタ機能のライセンス
キーを入力します。

■ Custom Installationを選択します。
■ 起動ディスクはカプセル化しません。
■ ルートディスクグループに追加する任意のディスクを選択します。
■ 自動再起動は行いません。

作成したルートディスクグループに、複数のノードに接続されているディスクが 1
つ以上含まれている場合は、それらのディスクの保護を無効にする必要がありま
す。

次のコマンドを使って、ルートディスクグループ内の各共有ディスクの保護を無効
にします。
phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing device

-p

デバイスのプロパティーを指定します。

default_fencing=nofencing

指定したデバイスの保護を無効にします。

始める前に
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デバイスの保護を無効にすると、ルートディスクグループが使用しているディスク
が複数のノードに接続されている場合に、不意にノードがそのディスクから誤って
保護される状態を防止できます。

default_fencingプロパティーの詳細については、cldevice(1CL)のマニュアルページ
を参照してください。

ノードからリソースグループまたはデバイスグループを移動させます。
phys-schost# clnode evacuate from-node

from-node
リソースグループまたはデバイスグループを移動させるノード名を指定します。

ノードをリブートします。
phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

vxdiskadmコマンドを使用してルートディスクグループに多重ディスクを追加しま
す。
多重ディスクがあると、ルートディスクグループはディスク障害に対処しやすくな
ります。手順については、VxVMのドキュメントを参照してください。

ディスクグループを作成します。215ページの「クラスタへのディスクグループの作
成」に進みます。

▼ カプセル化されたルートディスクをミラー化する
VxVMをインストールしてルートディスクをカプセル化した後で、カプセル化され
たルートディスクをミラー化するノードごとにこの作業を行なってください。

211ページの「SPARC:ルートディスクをカプセル化する」で説明されているとおり
にルートディスクをカプセル化していることを確認します。

スーパーユーザーになります。

デバイスのリストを表示します。
phys-schost# cldevice list -v

次に出力例を示します。

DID Device Full Device Path

---------- ----------------

d1 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t0d0

d2 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t6d0

d3 phys-schost-2:/dev/rdsk/c1t1d0

d3 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t1d0

5

6
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次の手順
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カプセル化したルートディスクをミラー化します。

VxVMのドキュメントの手順に従ってください。

可用性を最大限に高め、管理を容易にするには、ローカルディスクをミラーとして
使用してください。詳細なガイドラインについては、59ページの「ルートディスク
のミラー化」を参照してください。

注意 –ルートディスクのミラー化に定足数デバイスを使用することは避けてくださ
い。ルートディスクのミラー化に定足数デバイスを使用すると、一定の条件下で
ルートディスクミラーからノードを起動できない可能性があります。

表示ルートディスクをミラー化するために使用するデバイスの rawディスクデバイス
グループのノードリストを表示します。

デバイスグループの名前は、dsk/dNという形式になります (dNはDIDデバイス名)。
phys-schost# cldevicegroup list -v dsk/dN

-v

詳細な出力を表示します。

次に出力例を示します。

Device group Type Node list

------------ ---- ---------

dsk/dN Local_Disk phys-schost-1, phys-schost-3

ノードリストに複数のノード名が含まれている場合、ミラー化したルートディスク
のノードを除くすべてのノードをそのノードリストから削除します。

ルートディスクをミラー化したノードだけが rawディスクデバイスグループの
ノードリストに残るはずです。

phys-schost# cldevicegroup remove-node -n node dsk/dN

-n node
デバイスグループのノードリストから削除するノードを指定します。

複数のノードに接続されている rawディスクデバイスグループ内のすべてのディスク
に対して保護を無効にします。

デバイスの保護を無効にすると、起動デバイスが複数のノードに接続されている場
合に、不意にノードが起動デバイスから誤って保護される状態を防止できます。

phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing device

-p

デバイスプロパティーに値を設定します。

default_fencing=nofencing

指定したデバイスの保護を無効にします。
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default_fencingプロパティーの詳細については、cldevice(1CL)のマニュアルページ
を参照してください。

カプセル化されたルートディスクをミラー化するクラスタノードごとにこの作業を
繰り返します。

カプセル化されたルートディスクのミラー化

次の例は、ノード phys-schost-1のルートディスクに作成されたミラーを示していま
す。このミラーは、ディスク c0t0d0 (rawディスクデバイスグループ名は dsk/d2 )で
作成されています。ディスク c0t0d0は多重ホストディスクであるため、ノード
phys-schost-3がディスクのノードリストから削除され、保護が無効になります。

phys-schost# cldevice list -v

DID Device Full Device Path

---------- ----------------

d2 pcircinus1:/dev/rdsk/c0t0d0

...

Create the mirror by using VxVM procedures
phys-schost# cldevicegroup list -v dsk/d2

Device group Type Node list

------------ ---- ---------

dsk/d2 Local_Disk phys-schost-1, phys-schost-3

phys-schost# cldevicegroup remove-node -n phys-schost-3 dsk/d2

phys-schost# cldevice set -p default_fencing=nofencing c0t0d0

ディスクグループを作成します。215ページの「クラスタへのディスクグループの作
成」に進みます。

クラスタへのディスクグループの作成
この節では、VxVMディスクグループをクラスタに作成する方法について説明しま
す。次の表にOracle Solaris Cluster構成で構成できるVxVMディスクグループの種類
とその特徴を示します。

ディスクグループの種
類 用途

Oracle Solaris
Clusterで登録され
ているか? ストレージ要件

VxVMディスクグ
ループ

フェイルオーバーまたはスケーラブル
データサービス、グローバルデバイ
ス、またはクラスタファイルシステム用
のデバイスグループ

はい 共有ストレージ

VxVMディスクグ
ループ

高可用性でなく、単一ノードに限定され
た用途

いいえ 共有または非共
有ストレージ

7
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ディスクグループの種
類 用途

Oracle Solaris
Clusterで登録され
ているか? ストレージ要件

VxVM共有ディス
クグループ

Oracle Real Application Clusters (VxVMクラ
スタ機能も必要)

いいえ 共有ストレージ

次の表にOracle Solaris Cluster構成でVxVMディスクグループを作成するために実行
する作業を示します。ここに示す順に従って手順を実行します。

表 5–2 作業マップ: VxVMディスクグループの作成

作業 参照先

ディスクグループとボリュームを作成 216ページの「ディスクグループを作成する」

ローカルでなく、VxVMクラスタ機能を使用し
ないディスクグループをOracle Solaris Clusterデ
バイスグループとして登録

218ページの「ディスクグループを登録する」

必要であれば、新しいマイナー番号を割り当て
て、ディスクデバイスグループ間のマイナー番
号の衝突を解決

219ページの「デバイスグループに新しいマイ
ナー番号を割り当てる」

ディスクグループとボリュームを確認 220ページの「ディスクグループの構成を確認
する」

▼ ディスクグループを作成する
次の手順で、VxVMディスクグループとボリュームを作成します。

この手順は、追加するディスクグループを構成するディスクに物理的に接続されて
いるノードから実行します。

次の作業を実行します。

■ ストレージディスクドライブをマッピングします。記憶装置の初期設置を実行す
る場合は、『Oracle Solaris Cluster Hardware Administration Collection』の該当する
マニュアルを参照してください。

■ 次の構成計画ワークシートに必要事項を記入します。
■ 301ページの「ローカルファイルシステム配置のワークシート」
■ 305ページの「デバイスグループ構成のワークシート」
■ 307ページの「ボリューム管理ソフトウェア構成のワークシート」

計画を行う際のガイドラインについては、54ページの「ボリューム管理の計
画」を参照してください。

始める前に
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■ ルートディスクグループを作成していない場合は、209ページの「Veritas Volume
Managerソフトウェアをインストールする」の手順 12で説明されているとおり
に、VxVMをインストールした各ノードを再起動している必要があります。

ディスクグループを所有するノードのスーパーユーザーになります。

VxVMディスクグループとボリュームを作成します。
次の注意事項を守ってください。

■ SPARC:Oracle Real Application Clustersをインストールしている場合は、VxVMのク
ラスタ機能を使用して、共有VxVMディスクグループを作成してくださ
い。『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイ
ド』の「Oracle RACデータベース用のVxVM共有ディスクグループを作成す
る」と『Veritas Volume Manager管理者リファレンスガイド』のガイドラインと手
順に従ってください。

■ このソフトウェアをインストールしない場合は、VxVMのドキュメントで説明さ
れている標準の手順を使用してVxVMディスクグループを作成してください。

注 –ダーティーリージョンログ (DRL)を使用すると、ノードに障害が発生した場合の
ボリューム回復時間を短縮できます。ただし、DRLを使用すると I/Oスループット
が低下することがあります。

ローカルグループの場合、localonlyプロパティーを設定して、単一ノードをディス
クグループのノードリストに追加します。

注 –ローカルのみに構成されたディスクグループは、高可用性またはグローバルにア
クセス可能ではありません。

a. clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

b. メニュー項目「デバイスグループとボリューム」を選択します。

c. メニュー項目「VxVMディスクグループのローカルディスクグループとしての設
定」を選択します。

d. 指示に従って、localonlyプロパティーを設定し、専用でディスクグループをマ
スターする単一ノードを指定します。

任意の時点でディスクグループをマスターできるのは、1つのノードだけで
す。あとで、マスターするように構成されたノードを変更できます。

e. 完了後 clsetupユーティリティーを終了します。
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次の手順を決めます。
■ SPARC:VxVMクラスタ機能が有効になっている場合は、220ページの「ディスク
グループの構成を確認する」に進みます。

■ ローカルでないディスクグループを作成し、VxVMクラスタ機能が有効でない場
合は、ディスクグループをOracle Solaris Clusterデバイスグループとして登録しま
す。218ページの「ディスクグループを登録する」に進みます。

■ ローカルディスクグループだけを作成した場合は、220ページの「ディスクグ
ループの構成を確認する」に進みます。

▼ ディスクグループを登録する
VxVMクラスタ機能が有効でない場合は、次の手順を実行して、ローカルでない
ディスクグループをOracle Solaris Clusterデバイスグループとして登録します。

注 – SPARC:VxVMクラスタ機能が有効であるか、ローカルディスクグループを作成し
た場合は、この手順を実行しないでください。代わりに、220ページの「ディスクグ
ループの構成を確認する」に進みます。

各クラスタのノードのスーパーユーザーになります。

グローバルディスクグループをOracle Solaris Clusterデバイスグループとして登録しま
す。

a. clsetupユーティリティーを起動します。
phys-schost# clsetup

b. メニュー項目「デバイスグループとボリューム」を選択します。

c. メニュー項目「VxVMディスクグループのローカルディスクグループとしての設
定」を選択します。

d. 指示に従って、Oracle Solaris Clusterデバイスグループとして登録するVxVMディス
クグループを指定します。

e. 完了後 clsetupユーティリティーを終了します。

f. 各ローカルディスクグループをデポートし、もう一度インポートします。
phys-schost# vxdg deport diskgroup
# vxdg import dg

g. 各ローカルディスクグループを再起動します。
phys-schost# vxvol -g diskgroup startall

次の手順
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h. 各ローカルディスクグループのローカルのみの状態を確認します。
ディスクグループのフラグのプロパティーの値が nogdlであれば、ディスクグ
ループはローカルのみのアクセス用に正しく構成されています。
phys-schost# vxdg list diskgroup | grep flags

flags: nogdl

ディスクデバイスグループが登録されたことを確認します。

次のコマンドを実行して表示される新しいディスクのディスクデバイス情報を検索
します。
phys-schost# cldevicegroup status

220ページの「ディスクグループの構成を確認する」に進みます。

スタックオーバーフロー –デバイスグループをオンラインにしたときにスタックが
オーバーフローする場合、スレッドのスタックサイズのデフォルト値が不十分な可
能性があります。各ノードで、/etc/systemファイルに set

cl_haci:rm_thread_stacksize=0xsizeエントリを追加します (sizeはデフォルト設定
で、8000を超えます)。

構成の変更 – VxVMデバイスグループまたはそのボリュームの構成情報を変更する
場合は、clsetupユーティリティーを使用して構成の変更を登録する必要がありま
す。登録が必要な構成変更とは、ボリュームの追加または削除や、既存ボリューム
のグループ、所有者、またはアクセス権の変更です。VxVMデバイスグループに対
する構成の変更を登録する手順については、『Oracle Solaris Clusterシステム管
理』の「デバイスグループの管理」を参照してください。

▼ デバイスグループに新しいマイナー番号を割り当
てる
マイナー番号が他のディスクグループと衝突してデバイスグループの登録が失敗す
る場合、新しいディスクグループに未使用の新しいマイナー番号を割り当てる必要
があります。この作業を実行して、ディスクグループにマイナー番号を割り当てな
おしてください。

各クラスタのノードのスーパーユーザーになります。

使用中のマイナー番号を確認します。
phys-schost# ls -l /global/.devices/node@1/dev/vx/dsk/*

1000の倍数で使用されていない値を、ディスクグループのベースとなるマイナー番
号として選択します。

3
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ディスクグループにベースとなるマイナー番号を割り当てます。
phys-schost# vxdg reminor diskgroup base-minor-number

デバイスグループに新しいマイナー番号を割り当てる

次の例は、マイナー番号 16000 - 16002と 4000 - 4001が使用されていることを示して
います。vxdg reminorコマンドを実行すると、基本マイナー番号 5000を使用するよ
うに、新しいデバイスグループのマイナー番号を再設定します。

phys-schost# ls -l /global/.devices/node@1/dev/vx/dsk/*

/global/.devices/node@1/dev/vx/dsk/dg1

brw------- 1 root root 56,16000 Oct 7 11:32 dg1v1

brw------- 1 root root 56,16001 Oct 7 11:32 dg1v2

brw------- 1 root root 56,16002 Oct 7 11:32 dg1v3

/global/.devices/node@1/dev/vx/dsk/dg2

brw------- 1 root root 56,4000 Oct 7 11:32 dg2v1

brw------- 1 root root 56,4001 Oct 7 11:32 dg2v2

phys-schost# vxdg reminor dg3 5000

ディスクグループをOracle Solaris Clusterデバイスグループとして登録します。
218ページの「ディスクグループを登録する」に進みます。

▼ ディスクグループの構成を確認する
この手順はクラスタの各ノード上で行なってください。

スーパーユーザーになります。

ディスクグループのリストを表示します。
phys-schost# vxdisk list

デバイスグループのリストを表示します。
phys-schost# cldevicegroup list -v

すべてのディスクグループが正しく構成されていることを確認します。

次の要件が満たされていることを確認します。

■ ルートディスクグループにローカルディスクだけが含まれていること。
■ すべてのディスクグループおよびローカルのディスクグループが現在の主ノード
だけにインポートされていること。

すべてのボリュームが起動していることを確認します。
phys-schost# vxprint

4
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すべてのディスクグループがOracle Solaris Clusterデバイスグループとして登録さ
れ、オンラインであることを確認します。
phys-schost# cldevicegroup status

出力には、ローカルディスクグループは表示されないはずです。

(省略可能)あとで参考にするために、ディスクのパーティション分割情報を捕獲して
おきます。
phys-schost# prtvtoc /dev/rdsk/cNtXdYsZ > filename

このファイルをクラスタ外の場所に保存します。ディスク構成を変更する場合
は、このコマンドをもう一度実行して、変更した構成をキャプチャします。ディス
クに障害が発生し、交換が必要な場合は、この上方を使用してディスク
パーティション構成を復元できます。詳細については、prtvtoc(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

(省略可能)クラスタ構成のバックアップを取ります。

クラスタ構成のバックアップを保存しておけば、クラスタ構成の回復がより簡単に
なります。詳細は、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「クラスタ構成を
バックアップする」を参照してください。

VxVMディスクグループ管理のガイドライン

Oracle Solaris Cluster構成でVxVMディスクグループを管理する場合、次のガイドラ
インに従ってください。

■ VxVMデバイスグループ –デバイスグループとして登録されたVxVMディスクグ
ループはOracle Solaris Clusterソフトウェアによって管理されます。ディスクグ
ループをデバイスグループとして登録したあとは、VxVMコマンドを使用して
VxVMディスクグループをインポートまたはデポートしないでください。デバイ
スグループのインポートやデポートは、すべてOracle Solaris Clusterソフトウェア
で処理できます。デバイスグループの管理手順については、『Oracle Solaris
Clusterシステム管理』の「デバイスグループの管理」を参照してください。

■ ローカルディスクグループ –ローカルのVxVMディスクグループは、Oracle
Solaris Clusterソフトウェアで管理されません。非クラスタシステムで行なってい
るように、VxVMコマンドを使用して、ローカルのディスクグループを管理して
ください。

cldevicegroup statusコマンドの出力にローカルのディスクグループが含まれる場
合、表示されたディスクグループはローカルのみのアクセス用に正しく構成されて
いません。216ページの「ディスクグループを作成する」に戻って、ローカルの
ディスクグループを再構成してください。
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次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。
■ クラスタファイルシステムを作成するには、225ページの「クラスタファイルシ
ステムを追加する」に進みます。

■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノードに非大域ゾーンを作成する」を参照してください。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。

ルートディスクのカプセル化の解除
この節では、Oracle Solaris Cluster構成でルートディスクのカプセル化を解除する方
法を説明します。

▼ ルートディスクのカプセル化を解除する
この作業は、ルートディスクのカプセル化を解除する場合に行なってください。

次の作業を実行します。

■ ルートディスク上に、Solarisルートファイルシステムだけが存在することを確認
してください。Solarisルートファイルシステムとは、ルート (/)、スワップ、グ
ローバルデバイス名前空間、/usr、/var、/opt、/homeです。

■ Solarisルートファイルシステム以外のファイルシステムがルートディスクに存在
する場合は、それらのファイルシステムをバックアップしたあとで、ルート
ディスクから削除します。

カプセル化を解除するノード上でスーパーユーザーになります。

ノードからリソースグループとデバイスグループをすべて退避させます。
phys-schost# clnode evacuate from-node

from-node
リソースグループまたはデバイスグループを移動させるノード名を指定します。

次の手順

始める前に
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ノード ID番号を確認します。
phys-schost# clinfo -n

このノードのグローバルデバイスファイルシステムのマウントを解除します (N
は、手順 3で戻されたノード ID番号です)。
phys-schost# umount /global/.devices/node@N

/etc/vfstabファイルを表示し、どのVxVMボリュームがグローバルデバイスファイ
ルシステムに対応しているかを確認します。
phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

#NOTE: volume rootdiskxNvol (/global/.devices/node@N) encapsulated

#partition cNtXdYsZ

ルートディスクグループから、グローバルデバイスファイルシステムに対応する
VxVMボリュームを削除します。
phys-schost# vxedit -g rootdiskgroup -rf rm rootdiskxNvol

注意 –グローバルデバイスファイルシステムには、グローバルデバイス用のデバイス
エントリ以外へのデータ格納をしないでください。VxVMボリュームを削除する
と、グローバルデバイスファイルシステム内のデータはすべて削除されま
す。ルートディスクのカプセル化を解除した後は、グローバルデバイスエントリに
関連するデータだけが復元されます。

ルートディスクのカプセル化を解除します。

注 –コマンドからのシャットダウン要求を受け付けないでください。

phys-schost# /etc/vx/bin/vxunroot

詳細については、VxVMのドキュメントを参照してください。

format(1M)コマンドを使用して、512 MBのパーティションをルートディスクに追加
して、グローバルデバイスファイルシステム用に使用できるようにします。

ヒント – /etc/vfstabファイルに指定されているように、ルートディスクのカプセル
化の解除が行われる前にグローバルデバイスファイルシステムに割り当てられたも
のと同じスライスを使用してください。

手順 8で作成したパーティションにファイルシステムを設定します。
phys-schost# newfs /dev/rdsk/cNtXdYsZ
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ルートディスクのDID名を確認します。
phys-schost# cldevice list cNtXdY
dN

/etc/vfstabファイルで、グローバルデバイスファイルシステムのエントリにあるパ
ス名を、手順 10で特定したDIDパスに置き換えます。
元のエントリは、次のようになります。

phys-schost# vi /etc/vfstab

/dev/vx/dsk/rootdiskxNvol /dev/vx/rdsk/rootdiskxNvol /global/.devices/node@N ufs 2 no global

DIDパスを使用する変更後のエントリの例を次に示します。

/dev/did/dsk/dNsX /dev/did/rdsk/dNsX /global/.devices/node@N ufs 2 no global

グローバルデバイスファイルシステムをマウントします。
phys-schost# mount /global/.devices/node@N

クラスタの任意のノードから、任意の rawディスクと Solarisボリュームマネージャー
デバイス用のデバイスノードを使用してグローバルデバイスファイルシステムを生
成し直します。
phys-schost# cldevice populate

次の再起動時にVxVMデバイスが作成し直されます。

次の手順に進む前に、各ノードで cldevice populateコマンドが処理を完了したこと
を確認します。

cldevice populateコマンドは、1つのノードからのみ発行されても、リモートから
すべてのノードで実行されます。 cldevice populateコマンドが処理を終了したかど
うかを確認するには、クラスタの各ノードで次のコマンドを実行します。
phys-schost# ps -ef | grep scgdevs

ノードをリブートします。
phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

クラスタの各ノードでこの手順を繰り返し、それらのノードのルートディスクのカ
プセル化を解除します。
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クラスタファイルシステムの作成

この節では、データサービスをサポートするために、クラスタファイルシステムを
作成する方法について説明します。

注 –クラスタファイルシステムを作成する代わりに、高可用性ローカルファイルシス
テムを使用して、データサービスをサポートすることもできます。データサービス
をサポートするために、クラスタファイルシステムを作成するか、高可用性ローカ
ルファイルシステムを使用するかの選択については、そのデータサービスのマ
ニュアルを参照してください。高可用性ローカルファイルシステムの作成に関する
一般情報については、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Enabling Highly Available Local File Systems」を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 225ページの「クラスタファイルシステムの作成」
■ 230ページの「Oracle ACFSファイルシステムの作成」

クラスタファイルシステムの作成
この節では、データサービスをサポートするために、クラスタファイルシステムを
作成する手順について説明します。

▼ クラスタファイルシステムを追加する
作成するクラスタファイルシステムごとに次の手順を実行します。ローカルファイ
ルシステムと違って、クラスタファイルシステムはグローバルクラスタ内のどの
ノードからでもアクセスできます。

次の作業を実行します。
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■ 63ページの「ソフトウェアをインストールします」で説明した手順に
従って、Oracle Solaris OS、Oracle Solaris Clusterフレームワーク、およびその他の
製品用のソフトウェアパッケージをインストールしていることを確認します。

■ 新しいクラスタまたはクラスタノードを、90ページの「新規グローバルクラスタ
または新規グローバルクラスタノードの確立」に記載されたとおりに確立する必
要があります。

■ ボリュームマネージャーを使用している場合は、ボリューム管理ソフトウェアが
インストールされて、設定されていることを確認します。ボリュームマ
ネージャーのインストール手順については、181ページの「Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアの構成」または 207ページの「VxVMソフトウェアのイ
ンストールと構成」を参照してください。

注 – VxVMを使用するクラスタに新しいノードを追加した場合は、次の作業のう
ちの 1つを実行します。

■ VxVMを当該ノードにインストールします。
■ 当該ノードの /etc/name_to_majorファイルを変更して、VxVMとの共存をサ
ポートするようにします。

209ページの「Veritas Volume Managerソフトウェアをインストールする」の手順
に従って、これらの必要な作業のうちの 1つを実行します。

■ 作成するクラスタファイルシステムごとに使用するマウントオプションを決めま
す。51ページの「クラスタファイルシステムのマウントオプションの選択」を参
照してください。

クラスタ内にある任意のノード上でスーパーユーザーになります。

クラスタに非大域ゾーンが設定されているときは、大域ゾーンでこの手順を実行し
ます。

ヒント –ファイルシステムを迅速に作成するには、ファイルシステムを作成するグ
ローバルデバイスの現在の主ノードでスーパーユーザーになります。

ファイルシステムを作成する。

注意 –ファイルシステムを作成するとき、ディスク上のデータは破壊されます。必
ず、正しいディスクデバイス名を指定してください。間違ったデバイス名を指定し
た場合、削除するつもりのないデータが削除されてしまいます。

■ UFSファイルシステムの場合は、newfs(1M)コマンドを使用します。
phys-schost# newfs raw-disk-device

1
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下の表に、引数 raw-disk-deviceの名前の例を挙げます。命名規約はボリューム管
理ソフトウェアごとに異なるので注意してください。

ボリューム管理ソフトウェア ディスクデバイス名の例 説明

Solarisボリュームマネージャー /dev/md/nfs/rdsk/d1 nfsディスクセット内の rawディスク
デバイス d1

Veritas Volume Manager /dev/vx/rdsk/oradg/vol01 oradgディスクセット内の rawデバイ
ス vol01

なし /dev/global/rdsk/d1s3 rawディスクデバイス d1s3

■ Veritas File System (VxFS)ファイルシステムの場合、VxFSドキュメントに記載されて
いる手順を実行してください。

クラスタ内の各ノードで、クラスタファイルシステムのマウントポイントのディレ
クトリを作成します。

そのノードからはクラスタファイルシステムにアクセスしない場合でも、マウント
ポイントはノードごとに必要です。

ヒント –管理を行いやすくするには、マウントポイントを /global/device-group/
ディレクトリに作成します。この場所を使用すると、グローバルに利用できるクラ
スタファイルシステムとローカルファイルシステムを区別しやすくなります。

phys-schost# mkdir -p /global/device-group/mountpoint/

device-group デバイスが含まれるデバイスグループ名に対応するディレクトリ名
を指定します。

mountpoint クラスタファイルシステムのマウント先のディレクトリ名を指定し
ます。

クラスタ内の各ノードで、マウントポイント用の /etc/vfstabファイルにエントリを
追加します。

詳細については、vfstab(4)のマニュアルページを参照してください。

注 –クラスタに非大域ゾーンが設定されている場合は、大域ゾーンのクラスタファイ
ルシステムを必ず大域ゾーンのルートディレクトリのパスにマウントしてくださ
い。

a. 各エントリで、使用する種類のファイルシステムに必要なマウントオプションを
指定します。

3
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b. クラスタファイルシステムを自動的にマウントするには、mount at boot フィール
ドを yesに設定します。

c. 各クラスタファイルシステムで、/etc/vfstabエントリの情報が各ノードで同じ
になるようにします。

d. 各ノードの /etc/vfstabファイルのエントリに、デバイスが同じ順序で表示され
ることを確認します。

e. ファイルシステムの起動順の依存関係を検査します。
たとえば、phys-schost-1がディスクデバイス d0を /global/oracle/にマウント
し、phys-schost-2がディスクデバイス d1を /global/oracle/logs/にマウントす
ると仮定します。この構成では、phys-schost-1が起動され、/global/oracle/が
マウントされたあとにのみ、phys-schost-2を起動し、/global/oracle/logs/をマ
ウントできます。

クラスタの任意のノード上で、設定確認ユーティリティを実行します。
phys-schost# cluster check -k vfstab

設定確認ユーティリティは、マウントポイントが存在することを確認します。ま
た、/etc/vfstabファイルのエントリが、クラスタのすべてのノードで正しいことを
確認します。エラーが発生していない場合は、何も戻されません。

詳細は、cluster(1CL)のマニュアルページを参照してください。

クラスタファイルシステムをマウントします。
phys-schost# mount /global/device-group/mountpoint/

■ UFSの場合は、クラスタ内の任意のノードから、クラスタファイルシステムをマ
ウントします。

■ VxFSの場合、 device-groupの現在のマスタからクラスタファイルシステムをマウン
トして、ファイルシステムを確実にマウントします。

さらに、VxFSファイルシステムを正しく確実にマウント解除するに
は、device-groupの現在のマスターからファイルシステムをマウント解除します。

注 – Oracle Solaris Cluster環境でVxFSクラスタファイルシステムを管理するに
は、管理コマンドはVxFSクラスタファイルシステムがマウントされている主
ノードからのみ実行します。

5
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クラスタ内にある各ノード上で、クラスタファイルシステムがマウントされている
ことを確認します。

dfコマンドまたは mountコマンドのいずれかを使用し、マウントされたファイルシ
ステムの一覧を表示します。詳細は、df(1M)マニュアルページまたは mount(1M)マ
ニュアルページを参照してください。

クラスタファイルシステムは大域ゾーンおよび非大域ゾーンの両方からアクセスで
きます。

UFSクラスタファイルシステムの作成

次に、Solarisボリュームマネージャーボリューム /dev/md/oracle/rdsk/d1上に、UFS
クラスタファイルシステムを作成する例を示します。各ノードの vfstabファイルに
クラスタファイルシステムのエントリが追加されます。次に、1つのノードから
cluster checkコマンドを実行します。設定確認プロセスが正しく終了すると、1つ
のノードからクラスタファイルシステムがマウントされ、全ノードで確認されま
す。

phys-schost# newfs /dev/md/oracle/rdsk/d1

...

phys-schost# mkdir -p /global/oracle/d1

phys-schost# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/oracle/dsk/d1 /dev/md/oracle/rdsk/d1 /global/oracle/d1 ufs 2 yes global,logging

...

phys-schost# cluster check -k vfstab

phys-schost# mount /global/oracle/d1

phys-schost# mount

...

/global/oracle/d1 on /dev/md/oracle/dsk/d1 read/write/setuid/global/logging/largefiles

on Sun Oct 3 08:56:16 2005

次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。
■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノードに非大域ゾーンを作成する」を参照してください。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。

7
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次の手順
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Oracle ACFSファイルシステムの作成
この節では、データサービスをサポートするために、Oracle Automatic Storage
Management Cluster File System (Oracle ACFS)ファイルシステムを作成する手順につい
て説明します。このファイルシステムは、汎用的なファイルシステムとして、また
はOracleデータベース用のデータベースホームとして使用できます。Oracle ACFS
ファイルシステムは、グローバルクラスタおよびゾーンクラスタで使用できます。

注 – Oracle ASM version 11g release 2以降を使用する必要があります。

次の表に、Oracle ACFSファイルシステムを作成するために実行する作業を示しま
す。ここに示す順に従って手順を実行します。

表 6–1 作業マップ: Oracle ACFSファイルシステムの作成

作業 参照先

Oracle ACFS構成図を確認します。 230ページの「Oracle ACFSファイルシステムの
サンプル構成」

フレームワークリソースグループを登録および
構成します。

234ページの「フレームワークリソースグ
ループを登録および構成する」

Oracle ACFSファイルシステムを作成します。 238ページの「Oracle ACFSファイルシステムを
作成する」

スケーラブルなデバイスグループリソースグ
ループを登録および構成します。

239ページの「スケーラブルなデバイスグ
ループリソースグループを登録および構成す
る」

Oracle ASMリソースグループを登録および構成
します。

241ページの「Oracle ACFSリソースグループを
登録および構成する」

Oracle Grid InfrastructureとOracle Solaris Cluster
間の相互運用性を構成します。

245ページの「Oracle Solaris Clusterとの相互運用
のためにOracle Grid Infrastructure Resourceを作
成する」

Oracle ACFSプロキシリソースグループを登録お
よび構成します。

243ページの「Oracle ACFSプロキシリソースグ
ループを登録および構成する」

Oracle ACFSファイルシステムのサンプル構成
次の図は、SolarisボリュームマネージャーまたはハードウェアRAIDを使用した、大
域ゾーン内とゾーンクラスタ内のOracle ACFSファイルシステムの構成です。
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図 6–1 Solarisボリュームマネージャーを使用した大域ゾーン内のOracle ACFSの構成
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図 6–2 ハードウェアRAIDを使用した大域ゾーン内のOracle ACFSの構成
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図 6–3 Solarisボリュームマネージャーを使用したゾーンクラスタ内のOracle ACFSの構成
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▼ フレームワークリソースグループを登録および構
成する
スケーラブルなOracle RACフレームワークリソースグループを構成する場合、ま
た、Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用するときに複数所有者ボリュームマ
ネージャーのフレームワークリソースグループを構成する場合は、次の手順を実行
します。

グローバルクラスタのいずれかのノードから、すべてのステップを実行します。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

図 6–4 ハードウェアRAIDを使用したゾーンクラスタ内のOracle ACFSの構成
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スケーラブルなOracle RACフレームワークリソースグループを作成します。
ファイルシステムが汎用かデータベースホーム用かに関係なく、このフレーム
ワークリソースグループが使用されます。

a. Oracle RACフレームワークリソースグループを作成します。
# clresourcegroup create -n nodelist \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p desired_primaries=num-in-list \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable rac-fmwk-rg

-n nodelist=nodelist
データサービスを有効にするクラスタノードのコンマ区切りリストを指定しま
す。データサービスソフトウェアパッケージを、このリストの各ノードにイン
ストールする必要があります。

-p maximum_primaries= num-in-list
データサービスを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist内
のノード数と同じである必要があります。

-p desired_primaries= num-in-list
データサービスを有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist内
のノード数と同じである必要があります。

-p rg_description=" description"
リソースグループの簡単な説明をオプションで指定します。この説明
は、Oracle Solaris Clusterのメンテナンスコマンドを使用してリソースグループ
に関する情報を取得したときに表示されます。

-p rg_mode=Scalable

リソースグループがスケーラブルであることを指定します。

rac-fmwk-rg
Oracle RACフレームワークリソースグループに割り当てる名前を指定します。

b. SUNW.rac_frameworkリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.rac_framework

c. SUNW.rac_frameworkリソースタイプのインスタンスをOracle RACフレームワーク
リソースグループに追加します。
# clresource create -g rac-fmwk-rg -t SUNW.rac_framework rac-fmwk-rs

-g rac-fmwk-rg リソースを追加するOracle RACフレームワークリソースグ
ループを指定します。

rac-fmwk-rs SUNW.rac_frameworkリソースに割り当てる名前を指定します。

d. SPARC: SUNW.rac_udlmリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.rac_udlm
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e. SPARC: SUNW.rac_udlmリソースタイプのインスタンスをOracle RACフレームワーク
リソースグループに追加します。

このインスタンスが、SUNW.rac_frameworkリソースに依存するようにします。
# clresource create -g resource-group \

-t SUNW.rac_udlm \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs rac-udlm-rs

-g rac-fmwk-rg
リソースを追加するOracle RACフレームワークリソースグループを指定しま
す。

-p resource_dependencies= rac-fmwk-rs
このインスタンスが SUNW.rac_frameworkリソースに依存していることを指定し
ます。

rac-udlm-rs
SUNW.rac_udlmリソースに割り当てる名前を指定します。

f. Oracle Clusterwareフレームワークリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.crs_framework

g. SUNW.crs_frameworkリソースタイプのインスタンスをOracle RACフレームワーク
リソースグループに追加します。
# clresource create -g rac-fmwk-rg \

-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \

-t SUNW.crs_framework \

crs-fmwk-rs

crs-fmwk-rs SUNW.crs_frameworkリソースに割り当てる名前を指定します。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合、スケーラブルな複数所有者
ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを作成します。

このリソースグループで Solaris Volume Manager for Sun Clusterを管理します。

ハードウェアRAIDを使用している場合、手順 4に進みます。

a. リソースグループを作成します。
# clresourcegroup create -n nodelist -S vucmm-fmwk-rg

-n nodelist=nodelist
スケーラブルなOracle RACフレームワークリソースグループ用に構成した
ノードリストと同じノードリストを指定します。

vucmm-fmwk-rg
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループに割り
当てる名前を指定します。
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b. SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_framework

c. SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプのインスタンスを複数所有者ボリュームマ
ネージャーのリソースグループに追加します。
# clresource create -g vucmm-fmwk-rg -t SUNW.vucmm_framework vucmm-fmwk-rs

-g vucmm-fmwk-rg リソースを追加する複数所有者ボリュームマネージャーの
リソースグループを指定します。

vucmm-fmwk-rs SUNW.vucmm_framework リソースに割り当てる名前を指定し
ます。

d. SUNW.vucmm_svm リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_svm

e. SUNW.vucmm_svmリソースタイプのインスタンスを SUNW.vucmm_frameworkリソース
グループに追加します。

このインスタンスが、作成した SUNW.vucmm_frameworkリソースに依存するように
します。
# clresource create -g vucmm-fmwk-rg \

-t svm-rt \

-p resource_dependencies=vucmm-fmwk-rs svm-rs

-g vucmm-fmwk-rg
複数所有者ボリュームマネージャーのリソースグループを指定します。

-p resource_dependencies= vucmm-fmwk-rs
このインスタンスが SUNW.vucmm_frameworkリソースに依存していることを指定
します。

svm-rs
SUNW.vucmm_svm リソースに割り当てる名前を指定します。

Oracle RACフレームワークリソースグループ、複数所有者ボリュームマネージャーの
リソースグループ (使用する場合)、およびそれらのリソースをオンラインにして、管
理状態に移行します。
# clresourcegroup online -emM rac-fmwk-rg [vucmm-fmwk-rg]

rac-fmwk-rg Oracle RACフレームワークリソースグループを管理状態に移行
し、オンラインにすることを指定します。

vucmm-fmwk-rg 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループを管理状態に移行し、オンラインにすることを指定しま
す。

238ページの「Oracle ACFSファイルシステムを作成する」に進みます。
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▼ Oracle ACFSファイルシステムを作成する
Oracle ACFSファイルシステムを作成するには、次の手順を実行します。グローバル
クラスタのいずれかのノードから、すべてのステップを実行します。

■ リソースフレームワークグループが構成されていることを確認します。
234ページの「フレームワークリソースグループを登録および構成する」を参照
してください。

■ Oracle Solaris Cluster構成でOracle ACFSファイルシステムを構成する場合、次のガ
イドラインと制限を考慮します。
■ Oracle ASM version 11g release 2以降をインストールする必要があります。
■ Oracle ACFSファイルシステムは、グローバルクラスタおよびゾーンクラスタ
でサポートされますが、個々の非大域ゾーンではサポートされません。

■ Oracle ACFSファイルシステムはOracle Clusterwareリソースで管理する必要が
あります。

Oracle ACFSファイルシステムを作成します。
『Oracle Automatic Storage Management Administrator's Guide』の「Creating an Oracle
ACFS File System」の手順を実行します。

次の注意事項を守ってください。

■ ファイルシステムを汎用ファイルシステムとして使用する場合、Oracle ACFS
ファイルシステムのマウントポイントをOracle ACFSレジストリに登録しないで
ください。ファイルシステムをデータベースホームとして使用する場合にの
み、マウントポイントをOracle ACFSレジストリに登録します。

■ Oracle ACFSファイルシステムは大域ゾーンでのみ構成します。ゾーンクラスタで
ファイルシステムを使用するには、ゾーンクラスタでファイルシステムを直接マ
ウントします。

■ Oracle ACFSボリュームを含むOracle ASMディスクグループのクラスタOracle
ASMディスクグループのプロキシリソースを構成する同じノードで、Oracle
ACFSリソースを構成します。

Oracle ACFSファイルシステムのマウントポイントを作成します。

注 –ゾーンクラスタの場合、ゾーンのルートパスの下にマウントポイントを作成しま
す。

# mkdir -p /zonepath/root/path-to-filesystem

ゾーンクラスタの場合、ゾーンクラスタをオンラインにします。
# clzonecluster status zonecluster
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Oracle ACFSファイルシステムを起動し、マウントします。
# /Grid_home/bin/srvctl add filesystem -d /dev/asm/volume-dev-path
# /Grid_home/bin/srvctl start filesystem -d /dev/asm/volume-dev-path

ゾーンクラスタの場合、ファイルシステムをゾーンクラスタに追加します。

いずれかのノードの大域ゾーンから、次のステップを実行します。

a. Oracle ACFSファイルシステムをゾーンクラスタに追加します。
# clzonecluster configure zonecluster
clzc:zonecluster> add fs

clzc:zonecluster:fs> set dir=mountpoint
clzc:zonecluster:fs> set special=/dev/asm/volume-dev-path
clzc:zonecluster:fs> set type=acfs

clzc:zonecluster:fs> end

clzc:zonecluster> exit

b. Oracle ACFSファイルシステムがゾーンクラスタに追加されていることを確認しま
す。
# clzonecluster show zonecluster
...

Resource Name: fs

dir: mountpoint
special volume
raw:

type: acfs

options: []

cluster-control: true

...

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合、239ページの「スケーラブ
ルなデバイスグループリソースグループを登録および構成する」に進みます。

それ以外の場合は、241ページの「Oracle ACFSリソースグループを登録および構成す
る」に進みます。

▼ スケーラブルなデバイスグループリソースグ
ループを登録および構成する
Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用する場合、スケーラブルなデバイスグ
ループリソースグループをおよび構成します。グローバルクラスタのいずれかの
ノードから、すべてのステップを実行します。

構成で Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用していない場合、この手順は実行
しないでください。241ページの「Oracle ACFSリソースグループを登録および構成す
る」に進みます。
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Oracle ACFSファイルシステムが作成されていることを確認します。238ページ
の「Oracle ACFSファイルシステムを作成する」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

スケーラブルなデバイスグループリソースを含むスケーラブルなリソースグループ
を作成します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループのリソース
グループによって、強い肯定的なアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup create -p nodelist=nodelist \

-p desired_primaries=num-in-list \

-p maximum_primaries=num-in-list \

-p rg_affinities=++vucmm-fmwk-rg \

[-p rg_description="description"] \

-p rg_mode=Scalable \

scal-dg-rg

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.ScalDeviceGroup

SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプのインスタンスを SUNW.ScalDeviceGroupリ
ソースグループに追加します。

SUNW.ScalDeviceGroupの強い依存関係を SUNW.vucmm_svmフレームワークリソースグ
ループの svm-rsリソースに設定します。この依存関係のスコープ
を、SUNW.ScalDeviceGroupリソースが実行されているノードのみに制限します。
# clresource create -t SUNW.ScalDeviceGroup -g scal-dg-rg \

-p resource_dependencies=svm-rs{local_node} \

-p diskgroupname=disk-group scal-dg-rs

スケーラブルなデバイスグループリソースグループをオンラインおよび管理状態に
します。
# clresourcegroup online -emM scal-dg-rg

vucmm-fmwk-rgに scal-dg-rとの強い肯定的なアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -p rg_affinities=++scal-dg-rg vucmm-fmwk-rg

crs-fmwk-rsに scal-dg-rsとのオフラインリスタート依存関係を設定します。
E clresource set -p resource_dependency_offline_restart=scal-dg-rs crs-fmwk-rs

241ページの「Oracle ACFSリソースグループを登録および構成する」に進みます。
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▼ Oracle ACFSリソースグループを登録および構成す
る
Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)リソースグループ
を登録および構成するには、次の手順を実行します。グローバルクラスタのいずれ
かのノードから、すべてのステップを実行します。

■ フレームワークリソースグループが作成されていることを確認します。
234ページの「フレームワークリソースグループを登録および構成する」を参照
してください。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合、スケーラブルなデバイ
スグループリソースグループが作成されていることを確認します。239ページ
の「スケーラブルなデバイスグループリソースグループを登録および構成す
る」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

データサービスのOracle ASMリソースタイプを登録します。

a. スケーラブルなOracle ASMインスタンスプロキシリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_asm_instance_proxy

b. Oracle ASMディスクグループリソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

リソースグループ asm-inst-rgおよび asm-dg-rgを作成します。
# clresourcegroup create -S asm-inst-rg asm-dg-rg

asm-inst-rg
Oracle ASMインスタンスリソースグループの名前を指定します。

asm-dg-rg
Oracle ASMディスクグループリソースグループの名前を指定します。

rac-fmwk-rgに asm-inst-rgとの強い正のアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -p rg_affinities=++rac-fmwk-rg asm-inst-rg

asm-dg-rgによって、強い肯定的なアフィニティーを設定します。

■ ハードウェアRAIDを使用している場合、asm-inst-rgにアフィニティーを設定しま
す。
# clresourcegroup set -p rg_affinities=++asm-inst-rg asm-dg-rg
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■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合、scal-dg-rgと asm-inst-rg
にアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -p rg_affinities=++asm-inst-rg,++scal-dg-rg asm-dg-rg

SUNW.scalable_asm_instance_proxyリソースを作成し、リソースの依存関係を設定し
ます。
# clresource create -g asm-inst-rg \

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \

-p ORACLE_HOME=Grid_home \

-p CRS_HOME=Grid_home \

-p "ORACLE_SID{node1}"=+ASM1 \

-p "ORACLE_SID{node2}"=+ASM2 \

-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs \

-d asm-inst-rs

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy

追加するリソースのタイプを指定します。

-p ORACLE_HOME=Grid_home
Oracle ASMがインストールされているOracle Grid Infrastructureホームディレクト
リへのパスを設定します。

-p CRS_HOME=Grid_home
Oracle ClusterwareがインストールされているOracle Grid Infrastructureホーム
ディレクトリへのパスを設定します。

-p ORACLE_SID=+ASM n
Oracle ASMシステム識別子を設定します。

-d asm-inst-rs
作成するOracle ASMインスタンスリソースの名前を指定します。

クラスタノードで管理状態にある asm-inst-rgリソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -eM asm-inst-rg

Oracle ASMディスクグループリソースを asm-dg-rgリソースグループに追加します。

■ ハードウェアRAIDの場合、次のコマンドを使用します。
# clresource create -g asm-dg-rg \

-t SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy \

-p asm_diskgroups=dg[,dg...] \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs \

-d asm-dg-rs

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterの場合、次のコマンドを使用します。
# clresource create -g asm-dg-rg \

-t SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy \

-p asm_diskgroups=dg[,dg...] \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs,scal-dg-rs \

-d asm-dg-rs
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クラスタノードで管理状態にある asm-dg-rgリソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -eM asm-dg-rg

ゾーンクラスタの場合、いずれかのノードの大域ゾーンから、SUNW.wait_zc_bootリ
ソースグループを作成します。

ゾーンクラスタでOracle ACFSファイルシステムを使用しない場合、このステップを
省略します。
# clresourcetype register SUNW.wait_zc_boot

# clresourcegroup create -S scal-wait-zc-rg
# clresource create -g scal-wait-zc-rg \

-t SUNW.wait_zc—boot \

-p zcname=zonecluster \

wait-zc-rs
# clresourcegroup online -eM scal-wait-zc-rg

245ページの「Oracle Solaris Clusterとの相互運用のためにOracle Grid Infrastructure
Resourceを作成する」に進みます。

▼ Oracle ACFSプロキシリソースグループを登録およ
び構成する
Oracle ACFSプロキシリソースグループを登録および構成するには、次の手順を実行
します。グローバルクラスタのいずれかのノードから、すべてのステップを実行し
ます。

Oracle Grid Infrastructureリソースを登録および構成したことを確認します。245
ページの「Oracle Solaris Clusterとの相互運用のためにOracle Grid Infrastructure
Resourceを作成する」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

SUNW.scalable_acfs_proxyリソースタイプを登録します。

■ ファイルシステムがグローバルクラスタで使用される場合、次のコマンドを使用
します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_acfs_proxy

■ ファイルシステムがゾーンクラスタで使用される場合、次のコマンドを使用しま
す。
# clresourcetype register -Z zonecluster SUNW.scalable_acfs_proxy
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オフラインリスタートリソース依存関係を使用してOracle ACFSリソースグループを
作成します。

■ ファイルシステムがグローバルクラスタで使用される場合、次のコマンドを使用
します。
# clresourcegroup create -S -p rg_affinities=++asm-dg-rg acfs-rg

asm-dg-rg Oracle ASMディスクグループリソースグループの名前を指定しま
す。

acfs-rg Oracle ACFSリソースグループの名前を指定します。

■ ファイルシステムがゾーンクラスタで使用される場合、次のコマンドを使用しま
す。
# clresourcegroup create -S -p rg_affinities=++asm-dg-rg[,++scal-wait-zc-rg] acfs-rg

scal-wait-zc-rg ゾーンクラスタの場合、SUNW.wait_zc_bootリソースグループを
指定します。

SUNW.scalable_acfs_proxyリソースタイプのインスタンスをOracle ACFSリソースグ
ループに追加します。

■ ファイルシステムがグローバルクラスタで使用される場合、次のコマンドを使用
します。
# clresource create -g acfs-rg \

-t SUNW.scalable_acfs_proxy \

-p acfs_mountpoint=/acfs-mountpoint \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-dg-rs \

-d acfs-rs

■ ファイルシステムがゾーンクラスタで使用される場合、次のコマンドを使用しま
す。
# clresource create -Z zonecluster -g acfs-rg \

-t SUNW.scalable_acfs_proxy \

-p acfs_mountpoint=/acfs-mountpoint \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-dg-rs \

-d acfs-rs

クラスタノードで管理状態にある acfs-rgリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -eM acfs-rg

Oracle ACFSの構成を確認します。
# clresource status +

次のリストから、ご使用のクラスタ構成に次に適用するタスクを決めます。このリ
ストから複数のタスクを実行する必要がある場合は、このリストのそれらのタスク
のうち最初のタスクに進みます。
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■ ゾーンクラスタを作成するには、256ページの「ゾーンクラスタの設定」を参照
してください。

■ ノード上に非大域ゾーンを作成する場合は、249ページの「グローバルクラスタ
ノード上での非大域ゾーンの設定」に進みます。

■ SPARC: Sun Management Centerをクラスタを監視するように設定する場合は、281
ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Center用に
インストールする」を参照してください。

■ 他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リ
ソースグループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフ
トウェアに付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』を参照してください。

▼ Oracle Solaris Clusterとの相互運用のためにOracle
Grid Infrastructure Resourceを作成する
Oracle Grid Infrastructureリソースを作成するには、次の手順を実行します。このリ
ソースは、Oracle Clusterwareで管理されている操作を、Oracle Solaris Clusterで管理さ
れている操作と協調します。グローバルクラスタのいずれかのノードから、すべて
のステップを実行します。

Oracle ASMリソースグループを登録および構成したことを確認します。241ページ
の「Oracle ACFSリソースグループを登録および構成する」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

ゾーンクラスタからファイルシステムを使用する場合、いずれかのノードの大域
ゾーンから、Oracle Clusterwareプロキシリソースを作成します。

a. リソースを作成します。
# /Grid_home/bin/crsctl add type sun.zcboot_proxy.type -basetype local_resource

# /Grid_home/bin/crsctl add res sun.wait-zc-rs \

-type sun.zcboot_proxy.type \

-attr "ACTION_SCRIPT=’/opt/SUNWscor/dsconfig/bin/scproxy_crs_action’ \

ACL=’owner:root:rwx,pgrp:oinstall:rwx,other::r--’ \

SCRIPT_TIMEOUT=’20’ \

RESTART_ATTEMPTS=’60’ "

b. リソースを確認します。
# /Grid_home/bin/crsctl stat res sun.wait-zc-rs -p

NAME=sun.wait-zc-rs
TYPE=sun.zcboot_proxy.type

始める前に

1

2

Oracle ACFSファイルシステムの作成

第 6章 • クラスタファイルシステムの作成 245

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMIN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SC31DSPADMIN


ACL=owner:root:rwx,pgrp:oinstall:rwx,other::r-

...

c. リソースをオンラインにします。
# /Grid_home/bin/crsctl start res sun.wait-zc-rs

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合、Oracle Grid Infrastructure
sun.storage_proxy.type リソースタイプを作成します。
# /Grid_home/bin/crsctl \

add type sun.storage_proxy.type \

-basetype cluster_resource \

-attr \

"ATTRIBUTE=ACTION_SCRIPT,TYPE=string", \

"ATTRIBUTE=HOSTING_MEMBERS,TYPE=string", \

"ATTRIBUTE=CARDINALITY,TYPE=string", \

"ATTRIBUTE=PLACEMENT,TYPE=string", \

"ATTRIBUTE=SCRIPT_TIMEOUT,TYPE=int", \

"ATTRIBUTE=RESTART_ATTEMPTS,TYPE=int", \

"ATTRIBUTE=ACL,TYPE=string", \

"ATTRIBUTE=VERSION,TYPE=string"

Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用している場合、sun.storage_proxy.typeタ
イプのOracle Solaris Cluster sun. resourceリソースを作成します。
Oracle Grid Infrastructureリソース名は、sun.resourceという形式を使用します。この
resourceは、SUNW.ScalDeviceGroupまたは SUNW.ScalMountPointリソースの名前です。
# /Grid_home/bin/crsctl add resource sun.resource \

-type sun.storage_proxy.type \

-attr "ACTION_SCRIPT=’/opt/SUNWscor/dsconfig/bin/scproxy_crs_action’ \

CARDINALITY=’number-nodes’ \

SCRIPT_TIMEOUT=’timeout’ \

PLACEMENT=’restricted’ \

RESTART_ATTEMPTS=’restarts’ \

HOSTING_MEMBERS=’nodelist’ \

VERSION=’1’ "

CARDINALITY クラスタメンバーシップのノード数

HOSTING_MEMBERS クラスタメンバーシップのノードのリスト

Oracle Grid Infrastructure storage_proxyリソースをオンラインにします。
# /Grid_home/bin/crsctl start resource sun.resource

Oracle Grid Infrastructureの終了トリガーリソースを作成します。

a. 終了トリガーリソースを作成します。
# /Grid_home/bin/crsctl add type sun.stoptrigger.type -basetype cluster_resource

# /Grid_home/bin/crsctl add res sun.resource -type sun.stoptrigger.type \

-attr "action_script=’/opt/SUNWscor/dsconfig/bin/crs_stoptrigger_action’ \

HOSTING_MEMBERS=’node1 node2 [...]’ \

CARDINALITY=’number-nodes’ \

placement=’restricted’ \
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ACL=’owner:root:rwx,pgrp:oinstall:rwx,other::r--’ \

SCRIPT_TIMEOUT=’20’ \

RESTART_ATTEMPTS=’60’ \

START_DEPENDENCIES=’hard(ora.appdg.ASMvolume.acfs) pullup:always(ora.appdg.ASMvolume.acfs)’ \

STOP_DEPENDENCIES=’hard(ora.appdg.ASMvolume.acfs)’ "

b. 終了トリガーリソースを確認します。
# /Grid_home/bin/crsctl stat res sun.resource -p

NAME=sun.resource
TYPE=sun.stoptrigger.type

...

c. 終了トリガーリソースを起動します。
# /Grid_home/bin/crsctl start res sun.resource

d. すべてのノードでリソースがオンラインであることを確認します。
# /Grid_home/bin/crsctl stat res sun.resource

243ページの「Oracle ACFSプロキシリソースグループを登録および構成する」に進
みます。

次の手順
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非大域ゾーンおよびゾーンクラスタの作
成

この章では、次の項目について説明します。

■ 249ページの「グローバルクラスタノード上での非大域ゾーンの設定」
■ 256ページの「ゾーンクラスタの設定」

グローバルクラスタノード上での非大域ゾーンの設定
このセクションでは、次に示すグローバルクラスタノード上でのグローバル以外の
ゾーンの作成手順について説明します。

■ 249ページの「グローバルクラスタノードに非大域ゾーンを作成する」
■ 253ページの「グローバル以外のゾーンに使用されているクラスタファイルシス
テムのHAStoragePlusリソースの構成方法」

▼ グローバルクラスタノードに非大域ゾーンを作成
する
グローバルクラスタに作成する非大域ゾーンごとに、この手順を実行してくださ
い。

注 –ゾーンのインストールについては、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solaris
コンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』を参照してください。

ノードがクラスタモードまたは非クラスタモードで起動される間に、クラスタ
ノードに Solaris Containers非大域ゾーン (以下単に「ゾーン」と呼ぶ)を構成すること
ができます。

■ ノードが非クラスタモードで起動される間にゾーンを作成する場合、クラスタソ
フトウェアは、ノードがクラスタに参加するときにゾーンを検出します。
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■ ノードがクラスタモードで起動される間にゾーンを作成または削除する場合、ク
ラスタソフトウェアはリソースグループのマスターとなるゾーンのリストを動的
に変更します。

次の作業を実行します。

■ 非大域ゾーンの設定を計画します。23ページの「グローバルクラスタ内の非大域
ゾーンのガイドライン」で説明されている要件と制限事項を遵守してください。

■ 次の情報を用意します。

■ 作成する非大域ゾーンの合計数。

■ 各ゾーンで使用する公開アダプタおよび公開 IPアドレス。
■ 各ゾーンのゾーンパス。このパスは、クラスタファイルシステムや高可用性
ローカルファイルシステムではなく、ローカルファイルシステムでなければな
りません。

■ 各ゾーンに表示される 1つ以上のデバイス。
■ (必要な場合)各ゾーンに割り当てる名前。

■ ゾーンにプライベート IPアドレスを割り当てる場合、クラスタ IPアドレスの範
囲が設定する追加のプライベート IPアドレスをサポートしていることを確認して
ください。cluster show-netpropsコマンドを使用して、現在のプライベート
ネットワーク構成を表示します。

現在の IPアドレス範囲が設定する追加のプライベート IPアドレスをサポートす
るのに十分でない場合は、132ページの「ノードまたはプライベートネット
ワークを追加するときにプライベートネットワーク構成を変更する」の手順に
従って、プライベート IPアドレスの範囲を再設定します。

注 –非大域ゾーンのいずれかにログインしたルートユーザーがクラスタの動作を検出
したり中断させたりすることができないように、選択した非大域ゾーンのクラスタ
機能を無効にできます。手順については、『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』の「How to Deny Cluster Services For a Non-Global
Zone」および『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「How to Allow Cluster Services For a Non-Global Zone」を参照してくださ
い。

詳細は、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理とOracle
Solarisゾーン)』の「ゾーンの構成要素」を参照してください。

非投票ノードを作成するグローバルクラスタノードでスーパーユーザーになりま
す。

大域ゾーンで作業してください。

始める前に
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各ノードでサービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)のマルチ
ユーザーサービスがオンラインになっていることを確認します。

ノードのサービスがまだオンラインでない場合は、次のステップに進む前に状態が
オンラインに変わるまで待ちます。
phys-schost# svcs multi-user-server node
STATE STIME FMRI

online 17:52:55 svc:/milestone/multi-user-server:default

新しいゾーンを構成、インストール、および起動します。

注 –グローバルクラスタ上の非投票ノードでリソースグループの機能をサポートする
には、autobootプロパティーを trueに設定します。

Solarisのドキュメントの手順に従ってください。

a. 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理とOracle Solaris
ゾーン)』の第 18章「非大域ゾーンの計画と構成 (手順)」の手順を実行します。

b. 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理とOracle Solaris
ゾーン)』の「ゾーンのインストールと起動」の手順を実行します。

c. 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理とOracle Solaris
ゾーン)』の「ゾーンの起動方法」の手順を実行します。

ゾーンが ready状態であることを確認します。
phys-schost# zoneadm list -v

ID NAME STATUS PATH

0 global running /

1 my-zone ready /zone-path

(省略可能)共有 IPゾーンでは、プライベート IPアドレスとプライベートホスト名を
ゾーンに割り当てます。

次のコマンドは、クラスタのプライベート IPアドレスの範囲から、使用可能な IPア
ドレスを選択し、割り当てます。またこのコマンドは、指定されたプライベートホ
スト名、またはホスト別名をゾーンに割り当て、割り当てられたプライベート IPア
ドレスにそれをマッピングします。
phys-schost# clnode set -p zprivatehostname=hostalias node:zone

-p プロパティーを指定します。

zprivatehostname=hostalias ゾーンプライベートホスト名、またはホスト別名を指
定します。

node ノードの名前。

zone グローバルクラスタの非投票ノードの名前。
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初期内部ゾーン構成を実行します。

『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理とOracle Solaris
ゾーン)』の「初期内部ゾーン構成を実行する」の手順に従います。次のどちらかの
方法を選択します。

■ ゾーンにログインします。
■ /etc/sysidcfgファイルを使用します。

非投票ノードで、nsswitch.confファイルを変更します。

これらの変更により、クラスタ固有のホスト名と IPアドレスの検索をゾーンが解決
できるようになります。

a. ゾーンにログインします。
phys-schost# zlogin -c zonename

b. 編集するため /etc/nsswitch.confファイルを開きます。
sczone# vi /etc/nsswitch.conf

c. hostsエントリと netmasksエントリのルックアップの先頭に、clusterスイッチを
追加し、その後に filesスイッチを追加します。

変更されたエントリは次のようになるはずです。
...

hosts: cluster files nis [NOTFOUND=return]

...

netmasks: cluster files nis [NOTFOUND=return]

...

d. ほかのすべてのエントリでは、filesスイッチが、エントリに一覧表示される最
初のスイッチになるようにする必要があります。

e. ゾーンを終了します。

排他的 IPゾーンを作成した場合は、ゾーン上の各 /etc/hostname.interfaceファイルで
IPMPグループを構成します。
ゾーン内のデータサービストラフィックに使用されているパブリックネットワーク
アダプタごとに、IPMPグループを設定します。この情報は、大域ゾーンから継承さ
れません。IPMPグループをクラスタ内に構成する方法については、29ページの「パ
ブリックネットワーク」を参照してください。
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ゾーンにより使用されるすべての論理ホスト名リソースの名前とアドレスのマッピ
ングを設定します。

a. ゾーン上の /etc/inet/hostsファイルに名前とアドレスのマッピングを追加しま
す。

この情報は、大域ゾーンから継承されません。

b. ネームサーバーを使用している場合は、名前とアドレスのマッピングを追加しま
す。

非大域ゾーンにアプリケーションをインストールするには、スタンドアロンシステ
ムの場合と同じ手順を実行します。非大域ゾーンにソフトウェアをインストールす
る手順については、アプリケーションのインストールドキュメントを参照してくだ
さい。また、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理と
Oracle Solarisゾーン)』の「ゾーンがインストールされている Solarisシステムでの
パッケージとパッチの追加および削除 (作業マップ)」も参照してください。

非大域ゾーンにデータサービスをインストールして設定する場合は、個々のデータ
サービスのOracle Solaris Clusterマニュアルを参照してください。

▼ グローバル以外のゾーンに使用されているクラス
タファイルシステムのHAStoragePlusリソースの
構成方法
この手順を使用してクラスタファイルシステムをクラスタノード上で構成される
nativeブランドグローバル以外のゾーンで使用できるようにします。

注 –グローバル以外のゾーンの nativeブランドのみでこの手順を使用します。
solaris8ブランドまたはゾーンクラスタで使用されるクラスタブランドといった他
のグローバル以外のゾーンのブランドでこの作業を実行できません。

グローバルクラスタの 1つのノード上で、スーパーユーザーになるか、
solaris.cluster.modify RBAC承認を提供するロールを想定します。

nativeブランドグローバル以外のゾーンのノードリストを使用して、リソースグ
ループを作成します。

■ フェイルオーバーリソースグループを作成するには、次のコマンドを使用しま
す。
phys-schost# clresourcegroup create -n node:zone[,...] resource-group

9

次の手順
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-n node:zone
リソースグループノードリストにグローバル以外のゾーンの名前を指定しま
す。

リソースグループ
作成するリソースグループの名前。

■ スケーラブルなリソースグループを作成するには、次のコマンドを使用します。
phys-schost# clresourcegroup create -S -n node:zone[,...] resource-group

-S

リソースグループがスケーラブルであることを指定します。

HAStoragePlusリソースタイプを登録します。
phys-schost# clresourcetype register SUNW.HAStoragePlus

ノードリストのグローバル以外のゾーンがある各グローバルクラスタノード上
で、クラスタファイルシステムエントリを /etc/vfstabファイルに追加します。

クラスタファイルシステムの /etc/vfstabファイルのエントリにマウントオプション
のグローバルキーワードを含める必要があります。

『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』の「Sample
Entries in /etc/vfstab for Cluster File Systems」を参照してください。

HAStoragePlusリソースを作成し、ファイルシステムマウントポイントを定義しま
す。
phys-schost# clresource create -g resource-group -t SUNW.HAStoragePlus \

-p FileSystemMountPoints="mount-point-list" hasp-resource

-g resource-group
新しいリソースが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-p FileSystemMountPoints="mount-point-list"
リソースに 1つ以上のファイルシステムマウントポイントを指定します。

hasp-resource
作成するHAStoragePlusリソース名

リソースは有効状態で作成されます。

resource-groupにリソースを追加し、hasp-resource上にリソースの依存関係を設定しま
す。

リソースグループに追加するリソースが複数ある場合、リソースごとに別のコマン
ドを使用してください。

phys-schost# clresource create -g resource-group -t resource-type \

-p Network_resources_used=hasp-resource resource
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-t resource-type
リソースを作成するリソースの種類を指定します。

-p Network_resources_used=hasp-resource
リソースがHAStoragePlusリソース、 hasp-resourceに対して依存関係を持つことを
指定します。

resource
作成するリソース名。

オンラインにし、HAStoragePlusリソースを含めるリソースグループを管理状態にし
ます。
phys-schost# clresourcegroup online -M resource-group

-M

リソースグループが管理されていることを指定します。

グローバル以外のゾーンに使用されているクラスタファイルシステム
のHAStoragePlusリソースの構成

次の例では、HA-Apacheデータサービスを管理するフェイルオーバーリソースグ
ループ cfs-rgを作成します。リソースグループノードリストには、2つのグローバ
ル以外のゾーン、phys-schost-1上の sczone1および phys-schost-2上の sczone1が含
まれます。リソースグループには、HAStoragePlusリソース、hasp-rsおよび
data-serviceリソース、apache-rsが含まれます。ファイルシステムマウントポイント
は、/global/local-fs/apacheです。

phys-schost-1# clresourcegroup create -n phys-schost-1:sczone1,phys-schost-2:sczone1 cfs-rg

phys-schost-1# clresourcetype register SUNW.HAStoragePlus

Add the cluster file system entry to the /etc/vfstab file on phys-schost-1
phys-schost-1# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/kappa-1/dsk/d0 /dev/md/kappa-1/rdsk/d0 /global/local-fs/apache ufs 5 yes logging,global

Add the cluster file system entry to the /etc/vfstab file on phys-schost-2
phys-schost-2# vi /etc/vfstab

...

phys-schost-1# clresource create -g cfs-rg -t SUNW.HAStoragePlus \

-p FileSystemMountPoints="/global/local-fs/apache" hasp-rs

phys-schost-1# clresource create -g cfs-rg -t SUNW.apache \

-p Network_resources_used=hasp-rs apache-rs

phys-schost-1# clresourcegroup online -M cfs-rg
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ゾーンクラスタの設定
この節では、ゾーンクラスタと呼ばれる、Solaris Containersの非大域ゾーンのクラス
タ構成手順について説明します。

■ 256ページの「clzoneclusterユーティリティーの概要」
■ 256ページの「ゾーンクラスタの確立」
■ 267ページの「ゾーンクラスタにファイルシステムを追加する」
■ 276ページの「ゾーンクラスタにストレージデバイスを追加する」

clzoneclusterユーティリティーの概要
clzoneclusterユーティリティーを使用すると、ゾーンクラスタを作成、変更、およ
び削除できます。また、clzoneclusterユーティリティーでは、ゾーンクラスタをア
クティブに管理できます。たとえば、clzoneclusterユーティリティーは、ゾーンク
ラスタの起動と停止の両方を実行できます。clzoneclusterユーティリティーの進捗
メッセージは、コンソールに出力されますが、ログファイルには保存されません。

このユーティリティーは、zonecfgユーティリティーと同様に、次のレベルの範囲で
動作します。

■ クラスタ範囲では、ゾーンクラスタ全体に影響します。
■ ノード範囲では、指定した 1つのゾーンクラスタノードにのみ影響します。
■ リソース範囲では、リソース範囲をどの範囲から入力するかに応じて、特定の
ノード、またはゾーンクラスタ全体に影響します。ほとんどのリソース
は、ノード範囲からのみ入力できます。範囲は、次のプロンプトで識別できま
す。

clzc:zoneclustername:resource> cluster-wide setting
clzc:zoneclustername:node:resource> node-specific setting

clzoneclusterユーティリティーを使用することで、Solarisゾーンの任意のリ
ソースパラメータや、ゾーンクラスタに固有のパラメータを指定できま
す。ゾーンクラスタで設定できるパラメータの詳細は、clzonecluster(1CL)マ
ニュアルページを参照してください。Solarisゾーンのリソースパラメータに関す
る追加情報は、zonecfg(1M)マニュアルページを参照してください。

ゾーンクラスタの確立
この節では、非大域ゾーンのクラスタを設定する方法を説明します。

■ 257ページの「ゾーンクラスタでTrusted Extensionsを使用する準備をする」
■ 260ページの「ゾーンクラスタを作成する」
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▼ ゾーンクラスタでTrusted Extensionsを使用する準備をする
この手順では、ゾーンクラスタでOracle SolarisのTrusted Extensions機能を使用した
り、Trusted Extensions機能を有効にしたりするために、グローバルクラスタの準備
をします。

Trusted Extensionsを有効にする計画がない場合は、260ページの「ゾーンクラスタを
作成する」に進みます。

グローバルクラスタ内の各ノード上で次の手順を実行します。

次の作業を実行します。

■ Oracle Solaris ClusterおよびTrusted Extensionsソフトウェアをサポートするように
Solaris OSがインストールされているか確認します。
Solarisソフトウェアがすでにノード上にインストールされている場合は、Solaris
のインストールがOracle Solaris Clusterソフトウェアの必要条件、およびそのクラ
スタにインストールする予定の他のソフトウェアの必要条件を満たしていること
を確認してください。Trusted Extensionsソフトウェアは、エンドユーザー Solaris
ソフトウェアグループには含まれていません。

Solarisソフトウェアをインストールして、Oracle Solaris Clusterソフトウェアの必
要条件を満たす方法の詳細については、72ページの「Solarisソフトウェアをイン
ストールする」を参照してください。

■ LDAPネームサービスがTrusted Extensionsで使用できるように構成されているこ
とを確認します。『Oracle Solaris Trusted Extensions構成ガイド』の第 5
章「Trusted Extensionsのための LDAPの構成 (手順)」を参照してください。

■ ゾーンクラスタでのTrusted Extensionsのガイドラインを確認します。 46ページ
の「ゾーンクラスタでのTrusted Extensionsのガイドライン」を参照してくださ
い。

グローバルクラスタのノードのスーパーユーザーになります。

Trusted Extensionsの zoneshareおよび zoneunshareスクリプトを無効にします。
Trusted Extensionsの zoneshareおよび zoneunshareスクリプトは、システム上の
ホームディレクトリをエクスポートする機能をサポートします。Oracle Solaris
Cluster構成ではこの機能はサポートされません。

この機能を無効にするには、/bin/trueユーティリティーへのシンボリックリンクで
各スクリプトを置き換えます。これは各グローバルクラスタノード上で行います。
phys-schost# ln -s /usr/lib/zones/zoneshare /bin/true

phys-schost# ln -x /usr/lib/zones/zoneunshare /bin/true

グローバルクラスタにある論理ホスト名共有 IPアドレスをすべて設定します。
『Oracle Solaris Trusted Extensions構成ガイド』の「txzonemgrスクリプトを実行す
る」を参照してください。
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管理コンソールが /etc/security/tsol/tnrhdbファイルで admin_lowとして定義され
ていることを確認します。
ipaddress:admin_low

エントリに -failoverオプションが含まれている /etc/hostname.interfaceファイルが
ないことを確認します。
-failoverオプションが含まれているエントリからそのオプションを削除します。

/etc/security/tsol/tnrhdbファイルを変更して、グローバルクラスタコンポーネン
トとの通信を承認します。
『Oracle Solaris Trusted Extensions管理の手順』の「遠隔ホストテンプレートを構築す
る」で説明されているように Solaris管理コンソールのセキュリティーテンプレート
ウィザードを使用して、次の作業を実行します。

■ クラスタコンポーネントで使用されている IPアドレスの新しいエントリを作成
し、各エントリにCIPSOテンプレートを割り当てます。
グローバルクラスタノードの /etc/inet/hostsファイルに存在する次の IPアドレ
スごとに、エントリを追加します。
■ それぞれのグローバルクラスタノードのプライベート IPアドレス
■ グローバルクラスタ内のすべての cl_privnet IPアドレス
■ グローバルクラスタのそれぞれの論理ホスト名パブリック IPアドレス
■ グローバルクラスタのそれぞれの共有アドレスパブリック IPアドレス

エントリは次のようになります。

127.0.0.1:cipso

172.16.4.1:cipso

172.16.4.2:cipso

...

■ エントリを追加して、デフォルトのテンプレートを内部にします。

0.0.0.0:internal

CIPSOテンプレートについては、『Oracle Solaris Trusted Extensions構成ガイ
ド』の「解釈ドメインの構成」を参照してください。

Trusted Extensions SMFサービスを有効にし、グローバルクラスタノードを再起動しま
す。
phys-schost# svcadm enable -s svc:/system/labeld:default

phys-schost# shutdown -g0 -y -i6

詳細は、『Oracle Solaris Trusted Extensions構成ガイド』の「Trusted Extensionsの有効
化」を参照してください。

Trusted Extensions SMFサービスが有効になっていることを確認します。
phys-schost# svcs labeld

STATE STIME FMRI

online 17:52:55 svc:/system/labeld:default

4

5

6

7

8

ゾーンクラスタの設定

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール • 2011年 5月、Revision A258

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=TRSOLADMPROCmanagetnet-20
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=TRSOLADMPROCmanagetnet-20
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=TRSOLCFGtxconf-92
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=TRSOLCFGtxconf-92
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=TRSOLCFGstartinst-8
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=TRSOLCFGstartinst-8


グローバルクラスタ内の残りの各ノードで、手順 1から手順 8までを繰り返します。
すべてのグローバルクラスタノードで SMFサービスが有効になっているときは、グ
ローバルクラスタのノードごとにこの手順の残りを実行します。

各グローバルクラスタノードの /etc/inet/hostsファイルに、Trusted Extensions対応
の LDAPサーバーの IPアドレスを追加します。
LDAPサーバーは、大域ゾーンとゾーンクラスタのノードで使用されます。

LDAPサーバーによるグローバルクラスタノードへの遠隔ログインを有効にします。

a. /etc/default/loginファイルで、CONSOLEエントリをコメントアウトします。

b. 遠隔ログインを有効にします。
phys-schost# svcadm enable rlogin

c. /etc/pam.confファイルを変更します。
アカウント管理エントリを変更するには、次に示すように、Tabを追加して
allow_remoteまたは allow_unlabeledとそれぞれ入力します。
other account requisite pam_roles.so.1 Tab allow_remote

other account required pam_unix_account.so.1 Tab allow_unlabeled

/etc/nsswitch.ldapファイルを変更します。

■ passwdおよび groupルックアップエントリで、ルックアップの順序の最初に
filesがあることを確認します。

...

passwd: files ldap

group: files ldap

...

■ hostsおよび netmasksルックアップエントリで、ルックアップの順序の最初に
clusterがあることを確認します。

...

hosts: cluster files ldap

...

netmasks: cluster files ldap

...

グローバルクラスタノードを LDAPクライアントにします。
『Oracle Solaris Trusted Extensions構成ガイド』の「Trusted Extensionsで大域ゾーンを
LDAPクライアントにする」を参照してください。

/etc/security/tsol/tnzonecfgファイルにTrusted Extensionsユーザーを追加します。
『Solaris Trusted Extensions Installation and Configuration for Solaris 10 11/06 and
Solaris 10 8/07 Releases』の「Creating Roles and Users in Trusted Extensions」で説明され
ているように、Solaris管理コンソールのユーザー追加ウィザードを使用します。
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ゾーンクラスタを作成します。260ページの「ゾーンクラスタを作成する」に進みま
す。

▼ ゾーンクラスタを作成する
非大域ゾーンのクラスタを作成するには、この手順を実行してください。

■ グローバルクラスタを作成します。第 3章「グローバルクラスタの確立」を参照
してください。

■ ゾーンクラスタを作成するためのガイドラインと要件を確認します。43ページ
の「ゾーンクラスタ」を参照してください。

■ ゾーンクラスタでTrusted Extensionsが使用される場合は、257ページの「ゾーン
クラスタでTrusted Extensionsを使用する準備をする」で説明されているよう
に、Trusted Extensionsが構成され、有効になっていることを確認してください。

■ 次の情報を用意します。

■ ゾーンクラスタに割り当てる固有名。

注 – Trusted Extensionsが有効になっているときにゾーンクラスタを構成するに
は、ゾーンクラスタがゾーンクラスタ自体の名前として使用するTrusted
Extensionsセキュリティーラベルの名前を使用する必要があります。使用する
Trusted Extensionsセキュリティーラベルごとに個別のゾーンクラスタを作成し
ます。

■ ゾーンクラスタのノードが使用するゾーンパス。詳細は、『Oracle Solarisのシ
ステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』の「資
源タイプとプロパティータイプ」で、zonepathプロパティーの説明を参照し
てください。

■ ゾーンクラスタノードを作成するグローバルクラスタ内の各ノードの名前。

■ 各ゾーンクラスタノードに割り当てる、ゾーンの公開ホスト名またはホストエ
イリアス。

■ 適用可能な場合、各ゾーンクラスタノードが使用する、パブリックネット
ワークの IPアドレス。

■ 適用可能な場合、各ゾーンクラスタノードがパブリックネットワークに接続す
るために使用するパブリックネットワークアダプタの名前。

次の手順
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注 –各ゾーンクラスタノードで IPアドレスを構成しない場合、次の 2つのことが
発生します。

■ その特定のゾーンクラスタでは、ゾーンクラスタで使用するためのNASデバ
イスを設定することができません。NASデバイスと通信する際にはゾーンク
ラスタノードの IPアドレスを使用するため、IPアドレスを持たないクラスタ
は、NASデバイスのフェンシングをサポートできません。

■ クラスタソフトウェアによって、NICの論理ホスト IPアドレスが有効化され
ます。

グローバルクラスタのアクティブなメンバーノードで、スーパーユーザーになりま
す。

注 –グローバルクラスタのノードから、次の手順のステップをすべて実行します。

グローバルクラスタのそのノードが、クラスタモードである必要があります。
いずれかのノードが非クラスタモードであった場合でも、行った変更は、その
ノードがクラスタモードに復帰した際に伝播されます。そのため、一部のグローバ
ルクラスタノードが非クラスタモードであった場合でも、ゾーンクラスタを作成で
きます。これらのノードがクラスタモードに復帰すると、それらのノード上で
ゾーンクラスタ作成手順が自動的に実行されます。
phys-schost# clnode status

=== Cluster Nodes ===

--- Node Status ---

Node Name Status

--------- ------

phys-schost-2 Online

phys-schost-1 Online

ゾーンクラスタを作成します。
次の注意事項を守ってください。

■ Trusted Extensionsが有効になっている場合、zoneclusternameは、ゾーンクラスタ
に割り当てるTrusted Extensionsセキュリティーラベルと同じ名前である必要があ
ります。これらのセキュリティーラベルは、グローバルクラスタの
/etc/security/tsol/tnrhtpファイルで構成されます。

■ デフォルトでは、疎ルートゾーンが作成されます。完全ルートゾーンを作成する
には、createコマンドに -bオプションを追加します。

■ 各ゾーンクラスタノードの IPアドレスおよびNICの指定は任意です。

phys-schost-1# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> create
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Set the zone path for the entire zone cluster
clzc:zoneclustername> set zonepath=/zones/zoneclustername

Add the first node and specify node-specific settings
clzc:zoneclustername> add node

clzc:zoneclustername:node> set physical-host=baseclusternode1
clzc:zoneclustername:node> set hostname=hostname1
clzc:zoneclustername:node> add net

clzc:zoneclustername:node:net> set address=public_netaddr
clzc:zoneclustername:node:net> set physical=adapter
clzc:zoneclustername:node:net> end

clzc:zoneclustername:node> end

Add authorization for the public-network addresses that the zone cluster is allowed to use
clzc: zoneclustername> add net

clzc: zoneclustername:net> set address=ipaddress1
clzc: zoneclustername:net> end

Set the root password globally for all nodes in the zone cluster
clzc:zoneclustername> add sysid

clzc:zoneclustername:sysid> set root_password=encrypted_password
clzc:zoneclustername:sysid> end

Save the configuration and exit the utility
clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

Trusted Extensionsが有効になっている場合は、/var/tsol/doorsファイルシステムを
設定し、ネームサービスプロパティーを NONEに設定します。
phys-schost-1# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add fs

clzc:zoneclustername:fs> set dir=/var/tsol/doors

clzc:zoneclustername:fs> set special=/var/tsol/doors

clzc:zoneclustername:fs> set type=lofs

clzc:zoneclustername:fs> add options ro

clzc:zoneclustername:fs> end

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

(省略可能)ゾーンクラスタに 1つ以上のノードを追加します。
phys-schost-1# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add node

clzc:zoneclustername:node> set physical-host=baseclusternode2
clzc:zoneclustername:node> set hostname=hostname2
clzc:zoneclustername:node> add net

clzc:zoneclustername:node:net> set address=public_netaddr
clzc:zoneclustername:node:net> set physical=adapter
clzc:zoneclustername:node:net> end

clzc:zoneclustername:node> end

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit
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Trusted Extensionsが有効になっている場合は、各グローバルクラスタノード
で、/zones/zoneclustername/root/etc/sysidcfg ファイルの次のエントリを追加また
は変更します。

phys-schost-1# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add sysid

clzc:zoneclustername:sysid> set name_service=LDAP

clzc:zoneclustername:sysid> set domain_name=domainorg.domainsuffix
clzc:zoneclustername:sysid> set proxy_dn="cn=proxyagent,ou=profile,dc=domainorg,dc=domainsuffix"
clzc:zoneclustername:sysid> set proxy_password="proxypassword"
clzc:zoneclustername:sysid> set profile=ldap-server
clzc:zoneclustername:sysid> set profile_server=txldapserver_ipaddress
clzc:zoneclustername:sysid> end

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

ゾーンクラスタ構成を検証します。

指定したリソースが使用可能かどうかを確認するには、verifyサブコマンドを使用
します。clzonecluster verifyコマンドが成功した場合は、何も出力されません。
phys-schost-1# clzonecluster verify zoneclustername
phys-schost-1# clzonecluster status zoneclustername
=== Zone Clusters ===

--- Zone Cluster Status ---

Name Node Name Zone HostName Status Zone Status

---- --------- ------------- ------ -----------

zone basenode1 zone-1 Offline Configured

basenode2 zone-2 Offline Configured

ゾーンクラスタをインストールします。
phys-schost-1# clzonecluster install zoneclustername
Waiting for zone install commands to complete on all the nodes

of the zone cluster "zoneclustername"...

ゾーンクラスタを起動します。
Installation of the zone cluster might take several minutes

phys-schost-1# clzonecluster boot zoneclustername
Waiting for zone boot commands to complete on all the nodes of

the zone cluster "zoneclustername"...

Trusted Extensionsを使用する場合は、ゾーンクラスタに対する IPアドレスのマッピン
グを完了します。

ゾーンクラスタの各ノードで次の手順を実行します。

a. グローバルクラスタのノードから、そのノードの IDを表示します。
phys-schost# cat /etc/cluster/nodeid

N
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b. 同じグローバルクラスタノードでゾーンクラスタノードにログインします。

ログイン前に、SMFサービスがインポートされ、すべてのサービスが実行中であ
ることを確認します。

c. このゾーンクラスタノードでプライベートインターコネクトに対して使用されて
いる IPアドレスを判別します。

クラスタソフトウェアがゾーンクラスタを構成するとき、クラスタソフトウェア
は自動的にこれらの IPアドレスを割り当てます。

ifconfig -aの出力で、ゾーンクラスタに属する clprivnet0論理イン
ターフェースを見つけてください。 inetの値は、このゾーンクラスタでのクラス
タのプライベートインターコネクトの使用をサポートするために割り当てられた
IPアドレスです。

zc1# ifconfig -a

lo0:3: flags=20010008c9<UP,LOOPBACK,RUNNING,NOARP,MULTICAST,IPv4,VIRTUAL> mtu 8232 index 1

zone zc1

inet 127.0.0.1 netmask ff000000

bge0: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 2

inet 10.11.166.105 netmask ffffff00 broadcast 10.11.166.255

groupname sc_ipmp0

ether 0:3:ba:19:fa:b7

ce0: flags=9040843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,DEPRECATED,IPv4,NOFAILOVER> mtu 1500 index 4

inet 10.11.166.109 netmask ffffff00 broadcast 10.11.166.255

groupname sc_ipmp0

ether 0:14:4f:24:74:d8

ce0:3: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 4

zone zc1

inet 10.11.166.160 netmask ffffff00 broadcast 10.11.166.255

clprivnet0: flags=1009843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,MULTI_BCAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 index 7

inet 172.16.0.18 netmask fffffff8 broadcast 172.16.0.23

ether 0:0:0:0:0:2

clprivnet0:3: flags=1009843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,MULTI_BCAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 index 7

zone zc1

inet 172.16.0.22 netmask fffffffc broadcast 172.16.0.23

d. ゾーンクラスタノードの /etc/inet/hostsファイルに、ゾーンクラスタノードの
IPアドレスを追加します。

■ プライベートインターコネクトのホスト名。clusternode N-privで、Nはグ
ローバルクラスタノードの IDです。

172.16.0.22 clusternodeN-priv

■ ゾーンクラスタの作成時に、clzoneclusterコマンドに指定されたそれぞれの
netリソース。

e. 残りのゾーンクラスタノードで繰り返します。
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/etc/security/tsol/tnrhdbファイルを変更して、ゾーンクラスタコンポーネントと
の通信を承認します。
『Oracle Solaris Trusted Extensions管理の手順』の「遠隔ホストテンプレートを構築す
る」で説明されているように Solaris管理コンソールのセキュリティーテンプレート
ウィザードを使用して、次の作業を実行します。

■ ゾーンクラスタコンポーネントで使用されている IPアドレスの新しいエントリを
作成し、各エントリにCIPSOテンプレートを割り当てます。
ゾーンクラスタノードの /etc/inet/hostsファイルに存在する次の IPアドレスご
とに、エントリを追加します。
■ それぞれのゾーンクラスタノードのプライベート IPアドレス
■ ゾーンクラスタのすべての cl_privnet IPアドレス
■ ゾーンクラスタのそれぞれの論理ホスト名パブリック IPアドレス
■ ゾーンクラスタのそれぞれの共有アドレスパブリック IPアドレス

エントリは次のようになります。

127.0.0.1:cipso

172.16.4.1:cipso

172.16.4.2:cipso

...

■ エントリを追加して、デフォルトのテンプレートを内部にします。

0.0.0.0:internal

CIPSOテンプレートについては、『Oracle Solaris Trusted Extensions構成ガイ
ド』の「解釈ドメインの構成」を参照してください。

すべてのゾーンクラスタノードを変更したら、グローバルクラスタノードを再起動
して、ゾーンクラスタ /etc/inet/hostsファイルの変更を初期化します。
phys-schost# init -g0 -y -i6

DNSおよびゾーンクラスタノードへの rloginアクセスを有効にします。
ゾーンクラスタの各ノードで次のコマンドを実行します。
phys-schost# zlogin zcnode
zcnode# svcadm enable svc:/network/dns/client:default

zcnode# svcadm enable svc:/network/login:rlogin

zcnode# reboot

ゾーンクラスタ作成用の設定ファイル
次に、ゾーンクラスタを作成する際に clzoneclusterユーティリティーと組み合わせ
て使用できるコマンドファイルの内容の例を示します。このファイルには、通常は
手動で入力する一連の clzoneclusterコマンドが含まれています。

次の構成では、グローバルクラスタノード phys-schost-1にゾーンクラスタ sczone

が作成されます。ゾーンクラスタは、ゾーンパスとパブリック IPアドレス 172.16.2.2
として /zones/sczoneを使用します。ゾーンクラスタの第 1のノードにホスト名
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zc-host-1が割り当てられ、ネットワークアドレス 172.16.0.1および bge0アダプタ
を使用します。ゾーンクラスタの第 2のノードは、グローバルクラスタノード
phys-schost-2に作成されます。このゾーンクラスタの第 2のノードには、ホスト名
zc-host-2が割り当てられ、ネットワークアドレス 172.16.0.2および bge1アダプタ
を使用します。

create

set zonepath=/zones/sczone

add net

set address=172.16.2.2

end

add node

set physical-host=phys-schost-1

set hostname=zc-host-1

add net

set address=172.16.0.1

set physical=bge0

end

end

add sysid

set root_password=encrypted_password
end

add node

set physical-host=phys-schost-2

set hostname=zc-host-2

add net

set address=172.16.0.2

set physical=bge1

end

end

commit

exit

設定ファイルを使用してゾーンクラスタを作成する

次に、設定ファイル sczone-configを使用して、グローバルクラスタノード
phys-schost-1に新しいゾーンクラスタ sczoneを作成するコマンドの例を示しま
す。ゾーンクラスタノードのホスト名は、zc-host-1と zc-host-2です。

phys-schost-1# clzonecluster configure -f sczone-config sczone

phys-schost-1# clzonecluster verify sczone

phys-schost-1# clzonecluster install sczone

Waiting for zone install commands to complete on all the nodes of the

zone cluster "sczone"...
phys-schost-1# clzonecluster boot sczone

Waiting for zone boot commands to complete on all the nodes of the

zone cluster "sczone"...
phys-schost-1# clzonecluster status sczone

=== Zone Clusters ===

--- Zone Cluster Status ---

Name Node Name Zone HostName Status Zone Status

---- --------- ------------- ------ -----------
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sczone phys-schost-1 zc-host-1 Offline Running

phys-schost-2 zc-host-2 Offline Running

ゾーンクラスタにファイルシステムの使用を追加する方法については、267ページ
の「ゾーンクラスタにファイルシステムを追加する」を参照してください。

ゾーンクラスタにグローバルストレージデバイスの使用を追加する方法について
は、276ページの「ゾーンクラスタにストレージデバイスを追加する」を参照してく
ださい。

ゾーンクラスタのパッチ処理を行うには、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の
第 11章「Oracle Solaris Clusterソフトウェアとファームウェアのパッチ」の手順を参
照してください。次の手順では、必要に応じてゾーンクラスタに固有の手順も記載
されています。

ゾーンクラスタにファイルシステムを追加する
この節では、ゾーンクラスタで使用するファイルシステムを追加する手順について
説明します。

ファイルシステムをゾーンクラスタに追加し、オンラインにしたら、ファイルシス
テムはそのゾーンクラスタ内からの使用を承認されます。使用するファイルシステ
ムをマウントするには、SUNW.HAStoragePlusまたは SUNW.ScalMountPointといったク
ラスタリソースを使用することでファイルシステムを構成します。

この節では、次の手順について説明します。

■ 267ページの「ゾーンクラスタにローカルファイルシステムを追加する」
■ 269ページの「ゾーンクラスタに ZFSストレージプールを追加する」
■ 271ページの「ゾーンクラスタにQFS共有ファイルシステムを追加する」
■ 273ページの「クラスタファイルシステムをゾーンクラスタに追加する」
■ 275ページの「Oracle ACFSファイルシステムをゾーンクラスタに追加する」

その他、ゾーンクラスタで高可用性の ZFSストレージプールを構成するに
は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』の「How to
Set Up the HAStoragePlus Resource Type to Make a Local Solaris ZFS Highly Available」を参
照してください。

▼ ゾーンクラスタにローカルファイルシステムを追加する
この手順を実行して、ゾーンクラスタで使用できるよう、グローバルクラスタ上に
ローカルのファイルシステムを追加します。

次の手順

参照
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注 –ゾーンクラスタにZFSプールを追加する場合は、この手順ではなく、269ページ
の「ゾーンクラスタに ZFSストレージプールを追加する」で説明する手順を実行し
てください。

また、ゾーンクラスタで高可用性の ZFSストレージプールを構成するには、『Oracle
Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』の「How to Set Up the
HAStoragePlus Resource Type to Make a Local Solaris ZFS Highly Available」を参照してく
ださい。

目的のゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタのノード
で、スーパーユーザーになります。

注 – .グローバルクラスタのノードから手続の全ステップを実行します。

グローバルクラスタ上で、ゾーンクラスタで使用するファイルシステムを作成しま
す。
ファイルシステムが共有ディスクに作成されていることを確認します。

ファイルシステムをゾーンクラスタ構成に追加します。
phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add fs

clzc:zoneclustername:fs> set dir=mountpoint
clzc:zoneclustername:fs> set special=disk-device-name
clzc:zoneclustername:fs> set raw=raw-disk-device-name
clzc:zoneclustername:fs> set type=FS-type
clzc:zoneclustername:fs> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

dir=mountpoint
ファイルシステムのマウントポイントを指定する

special=disk-device-name
ディスクデバイスの名前を指定する

raw=raw-disk-device-name
rawディスクデバイスの名前を指定する

type=FS-type
ファイルシステムの種類を指定する

注 – UFSおよびVxFSファイルシステムのロギングを有効にします。

ファイルシステムが追加されたことを確認します。
phys-schost# clzonecluster show -v zoneclustername
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ローカルのファイルシステムをゾーンクラスタに追加する

この例では、 sczoneゾーンクラスタで使用できるようにローカルのファイルシステ
ム /global/oracle/d1を追加します。

phys-schost-1# clzonecluster configure sczone

clzc:sczone> add fs

clzc:sczone:fs> set dir=/global/oracle/d1

clzc:sczone:fs> set special=/dev/md/oracle/dsk/d1

clzc:sczone:fs> set raw=/dev/md/oracle/rdsk/d1

clzc:sczone:fs> set type=ufs

clzc:sczone:fs> add options [logging]

clzc:sczone:fs> end

clzc:sczone> verify

clzc:sczone> commit

clzc:sczone> exit

phys-schost-1# clzonecluster show -v sczone

...

Resource Name: fs

dir: /global/oracle/d1

special: /dev/md/oracle/dsk/d1

raw: /dev/md/oracle/rdsk/d1

type: ufs

options: [logging]

cluster-control: [true]

...

HAStoragePlusリソースを使用して、高可用性のファイルシステムを構成しま
す。HAStoragePlusリソースは、ファイルシステムを使用するよう構成されているア
プリケーションを現在ホストするゾーンクラスタノードへのファイルシステムのマ
ウントを管理します。『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Enabling Highly Available Local File Systems」を参照してください。

▼ ゾーンクラスタにZFSストレージプールを追加する
ゾーンクラスタで使用する ZFSストレージプールを追加するには、この手順を実行
してください。

注 –ゾーンクラスタで高可用性のZFSストレージプールを構成するには、『Oracle
Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』の「How to Set Up the
HAStoragePlus Resource Type to Make a Local Solaris ZFS Highly Available」を参照してく
ださい。

目的のゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタのノード
で、スーパーユーザーになります。
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注 –大域ゾーンのノードからこの手順の全ステップを実行してください。

グローバルクラスタ上で、ZFSストレージプールを作成します。

注 –ゾーンクラスタのすべてのノードに接続されている共用ディスク上で、プールが
接続されている必要があります。

ZFSプールを作成する手順については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照して
ください。

プールをゾーンクラスタ構成に追加します。
phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add dataset

clzc:zoneclustername:dataset> set name=ZFSpoolname
clzc:zoneclustername:dataset> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

ファイルシステムが追加されたことを確認します。
phys-schost# clzonecluster show -v zoneclustername

ゾーンクラスタに ZFSストレージプールを追加する

次に、ゾーンクラスタ sczoneに追加された ZFSストレージプール zpool1の例を示し
ます。

phys-schost-1# clzonecluster configure sczone

clzc:sczone> add dataset

clzc:sczone:dataset> set name=zpool1

clzc:sczone:dataset> end

clzc:sczone> verify

clzc:sczone> commit

clzc:sczone> exit

phys-schost-1# clzonecluster show -v sczone

...

Resource Name: dataset

name: zpool1

...

HAStoragePlusリソースを使用して、高可用性の ZFSストレージプールを構成しま
す。HAStoragePlusリソースは、ファイルシステムを使用するよう構成されているア
プリケーションを現在ホストするゾーンクラスタノードへのファイルシステム
（プールにある）のマウントを管理します。『Oracle Solaris Cluster Data Services
Planning and Administration Guide』の「Enabling Highly Available Local File Systems」を
参照してください。
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▼ ゾーンクラスタにQFS共有ファイルシステムを追加する
ゾーンクラスタで使用する Sun QFS共有ファイルシステムを追加するには、この手
順を実行してください。

注 –この時点では、QFS共有ファイルシステムは、Oracle Real Application Clusters
(RAC)で構成されたクラスタでの使用のみがサポートされています。Oracle RACで構
成されていないクラスタの場合は、高可用性ローカルファイルシステムとして構成
された単一マシンQFSファイルシステムを使用できます。

目的のゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタの投票ノード
で、スーパーユーザーになります。

注 –グローバルクラスタの投票ノードからこの手順の全ステップを実行します。

グローバルクラスタ上で、ゾーンクラスタで使用するQFS共有ファイルシステムを
構成します。
Sun Clusterを使用して Sun QFSファイルシステムを構成するの共有ファイルシステム
の手順を実行します。

ゾーンクラスタノードをホストするグローバルクラスタの各ノード上で、ゾーンク
ラスタにマウントするファイルシステムの /etc/vfstabファイルにエントリを追加し
てください。
phys-schost# vi /etc/vfstab

QFS共有ファイルシステムをループバックファイルシステムとしてゾーンクラスタに
追加する場合は、手順 6に進みます。

ゾーンクラスタ構成にファイルシステムを追加します。
phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add fs

clzc:zoneclustername:fs> set dir=mountpoint
clzc:zoneclustername:fs> set special=QFSfilesystemname
clzc:zoneclustername:fs> set type=samfs

clzc:zoneclustername:fs> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

手順 7に進みます。

QFSファイルシステムをゾーンクラスタのループバックファイルシステムとして構成
します。
phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add fs

clzc:zoneclustername:fs> set dir=lofs-mountpoint
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clzc:zoneclustername:fs> set special=QFS-mountpoint
clzc:zoneclustername:fs> set type=lofs

clzc:zoneclustername:fs> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

ファイルシステムが追加されたことを確認します。
phys-schost# clzonecluster show -v zoneclustername

ゾーンクラスタにQFS共有ファイルシステムを直接マウントとして追
加する

次に、ゾーンクラスタ sczoneに追加されたQFS共有ファイルシステム Data-cz1の例
を示します。グローバルクラスタ側からは、ファイルシステムのマウントポイント
は /zones/sczone/root/db_qfs/Data1です。ここで、/zones/sczone/root/はゾーンの
ルートパスです。ゾーンクラスタノードからは、ファイルシステムのマウントポイ
ントは /db_qfs/Data1です。

phys-schost-1# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

Data-cz1 - /zones/sczone/root/db_qfs/Data1 samfs - no shared,notrace

phys-schost-1# clzonecluster configure sczone

clzc:sczone> add fs

clzc:sczone:fs> set dir=/db_qfs/Data1

clzc:sczone:fs> set special=Data-cz1

clzc:sczone:fs> set type=samfs

clzc:sczone:fs> end

clzc:sczone> verify

clzc:sczone> commit

clzc:sczone> exit

phys-schost-1# clzonecluster show -v sczone

...

Resource Name: fs

dir: /db_qfs/Data1

special: Data-cz1

raw:

type: samfs

options: []

...

ゾーンクラスタにQFS共有ファイルシステムをループバックファイル
システムとして追加する

次に、ゾーンクラスタ sczoneに追加されたマウントポイント /db_qfs/Data1を使用
したQFS共有ファイルシステムの例を示します。このファイルシステムは、マウン
トポイント /db_qfs/Data-cz1でループバックマウント機構を使用してゾーンクラス
タに対して使用できます。
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phys-schost-1# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

Data-cz1 - /db_qfs/Data1 samfs - no shared,notrace

phys-schost-1# clzonecluster configure sczone

clzc:sczone> add fs

clzc:sczone:fs> set dir=/db_qfs/Data-cz1

clzc:sczone:fs> set special=/db_qfs/Data

clzc:sczone:fs> set type=lofs

clzc:sczone:fs> end

clzc:sczone> verify

clzc:sczone> commit

clzc:sczone> exit

phys-schost-1# clzonecluster show -v sczone

...

Resource Name: fs

dir: /db_qfs/Data1

special: Data-cz1

raw:

type: lofs

options: []

cluster-control: [true]

...

▼ クラスタファイルシステムをゾーンクラスタに追加する
ゾーンクラスタで使用するクラスタファイルシステムを追加するには、この手順を
実行してください。

目的のゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタの投票ノード
で、スーパーユーザーになります。

注 –グローバルクラスタの投票ノードからこの手順の全ステップを実行します。

グローバルクラスタ上で、ゾーンクラスタで使用するクラスタファイルシステムを
構成します。

ゾーンクラスタノードをホストするグローバルクラスタの各ノード上で、ゾーンク
ラスタにマウントするファイルシステムの /etc/vfstabファイルにエントリを追加し
てください。
phys-schost# vi /etc/vfstab

...

/dev/global/dsk/d12s0 /dev/global/rdsk/d12s0/ /global/fs ufs 2 no global, logging

クラスタファイルシステムをゾーンクラスタのループバックファイルシステムとし
て構成します。
phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add fs

clzc:zoneclustername:fs> set dir=zonecluster-lofs-mountpoint
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clzc:zoneclustername:fs> set special=globalcluster-mountpoint

clzc:zoneclustername:fs> set type=lofs

clzc:zoneclustername:fs> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

dir=zonecluster-lofs-mountpoint

ゾーンクラスタでクラスタファイルシステムを使用できるように、LOFSのファイ
ルシステムマウントポイントを指定します。

special=globalcluster-mountpoint

グローバルクラスタの元のクラスタファイルシステムのファイルシステムマウン
トポイントを指定します。

ループバックファイルシステムの作成については、『Solarisのシステム管理 (デバイ
スとファイルシステム)』の「LOFSファイルシステムを作成およびマウントする方
法」を参照してください。

LOFSファイルシステムが追加されたことを確認します。
phys-schost# clzonecluster show -v zoneclustername

クラスタファイルシステムをゾーンクラスタに追加する

次に、マウントポイント /global/apacheを持つクラスタファイルシステムをゾーン
クラスタに追加する例を示します。このファイルシステムは、マウントポイント
/zone/apacheでループバックマウント機構を使用してゾーンクラスタに対して使用
できます。

phys-schost-1# vi /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/oracle/dsk/d1 /dev/md/oracle/rdsk/d1 /global/apache ufs 2 yes global, logging

phys-schost-1# clzonecluster configure zoneclustername

clzc:zoneclustername> add fs

clzc:zoneclustername:fs> set dir=/zone/apache

clzc:zoneclustername:fs> set special=/global/apache

clzc:zoneclustername:fs> set type=lofs

clzc:zoneclustername:fs> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

phys-schost-1# clzonecluster show -v sczone

...

Resource Name: fs

dir: /zone/apache

special: /global/apache

raw:

type: lofs

options: []
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cluster-control: true

...

HAStoragePlusリソースを使用して、ゾーンクラスタで使用できるようにクラスタ
ファイルシステムを構成します。HAStoragePlusリソースは、グローバルクラスタの
ファイルシステムをマウントしたあと、ファイルシステムを使用するよう構成され
ているアプリケーションを現在ホストしているゾーンクラスタノードでループ
バックマウントを実行することによって管理します。詳細は、『Oracle Solaris
Cluster Data Services Planning and Administration Guide』の「Configuring an
HAStoragePlus Resource for Cluster File Systems」を参照してください。

▼ Oracle ACFSファイルシステムをゾーンクラスタに追加する
ゾーンクラスタで使用するOracle ACFSファイルシステムを追加するには、この手順
を実行してください。

Oracle ACFSファイルシステムが作成され、ゾーンクラスタから使用できる状態に
なっていることを確認します。238ページの「Oracle ACFSファイルシステムを作成
する」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、RBACの承認 solaris.cluster.adminおよび
solaris.cluster.modifyを提供する役割になります。

Oracle ACFSファイルシステムをゾーンクラスタに追加します。

いずれかのノードの大域ゾーンから、次のステップを実行します。

# clzonecluster configure zonecluster
clzc:zonecluster> add fs

clzc:zonecluster:fs> set dir=mountpoint
clzc:zonecluster:fs> set special=/dev/asm/volume-dev-path
clzc:zonecluster:fs> set type=acfs

clzc:zonecluster:fs> end

clzc:zonecluster> exit

ファイルシステムがゾーンクラスタに追加されていることを確認します。
# clzonecluster show zonecluster
...

Resource Name: fs

dir: mountpoint
special /dev/asm/volume-dev-path
raw:

type: acfs

options: []

cluster-control: true

...

次の手順

始める前に
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ゾーンクラスタにストレージデバイスを追加する
この節では、ゾーンクラスタによるグローバルストレージデバイスの直接使用を追
加する方法について説明します。グローバルデバイスは、クラスタ内の複数の
ノードが、一度に 1つずつ、または同時にアクセスできるデバイスです。

デバイスをゾーンクラスタに追加すると、そのデバイスはそのゾーンクラスタの内
部からのみ見えるようになります。

ここでは、次の手順について説明します。

■ 276ページの「ゾーンクラスタに個別のメタデバイスを追加する (Solarisボ
リュームマネージャー)」

■ 277ページの「ゾーンクラスタにディスクセットを追加する (Solarisボリュームマ
ネージャー)」

■ 279ページの「ゾーンクラスタにDIDデバイスを追加する」
■ 280ページの「ゾーンクラスタに rawディスクデバイスを追加する」

▼ ゾーンクラスタに個別のメタデバイスを追加する (Solarisボ
リュームマネージャー)
ゾーンクラスタに Solarisボリュームマネージャーディスクセットの個別のメタデバ
イスを追加するには、この手順を実行してください。

目的のゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタのノード
で、スーパーユーザーになります。

この手順のすべてのステップは、グローバルクラスタの 1つのノードから実行しま
す。

ゾーンクラスタに追加するメタデバイスのあるディスクセットを識別し、それがオ
ンラインかどうかを判定します。
phys-schost# cldevicegroup status

追加するディスクセットがオンラインでない場合は、オンラインにします。
phys-schost# cldevicegroup online diskset

追加するディスクセットに対応するセット番号を判定します。
phys-schost# ls -l /dev/md/diskset
lrwxrwxrwx 1 root root 8 Jul 22 23:11 /dev/md/diskset -> shared/setnumber

ゾーンクラスタで使用するメタデバイスを追加します。

set match=エントリごとに個別の add deviceセッションを使用します。
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注 –パス名には、ワイルドカード文字としてアスタリスク (*)を使用します。

phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add device

clzc:zoneclustername:device> set match=/dev/md/diskset/*dsk/metadevice
clzc:zoneclustername:device> end

clzc:zoneclustername> add device

clzc:zoneclustername:device> set match=/dev/md/shared/setnumber/*dsk/metadevice
clzc:zoneclustername:device> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

match=/dev/md/diskset/*dsk/metadevice
メタデバイスのフル論理デバイスパスを指定する

match=/dev/md/shared/N/*dsk/metadevice
ディスクセット番号のフル物理デバイスパスを指定する

ゾーンクラスタを再起動します。

変更は、ゾーンクラスタの再起動後に有効になります。
phys-schost# clzonecluster reboot zoneclustername

ゾーンクラスタにメタデバイスを追加する

次は、ディスクセット orasetのメタデバイス d1を sczoneゾーンクラスタに追加す
る例を示します。ディスクセットのセット番号は 3です。

phys-schost-1# clzonecluster configure sczone

clzc:sczone> add device

clzc:sczone:device> set match=/dev/md/oraset/*dsk/d1

clzc:sczone:device> end

clzc:sczone> add device

clzc:sczone:device> set match=/dev/md/shared/3/*dsk/d1

clzc:sczone:device> end

clzc:sczone> verify

clzc:sczone> commit

clzc:sczone> exit

phys-schost-1# clzonecluster reboot sczone

▼ ゾーンクラスタにディスクセットを追加する (Solarisボリューム
マネージャー)
ゾーンクラスタに Solarisボリュームマネージャーディスクセット全体を追加するに
は、この手順を実行してください。
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目的のゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタのノード
で、スーパーユーザーになります。
この手順のすべてのステップは、グローバルクラスタの 1つのノードから実行しま
す。

ゾーンクラスタに追加するディスクセットを識別し、それがオンラインかどうかを
判定します。
phys-schost# cldevicegroup status

追加するディスクセットがオンラインでない場合は、オンラインにします。
phys-schost# cldevicegroup online diskset

追加するディスクセットに対応するセット番号を判定します。
phys-schost# ls -l /dev/md/diskset
lrwxrwxrwx 1 root root 8 Jul 22 23:11 /dev/md/diskset -> shared/setnumber

ゾーンクラスタで使用するディスクセットを追加します。
set match=エントリごとに個別の add deviceセッションを使用します。

注 –パス名には、ワイルドカード文字としてアスタリスク (*)を使用します。

phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add device

clzc:zoneclustername:device> set match=/dev/md/diskset/*dsk/*
clzc:zoneclustername:device> end

clzc:zoneclustername> add device

clzc:zoneclustername:device> set match=/dev/md/shared/setnumber/*dsk/*
clzc:zoneclustername:device> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

match=/dev/md/diskset/*dsk/*
ディスクセットのフル論理デバイスパスを指定する

match=/dev/md/shared/N/*dsk/*

ディスクセット番号のフル物理デバイスパスを指定する

ゾーンクラスタを再起動します。
変更は、ゾーンクラスタの再起動後に有効になります。
phys-schost# clzonecluster reboot zoneclustername

ゾーンクラスタにディスクセットを追加する

次に、ディスクセット orasetを sczoneゾーンクラスタに追加する例を示しま
す。ディスクセットのセット番号は 3です。
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phys-schost-1# clzonecluster configure sczone

clzc:sczone> add device

clzc:sczone:device> set match=/dev/md/oraset/*dsk/*

clzc:sczone:device> end

clzc:sczone> add device

clzc:sczone:device> set match=/dev/md/shared/3/*dsk/*

clzc:sczone:device> end

clzc:sczone> verify

clzc:sczone> commit

clzc:sczone> exit

phys-schost-1# clzonecluster reboot sczone

▼ ゾーンクラスタにDIDデバイスを追加する
ゾーンクラスタにDIDデバイスを追加するには、この手順を実行してください。

目的のゾーンクラスタをホストしているグローバルクラスタのノード
で、スーパーユーザーになります。
この手順のすべてのステップは、グローバルクラスタの 1つのノードから実行しま
す。

ゾーンクラスタに追加するDIDデバイスを識別します。
追加するデバイスは、ゾーンクラスタのすべてのノードに接続します。
phys-schost# cldevice list -v

ゾーンクラスタで使用するDIDデバイスを追加します。

注 –パス名には、ワイルドカード文字としてアスタリスク (*)を使用します。

phys-schost# clzonecluster configure zoneclustername
clzc:zoneclustername> add device

clzc:zoneclustername:device> set match=/dev/did/*dsk/dNs*

clzc:zoneclustername:device> end

clzc:zoneclustername> verify

clzc:zoneclustername> commit

clzc:zoneclustername> exit

match=/dev/did/*dsk/dNs*
DIDデバイスのフルデバイスパスを指定する

ゾーンクラスタを再起動します。
変更は、ゾーンクラスタの再起動後に有効になります。
phys-schost# clzonecluster reboot zoneclustername

ゾーンクラスタにDIDデバイスを追加する

次に、DIDデバイス d10を sczoneゾーンクラスタに追加する例を示します。
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phys-schost-1# clzonecluster configure sczone

clzc:sczone> add device

clzc:sczone:device> set match=/dev/did/*dsk/d10s*

clzc:sczone:device> end

clzc:sczone> verify

clzc:sczone> commit

clzc:sczone> exit

phys-schost-1# clzonecluster reboot sczone

▼ ゾーンクラスタに rawディスクデバイスを追加する

ゾーンクラスタノードに rawディスクデバイス (cNtXdYsZ)をエクスポートするに
は、非大域ゾーンのその他のブランドに通常エクスポートする場合と同様
に、zonecfgコマンドを使用します。

このようなデバイスは、clzoneclusterコマンドによって制御されませんが、ノード
のローカルデバイスとして扱われます。非大域ゾーンへの rawディスクデバイスの
エクスポートについては、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資
源管理とOracle Solarisゾーン)』の「zonecfgを使用して rawデバイスおよびブロック
デバイスをインポートする方法」を参照してください。
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Oracle Solaris Clusterモジュールの Sun
Management Centerへのインストール

この章では、Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun Management Centerグラフィカル
ユーザーインタフェース (GUI)にインストールするためのガイドラインと手順につ
いて説明します。

SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun
Management Center用にインストールする

この節では、Sun Management CenterにOracle Solaris Clusterモジュール用のソフト
ウェアをインストールするための情報と手順を紹介します。

Sun Management Center用のOracle Solaris Clusterモジュールにより、Sun Management
Centerでクラスタを監視できます。次の表に、Sun Management Center用Oracle Solaris
Clusterモジュールソフトウェアをインストールするときに実行する作業を示しま
す。ここに示す順に従って手順を実行します。

表 8–1 作業マップ: Sun Management Center用のOracle Solaris Clusterモジュールのインストール

作業 参照先

Sun Management Centerサーバー、エージェン
ト、およびコンソールパッケージをインス
トール

Sun Management Centerのドキュメント

282ページの「SPARC: Oracle Solaris Cluster監視
のためのインストール条件」

Oracle Solaris Clusterモジュールパッケージをイ
ンストール

283ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモ
ジュールを Sun Management Center用にインス
トールする」

Sun Management Centerサーバー、コン
ソール、およびエージェントプロセスを起動

284ページの「SPARC: Sun Management Centerを
起動する」
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表 8–1 作業マップ: Sun Management Center用のOracle Solaris Clusterモジュールのインス
トール (続き)
作業 参照先

各クラスタノードを Sun Management Center
エージェントホストオブジェクトとして追加

285ページの「SPARC:グローバルクラスタ
ノードを Sun Management Centerエージェントホ
ストオブジェクトとして追加する」

Oracle Solaris Clusterモジュールを読み込ん
で、クラスタの監視を開始

286ページの「SPARC: Oracle Solaris Clusterモ
ジュールを読み込む」

SPARC: Oracle Solaris Cluster監視のためのインス
トール条件
Sun Management Center用のOracle Solaris Clusterモジュールは、Oracle Solaris Cluster
構成を監視するために使用されます。Oracle Solaris Clusterモジュールパッケージを
インストールする前に、次の必要条件を確認してください。

■ 容量要件 - Oracle Solaris Clusterモジュールパッケージ用に、各クラスタノードに
25 MBの容量があることを確認します。

■ Sun Management Centerインストール – Sun Management Centerインストールド
キュメントの手順に従って、Sun Management Centerソフトウェアをインストール
してください。

次にOracle Solaris Cluster構成の追加の必要条件を示します。
■ 各クラスタノードに Sun Management Centerエージェントパッケージをインス
トールします。

■ エージェントマシン (クラスタノード)に Sun Management Centerをインス
トールするときは、エージェント (SNMP)の通信ポートにデフォルトの 161を
使用するか、別の番号を使用するかを選択します。このポート番号に
よって、サーバーはこのエージェントと通信できるようになります。後で監視
用のクラスタノードを構成するときに参照できるように、選択したポート番号
を控えておいてください。

SNMPポート番号の選択については、Sun Management Centerのインストールド
キュメントを参照してください。

■ 管理コンソールやその他の専用マシンを使用している場合は、管理コンソール
上でコンソールプロセスを実行し、別のマシン上でサーバープロセスを実行で
きます。このインストール方法を用いると、Sun Management Centerのパ
フォーマンスを向上できます。

■ 最もよい結果を得るには、Sun Management Centerサーバーとコンソール
パッケージをクラスタ以外のマシンにインストールしてください。

■ サーバーまたはコンソールパッケージをクラスタノードにインストールするよ
うに選択すると、次のような悪影響が出る場合があります。
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■ Sun Management Centerプロセスからの負荷の増加により、クラスタのパ
フォーマンスが大幅に低下する可能性があります。これは、特にクラスタ
ノードで Sun Management Centerサーバーを実行している場合に、発生する
可能性が高まります。

■ サーバをクラスタノードにインストールすると、Sun Management Centerは
可用性が高くなりません。別のノードへのフェイルオーバー中などに
ノードが停止すると、Sun Management Centerサービスが停止します。

■ Webブラウザ - Sun Management Centerと接続するのに使用するWebブラウザが
Sun Management Centerでサポートされている必要があります。サポートされてい
ないWebブラウザでは、一部の機能が利用できない可能性があります。サポート
されるWebブラウザと構成の必要条件については、Sun Management Centerのド
キュメントを参照してください。

▼ SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを Sun
Management Center用にインストールする
以下の手順を実行して、Oracle Solaris Cluster–モジュールサーバーパッケージをイン
ストールします。

注 – Oracle Solaris Clusterモジュールエージェントパッケージ (SUNWscsalおよび
SUNWscsam)は、Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール中にグローバルクラ
スタノードにすでに追加されています。

Sun Management Centerのコアパッケージが適切なマシン上にインストールされてい
ることを確認します。この作業には、各クラスタノードでの Sun Management Center
エージェントパッケージのインストールが含まれます。インストール方法について
は、Sun Management Centerのドキュメントを参照してください。

Sun Management Centerサーバーマシンに、Oracle Solaris Cluster–モジュール
サーバーパッケージである SUNWscssvをインストールします。

a. スーパーユーザーになります。

b. DVD-ROMドライブにDVD-ROMを挿入します。
ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行中で、CD-ROMまたはDVDデバイスを
管理するよう構成されている場合、このデーモンは自動的にメディアを
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントします。

c. Solaris_sparc/Product/sun_cluster/Solaris_ver/Packages/ディレクトリに変更し
ます (verは、Solaris 10の場合は 10です)。

phys-schost# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_sparc/Product/sun_cluster/Solaris_ver/Packages/

始める前に
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d. Oracle Solaris Clusterモジュールサーバーパッケージをインストールします。
phys-schost# pkgadd -d . SUNWscssv

e. DVD-ROMドライブからDVD-ROMを取り出します。

i. DVD-ROMが使用されていないことを確認し、DVD-ROM上にないディレクトリ
に移動します。

ii. DVD-ROMを取り出します。
phys-schost# eject cdrom

Oracle Solaris Clusterモジュールパッチをインストールします。

パッチおよびインストール手順の場所については、『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リ
リースノート』の「パッチと必須ファームウェアのレベル」を参照してください。

Sun Management Centerを起動します。284ページの「SPARC: Sun Management Center
を起動する」に進みます。

▼ SPARC: Sun Management Centerを起動する
次の手順を実行して、Sun Management Centerサーバー、エージェント、コンソール
プロセスを起動します。

スーパーユーザとして、Sun Management Centerサーバーマシンで Sun Management
Centerサーバープロセスを起動します。

install-dirは、Sun Management Centerソフトウェアをインストールしたディレクトリ
です。デフォルトディレクトリは /optです。
server# /install-dir/SUNWsymon/sbin/es-start -S

スーパーユーザーとして、各 Sun Management Centerエージェントマシン (クラスタ
ノード)ごとに Sun Management Centerエージェントプロセスを起動します。
phys-schost# /install-dir/SUNWsymon/sbin/es-start -a

各 Sun Management Centerエージェントマシン (クラスタノード)上で、scsymon_srv

デーモンが動作していることを確認します。
phys-schost# ps -ef | grep scsymon_srv

任意のクラスタノード上で scsymon_srvデーモンが動作していない場合、そのノード
上でデーモンを起動します。

phys-schost# /usr/cluster/lib/scsymon/scsymon_srv

2

次の手順
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Sun Management Centerコンソールマシン (管理コンソール)で Sun Management Center
コンソールを起動します。
コンソールプロセスを起動するには、スーパーユーザである必要はありません。
adminconsole% /install-dir/SUNWsymon/sbin/es-start -c

クラスタノードを監視対象のホストオブジェクトとして追加します。285ページ
の「SPARC:グローバルクラスタノードを Sun Management Centerエージェントホスト
オブジェクトとして追加する」に進みます。

▼ SPARC:グローバルクラスタノードを Sun
Management Centerエージェントホストオブ
ジェクトとして追加する
次の手順を実行して、グローバルクラスタノードのSun Management Center
エージェントホストオブジェクトを作成します。

Sun Management Centerにログインします。
Sun Management Centerのドキュメントを参照してください。

Sun Management Centerのメインウィンドウで、「ドメイン」プルダウンリストから
ドメインを選択します。
作成する Sun Management Centerエージェントホストオブジェクトがこのドメインに
格納されます。Sun Management Centerソフトウェアのインストール中に、「デ
フォルトのドメイン」が自動的に作成されています。このドメインを使用する
か、別の既存のドメインを選択するか、または新しいドメインを作成します。

Sun Management Centerドメインの作成方法については、Sun Management Centerのド
キュメントを参照してください。

プルダウンメニューから「編集」?「オブジェクトの作成」の順に選択します。

「ノード」タブを選択します。

「監視ツール」プルダウンリストから、「エージェントホスト」を選択します。

「ノードラベル」および「ホスト名」テキストフィールドにクラスタノードの名前
(phys-schost-1など)を入力します。
「IP」テキストフィールドは空白のままにしておきます。「説明」テキスト
フィールドはオプションです。

「ポート」テキストフィールドに、Sun Management Centerエージェントマシンのイ
ンストール時に選択したポート番号を入力します。
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「了解」をクリックします。

ドメインに Sun Management Centerエージェントホストオブジェクトが作成されま
す。

Oracle Solaris Clusterモジュールを読み込みます。286ページの「SPARC: Oracle Solaris
Clusterモジュールを読み込む」に進みます。

クラスタ全体に対してOracle Solaris Clusterモジュールの監視および構成機能を使用
するのに必要なクラスタノードホストオブジェクトは、1つだけです。ただし、その
クラスタノードが利用不能になると、ホストオブジェクトを通じてクラスタと接続
することもできなくなります。したがって、クラスタに再接続するには、別のクラ
スタノードホストオブジェクトが必要となります。

▼ SPARC: Oracle Solaris Clusterモジュールを読み込む
次の手順を実行して、クラスタ監視機能を起動します。

Sun Management Centerのメインウィンドウで、クラスタノードのアイコンを右ク
リックします。

プルダウンメニューが表示されます。

「モジュールの読み込み」を選択します。

「モジュールの読み込み」ウィンドウに、利用可能な各 Sun Management Centerモ
ジュールと、そのモジュールが現在読み込まれているかどうかが表示されます。

「Oracle Solaris Cluster:未読み込み (Oracle Solaris Cluster: Not Loaded)」を選択し、「了
解 (OK)」をクリックします。
「モジュールの読み込み」ウィンドウに、選択したモジュールの現在のパラメータ
情報が表示されます。

「了解」をクリックします。

数分後、そのモジュールが読み込まれます。Oracle Solaris Clusterアイコンが「詳細
(Details)」ウィンドウに表示されます。

Oracle Solaris Clusterモジュールが読み込まれていることを確認します。
「オペレーティングシステム」カテゴリで、次のいずれかの方法でOracle Solaris
Clusterサブツリーを展開します。

■ ウィンドウ左側のツリー階層で、カーソルをOracle Solaris Clusterモジュールのア
イコンに合わせ、マウスのセレクトボタンをクリックします。
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■ ウィンドウ右側のトポロジ表示領域で、カーソルをOracle Solaris Clusterモ
ジュールのアイコンに合わせ、マウスのセレクトボタンをダブルクリックしま
す。

Sun Management Centerの使用方法については、Sun Management Centerのドキュメン
トを参照してください。

他社製のアプリケーションをインストールし、リソースタイプを登録し、リソース
グループを設定し、データサービスを構成します。アプリケーションソフトウェア
に付属のドキュメント、および『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』を参照してください。

参照

次の手順
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クラスタからのソフトウェアのアンイン
ストール

この章では、Oracle Solaris Cluster構成からの特定のソフトウェアのアンインス
トールまたは削除の手順について説明します。この章の内容は、次のとおりです。

■ 289ページの「インストールの問題を修正するためにOracle Solaris Clusterソフト
ウェアを構成解除する」

■ 293ページの「Oracle Solaris Cluster情報を JumpStartインストールサーバーから削
除する」

■ 295ページの「SunPlex Managerソフトウェアをアンインストールする」
■ 296ページの「定足数サーバーソフトウェアを削除する」
■ 297ページの「ゾーンクラスタを構成解除する」

ソフトウェアのアンインストール
この節では、特定のソフトウェア製品をグローバルクラスタからアンインストール
または削除する手順について説明します。

▼ インストールの問題を修正するためにOracle
Solaris Clusterソフトウェアを構成解除する
インストールしたノードがクラスタに参加できなかったり、構成情報を修正する場
合、次の手順を実行します。たとえば、トランスポートアダプタやプライベート
ネットワークアドレスを再構成する場合にすべてのノードで実行してください。
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注 –ノードがすでにクラスタに参加しており、インストールモードでない場合 (手
順 2の160ページの「定足数構成とインストールモードを確認する」を参照)は、こ
の手順を実行しないでください。代わりに、『Oracle Solaris Clusterシステム管
理』の「Oracle Solaris Clusterソフトウェアをクラスタノードからアンインストール
する」に進みます。

scinstallユーティリティーを使用して、ノードのクラスタ構成を再実行します。
ノード上でOracle Solaris Clusterソフトウェアの構成を繰り返すことにより、クラス
タノードの構成エラーを修正できる場合があります。

構成解除する予定のノードをクラスタのノードの認証リストに追加します。
単一ノードクラスタを構成解除する場合は、手順 2に進みます。

a. 構成解除するノード以外のアクティブなクラスタメンバー上
で、スーパーユーザーになります。

b. 認証リストに追加するノードの名前を指定します。
phys-schost# /usr/cluster/bin/claccess allow -h nodename

-h nodename
認証リストに追加するノードの名前を指定します。

clsetupユーティリティーを使用してこの作業を実行することもできます。手順
について、『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「ノードを認証ノードリスト
に追加する」を参照してください。

構成解除するノードで、スーパーユーザーになります。

ノードを停止します。
phys-schost# shutdown -g0 -y -i0

ノードを再起動して、非クラスタモードになります。

■ SPARCベースのシステム上で、以下のコマンドを実行します。
ok boot -x

■ x86ベースのシステム上で、次のコマンドを実行します。

a. GRUBメニューで矢印キーを使用して該当する Solarisエントリを選択し、eと
入力してコマンドを編集します。
GRUBメニューは次のようになっています。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

始める前に
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| Solaris 10 /sol_10_x86 |

| Solaris failsafe |

| |

+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

GRUBベースの起動についての詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBを使用して x86システムをブートする (作業マップ)」を参照し
てください。

b. ブートパラメータ画面で矢印キーを使用して kernelエントリを選択し、eと入
力してエントリを編集します。

GRUBブートパラメータの画面は、次のような画面です。
GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| root (hd0,0,a) |

| kernel /platform/i86pc/multiboot |

| module /platform/i86pc/boot_archive |

|+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press ’b’ to boot, ’e’ to edit the selected command in the

boot sequence, ’c’ for a command-line, ’o’ to open a new line

after (’O’ for before) the selected line, ’d’ to remove the

selected line, or escape to go back to the main menu.

c. コマンドに -xを追加して、システムが非クラスタモードで起動するように指
定します。
[ Minimal BASH-like line editing is supported. For the first word, TAB

lists possible command completions. Anywhere else TAB lists the possible

completions of a device/filename. ESC at any time exits. ]

grub edit> kernel /platform/i86pc/multiboot -x

d. Enterキーを押して変更を承諾し、ブートパラメータ画面に戻ります。

画面には編集されたコマンドが表示されます。

GNU GRUB version 0.97 (639K lower / 1047488K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------+

| root (hd0,0,a) |

| kernel /platform/i86pc/multiboot -x |

| module /platform/i86pc/boot_archive |

+----------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press ’b’ to boot, ’e’ to edit the selected command in the

boot sequence, ’c’ for a command-line, ’o’ to open a new line

after (’O’ for before) the selected line, ’d’ to remove the

selected line, or escape to go back to the main menu.-

e. bと入力して、ノードを非クラスタモードで起動します。
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注 –カーネル起動パラメータコマンドへのこの変更は、システムを起動すると
無効になります。次にノードを再起動する際には、ノードはクラスタモードで
起動します。非クラスタモードで起動するには、上記の手順を実行してもう一
度カーネルのブートパラメータコマンドに -xオプションを追加してくださ
い。

Oracle Solaris Clusterパッケージのファイルが何も含まれていない、root (/)ディレクト
リなどのディレクトリへ移動します。
phys-schost# cd /

クラスタ構成からノードを削除します。
phys-schost# /usr/cluster/bin/clnode remove

ノードはクラスタ構成から削除されていますが、Oracle Solaris Clusterソフトウェアは
ノードから削除されていません。

詳細については、clnode(1CL)のマニュアルページを参照してください。

その他の構成解除するノードごとに、手順 2から手順 6を繰り返します。

(省略可能) Oracle Solaris Clusterフレームワークおよびデータサービスソフトウェア
パッケージをアンインストールします。

注 – Oracle Solaris Clusterソフトウェアを削除または再インストールする必要がない場
合は、この手順を省略できます。

この手順により、Oracle Solaris Clusterエントリも installerプログラムの製品レジス
トリから削除されます。製品レジストリにOracle Solaris Clusterソフトウェアがイン
ストールされている記録がある場合、installerプログラムでOracle Solaris Clusterコ
ンポーネントがグレイアウト表示になり、再インストールできません。

a. uninstallプログラムを起動します。

次のコマンドを実行します。verはOracle Solaris Clusterソフトウェアのインス
トール元である Java ESディストリビューションのバージョンです。
phys-schost# /var/sadm/prod/SUNWentsysver/uninstall

b. 画面の指示に従って、アンインストールするOracle Solaris Clusterコンポーネント
を選択します。

注 – Oracle Solaris Cluster Geographic Editionソフトウェアがインストールされてい
る場合は、これもアンインストールする必要があります。
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uninstallプログラムの使用の詳細については、『Sun Java Enterprise System 5
Update 1 Installation Guide for UNIX』の第 8章「Uninstalling」を参照してくださ
い。

ノードに uninstallプログラムが存在しない場合、パッケージのインストールが完了
していない可能性があります。 /var/sadm/install/productregistryファイルを削除
し、pkgrmコマンドを使用してすべてのOracle Solaris Clusterパッケージを手動で削除
します。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアをノードで再インストールまたは再構成する場合
は、表 2–1を参照してください。この表には、すべてのインストール作業と作業を
実行する順序を示しています。

ノードをクラスタから物理的に削除する場合は、『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware
Administration Manual』の「How to Remove an Interconnect Component」およびスト
レージアレイ用の『Oracle Solaris Cluster Hardware Administration Collection』マニュア
ルの削除手順を参照してください。

▼ Oracle Solaris Cluster情報を JumpStartインス
トールサーバーから削除する
クラスタのインストールおよび構成に使用した JumpStartインストールサーバーから
Oracle Solaris Cluster情報を削除するには、以下の手順に従います。1つまたは複数の
個別のノード、あるいは 1つまたは複数のクラスタ全体から情報を削除できます。
JumpStartの機能の詳細については、『Solaris 10 10/09インストールガイド (カスタ
ムJumpStart/上級編)』を参照してください。

JumpStartインストールサーバー上でスーパーユーザーになります。

Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストールに使用した JumpStartディレクトリ
に移動します。
installserver# cd jumpstart-dir

rulesファイルから、 scinstallコマンドで作成された、削除するノードの名前を含
むエントリを削除します。

Oracle Solaris Clusterエントリは、autostinstall.classまたは
autoscinstall.finish、あるいはその両方を参照しています。エントリは次のように
表示されます。ここでは releaseはOracle Solaris Clusterソフトウェアのバージョンで
す。
hostname phys-schost-1 - autoscinstall.d/release/autoscinstall.class \

autoscinstall.d/release/autoscinstall.finish

注意事項
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rules.okファイルを再生成します。
jumpstart-dir/ディレクトリにある checkコマンドを実行して、rules.okファイルを
再生成します。
installserver# ./check

該当する clusters/clustername/ディレクトリから、削除する各ノードのシンボ
リックリンクを削除します。

■ クラスタ内の 1つまたは複数のノードのシンボリックリンクを削除するには、削
除する各ノードに対応する名前のリンクを削除します。

installserver# rm -f autoscinstall.d/clusters/clustername/nodename
■ クラスタ全体のシンボリックリンクを削除するには、削除するクラスタに対応す
る名前のディレクトリを繰り返し削除します。

installserver# rm -rf autoscinstall.d/clusters/clustername
■ すべてのクラスタのシンボリックリンクを削除するには、clusters/ディレクト
リを繰り返し削除します。

installserver# rm -rf autoscinstall.d/clusters

autoscinstall.d/ディレクトリから、削除する各ノードに対応する名前のノード構
成ディレクトリを削除します。
クラスタ全体を削除する場合、クラスタ内の各ノードのディレクトリを削除しま
す。

■ クラスタ内の 1つまたは複数のノードを削除する場合、各ノードのディレクトリ
を繰り返し削除します。

installserver# rm -rf autoscinstall.d/nodes/nodename
■ すべてのクラスタの全エントリを削除するには、autoscinstall.dディレクトリを
繰り返し削除します。

installserver# rm -rf autoscinstall.d

.autoscinstall.log.3ファイルを削除します。
installserver# rm .autoscinstall.log.3

(省略可能)フラッシュアーカイブを使用してクラスタを JumpStartインストールした
場合、このファイルが不要であれば、フラッシュアーカイブを削除します。
installserver# rm filename.flar

カスタム JumpStartを使用して、クラスタから削除した 1つまたは複数のノードの情
報を削除したクラスタを再インストールするには、対話型の scinstallを再実行し
て、クラスタのノードリストを更新する必要があります。111ページの「Solarisと
Oracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールする (JumpStart)」を参照してくださ
い。
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▼ SunPlex Managerソフトウェアをアンインス
トールする
以下の手順に従って、Sun Java Enterprise System 2005Q4ディストリビューションまた
はそれ以前の installerユーティリティー、あるいはその他のインストールメソッド
を使用してインストールされた SunPlex Managerソフトウェアをアンインストールし
ます。

Sun Java Enterprise System 5またはこれと互換の installerユーティリティーのディス
トリビューションでインストールされたOracle Solaris Cluster Managerソフトウェアを
削除する場合は、代わりに uninstallユーティリティーを使用して、これらの
パッケージを削除します。詳細については、『Sun Java Enterprise System 5 Update 1
Installation Guide for UNIX』の第 8章「Uninstalling」を参照してください。

注 – Oracle Solaris Cluster Geographic Editionソフトウェアまたはグラフィカル
ユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI)によって使用できるOracle
Solaris Cluster機能のGUIを使用する場合は、SunPlex Manager、Oracle Solaris Cluster
Manager、またはその共有コンポーネントをアンインストールしないでください。こ
ういった機能には、データサービス構成ウィザードやシステムリソースの監視など
が含まれます。

ただし、コマンド行インタフェースを使用してこれらの機能を管理する場合
は、SunPlex ManagerまたはOracle Solaris Cluster Managerソフトウェアをアンインス
トールしても安全です。

クラスタ内の各ノードで次の手順を実行して、SunPlex Managerソフトウェアおよび
関連 Sun Java Enterprise System共有コンポーネントをアンインストールします。

注 – SunPlex Managerソフトウェアは、すべてのクラスタノードにインストールする
か、まったくインストールしないかのいずれかにする必要があります。

クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

SunPlex Managerソフトウェアパッケージを削除します。
phys-schost# pkgrm SUNWscspm SUNWscspmu SUNWscspmr

(省略可能)ほかに必要がない場合は、Oracle Java Web Consoleソフトウェアパッケージ
を削除します。
phys-schost# pkgrm SUNWmctag SUNWmconr SUNWmcon SUNWmcos SUNWmcosx
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(省略可能) Oracle Java Web Consoleパッケージを削除した場合、ほかに必要がなけれ
ば、Apache Tomcatおよび Java Studio Enterprise Web Application Framework (Java ATO)ソ
フトウェアパッケージを削除します。
その他のアンインストールする製品ごとに、下のリストに挙げたパッケージを、リ
ストされている順に削除します。
phys-schost# pkgrm packages

製品 パッケージ名

Apache Tomcat ▼SUNWtcatu

Java ATO SUNWjato SUNWjatodmo SUNWjatodoc

▼ 定足数サーバーソフトウェアを削除する
定足数サーバーソフトウェアをアンインストールする前に、次の作業が完了してい
ることを確認します。

■ 定足数サーバーを使用する各クラスタで、定足数デバイスとして使用されている
定足数サーバーを削除します。『Oracle Solaris Clusterシステム管理』の「定足数
デバイスを削除する」の手順を実行します。

通常の動作では、この手順により定足数サーバーホスト上の定足数サーバーの情
報も削除されます。この手順の間にクラスタと定足数サーバーホストの間の通信
がダウンした場合は、定足数サーバーホストコンピュータ上の無効な定足数
サーバーの情報をクリーンアップします。『Oracle Solaris Clusterシステム管
理』の「期限切れの定足数サーバークラスタ情報のクリーンアップ」の手順を実
行します。

■ 各定足数サーバーホストコンピュータ上で、『Oracle Solaris Clusterシステム管
理』の「定足数サーバーを停止する」の手順に従って、定足数サーバーを停止し
ます。

(省略可能)対話型のグラフィカルインタフェースを使用するには、アンインストール
作業を行うホストサーバーの表示環境がGUIを表示するように設定されていることを
確認します。
% xhost +

% setenv DISPLAY nodename:0.0

アンインストールする定足数サーバーホストコンピュータ上でスーパーユーザーに
なります。

アンインストーラが格納されているディレクトリに移動します。
quorumserver# cd /var/sadm/prod/SUNWentsysver

ver 使用しているシステムにインストールされているバージョン
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アンインストールウィザードを起動します。
quorumserver# ./uninstall

画面の指示に従って、定足数サーバーホストコンピュータから定足数サーバーソフ
トウェアをアンインストールします。

削除が完了したあとは、使用可能なすべてのログを表示できます。uninstallプログ
ラムの使用に関する詳細については、『Sun Java Enterprise System 5 Update 1
Installation Guide for UNIX』の第 8章「Uninstalling」を参照してください。

(省略可能)定足数サーバーディレクトリをクリーンアップまたは削除します。
デフォルトでは、このディレクトリは /var/scqsdです。

▼ ゾーンクラスタを構成解除する
次の手順を実行して、ゾーンクラスタを削除します。

グローバルクラスタのノードのスーパーユーザーになります。

この手順のすべてのステップは、グローバルクラスタの 1つのノードから実行しま
す。

ゾーンクラスタ内の各リソースグループをオフラインにし、そのリソースを無効に
します。

注 –次の手順は、グローバルクラスタノードから実行します。グローバルクラスタ
ノードではなく、ゾーンクラススタのノードから次の手順を実行するには、ゾーン
クラスタノードにログインし、各コマンドから「-Zzonecluster」を省略します。

a. 各リソースをオフラインにします。
phys-schost# clresource offline -Z zonecluster resource-group

b. ゾーンクラスタ内で有効なすべてのリソースを一覧表示します。
phys-schost# clresource show -Z zonecluster -p Enabled

=== Resources ===

Resource: resource
Enabled{nodename1}: True

Enabled{nodename2}: True

...

c. ほかのリソースに依存するリソースを特定します。
phys-schost# clresource show -Z zonecluster -p resource_dependencies

=== Resources ===
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Resource: node
Resource_dependencies: node

...

依存先のリソースを無効にする前に、まず依存元のリソースを無効にしてくださ
い。

d. クラスタ内の有効な各リソースを無効にします。
phys-schost# clresource disable -Z zonecluster resource

詳細については、clresource(1CL)のマニュアルページを参照してください。

e. すべてのリソースが無効になっていることを確認します。
phys-schost# clresource show -Z zonecluster -p Enabled

=== Resources ===

Resource: resource
Enabled{nodename1}: False

Enabled{nodename2}: False

...

f. 各リソースグループを非管理状態に移行します。
phys-schost# clresourcegroup unmanage -Z zonecluster resource-group

g. すべてのノード上のすべてのリソースが Offlineになっており、そのすべてのリ
ソースグループが Unmanaged状態であることを確認します。
phys-schost# cluster status -Z zonecluster -t resource,resourcegroup

h. すべてのリソースグループとそのリソースをゾーンクラスタから削除します。
phys-schost# clresourcegroup delete -F -Z zonecluster +

ゾーンクラスタを停止します。
phys-schost# clzonecluster halt zoneclustername

ゾーンクラスタをアンインストールします。
phys-schost# clzonecluster uninstall zoneclustername

ゾーンクラスタを構成解除します。
phys-schost# clzonecluster delete zoneclustername
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Oracle Solaris Clusterのインストールと構
成のためのワークシート

この付録では、クラスタ構成でさまざまなコンポーネントを計画する場合に使用す
るワークシートを提供します。参考のために、ワークシートの記入例も掲載してい
ます。リソース、リソースタイプ、およびリソースグループ用の構成のワーク
シートについては、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Installation and Configuration Worksheets」を参照してください。
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インストールと構成のワークシート
コンポーネントがクラスタ構成に多数ある場合は、ワークシートを適宜コピーして
ください。第 1章「Oracle Solaris Cluster構成を計画する」で説明した計画ガイドラ
インに従って、これらのワークシートを完成させてください。記入済みのワーク
シートを参照しながら、クラスタをインストールおよび構成します。

注 –ワークシートの記入例で使用されるデータはガイドとしてのみ提供されます。し
たがって、これらの例は、実際のクラスタの完全な構成を表しているわけではあり
ません。

次の表に、この付録で使用される計画ワークシートとその例、および関連する計画
ガイドラインが含まれる第 1章「Oracle Solaris Cluster構成を計画する」の節タイト
ルを示します。

表A–1 クラスタのインストールワークシートと関連する計画のガイドライン

ワークシート 例 関連する計画ガイドラインの節タイトル

301ページの「ローカルファイルシス
テム配置のワークシート」

302ページの「例:ローカルファイルシ
ステムの配置ワークシート、ミラー化
ルートを含む場合 /ミラー化ルートを
含まない場合」

19ページの「システムディスク
パーティション」

59ページの「ルートディスクのミ
ラー化」

303ページの「ローカルデバイスの
ワークシート」

304ページの「例:ローカルデバイスの
ワークシート」

---

305ページの「デバイスグループ構成
のワークシート」

306ページの「例:デバイスグループ構
成のワークシート」

48ページの「デバイスグループ」

54ページの「ボリューム管理の計
画」

307ページの「ボリューム管理ソフト
ウェア構成のワークシート」

308ページの「例:ボリューム管理ソフ
トウェア構成のワークシート」

54ページの「ボリューム管理の計
画」

「ボリューム管理ソフトウェアのド
キュメント」

309ページの「ボリュームのワーク
シート (Solarisボリュームマ
ネージャー)」

310ページの「例:ボリュームのワーク
シート (Solarisボリュームマ
ネージャー)」

54ページの「ボリューム管理の計
画」

『Solarisボリュームマネージャの管
理』
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ローカルファイルシステム配置のワークシート
ノード名: ________________________________________

表A–2 ミラー化ルートを含むローカルファイルシステムのワークシート

ボリューム名 コンポーネント コンポーネント ファイルシステム サイズ

/

スワップ領域

/globaldevices

表A–3 ミラー化ルートを含まないローカルファイルシステムのワークシート

デバイス名 ファイルシステム サイズ

/

スワップ領域

/globaldevices
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例:ローカルファイルシステムの配置ワークシート、ミラー化
ルートを含む場合 /ミラー化ルートを含まない場合
ノード名: phys-schost-1

表 A–4 例:ミラー化ルートを含むローカルファイルシステムのワークシート

ボリューム名 コンポーネント コンポーネント ファイルシステム サイズ

d1 c0t0d0s0 c1t0d0s0 / 6.75G バイト

d2 c0t0d0s1 c1t0d0s1 スワップ領域 750M バイト

d3 c0t0d0s3 c1t0d0s3 /globaldevices 512M バイト

d7 c0t0d0s7 c1t0d0s7 SVM replica 20M バイト

表 A–5 例:ミラー化ルートを含まないローカルファイルシステムのワークシート

デバイス名 ファイルシステム サイズ

c0t0d0s0 / 6.75G バイト

c0t0d0s1 スワップ領域 750M バイト

c0t0d0s3 /globaldevices 512M バイト

c0t0d0s7 SVM replica 20M バイト
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ローカルデバイスのワークシート
ノード名: ______________________________

表A–6 ローカルディスクのワークシート

ローカルディスク名 サイズ

表A–7 ほかのローカルデバイスのワークシート

デバイスタイプ 名前
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例:ローカルデバイスのワークシート
ノード名: phys-schost-1

表 A–8 例:ローカルディスクのワークシート

ローカルディスク名 サイズ

c0t0d0 2G

c0t1d0 2G

c1t0d0 2G

c1t1d0 2G

表 A–9 例:ほかのローカルデバイスのワークシート

デバイスタイプ 名前

テープ /dev/rmt/0
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デバイスグループ構成のワークシート
ボリューム管理ソフトウェア (1つを囲むこと):

Solarisボリュームマネージャー | VxVM

表A–10 デバイスグループのワークシート

ディスクグループ/

ディスクセット名

ノード名

(優先順位がある場合はそれを明記の
こと)

優先順位があるか

(1つに丸を付けて
ください)

フェイルバック機能が
あるか

(1つに丸を付けて
ください)

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし
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例:デバイスグループ構成のワークシート
ボリューム管理ソフトウェア (1つを囲むこと):

Solarisボリュームマネージャー

表 A–11 例:デバイスグループ構成のワークシート

ディスクグ
ループ/ディスク
セット名

ノード名

(優先順位がある場合はそれを明記の
こと)

優先順位があるか

(1つに丸を付けて
ください)

フェイルバック機能が
あるか

(1つに丸を付けて
ください)

dg-schost-1 1) phys-schost-1,

2) phys-schost-2

あり あり

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし

あり |なし あり |なし
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ボリューム管理ソフトウェア構成のワークシート
ボリューム管理ソフトウェア (1つを囲むこと):

Solarisボリュームマネージャー | VxVM

表A–12 ボリューム管理ソフトウェア構成のワークシート

名前 タイプ コンポーネント コンポーネント
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例:ボリューム管理ソフトウェア構成のワークシート
ボリューム管理ソフトウェア (1つを囲むこと):

Solarisボリュームマネージャー

表 A–13 例:ボリューム管理ソフトウェア構成のワークシート

名前 タイプ コンポーネント コンポーネント

dg-schost-1/d1 mirror c0t0d0s4 c4t4d0s4

dg-schost-1/d4 mirror c0t0d2s5 d4t4d2s5
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ボリュームのワークシート (Solarisボリュームマ
ネージャー)

表 A–14 ボリュームのワークシート (Solarisボリュームマネージャー)

ファイルシステム ボリューム ミラー サブミラー ホットスペア集合 物理デバイス

インストールと構成のワークシート

付録A • Oracle Solaris Clusterのインストールと構成のためのワークシート 309



例:ボリュームのワークシート (Solarisボリュームマネージャー)

表 A–15 例:ボリュームのワークシート (Solarisボリュームマネージャー)

ファイルシステム ボリューム ミラー サブミラー ホットスペア集合 物理デバイス

/A d10 d11 d12、d13 hsp000 c1t0d0s0、c2t0d1s0
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更, 252

NTP
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Oracle Explorerソフトウェア, 178–179
Oracle RACフレームワークリソースグループ,
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scinstallコマンド
JumpStartを使用したグローバルクラスタの作
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SUNW.rac_frameworkリソースタイプ (続き)
登録, 235
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Veritas File System (VxFS)
インストール, 79
管理, 228
クラスタファイルシステムのマウント, 53, 228
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カプセル化解除, 222–224
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VxVMインストール済みノード, 209
VxVMをインストールしないノード, 210

VxVM,「Veritas Volume Manager (VxVM)」を参照
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アフィニティー,スケーラブルなデバイスグ
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アプリケーション,クラスタファイルシステムへ
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確認 (続き)
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vfstab設定, 228
VxVMディスクグループ構成, 220–222
インストールモード, 160
クラスタノードのステータス, 99, 106, 128, 143
定足数構成, 160–162
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カプセル化されたルートディスク
計画, 58
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クラスタファイルシステムのマウントオプション

UFS, 51–52
VxFS, 52–53
要件, 227

クラスタファイルシステムのロギング,計
画, 58–59

クラスタ名, 34
グローバルクラスタ投票ノード

IPアドレス, 28
Sun Management Center用Oracle Solaris Cluster
モジュールの追加, 285–286

確認
インストールモード, 160
ステータス, 99, 106, 128, 143

グローバルクラスタの作成
JumpStartの使用, 111–129
scinstallを使用した, 92–102
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グローバルクラスタ投票ノード,グローバルクラ
スタの作成 (続き)

XMLファイルを使用した, 103–111
計画, 34–35
ゾーンクラスタの計画, 44
ノード ID番号の確認, 223
ノード ID番号の割り当て, 34
ノードの追加

JumpStartの使用, 111–129
scinstallを使用した, 139–146
XMLファイルを使用した, 147–151
後の定数足デバイスの更新, 151–154

命名, 34–35
グローバルデバイス

/global/.devices/ディレクトリ
node@nodeidファイルシステム, 56
ミラー化, 186–188

/globaldevicesパーティション
計画, 19
作成, 21, 74

lofiデバイスの空間要件, 20
UFSに対するファイルシステムの制限, 19
注意, 223
名前空間

lofiデバイスの使用, 19
アップデート, 195

グローバルファイルシステム
「クラスタファイルシステム」を参照

グローバルフェンシング, 41–42

け
検証,ディスクパス失敗時の自動再起動, 100

こ
広域デバイス,計画, 47–54
高可用性ローカルファイルシステム
「HAStoragePlus」も参照
HA for NFSでの LOFSの制限, 17
HA for NFSを実行するための LOFSの無効
化, 100, 107, 125, 144

クラスタファイルシステムの代替, 49

高可用性ローカルファイルシステム (続き)
割り当てのサポート, 49

構成
Oracle ACFSファイルシステム, 230–247
IPMPグループ, 76
md.tabファイル, 199–201
Oracle Solaris IP Filter, 85–87
定足数サーバーソフトウェア, 66–69
Solarisボリュームマネージャー, 181–194
Veritas Volume Manager (VxVM), 207–215
新しいグローバルクラスタ

JumpStartの使用, 111–129
scinstallを使用した, 92–102
XMLファイルを使用した, 103–111

クラスタファイルシステム, 225–229
状態データベースの複製, 182–183
ゾーンクラスタ, 256–280
構成ファイルの使用, 266
コマンドシェルの使用, 260–267

単一ホストクラスタ上のクラスタインターコネ
クト, 130

追加のグローバルクラスタ投票ノード
JumpStartの使用, 111–129
scinstallを使用した, 139–146
XMLファイルを使用した, 147–151

ディスクセット, 194–197
定足数デバイス, 154–160
ネットワークタイムプロトコル

(NTP), 169–172
非大域ゾーン, 249–256
ユーザー作業環境, 84
ローカルディスクグループ, 216–218

構成解除
「アンインストール」も参照
「削除」も参照
Oracle Solaris Clusterソフトウェア, 289–293
ゾーンクラスタ, 297–298

コンソールアクセスデバイス
IPアドレス, 28
計画, 28
シリアルポート番号, 70
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さ
再起動,非クラスタモードへの再起動, 290
削除
「アンインストール」も参照
「構成解除」も参照
installerプログラムの製品レジストリ, 292
Oracle Solaris Clusterソフトウェア, 289–293
ゾーンクラスタ, 297–298
定足数サーバー, 296–297
ノードリストからのノード, 214

し
時間情報プロトコル (NTP)
ガイドライン, 33–34
起動, 171

システムコントローラ (SC),「コンソールアクセ
スデバイス」を参照

システムサービスプロセッサ (SSP),「コンソール
アクセスデバイス」を参照

自動省電力シャットダウン,制限, 18
自動負荷分散
概要, 164–169
負荷係数, 167
負荷制限, 164–166
負荷の集中, 169
プリエンプション, 168
優先順位, 166–167

修復
マイナー番号の衝突, 219–220
メディエータデータ, 205–206

状態,二重列メディエータ, 205
状態データベースの複製,構成, 182–183
初期化ファイル, 84
シリアルポート

Simple Network Management Protocol
(SNMP), 282

管理コンソールで構成, 70

す
スイッチ,計画, 40

スケーラブルなデバイスグループ,リソースグ
ループのアフィニティー, 240

スタックサイズの設定, 80, 219
ステータス
確認, 160–162
デバイスグループ, 221

スレッドのスタックサイズ設定, 219

せ
セキュリティーアソシエーション (Security

Association、SA), IPsecの構成, 172

そ
ゾーン,「Oracle Solarisゾーン」を参照
ゾーンクラスタ

Oracle ACFSファイルシステム, 238–239
Oracle ACFSファイルシステムの追加, 275
Global_zoneリソースタイププロパティーの設
定, 45

HAStoragePlusによるファイルシステムのマウ
ント, 46

IPアドレス, 28
概要, 256
計画, 43–47
構成, 256–280
構成解除, 297–298
構成ファイル, 265
構成ファイルからの作成, 266
作成, 260–267
停止, 298
デバイスの追加

DIDデバイス, 279–280
rawディスクデバイス, 280
ディスクセット, 277–279
メタデバイス, 276–277

パッチ, 267
ファイルシステムの追加

QFS, 271–273
ZFSストレージプール, 269–270
クラスタファイルシステム, 273–275
ローカルのファイルシステム, 267–269
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ゾーンクラスタ (続き)
プライベート IPアドレス範囲への追加, 37
命名, 45

ソフトウェアRAID,制限, 55
ソフトウェア定足数デバイス, 43

た
ダーティリージョンロギング (DRL),計画, 58
大域ゾーン,「Oracle Solarisゾーン」を参照
代替起動パス,表示, 185
タグ付きVLANアダプタ
クラスタインターコネクトのガイドライン, 39
パブリックネットワークのガイドライン, 29

多重ポートディスク,「多重ホストディスク」を
参照

多重ホストディスク
計画, 56
ミラー化, 59

妥当性の検査,クラスタの構成, 174–178
単一ノードクラスタ,「単一ホストクラスタ」を
参照

単一ホストクラスタ
クラスタインターコネクトの構成, 130
命名, 34

端末集配信装置 (TC),「コンソールアクセスデバ
イス」を参照

つ
追加
「インストール」も参照
「構成」も参照
Sun Management Center用Oracle Solaris Cluster
モジュールへのノード, 285–286

クラスタファイルシステムの新規ノードへのマ
ウントポイント, 75

ディスクセットへのドライブ, 197–198
メディエータホスト, 204–205

通信エンドポイント,クラスタファイルシステム
の制限, 50

ツリーアルゴリズムのスパニング,定足数
サーバーの無効化, 31

て
定数足デバイス,ノード追加後の更新, 151–154
ディスク,「ドライブ」を参照
ディスクグループ
「デバイスグループ」も参照
構成, 216–218
構成の確認, 220–222
タイプの説明, 215
デバイスグループとして登録, 217

ディスクセット
「ディスクセット」を参照
構成, 194–197
ゾーンクラスタへの追加, 277–279
ドライブの追加, 197–198
ドライブのパーティションの再分割, 199

ディスクデバイスグループ
「デバイスグループ」を参照
登録の確認, 219

ディスクドライブ,「ドライブ」を参照
ディスクパス失敗,自動再起動の有効化, 100
ディスクパス失敗時の自動再起動, 100
ディスク列,二重列メディエータの必要条
件, 203–204

定足数 (quorum)デバイス,とミラー化, 60
定足数サーバー
「定足数デバイス」も参照
/etc/scqsd/scqsd.confファイル, 68
定足数サーバーソフトウェアのインス
トール, 66–69

アンインストール, 296–297
インストール済みパッケージ, 68
インストールディレクトリ, 68
ガイドライン, 30–31
起動, 68
削除, 296–297
定足数デバイスとしての構成, 154–160
定足数デバイスとしての要件, 154
トラブルシューティング, 68
ネットマスクファイルのエントリ, 155
非大域ゾーン, 31

定足数デバイス
「定足数サーバー」も参照
NASデバイス, 155
SATAディスク, 43
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定足数デバイス (続き)
SCSIプロトコル設定, 43
ZFSの制限, 43
確認, 160–162
計画, 42–43
初期構成, 154–160
ソフトウェア定足数プロトコル, 43
注意, 214
定足数サーバー, 154
投票数のトラブルシューティング, 159
トラブルシューティング

clsetupの失敗, 159
複製デバイスの制限, 43

データサービスのインストール, installer
ユーティリティの使用, 80–84

デバイスグループ
「ディスクグループ」も参照
rawディスクデバイスグループ, 213
移動, 213
インポート, 221
計画, 48–49
ステータス, 221
ディスクグループの登録, 217
デポート, 221
複製ディスク, 49
複製プロパティーの設定, 196
変更の登録, 219
マイナー番号の再割り当て, 219–220
リソースグループのアフィニティー, 240

デバイスの ID名,判別, 156

と
問い合わせ, 12–13
統合されたミラー化, 77–78
登録

ScalDeviceGroupリソースタイプ, 240
SUNW.rac_frameworkリソースタイプ, 235
SUNW.rac_udlmリソースタイプ, 235
SUNW.ScalDeviceGroupリソースタイプ, 240
SUNW.vucmm_frameworkリソースタイプ, 237
SUNW.vucmm_svmリソースタイプ, 237

ドメインコンソールネットワークインタ
フェース, IPアドレス, 28

ドライブ
異なるデバイスサイズのミラー化, 59
ディスクセットへの追加, 197–198
パーティションの再分割, 199

トラブルシューティング
JumpStartのインストール, 129
Oracle Solaris Clusterモジュールへのノードを

Sun Management Centerに追加, 286
VxVMディスクグループ, 219
アンインストール, 293
構成
新しいグローバルクラスタ, 102, 110, 146,

151
追加のノード, 146

構成の explorerベースライン記録, 178–179
定足数サーバーのインストール, 68
定足数デバイス

clsetupの失敗, 159
投票数, 159

ミラー化
グローバルデバイスファイルシステム, 188
マウント解除できないファイルシステ
ム, 191

マウント解除できるファイルシステム, 194
ルートファイルシステム, 186

ローカルのVxVMディスクグループ, 221
トランスポートアダプタ,「アダプタ」を参照
トランスポートスイッチ,計画, 40

な
内部ハードウェアディスクのミラー化, 77–78

に
二重列メディエータ
概要, 203–206
計画, 56
状態, 205
データの修復, 205–206
ホストの追加, 204–205

二次ルートディスク, 60
認証,「認証ノードリスト」を参照
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認証ノードリスト
ノードの削除, 143
ノードの追加, 290

ね
ネームサービス

IPアドレスマッピングの追加, 73
排他的 IPゾーンの IPアドレスマッピングの追
加, 253

ネットマスク
定足数サーバーの要件, 155
プライベートネットマスクの表示, 131
プライベートネットマスクの変更, 132–138
プライベートネットワークの計画, 35–38

ネットワークアプライアンスNASデバイス,定足
数デバイスとしての構成, 154–160

ネットワーク接続ストレージ,「NAS」を参照
ネットワークタイムプロトコル (NTP),構
成, 169–172

ネットワークファイルシステム (Network File
System、NFS)
LOFSでのHA for NFSの制限, 31–32
クラスタノードのガイドライン, 31–32

の
ノード,「グローバルクラスタ投票ノード」を参
照

ノード ID, 34–35
番号の割り当て, 34

ノードリスト
rawディスクデバイスグループ, 214
デバイスグループ, 56

は
パーティション

/globaldevices, 19, 74
root (/)ファイルシステム, 20
swap, 19
ドライブのパーティションの再分割, 199

パーティション (続き)
ボリュームマネージャー, 19

ハードウェアRAID,内部ディスクのミ
ラー化, 77–78

排他的 IPゾーン,「Oracle Solarisゾーン」を参照
パッケージインストール,クラスタコントロール
パネル (CCP)ソフトウェア, 69–72

パッケージのインストール
Oracle Solaris Cluster Manager, 75
Oracle Solaris Clusterソフトウェア, 80–84
Oracle Solaris Clusterマニュアルページ, 70
scsnapshot, 75, 120

パッチ
計画, 27
ゾーンクラスタ, 267

パブリックネットワーク
IPv6サポート, 29
計画, 29–30
ネームサービスへの IPアドレスの追加, 73

ひ
非クラスタモード,への起動, 290
非大域ゾーン
「Oracle Solarisゾーン」を参照
「ゾーンクラスタ」を参照

ふ
ファイルシステムのロギング,計画, 58–59
フェイルオーバーファイルシステム,「高可用性
ローカルファイルシステム」を参照

フェンシングプロトコル, 41–42
NASデバイス, 32, 46
SCSI定足数デバイス, 43
ソフトウェア定足数, 43
無効化, 156
ルートディスクミラーの無効化, 184, 187, 190,

192, 212
負荷係数,負荷分散の設定, 167
負荷制限,負荷分散の設定, 164–166
負荷の集中,負荷分散の設定, 169
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複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループ,構成, 236

複製デバイス
ディスク要件, 49
定足数デバイスとしての制限, 43
複製プロパティーの設定, 196

プライベートネットワーク
IP-アドレス範囲の変更, 132–138
IPsecの構成, 172–174
IPv6アドレスの制限, 39
IPアドレス範囲へのゾーンクラスタの追
加, 37, 132

LDomsゲストドメイン, 37
計画, 35–38
設定の表示, 131
ゾーンクラスタでの使用, 44

プライベートホスト名
確認, 162
計画, 38
ゾーンクラスタ, 45
ゾーンへの割り当て, 251
変更, 162–163

プリエンプションモード,負荷分散の設定, 168
プローブベースの IPMPグループ, 30
プロファイル, JumpStart, 119

へ
変更
プライベートIP-アドレス範囲, 132–138
プライベートホスト名, 162–163

ほ
ポート,「シリアルポート」を参照
ホットスペアディスク,計画, 56
ボリューム

Solaris Volume Manager
起動, 201–202

VxVM
確認, 220
構成, 216–218

ボリューム管理
計画

Veritas Volume Manager, 57–58
ボリュームマネージャー
「Solarisボリュームマネージャー」も参照
「Veritas Volume Manager (VxVM)」も参照
計画

Solarisボリュームマネージャー, 56–57
一般, 54–61

パーティション, 19

ま
マイナー番号の衝突,修復, 219–220
マウントポイント

/etc/vfstabファイルの修正, 227
入れ子, 54
クラスタファイルシステム, 53–54
新規ノードへの追加, 75

マニュアルページ,インストール, 70
マルチユーザーサービス
確認, 99, 106, 124, 143, 251

み
ミラー化
グローバルデバイス名前空間, 186–188
計画, 59–61
異なるデバイスサイズ, 59
多重ホストディスク, 59
トラブルシューティング
グローバルデバイスファイルシステム, 188
マウント解除できないファイルシステ
ム, 191

マウント解除できるファイルシステム, 194
ルートファイルシステム, 186

内部ディスク, 77–78
ルート (/)ファイルシステム, 183–186
ルートディスク, 183
計画, 59–61
注意, 214
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む
無効化

LOFS, 100, 107, 125, 144
NTPデーモン, 171
インストールモード, 159
フェンシングプロトコル, 156
リソース, 297, 298

め
命名規則

rawディスクデバイス, 227
クラスタ, 34
グローバルクラスタ投票ノード, 34–35
ゾーン, 35
ゾーンクラスタ, 45
タグ付きVLANアダプタ, 39
非大域ゾーン, 23
プライベートホスト名, 38
ローカルボリューム, 56

メタデバイス,ゾーンクラスタへの追加, 276–277
メディエータ,「二重列メディエータ」を参照

ゆ
有効,リモートアクセス, 98
有効化
共通エージェントコンテナデーモン, 117
kernel cage, 76
LOFS要件, 17
NTP, 171
Oracle Solaris I/Oマルチパス, 77
ディスクパス失敗時の自動再起動, 100

ユーザー初期化ファイル,変更, 84
優先順位,負荷分散の設定, 166–167
優先度の高いプロセス,制限, 33

ら
ライセンス,計画, 27

り
リソース
一覧表示, 297
無効化, 297, 298

リソースグループ
移動, 213
スケーラブルなデバイスグループ
アフィニティー, 240

ノードでの自動負荷分散, 164–169
非管理状態化, 298
複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワーク, 236

リソースグループの負荷分散
概要, 164–169
負荷係数, 167
負荷制限, 164–166
負荷の集中, 169
プリエンプションモード, 168
優先順位, 166–167

リソースタイプ
rac_udlm, 235
ScalDeviceGroup

依存性, 240
インスタンス作成, 240
登録, 240

SUNW.crs_framework, 236
SUNW.rac_framework, 235
SUNW.rac_udlm, 235, 236
依存性, 236

SUNW.ScalDeviceGroup

依存性, 240
インスタンス作成, 240
登録, 240

SUNW.vucmm_framework, 237
SUNW.vucmm_svm, 237
依存性, 237

リンクベースの IPMPグループ, 30

る
ルーター,クラスタノードの制限, 32
ルート (/)ファイルシステム,ミラー化, 183–186
ルート環境,構成, 84
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ルートディスク
カプセル化, 211
カプセル化解除, 222–224
内部ディスクのミラー化, 77–78
ミラー化, 183
計画, 59–61
注意, 214
フェンシングの無効化, 184, 187, 190, 192
保護の無効化, 212

ルートディスクグループ
カプセル化されたルートディスクの構成解
除, 222–224

簡易, 58
計画, 57
構成
カプセル化されたルートディスク上, 211
ルートディスク以外, 212–213

ルートディスクのカプセル化解除, 222–224
ループバックファイルシステム (LOFS),クラスタ
ファイルシステムを非大域ゾーンに追加す
る, 24

ループバックファイルシステム (Loopback File
System、LOFS)
制限, 17, 50
無効化, 100, 107, 125, 144

れ
例

md.tabファイル, 200–201
md.tabファイル内のボリュームの起動, 202
Oracle Solaris Clusterソフトウェアの構成

scinstallを使用したすべてのノードで
の, 101–102

すべてのノードでXMLファイルを使用し
て, 109

追加ノードでの scinstallを使用し
た, 145–146

インタラクティブな妥当性検査のリスト, 176
機能の妥当性検査の実行, 176–178
クラスタファイルシステムの作成, 229
グローバル以外のゾーンのクラスタファイルシ
ステムのHAStoragePlusの構成, 255

例 (続き)
構成ファイルによるゾーンクラスタの作
成, 266

状態データベースの複製の作成, 182
ゾーンクラスタの構成ファイル, 265
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